
























序限 られた国土で膨大な人ロを抱 え、経済の高度成長 を維 持 し、地域所得
を増大 させ、地域社会の繁栄 と福祉の増進 をはか るためには、科学的 ・合
理的な地域計画 を策定す ることが必要 であ る。わが国においては、地域学
会 が よ うや く設立の運 びになつたの をみて も明 らかなよ うに、地域計画の
重要性 に対す る認識はよ うや く高まつて きた。 しか しその研 究はまだ緒 に
つ いたばか りであ り、地域計画策定のための方 法論 もい まだに確立 されて
いない状 態である。
本研究においては第1編 で、わが国の地域が包含 している問題点 を分析
す ることによ り、地域開発の目標 を定 め、 土木工学 ・運輸交通工学の立 場
にたった地域計画策定の重要性 を指摘 し、経済計画 ・人 口計画 との有機的
な関連 において、土地利 用計画 ・産業基盤整備計画 ・都市施設整備計画 ・
土地保 全計 画等を策定す るための指針を与え るべ く、基礎理論の展開 を試
みた。 この場合地域計 画を単 に土木 工学 ・都市計画学の分野 に とどまるこ
とな く、社会 経済的 な分野 ・オペ レー シヨンズ ・リサーチの分野 を とり入
れた、 より広い視野 で考察す るよ う留意 した。 さ らに第2編 においては、
第1編 で展開 した地域計画策定のた めの方 法論に もとづ き、 と くに今 後の
地域計 画の中心課題 と考 えられ る、第二次産業配置計画 ・第三次産業配置
計画 ・輸送計 画に注 目して、阪神 都市圏お よび瀬戸 内海地域を対象 と した
実証的研究を行 なつた。本研究は、地域計画 ・運輸交通計画策定のための
い と ぐちをつ けた とい う毅階であ り、 さ らに研究 を進展 させ るこ とに よっ
て、地 域計 画学 ・運輸交通工学の学問体系の確立 をはか ることが、今 後重
(1)
要 であ る。
本研究に対 して、終始御指導御鞭達 を賜わつた 、指導教授米谷栄二 先
生、御教授 ・御示唆 を賜わつ た石原藤 次郎先生 をは じめ、種 々御助力を
賜わつ た、京都大学工学部 土木工学教室米谷研 究室の各位、数理工学教
室佐佐木助教授、経済学部青山教授、運輸省 ・建 設省 ・通商産業省 ・経
済企 画庁 ・科学技術庁 ・大阪市 ・神 戸市その他 の関係各位に対 して心か
ら感謝 の意 を表す る次第で ある。
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第2編 阪神都 市 圏お よび瀬戸 内海


























大阪湾沿岸地域 の工業適地 と工業 用水
工 業立地 モデ ルの作成
所得係数Cｋｉの算 出
および電 力事情

























































































基 礎 理 論

第1章 序 論
わが国 にお いては ・第二次大戦後 国土が戦前 の54%に せば まつた うえ,
人 口は1960年に9・300万人 を突破 し,今 後 も引き続い て増加傾 向を示
してい る。従つて限 られた国土 で膨大 な人 口を抱 え ・経 済の高度成長 を維
持 し,地 域所 得を増大 させ,さ らに地域住民の生活 を安全 に,衛 生的に,
かつ快適な らしめ,地 域社会の繁栄 と福祉の増進 をはか ることを 目的 とし
て地域 計画を策定す るために は,産 業構造 を高度化 し.合 理的な土地利用
計画 ・産業配置計画 を策 定 し ・交通施設 ・用地 ・用水な どの産業基盤や都
市施 設を整備強化 し,あ わせて土地保全 をはか らなければ ならない。 この
た めにはまず 地域 開発の指針 を定め ることが必要であ る。従つて現在 わが
国においては,地 域的 に産業発展 の不均衡に由来 して所得格差が顕在化す
る一方,大 都市における生活環境の悪化 と,,工業地帯におけ る生産拡大上





っ ぎに この ような地 域開発の指針 に もとつい て,地 域計画 を策定す るに
あたつては,







か らの諸分析 をお こな うこ とが重要 である。本研究 においては,と くに土
木工学 ・運輸交通工学の立場にたつて,し か も地域の 経 済構造 ・産業構造
●人口構造 と有機的に結びっいた総合 的な地域 計画策 定のための方法論を
展開する。 この ためには,つ ぎに述べ る諸調査 をお こない,そ の結果 を十







つ ぎに これ らの畿 結果 を有効に利用 して ,以下に述べ る調 画 を樹立 し
なければな らない。
(1)地域 経 済計画





地域経 済計画 を策定 するにあたつ ては ,目標年度における地域間の産業
連 関関係 を明 らかに しなけれ ばな らない。当該地域に存在す る各 産業は,
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当該地 域内の各産業 と直接 ・間接的に依存 しあつてい ると同時に,当 該地
域以 外の各産業 と もつなが りを持ってい る。従つて国民経済 との有機 的な
関連において地域経 済構造 を明 らかにする ことが必要 である。 このために
は地 域産業連関分轟 用い るの鞭 禾嘔であ り,さ らに地域間の交易関係 を
よ り一 層 明確iにす るた め に,Isardに よっ て提 案 され た各 地 域 の各 産 業
部門の バランス条件舷M。se,が 定義 し較 易係轟 用 いて書 きなお し,
地 域産業連 関分析の数学構造 を明 らかにす る。つ ぎに産業連 関分析の もつ
予測能 力の不備 をお ぎな うための計量経済 冠デルを提案 し,合 理的 ・科学
的な地域経 済計画の策定 を可能 にす る。
地域内適 正人 口を算定す るに あたつては,わ が 国の人 口動態の特徴 であ
る人 口増加率 の減少 と人 口の大都市集 中現象に注 目して,地 域の経済構造
・産業構造 ・都甫施設の 整備状況な どと均衡の とれた,合 理的な土地利用
計画に もとつ いて,あ らたな観点か ら適正人 口を決定 しなければな らない。
このため土地利用計画に もとつ く適正人 口の推計方法 を明 らか に し,適 正
人 口の算定 をお こな う。つ ぎに就業構造 を予測 す るに あたつ ては,労 働 力
4)
の供給 とい う立場お よび労働 力の需要 とい う立場 か らの分析が必要であ り,
両 者の分析結果 を検討 し総合す ることに よつて決定 しなけれ ばな らない。
このため推計人 口を もとに した就業人 口の 予測方法お よび,産 業部門別産
出額 を もとに した就業人 口の予測方法について論 じ ・地 域内就業構造を決
定す る。
土地利用計画 ・産業配置計画を策定す るにあたつては ・広域 産業圏 ・広
域都市圏の見地 にたつて ・上述の地域経 済計画に もとつ く各 産業の生 産水
準の上昇 を達 成す ることを 目的 として,当 該地域内の どの地区 にいかな る
種類の産業を どの程度 の規模 で立地 させ るのが適正であるかを,第 一 次産
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業.第二次産業 弗 三次蘇 ごと騨 靴 した産業配翫 デルを作成して
勅 て行 くことにす ず!鋸 地区配置緬 を策定す るに あたつては ・宅地
自給のみ とお しを明 らかに い 都市施 設 環 境施設の騨 との 関連 にお い
て,地 域内適正人口を もとに して ・住居地区 として新 しく確保 しなけれ ば
な らない面積の算定法を述ぺ,つ ぎに これ らの住居適地 を都市 の発展 との
関連において開発す るときの開発の優先順序の決定 法について論ず ること
に した。 この ように して,合 理的 ・科学的な土地利用計画 ・産 業配 置計画
策 定のための方法論 を確立す る。
つ ぎに,こ れ らの地域経済計画お よび土地利 用計 画 ・産業配 置計画 に もと
つ いて産業基盤整備計画す なわ ち,交 通施設整備計画 ・用地造成計画 ・用
水 開発計画策定のための指針にっいて論ず ることが必要 であ る。まず交通
施設整備計画 を策 定す るにあたつては,産 業構造 と土地利用の望ま しい姿
を もとに した輸送需要量の推計方法につ いて述べ,輸 送構造 の変 化 と輸送
手段の選択要因について分析 し,FraterおよびKoopmansの考え方を
発展 させて地域内各地区間の将来の輸送量 を推計す るための輸送 石デルを
6)
作成す る。用地造成計画 を策定 す るに あたっては,産 業立地計画 に もとつ
いて,用 地の需要量 を推計 す る方法 を求 め,用 地の需要 と供 給の平衡条件
式を作成 し ・合理的な用地 造成計画の策定 を可能 とす る。用水 開発計 画を
策定す るにあたつては,地 域内適 正人 口 ・土地利用計画 ・産 業配置計 画に
もとついて用水の需要量 を推計す る方法を求 め,用 水の需要 と供 給の平衡
条件 式を作成 し ・合理的な用水開発計 画の策定 を可能 な らしめる。
産業 と人 口の過度集中のため ・大都市 では重要 な都市施設の整備が都市
化 の勢いに対処 し得ない状況に ある。産業の振興 と住民の福祉 の向上をは













の拡大,産 業構造 ・都市 構造の変化 に対応 して ・都市施設を整備す るこ と
が必要 であ り,都 市交通 ・上水道 ・下水道 ・工業用水道のそれぞれにっい
て ・現状の問題点 を指摘 し ・それぞれ の施 設に対す る需要 と供給の平衡条
件式 を作成 し,施 設整備計画 に対す る指針 を確 立す る。
最後 に地域計画学 的観点 にたって,土 地保全すなわち治山 ・治水や海岸
保全の望ま しい姿 を画 きだすため,河 川工学や海岸工学 での研究成果 に加
えて,経 済構造 ・産業構造 ・人 口構造 な どの地域活動 と災 害 との関係 にっ
いて諸分析 をお こない,地 域の経 済発展の状況 に対応 した防 災計画 の策定
方法につい て論ず ることとす る。
第2章 地 域 計 画 の 方 法 論
§1緒 言
わが国においては,敗 戦に よつて国土 が戦前の54%に せ ばまった うえ,
人口は1960年において9,300万人 を突破 し,今 後 も引 き続 いて増加傾
向を示 してい る。従 って限 られ た国土で膨 大な入 口を抱 え,経 済の高度成
長 を維持 し,地 域所 得 の増大をはかるた めには,産 業構造 を高度化 し,合
理的 ・科学 的な土地利用計画 ・産業配置計画を策定 しなければな らない。
このためには,ま ず地域 開発の指針 を定 めることが必要であ り,本研 究 に
おいては,第 二次大戦後の国土総合 開発の推移について分 析 し,つ ぎに こ
れ らの分析 を とお して,地 域 開発の指針 を定 め ることに した。っ ぎに,地
域 開 発の指針に もとづ き,し か も国民経 済 との有機的な関連 において地域
経済の高 度成長 を維 持 し,産 業構 造を高度化 し,さ らに地域 社会の繁栄 と
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福 祉の増進 をはか ることを 目的 として,地 域緬 を難 す る肋 たつては'
(1)国民経済学 ・地域経 済学 的立場
② 人 口学 的立場
(3)経済地理学的立場
(4)土木工学 ・運輸 交通工学 的立場
(5}社会学 的立場
{6)行財政学 的立場
か らの諸 分析 をお こな うことが重要 である。本研究 におい ては ・とくに土
木工学 ・運輸 交通工学の立場 にたつ て,し か も地域 の経 済構造 ・産業構造
・人 口構造 と有機的に結びっい た総合 的な地域 計画 を策 定す る方法につい
て考察す る ことに した。以上 の諸 問題 を以下に節 をあ らた めて詳述するこ
と とする。
§2地 域 開 発 の 指 針
わが 国にお い ては ・敗戦に よつ て国土が戦前の54%に せばまつた うえ ,
1960年国勢調査 の確定 人口に よれば ,総人 口は9,300万人 を突破 し,
今 後 も引 き続 いて増加傾 向を示 してい る。従って限 られた国土で膨 大な入
口を抱え,経 済の高度 成長を維持 し,地 域所得の増大 をはか るために は,
貿 易の伸張 とあいまつ て,地 域の産業構造 を高度化 し ・合理的 ・科学的な
土地利用計 画 ・産業配 置計画を策定 しなけれ ばな らない。 このためには,
まず 第二次大戦後にお けるわが国の国土総合開発の推移について分析 し,
つ ぎに これ らの分析 を とお して ・地域 開発上の問題 点を抽 出す るこ とによ
り,地域 開発の指針 を定 めることが必要 であ る。













この時期には産業復興関係の多 くの公 団が設立 され,農 業 ・漁業に関す
る根本 的改革な どについて考 え られたが 。まだ戦後の混乱が尾 をひいて,
国土の総合開発 につい ては考 え られ るにいた らなかつ た時期 である。
2)国 土開発の基礎整備の時期(1950年～1954年)
この時期は,終 戦の混乱が まだ完全 には終結 していない時期で,食 糧や
物資の不足の打 開に重点がおかれたが,一 方においては国土の総合開発が
検討 され る ように なつた。まず1950年 には国土総合開発法が制定 され,
当時の貿易上の制限か ら,経 済再建 を資源開発 に求 めよ うとした。1951
年には,地 域指定がなされたが,食 糧 ・電 力 ・石炭 な どの確保に重点がお
かれてお り,当 時の経 済事情 をよ く物語 つてい る。 また1950年には北海
道 開発法が制定 されたが,そ の主眼 もやは り電源開発 な どにおかれていた。
この時期には,1951年 の 日本 開発銀行法,1952年 の電源開発促進法な
ど,一 連の国土開発 を主 目的 とす る法律 が制定 されたが,そ れ とともに,
道路 ・航 空 ・港湾関係の諸法や,国 土調査法が制定 され て,開 発の基礎条
件の整備 がはか られ た時期であ る。
3)生産 力拡充 と各種弊害の発生時期(1955年～1958年)
この時期には技術革新 ・消費革命 とい う形 で,生 産力が飛躍的に拡大 し
たが,一 方社会資本 の不足 ・特定地域 への産業集中の弊害があ らわれは じ
めた。すなわち技術革新 を ともな う工場の新 増設の動 きが未曾有の活況を
呈 し,工 業生産は戦前の水準 を大幅に凌駕 した。その結果既成工業地帯で
は,用 地 難i・用水難な どの問題 を生 じ ・また全 国的に道路 ・港湾 ・鉄道 な
どの輸送施設の能 力不足 が 目立つて きた。従つて1958年に策定 され た新
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長期繍 計画にお いては,わ が国の安定的経 済成長 として ・年平均6・5%
の成長率がみ こまれ,さ らに500万 人の雇用の増加 と ・国民1人 あた り
38%の 消費水準の 向上 を目標 として,輸 出の伸長 と国際収支の 改善'産
業構造の高度化.エ ネ ルギ_供 給の確保 ・輸送力の増強 ・国土の保全 な ど
が意図 された。
4)経 済計画具体化の時期(1959年以 降)
この時期におけ るわが国の経済は,第 二次産業,特 に工業部 門の飛躍 的
な発展に支 え られて,西 ドイ ツとな らんで世界に比類の ない高度成長 を と
げ,地 域開発 も実施の段階に入つた。 しか し四大工業地帯 を中心 とす る先
進地域への 人口 と資本の集中に ともなつて,大 都市にお け る人 口 と社会施
設の不 均衡か ら生 じる生活環境の 悪化,工 業地帯 におけ る工業用地 ・用水
・輸送施設な ど生産拡大上の艦路が顕著 となつて きた。また四 大工 業地帯
お よびその周辺部への産業集 中によつて,そ れ以外の地域 は開発 され るみ
こみを失ない,生 産性の極 めて低い産業のみ を担当す ることになつ て,経
済活動が沈滞 し ・わが国経済の安定 と成長の うえに重大な障害 となつ てき
た。従つ て既成大都市の再 開発に よる都市施 設の駐路打 開,既 成 大工業地
帯の立地条件の整備,低 開発地域 におけ る産 業基盤 の強化,新 産業都市の
育成 な どの諸問題 点を網羅 した総合 的な地域 開発計画 を策定す ることの重
要 性が認識 されて きた。1961年度 か らは じまつた所得倍増計画 において
も ・産業基盤強化のための社会資本の充足 を計画の中心的課題 として と り
あ げてい る。また この 時期に制定 された開発関係 法は ・すべ て産業基盤の
強化 と ・地域 間格 差の是 正問題 に対す る解決にむけ られてい るといつて も
過言 ではない。













に産業発展 の不均衡 に由来 して所得格差が顕在化 す る一方,大 都市におけ
る生活環境の悪化 と ・工業地帯 にお ける生産拡大上の隆路が顕著 となつ て
8)
きている。従つて これ らの問題の解決策 としては,産 業基盤お よび都市施
設を整備強化す るこ とに よつて,積 極的に大都市の再開発 をお こな うとと
もに,工 業の 適地誘導に よつて,地 方に新産業都市 を育成 してい く以外に




を地域 開発の3大 指針 とし,地域 計画策 定の ための方法論を展開す ること
に した。 この3大 指針 についての概要 を述べ ると以下 の とお りで ある。
1)産 業基盤の整備 強化
わが国においては,も ともと用地 ・用水 ・道路 ・鉄道 ・港湾な ど産業の
基盤をなす諸施設が貧弱であ り,戦 後数年間は この貧弱な基盤の上 で生産
の復興がいそがれた。 しか し1959年頃か ら産業基盤 整備のた ちお くれが
経 済成長 をはばむ最大の障害 として意識 され,こ れ を解決す るために,産
業基盤 強化の施策が重要政策 として登場 した。特に1958年か ら新長期経
済計画の期間に入 ると,同 計画 の一環 として道路 整備5力 年計画 ・港湾整
備5力 年計画な どに よる産業基盤整備の措置が講ぜ られた。 これ らの基盤
整備 は,新 長期経 済計画 で策定 された計画 どお りにほぼ実施 されて きたが,
しか し実際の経 済成長 は新長期経 済計画が想定 したのび率 をは るかに上廻
つ て しまつた。 このため産業基盤 の整備はほぼ計画 どお りお こなわれたに
もかかわ らず,現 実の経 済成長に追いつ き得 ないで.む しろ両者の開 きは
拡大 し,用 地 ・用水 ・道路 ・鉄道 ・港湾な どの逼迫 が経 済成長の阻害要 因
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とな りつ つある。
そ こで1961年度か らはじまった所得倍増計画においては ・産業基盤強
化のための社会 資本の充足 を計画の 中心課題 として とりあげ ・その 重要性
を強調す るとともに,現 在の水準の約2倍 にあたる投資規模 を示 してい る・
従来の産業基盤投資は,民 間投資のあとを追 う補完的 な性格の ものが主
体 をな していたが,今 後においては さしあた り急増す る輸送 ・用地 ・用水
な どの需要に対処 して儘路打開をはか ることが必要である。 しか し究極に
お いては ・将来の経 済構造 ・産業構造の高度化 と地域 構造の変化 に対応 し
た産業基盤整備計画 を策定す るこ とが必要 であ る。す なわち大都市の再開
発 ・既成工業地帯の立地条件の駐路打 開,新 産業都市育成な どの諸施策が
強化 され るに と もなつて,産 業基盤 の整備は今後 ますま す重 要性 を加 え る
もの とい えよう。
2)工 業の適正配置
最近の工業立地の動 向をみ ると,四 大工業地帯,特 に東京 ・名古屋 ・大
阪な どの大消費地の周辺に集中す る傾 向が依然 として強い。 しか し大工業
地 帯への工場の集中をこのまま放置す るこ とは,つ ぎの2っ の観点か ら問
題 が ある。
第1に 既成の大工業地帯 は ・現在す でに産業や人 口の過度集中に よる弊
害 のあ らわれてい るところが少 くな く,現 在 の集 中傾向が今後 も続 くとす
れば ・数年後 には これ らの地帯 では工場 の過度集中の結果,生 産活動 も都
市活動 も麻痺 して しま うであろ う。 したがつて都市生活の環境悪化 を防 ぎ,
工業の健全な発 展 を確保す るためには,豊 富 ・低廉な工業用地 ・用水の確
保 につ とめ ・輸 送施 設の充実 ・改善 をはか ることに よつて ・工業立地条件











地方分散 を促進 するこ とが 必要 であ る。第2に 工業の特定地域 への過度集
中は,わ が国の地域 間の所得 お よび生活の格差を拡大 してい る。地域格 差
を是 正 し,地 域的に均衡のあ る国民生活水準の向上をはか るためには,経
済政策 ・社会政策 の もつ とも重要 な課題である農業の近代化を実現す ると
ともに,開 発の お くれてい る地域 に工業 を誘導す ることに よって,新 産業
都市を建 設す るこ とが必要であ る。新産業都市 を建設 し育成 す るこ とに よ
つ て,既 成大工業地帯への過度 集中や マン芒ス都市化が防 止され,長 期的
には総資本 の効率を高 める役割 をはたすであろ う。同時に近隣地域の低生
産性産業か らの雇用を吸収 して,地 域 間の経 済の不均衡 を是 正す るために
も大 きな働 きをす る もの と期待され る。以上の ような要請に こたえるため
の工業地方分散化促進の方法 と しては,第1に 誘導すべ き適地 を定 めるこ
と,第2に 定め られた地域 について公共投資 な どに よ り,先 行的に立地条
件 を整備す ること,第3に 定め られた地域に立地す る企業に対 して税制 ・
金融な どの面で優遇措置 を講ず ること,第4に 特定地域に 対す る過度集中
を防 止す る措 置を講ず るこ と,な どが考 えられ る。
3)都 市再開発 と新市街 地の開発
わが国における都市の整備は ・産業 と人 口の集中に よる都市化の勢いに
いち じる しく立 ち遅れてお り,既 存の市街地33.1万haの うち,す でに
整備ずみの ものは震災復興 ・戦災復興をは じめ とす る土地 区画整理事業 な
どに よつて改良 された約8万haに 過 ぎない。 その他の大部分の市街地 は
封建時代か ら受けつがれ たま まの前近代的な市街地形態の うえに都市化が
無 秩序にすす め られた ものである。
最近の 自動車交通の発展 ・建築技術の進歩 ・都市 内部の諸地域 の機能 的
変化,と りわけ商業 業務地域 の展開の結果,旧 来の市街地形態は都市の発
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展に大 き嫡 害 とな る蛭 つた.し か も今後都郁 おいては民間の鹸.
搬 投資の規灘 拡大 い さらに鉄筋 コンクリー ト諜 の増加に よつて市
街地 の不燃化 駄 幅に進展する と考 届 れ るの で 浦 雛 形態の繍 は き
わめて緊急腰 す る もの となつ て きた.こ れまでの都市醐 発は 震 災復
興や戦災復興 を契機 とした土地区画雛 韓 ・ごよつてお こなわれて きた・
しか し今後の都市醐 発は 浦 街地の幹線街路 の整徹 と もな う獅 改造
.土地区画整i理事業 を中心 として進めねばな らない と考え る・ 従つ て ・都
市にお け る第三次産業配置計画 を策定す るにあたつては土地利 用問題.人
口問題 ・交通問題 ・容積問題 ・上下水道問題 ・環境衛生 問題 な どの隆路 を
打 開 し,都 市 相互間の調整強化 をはか りなが ら,地域 計画の立場に たつ て ・
と くに都市再開発 とい う観 点か ら考察す ることが重要 であ る。
つ ぎに既成市街地 の再開発 とと もに,増 大す る新市街地の 整備 も必要で
あ る。 しか しこれ までの よ うな無秩序な市街地化 をゆ るす ことは ・いたず
らに交通条件や環境 条件 を悪化 させ,近 い将来に再び高価 な再開発 をお こ
な わねばな らな くなるので,住 居地域 ・商業 地域 ・工 業地域 な ど合理 的な
土地利用計画 に立脚 し ・さらに地域経 済計画 に もとつ く生産水準の上昇を
達成す ることを 目的 とした ・あた らしい都 市再開発方式 を展 開させなけれ
ば な らない と考 え る。
§5土 木 工学 ・運輸交通工学 の立場に たつた
地域計画 の必要性
前節 で詳述 した よ うな地域 開発の指針に もとついて ・地域計画 を策定す














ほ}国 民経 済学 ・地域経 済学 の立場か ら経 済構造 ・資本 構造 ・産業構造
・雇用構造 な どについて研究す ること。
② 人 口学の立場か ら人 口構造 ・人口動態 ・就業 構造 な どについて研究
す るこ と。
(3)経済地理学の立場 か ら,地 勢 ・風土 ・気象条件 ・位置 ・距離 ・産業
立 地条 件 ・資源 ・消費地構造な どについ て研 究す る こと。
(4)土木工学 ・運輸 交通工学の立場か ら,土 地利用計画 ・産業配置計画
・産業基盤整備計画(用 地造成計画 ・用水開発計 画 ・輸送計画)・ 都市
施設計画(都 市交通計画 ・宅地開発計画 ρ上水道計画 ・下水道計画 ・工
業用水道計画)・ 土地保全計画(治 山治水計 画 ・利水計画 ・海岸保全計
画)な どの 諸計 画の策定方 法について研究す ること。
(5)社会学 の立場か ら,福 祉施 策 ・文教施策 ・環境衡生施策 な どの問題
について研 究す る こと。
(6)行財政学 の立場か ら行政法 ・行 政機構 ・財政 政策な どの問題 につい
し
て研究す ること。
上述 の ような各学問分 野での研究成果お よび多 くの知識を結集 して,総
合的な地域計画 を策定す ることが 必要 である。
くり返 し述べて きた ように,わ が国においては工 業集積を主要 な契機 と
して労働力,総 資本 な どの資源が既成工業地帯に偏在 し,し か もその傾 向
が強 くなつて きてい る。 では一体 なぜ工 業が特定地域に集 積するのであろ
うか。い うまで もな く工場が あ る地 点に立地す るの は企業の 自由意志に委
ね られ てい る。従 って工業が集積 するのは,企 業が他 の地点に立地す るよ
りも大 きな利益 を得 るこ とが できるか らに相違 ない.個 々の企業は工業地
帯 げ工業都市 を形成す ることに よつて,関 連工場 ・下請工業に恵 まれ,原
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料の供給.製 品の販売の有利性,技 術労働者蟹 ・資金雛 上の便益 な ど
数多 くの利益 を うけ ることが で きるか らである.工 業の集積は労働 力の増
加 を もた らし,同 時に有効需要 を増 大させ,こ れに ともなつ て関連第一次
産業や第三次産業が発展 する。 この ように して産業や人口はますます増 大
し,そ れが市場や公共施 設などの外部経済 を拡大整備 して既成工業地帯 の
集 積は累積的に増大 してきたのである。 この ような工業のいち じるしい集
積の結果,最 近では立地条件 はおおむね限界に達 し ・道路 ・港湾な どの社
会 的諸施設や土地 ・水 な どの 自然資源が不足 して生産 を阻 害す るに至つた。
これ を解決す るために は,産 業基盤を整備 ・強化す るこ とに よつて ・用地
・用水の確保に っ とめ るとともに,輸 送施設の充実 ・改善 をはか るこ とが
必要であ る。
さらに既成工業地帯 を背景に もつ大都市におい ては,産 業 と人 口の過度
集 中のため,住 宅 ・交通施設 ・生活環境施設 な どの重要 な都市施 設の整備
が 対処 し得 な くな り,生 活環境 の悪化が あ らわれてい る。 さ らに 自動車交
通 の急激 な発展 ・都市 内部の諸施設の機能 的変化,と りわけ商業業務地の
9)
展 開の結果,旧 来 の市 街地形 態は都市の発展に大 きな障害 となつている。
従つて市街地 の幹線街路の整備 に と もな う都市改造 ・土 地 区画 整理事業 を
中心 とした都市再 開発お よび,都 市 内交通 ・宅地造成 ・上水道 ・下水道 ・
工 業用水道な ど都市施 設の建設整備 は緊急 を要す る問題 として認識 され て
い る。
また経 済のた くま しい成長 と産業構造の高度化 お よび人 口の 増加 と特定
地域への過度集中の結 果 ・その地域 に台風 ・水害 ・地 震 ・高潮 な どの災害
が発生すれ ば,わ が国経 済は大 きな打撃 を うける ことにな る。 この ことに
っい ては,地 理的 。気 象的に災害頻度 の高いわが国の場合 には一層 強い 配
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慮 が必要 である。従 つて地域経 済が成長 し,産 業構造が高度化 し,人 口が
増加 すれ ばす るほ ど ・防災施設の整備 は重要 施策 とな り,治 山治水 ・利水
・海岸保全 な どを一体 とした地 域保全計画 を策定す ることが必要 とな る。
また既成工業地帯へ の企業集中に よつ て レそれ以外の地域 の経 済活動は
沈滞 し,地 域間の経 済的不均衡が激化 し,わ が 国経 済の安定 と成長の うえ
に 重大な障害 となつて きてい る。従 つて地域間 の経 済的均衡をはか るため
に は,未 開発地域に全 く新 しい産業都市 を建設 し育 成す ることが望ま しい
といえ るであろ う。 この よ うな新産業都市 の誕生は,既 成工業地帯への産
業 の過度 集中や人 口の集中に よるマン鴛ス都市化 を防止 し,長 期的には総
資本の効率 を高める役割 をはたす とと もに,近 隣地域の 低生産性産業か ら
の雇用を吸収 して地域 聞の経 済の不 均衡を是 正す るために も大 きな役割 を
はたす と考 え られ る。 しか し産業 の立地 は,私 企業の個別の立場か ら自由
に選択され るべ き もの であ る。従つて一企業が単独で,あ らたに大規模 な
産業基盤 ・都市施 設 ・防災施設 を整備 しなけれ ばな らない よ うな地点に立
地す ることは困難 である。従っ て新産業都 市を現実に形成 させ るた めに最
も重要 なこ とは,公 共投資 をお こな うことに よって,産 業基盤 ・都市 施設
・防災施設な どを整備す ることで ある。従つ て地 方に産業都市 を育 成 す る
ためには,ま ず公共施設の ための先行 ない しは並行投資が前提 となる。先
行的に産業基盤 ・都市施 設 ・防災施 設な どを整備す る ことに よつて,あ く
まで も企業の 自由意志 を尊重 しっつ,望 ま しい地域に望ま しい産業を誘導
し,新 産業都市 を建設 し育成 してい くことが 可能 になる と考 える。
以上 の考察に よつて あきらか なよ うに,今 後わが国においては,産 業配
置 計画の策定,産 業基盤 ・都'市施設 ・防災施設な どの整備強化が今後ます
ます 重要性 を加え る もの と考 え られ る。従つて総合的な地域計 画を策定す
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るに あたつては,と くに土木工学 運 輸交通工学の立場力・らの考察が重要
で ある。従っ て本研究においては,土 木工学.運 輸交通工学の立場か ら ・
地域経 済の高度 成長 を維 持 し,産 業構造 を高度化 し,輸 出の拡大 と旺盛 な
国 内需要 をまかない,労 働 力の吸収 とい う要請に こたえなが ら・地域 所得
の 増大をはか り,さ らに地域住民の生活 を安全に,衛 生的に ・かつ快 適な
らしめ,ま た活動の便宜を与え,能 率を向上 させ ・地 域社会の繁栄 と福祉
の増進 をはか ることを 目的 として,地 域 をいかに利 用 し開発 し ・保全す る
か について考究 し,つ ぎに これ らの地域開発 の 目的 を達成す るた めに ・産
業基盤 ・都市施設 ・防災施設な どをいかに整備 ・開発 ・強化すべ きかにつ
いて考察す ることに した。
§4地 域 計 画 の 策 定 方 法
前節で詳述 したように,今 後 わが国においては,地 域 計画 を策定す るに
あ たつて ・土木工学 ・運輸交通工学的立場か らの考察が もつ とも重要 とな
り ・土地利用計画 ・産業配置計画 ・産業基盤整備計画 ・都市施 設計画 ・土
地保全計画な どの策定が,総 合的な地 域計画の主体 をなす と考 え られ るが ,
これ らの諸計画 を策定す るにあたっては ,単に応用工学 的観 点か らの分析
のみな らず,地 域経 済 ・地域 内人 口 ・経 済地理 な ど社会科学的観点か らの
分析 もあわせ てお こな うこ とが必要 で ある。
地域経 済の高度成長を維持 し,産 業構造 を高度化 し ,輸出の拡大 と旺盛
な国内需要 をまかない ・労働 力の吸収 とい う要 請に こた えなが ら ,地域所
得 の増大をはか り ・さ らに地 域住民の生 活を安 全に ,衛生的に,か つ快適
な らしめ ・地域 社会の 繁栄 と福祉 の増進 をはか ることを目的と して地域計









を予想 して現 在お よび将来に対する改善 をはか らなければな らない。 この
よ うな地域 開発の 目的に従 って ・土 木工学 ・運輸交通工学 的立場か ら地域
計 画を策 定す るに あたつ ては,つ ぎの諸計画をあ きらかに しなければな ら
ない と考える。
(1)地域経 済計画





そ してこれ らの諸計画を策定す るためには,以 下に述べ るような調査 ・
分析お よびその検討が必要 で ある。
(1}経済構造の予測
各地域が 自然的 ・地理的環境 を ことに し ・産業 ・人 口 ・所得水 準 な どの
面で種 々の地域 格差 を もってい る以 上 ・地域経 済の特色 を とらえな ければ
到 底国民経済全般の動 きを的確に知 ることがで きない し,政 府や地方自治
体において も適切 な経 済政策 を策定す る ことが望めない。従つて総合的 ・
科学 的な地域開発計画 を策定す るためには,産 業経 済圏 を考慮に入れた新
たな構想 にたって,地 域 分析 をお こない,経 済構造 を予測す るこ とが必要
であ る。
資本主義経済の発達 は産業間の分業 を促進す ると同時に,地 域 的分業の
傾 向 を強 めている。 コス トの低廉化 をはか るためには大量生産が 有利であ
る。従 って企 業活動 ・生産活動 を営なむのに もつ とも適 した地域 に は,産
業が集 中する傾 向に ある。また資源に恵 まれた地域は豊かな原料供給地 と
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して発展 し,ま たあ る地 域は消費地 としての性格 を強 めて くる。 この よ う
に して ・生産の迂回化 ・大量生産化 ・流通 機構の整備な どが あいまつて ・
各地域 は相互に一 定の経済的交流関係 を もつて結ばれて くる。従つて地域
経 済の分析 も,当該地域にのみ視野 を限って経済構 造 を眺め るのでは不十
分 であ り.他地域 との関連において,さ らに 国民経 済 とい う大 きな流 れの
中 で ・その地域が果 してい る機能や役割 を見 きわめ るので なければ.分 析
の万全 を期す るこ とはできない。
② 地域 内の人 口予測
地域経 済計画 ・産業配置計画 ・産業基盤整備計画 ・都市施 設計画 ・土地
保 全計画な どの一連の地域計画 を策定す るに あたつては ,その主体 であ る
地域 内の人 臼を予測するこ とが必要 である。人 口予測をお こな うためには,
人 口の地域 分布 と自然動態すなわち出生 ・死滅過程に よる自然増減お よび ,
社会動態す なわ ち繊 間の繭 関係 によつて生ず る社会増減について分 析
する ことが必要で ある。
1960年国鯛 査の確定人 ・によれば ・わが 国の総入 ・は9,3・。万人
を突破 した・最 近 ・年間の動 きで とG姓 目され るのi、1,入。増加率 の減
少 と人 ・の大都市集申現象であ る.す なわち ・95・年～ ・955年において
は人 口増加率 は7・3%で あつ たが ・・955年～ ・96・年にお いては ,人
口増加率が4.6%に 減少 した。 また大都市 の入口増加 はその50%以 上が
地域外か らの流入に よる社会増に よる もの であ り,これはその他の地域に
お け る流 出超過人 口(社 会減)と ほぼ見合 つてい る。従って地 域内適 正人
口 を予測 するにあたつ ては ・以上述べ た ような人 口の 自然動態 と ,地域特
猷 起因する社鋤 態について+頒 査 ・検討することが必要であ1りo泥
の よ うな分析 を とお して適正人 口を求 め ることに より ,地域経済の高度成
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長 を維持 し,地 域所得の増大をはか り,さ らに地域社会の福祉の増進 をは
か るとい う地 域計画本 来の 目的を達成す るこ とが可能 とな る。
11)
(3)産業立地条件調査
i)用地 と産業 立地 の関係
第二次産業のめざま しい発展成長に ともなつ て,工 業用地の需要が急増
してい る。 しかも従来の よ うに,用 地 は どこにで も得 られ るとい う時代 は
去 り,用 地 を取得す るためには非常な困難 を ともな う一方,工 場の大規模
化 に ともなつて300万m2,600万m2の大団地 を必要 とす るようにな りつ
っ ある。従 つて工場建設には膨大な面 積の用 地 とと もに莫大 な費用 を必要
とする。 これに対 して公共団体の起債 に よる海 面埋立事業が毎年大幅に の
びっっ あるし,ま た最 近では内陸部の工業用地 造成 を促進す るため,開 発
公社な どの 外廓機関 を設けてい る公共 団体 も少 くない。 この ように用地 は
重要な工 業立地 因子 の1つ であ り,用 水 ・輸 送施 設な どとともに工業生産
を支 える産業基盤 として もつ とも重要 な ものであ るか ら,用地 造成にっい
ては十 分 な調査 ・検討をお こな うことが必要である。
五)用 水 と産 業立地の 関係
わが国の主要工業は,用 地 ・用水型の工業である といわれてい る。従っ
て用水 もまた工業立地 の基 本的条件 であ る。パルづ ・化繊 な どの よ うに生
産過程におい て多量の洗浄水 を必要 とす るもの,あ るいは大型の冷却装置
を必要 とす る もの,逆 に大型 ボイラ ーを必要 とす る もの,さ らに合 成化学
工 業に み られ るよ うに水 その もの を原料 とす る ものな ど,工 業におけ る水
の使用 面は多岐であ り多量 である。 この ような用水需要の急増に よつて,
既成工業 地帯 では,用 水の絶対量が不足 し ・用水獲得 のための不 自然な競
争がお こつてい る。従つて水資源開発のための調査 ・工 業用水 道建設のた
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めの調査撤 び用 水の循厳 用 ・齢 利用 な ど・こつい ての研究が必 要 であ
る。
岱)エ ネルギー と産業立地の関係
電 力の現状 をみると,水 力発電の賦存 と供給 力の約76%以 上が中部地
方以北に分布 し,火 力発電はその反対に74%近 くが 関西以西に集中 して ・
あ きらかに水力 と火力の分布相補的 関係 にたつ よ うになつ た。 このため水
力発電 に依存してい る北陸 ・東北 ・関東 ・中部地方の電力は豊富か つ安価
とな り,カ ーバイ ド・石灰 窒素 ・電気銑鉄工場 な どのほ とん どが中部地方
以北に立地 しているし,電 解法硫安 ・アル三ニウム ・電 解 ソーダ ・合成繊
維な どの諸工 業 も水力電気の豊富 かつ安価な場所 を求 めて立地 して い る。
しか し近年は火主水従 とい う電 力開発構想の もとに ・新鋭火 力の開発がす
すみ,火 力の比重が大 きくな り ・水 力 と火力の電 力価格の格差が小 さ くな
りっっ ある。従つて全 国的に電 力事情のみ とお しは明 るい ものと思 われ る。
電 力 と同様石炭の賦存 も最近 までは工 業立 地の重要 な因子 となつ ていた
が,最 近は その地位 を石油に ゆず りつつあ る。わが 国の石 炭の埋蔵 は九 州
・北 海道 ・常盤お よび宇部の炭 田に限定 されてい るため ,これまで石炭依
存度 の強かつた工業の立地 は,こ れ らの地 方に制 約 され ていた。すなわち
アン=εニア法ソーダ工業の全部が 山口 ・福岡の炭 田付近 に,ガ ス法による
硫安工場が大牟 田 ・八幡 ・小 名浜 ・砂川 ・宇部に立地 し,火 力発電所の分
布が炭田地帯 に多 くみ られ る。 この よ うに 石炭は最近 までは工 業の基礎 を
な し ・多かれ 少なかれ ・石炭産地 付近に工業 を誘致 して きた。 しか しなが
ら,石 油の消 費地精製の有利性か ら,わ が国 におけ る最近 の石油精製業は
飛躍 的な発展 を とげてい るとと もに,っ ぎっ ぎと発見 され る石油化学新製









どの条 件 か ら,石 炭 に とつ て 替 りっ つ あ る。
iv)原材 料 と産業 立 地 の 関 係
工 場 の 立 地 を 考 え る場 合 に,生 産の もと とな る原 材料 が 最 も確実 に,敏
速 に かつ 廉 価 で取 得 で き る地 点が 有利 で あ る こ とは い うまで もな い。 わが
国 に 産出 す る主 要 原 料 お よび主 要 輸 入原 料 に っい て概 略 を述 べ る とつ ぎの
よ うで あ る。
a.石 灰 石 を主 原 料 とす る工 業 には,セ メ ン ト ・カ ーバ イ ド ・石 灰 窒 素
・ソ ーダ ・溶 性燐 肥 ・じニ ー ル系工 業 な どが あ り ,いず れ も石灰 石 鉱 山付
近 に立 地 して い る。 しか し石灰 石 の分 布 は全 国 にわ た るた め,実 際 は 石炭
・電 力 ・交 通 な ど他 の 因子 に立 地 が 左 右 され る傾 向に あ る。
b.硫 化 鉱 を利 用 す る もの に硫 安 工 業 が あ る。 硫 安工 業 の 立地 を左 右す
る もの と して,電 力 ・石 炭 産地 ・石 油基 地 あ るい は 交通 の便 な どが 挙 げ ら
れ るが,や は り硫化 鉱 山の付 近 とい うこ と も重要 な因子 となつ て い る。
c.硫 黄 は,硫 酸 ・じニ ー ル系 工 業 ・パ ル づ ・二硫 化 炭 素 ・人 絹 ・ス フ
な どの 化学 工 業 関係 で広 く利 用 され てい るが,硫 黄 の搬 出は重 量 を と もな
わ な い こ と と,セ メ ン ト工 業 にお け る石灰 石 の よ うに,使 用 に 対 して絶 対
的 な ウ エイ トを持 た ない た めに,こ れ らの工 業 は 他 の立 地 因子 に ひか れ て
立 地 して い る。
d.こ の ほ かに 国 内 産 出の 重 要 基 礎 原料 に 銅 ・鉛 ・亜 鉛 ・け い砂 ・木 材
・農 産 品 ・水 産 品 な どが あ る。 銅 ・鉛 ・亜 鉛 の 製錬 所 は鉱 山 ・山元 あ るい
は交 通 便利 な海 辺 に 立地 し,パ ルづ工 業 は原 木 産地 付近 で水 の得 や すい河
口港 に,ガ ラ ス工 業 は 消費 地 に立 地 してい る。
e.輸 入原 料 につ い ては,原 料 用 炭 ・鉄 鉱 石 ・ボ ー:Fサイ ト ・燐 鉱 石 ・
岩 塩 ・原 油 ・羊 毛 ・綿 花 ・ゴム な どが あ るが,こ れ を利 用 す る工業 は輸 入
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とい う。とが第_条 件 となつてい るカ,ら,ほとん ど瀦 地区に集中 してい
ることは 泌 然的な効 ゆ きで 掴 内腰 因力・らみれ ば 凋 地.用 水 ●電
力の得やすい交通の便利 醐 所へ とひかれ る・とは い うまで もない が 議
近 は特 に消費地への立地傾 向が強 くなつ てきてい る。
f,二次的な材料 加工業または製品製造工 業には ・石 油化学 ●人 絹'ス
フ.ア ル三=ウ ム ・石灰窒素 ・製鋼お よび圧延鋼 ・機械器具 ・造 船 ・金属
製品工業な どがあ るが,こ れ らはいずれ も材料搬入 の関係 で交通便利な場
所 。消費地 ・あるいは材料製造工場に付随す るか もし くはその近辺に立地
す る傾向を有 してい る。特に鉄鋼関連 ・石油関連工場 は原料製造工場 と一
体 となつたコンじナ ート化の傾 向に ある。
v)製 品市場,と産業立地の関係
海外に原材料 の多 くを依存 してい る工業に とつて は,原 料 面か らは どの
地区で も立地因子に大差がな くな りつ つあ り,製 品を最小 の経 費で最 も敏
速に消費市場に出す ことが重要 とな りつ つあ る。一方最近の め ざま しい技
術革新に よっ て製品単位 あた りの原料消費量が低下 しつ っあ り,こ れ らの
点か ら ・特に多量の国内原料に依存す る工場以外は,従 来 ほ ど原 材料条件
が重要で な くなつ てい る。 また消費市場に近い地区に立地 しておれば,市
場 の要求に応えて生産 を敏速に行 ない うる とい う利点 もあ り,前 述 の コン
ビナ ート化傾 向に よつて副製品の利用 価値 も大きい わけで あ る。ただ消費
市場 といわれ る地域は ・既存大工 業地帯 あ るい は大都市 であつて,用 地 ・
用水 ・交通 その他の立地 条件が逼迫 してお り,い か に製 品販売に有利 であ
っ て も,他の立地条件が そなわつて いな ければ,立 地 す ることは不可能 と
な る。
実際の産業立地に際 しては,上 述の基本的立地 因子以外に も気象 ・地形
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・労働力など各種 の補 足 的因子を考慮 しなけれ ばな らない。
(4)輸送施設調査
輸送施設す なわ ち道路 ・鉄道 ・港湾 ・空港な どが経 済の流通お よび産業
立地にお よぼす影響は大 きい。資源に乏 しいわが 国におい ては,主 要工業
がほ とん ど臨海地域 に立地 してい るのをみて も,港 湾施設が工業立地にお
よぼす影響の非常に大 きい ことが うかが え る。また内陸部の 工業地区 も陸
上交通の至便 な場所に発達 してお り ・さらに大都市が交通の要路に形成 さ
れてい るの をみて も,産 業立地の重要 な因子 と して輸送施設 をとりあげな
ければな らない とい うことが首肯 され る。そ して産業立地にお ける輸送因
子の基本 とな る ものは,原 材料お よび製 品の輸送量 ・輸送費 ・輸送距離 ・
輸送時間な どである。従 つて輸送量 ・輸送費 ・輸送距離 ・輸送時 間の現状
分 析をお こな うとともに 乳将来の産業構造 ・地域 構造の変化に対応 した輸
送 需要 を把握す るこ とが必要 である。
(5)都市施 設調査
i)都市交通施 設
都市人 口の増加 はまず都市 交通の問題 としてその弊害 を現 わ しつつあ る。
都 市におけ る職場 と住宅の分 離 は,朝 夕2回 の通 勤 ・通学 ラツシュを もた
ら し,ま た都心部の業務機能集 中は 自動車交通の激増 を もた らしてい る。
この ような都市 交通の現状に対 して,都 市の動脈 ともい うべ き街路 ・高速
道路お よび都市高速鉄道の整備が最 も緊急な課題 とされ ているのは当然で
あろ う。 これに対 して現在の街路 ・高速道路 ・高速鉄道の整備状況 はきわ
め て劣悪で,都 市 の ごく一部で震災や戦災を契機 とす る市街地の 整理 と近
代 街路の整備 が進 め られてい るのみ であ り,大 部分の 都市 では近代 的都市
交通施 設 としての街路 ・高速道路 ・高速鉄道の整備が きわめてお くれ た段
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献 ある.そ して,そ れが猷 獅 としての機能 を営 なむ うえに大 き騨
害 となつている.従 つて都市㈱ ける交箇 の現状を+鋼 査 鹸 討 し分
析する とともに,都 市交通施設のための用地蘇 腱 物 な どの移転補 償 を
考慮 することによ り 瀾 発 ・整嗣 能榔 市交通搬 計画 を策定す るこ と
が必要である。
五)上 水道 ・工業用水導施 設
飲 料水のみな らず,浴 用 ・洗濯用 ・工業用 ・消防用 な どの水が生活に必
要不可欠 であ るこ とはい うまで もない。 これ らの水が自然水で はな く・浄
化 され た衛生的な上水 としてパイづに より給水 され るとい うこ とは ・近代
的生活の絶対的要件 であ る。特に 都市にお いては上水道に よる給水の必要
性が一層大である。生活水準の上昇,都 市機能の複雑化に比例 して,1人
あた りの上水道消費量は増加 し,ま た経済の高度化 と工 業の進展 に ともな
って工業用水使用量 も急激に増大 してい くと考 え られ る。 しか るに最近京
浜 ・阪神 ・北九州な どの大都市におい ては,す でに水 道用水の供 給が水源
の面か ら限度に達 し,夏 期にお ける断水 ・地 下水の過度 汲揚 げに よる地盤
沈下な どの諸問題が生 じている。 この ため上水道 ・工業用水道の普及 は水
源の開発が実現され るか いなかにかかって い るといつ て も過言ではない。
従 つて将来の増大する水需要 を予測 す る とと もに,水 源 の開発 に対す る調
査が必要 であ る。
世)下 水道施 設
わが国における下水道の普及率は1960年3月 現在 で全市街地 面積33.1
万haの うちの13.7%す なわち4.5万haに す ぎない。 そのため豪雨
のたび ごとに市街地 の約 蜷は浸水 を くり返 してお り,こ の復旧費 は年間約
100億円,排 水不 良に よる伝染病予防費は年間約150億 円に 達 してい
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る。 この ほか 工場 廃 液や 家 庭 汚水 の放 流 に よ る公共 水 域 の 汚染 な ど ・下水
道 の 不備 に よ る償失 は きわめ て 大 き く ・か っ 深刻 な ものが あ る.こ の よ う
な現 状 に対 処 して 下水 道 を早 急 に整 備 す る こ とが 必 要 で あ り ・下 水 道 施設
整備 の た めの 調査 の 重要 性 が 認 識 され る。
(6)土地利 用 調 査
所得 倍増 計 画な どわが 国径 済 の 成長 政策 に よつて ・第 二次 産 業 な らび に
これ と関連 す る 瘍三 次 童菓 部門 は 飛躍 的に 拡大 す る こ とが予 想 され る。 こ
の よ うな 径 済の 急 激 な発 展 と人 口増加 に対 処す るた めに,都 市 近 代化 が今
日ほ ど強 く叫 ばれ てい る と きは ない。 従 つ て 既 成市 街 地の 改造 を はか ると
と もに ・新 市 街地 の 建 設 が要 請 され てい る。 この 問題 の解 決策 と して は ・
既 成 市釘 地 の無 秩 序 な膨 脹 を ・抑 制 し,既 成 市街地 の 改造 お よび 土地 区 画
整 埋事 菜 を 甲心 と した都 市 の 再開 発 をお こな い ・健 全な 発展 をは か る と と
もに ・大 規 模 な 宅堀 開 発 をは じめ,工 菜用 地 ・商菜 用 地 の造 成 に つ とめ な
げれ ば な らな い.こ の よ うな 観点 に た つ て ・土 地の もつ と も合 理 的 な利 用
方1云を 考究 す るに あ たつ ては・・
1」 まず 都 「匠圏の 現 状 を よ く調査 して知 つ て お くこ とが大 切 で あ る。 そ
のた め の 橦 マの デ ー タビ集 めな けれ ば な らない・
2)つ ぎに 都r1丁国の 注 搭 と規 模 を想 足 しな けれ ば な らない。
3)以 上 が基 本 となっ て,rfi街地 と,農 枡 地 ・山林 緑 地 な ど市街 地 とな
らない区 域 とを予定 し ・土 地 利 用 計 画 を策 定 す る。 市街 地 は商 茱用 地 ・工
莱用堀 ・匡居 用 地 に入 別 され ・そ れ ぞれ に適 地 条 件 が あ る。 す な わ ち 商莱
用 地 は都 市の 中 心 付近 で土 地平 坦 で交 通の 便 の よい と ころ ・工 業用 地 は土
地 が 広 く,水 陸 交 通が 便 利 で ・豊 富 な工菜 用 水 に恵 まれ ・しか も排 水 の便
利 な と ころ ・住居 用地 は土地 高燥 で閑 静 な と ころ に もとめ るのが 望 ま しい,




以上の ように して,地 域計画策定のための一連の調査が完了 し ・得 られ
た デ 一ータの分析検討がおわると,こ れ らの調 査を もとに して ・土木工学.
運輸交通工学の立場か らみた地域 計画を策定す るこ とが可能 とな る・す な
わ ち経 済構造 ・地域入 口の 予測 を もとに して,地 域経 済計画 を策 定す るこ
とが可能 とな り,地域人 口の予測結果お よび土地利用調査 ・都市施設調 査
を もとに して地域 内適正人 口を求 めるこ とがで きる。 この ように して地域
内適正人 口が求 まれば,就 業構造を明 らかにす る ことが可能 とな る。
地域経 済計画 ・就業構造 を もとに して,さ らに産業立地条件調査 ・輸 送
施設調査 ・都市施設調査を加 えて分析検討 す るこ とに より ・第一次 産業配
置計 画(農 業地域計画)・ 第二次産業配置計画(工 業地域計画)・ 第三次
産業配置計 画(商 業地域計 画)・ 住居地域計画 ・公園 ・緑 地計 画な ど一連
の土地利用計 画 ・産業配置計 画を策定す ることが可能 とな る。 この ように
して,地 域の目標年度における土地 利用 ・産業配置の望 ま しい姿が藩 きだ
され ると,つ ぎに これを もとに して,産 業基盤整備計画 ・都市施設計画 ・
地域の土地保全計画 を策 定す る ことが可能 とな る。
以上述べた地域 計画策定の順序 をフ0-・ チヤー トに表 わせ ば図 一1の
よ うにな る。す なわち図 一1の 順序に従つて諸計画 を策 定す る ことに より,
土 木工学 ・運輸交通工学の立場にたって,し か も地域の経 済構造 ・産業構
造 ・人 口構造 と有機 的に結 びっいた,均 衡の とれた総合 的な地域 計画 を策
定す るこ とが可能 とな る。
① 地域 経済計画
② 地域 内適 正人 口
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の策定方 法については,次 章以下 で詳細 に論ず るが ・本研究においては ・
と くに今 後の地域計画 の中心課題 と考 えられ る
① 地域経 済計画
② 第二次 産業配 置計画
③ 第三次産業配置計 画
④ 輸送計画
に注 目して,こ れ らの諸計画 を策定す るための基礎理論 を展開 し ・さ らに
第2編 において阪神都市圏お よび瀬戸 内海地域 を対象 とした実証 的研究 を
お こな うことにす る。
§5結 言
戦後の 日本経済は西 ドイツ とな らんで世界に比類のない高度 成長 を とげ
る こ とが できた。 しか し地域的には産業発展の不均衡に 由来 して,所 得格
差が顕在化す る一方,大 都市における生活環境の悪化 と,工 業地帯 にお け
る生産拡大上の駐路 が顕著 となっ てきてい る。 これ らの 問題の解決策 とし
ては,産 業基盤お よび都市施設 を整備 強化 し ・あわせて土地保全計画を策
定す るこ とによって 、積極的に大都市 ・既成工業地帯 の再開発をお こな う
と ともに,工 場の適地誘導に よって,地 方に新 しい産業都市 を育成 してい
く以外に方法がない ことを明 らかに した。
この よ うな地域 開発の指針に もとづ き,し か も国民経 済 との 有機 的な関
連 におい て地域経 済の高度 成長 を維持 し,産 業構造 を高度化 し,さ らに地
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域社会 の繁栄 と福祉 の増進をはかる ことを 目的 として,地 域計画 を策定す
るにあたつ ては,地 域の特性を十分に分 析研究 し,地 域の発展 を予想 して
現在お よび将来に対す る改善をはか らなけれ ばな らない。 このためには,
以下 にのべ るような観点にたって諸考察をお こな うことが重要 であ る。
(1)国民経済学 ・地域経済学 的立場
② 入 口学 的立場
(3}経済地理学 的立場
(4)土木工学 ・運輸交通 工学 的立場
(5)社会学 的立場
〔6)行財政学的立場
本研究においては ・と くに土木工学 ・運輸交通工学 の立場にたって,し
か も地域 の経済構造 ・産業構造 ・人 口構造 と有機的に結びついた総合 的な
地域計 画 を策定す る方法論について考察す るこ とに した。 このためには,
っ ぎにのべ る諸調査 をお こない,そ の結果 を十分 に分析 ・検討す ることが
必 要であ る。
(1)経済構造予測





つ ぎに これ らの調 査結果 を有効に利用 して,以 下に述べる諸計 画を樹立
す る ことが 必要で あることを明 らかに した。
(1}地域経 済計画
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(2)地域 内適 正人 口
(3)土地利 用 計 画 ・産業 配置計 画
(4)産業基 盤 整備 計 画
(5}都市 施 設 計 画
(6)土地保全 計画
第5章 地 域 経 済 計 画
§1緒 言
す でに前章で あき らかに したよ うに,今 日わが国の 既成工 業地帯におい
ては,立 地条件のゆきづま りと生活環境 の悪化が あ らわれ ・さ らに既成工
業地帯 とその他の地域の間には,経 済的不均衡に 由来 して地域格差が増大
13)
している。この ように各 地域が 自然的 ・地理的環境 を異に し,産 業 ・入 口
・所得水準 な どの面で種 々の地域格 差を もってい る以上,地 域経 済の特 色
を とらえなければ ・到底国民経 済全般の動 きを的確に知 る ことがで きない
し,政 府や地方自治体 におけ る適切 な経 済政策の策定 も望 めない。 さらに
産業立地計画 ・用地 ・用水 ・道路 ・鉄 道 ・港湾な ど産業基盤整備計画,都
市施設計画,土 地保全計画な どの諸計画 を策 定す るに あたって は,た ちま
ち地域経 済の 問題が か らん で くる。従 つて地域開発計画 を単に人 口 ・面積
を基準 とす る画一的 ・機械 的な もの にお わ らせないた めに は,産 業経済圏
を考慮に入れ た新た な構想 にたって地 域分析をお こな うことが必要 である。
地域経 済計画 を策 定す るにあたつては ・目標 年度における地 域 間の産業
連 関関係 を明 らかに しな ければ ならない。当該 地域に存在す る各 産業 は,
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当該地域内の各産業 と直接間接的 に依存 しあつてい ると同時に,当 該地域
以外の各 産業 ともつ なが りを持 つてい る。従 つて当該地域におけ るある産
業の需要が増大 した とす る と,産 業 と産業の結 びつ きを とお して,こ の経
済的影響が他の地域へ波及 する。従 って国民経済 との有機的な関連 におい
て地域経 済構造 を明 らかにす ることが必要で あ り,こ のためには地域 産業
連 関分析を用い るのが便利 である。このため本研究においては,Chenery
お よ びIsardに よつ て提 案 され た,地 域経 済 内部の 生 産構 造 の秀 析 に 重
点をお く地域 産業連関表 の構造 を明 らかに し,両 者の長短 について分析検
討す ることに した。 さ らに進ん で,土 木工学 ・運輸交通工学的立場 か らは,
地域間の交易関係 をよ り一層明確に規定 しなければな らないか ら,各 地域
の各産業部 門の バランス条件式 を,Mosesが定義 した交易係数 を用いて
書 きなお し,地 域 産業連関分析の数学 構造 を明 らかにす ることに した。つ
ぎに産業連関分 析の もつ予測能 力は,計 量経済学者の聞で,一 般に2～3
年先 まで とい われている。 しか し土木工学 ・運輸交通工学の立場か ら地域
計画 を策定す る場合 には,前 輩で詳述 した ように,公 共事業の先行投資の
必要性に起因 して,10年 あるいはそれ以 上先の経 済構造 をかな りの精度
で予測するこ とが重要 であ る。 この ため計量経 済もデルを用 い,国 民経済
との有機的 な関連において,地 域 の将来の最終 需要構造 をマクロ的に予測
す る方法について述べ,計 量経済モデル と地域 産業連関分析 との くみあわ
せ に よつて,産 業連関分析 の予測能 力の欠点 をお ぎない,土 木工学 ・運輸
交 通工学の立場か らの要請に こた える地域 産業連関分析方法にっい て考究
した。以上の諸考察 を次節以下に詳述 するこ ととする。
§2地 域 産 業 連 関 分 析
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地 域経 済計画を策定するために産 業連関論 を地域 分析 に適用す るために
は,地 域間の産業連関関係 を明 らかに しなければ な らなJa15)16)当該地
域に存在す る各 産業は,当 該地域内の各産業 と直接 ・間接に依存 しあつ て
い る と同時に,当 該地域外の各 産業 と もつ なが りを持つてい る・従 つて国
民経 済 との有機的な関連におい て経 済構造を明 らかに しなければな らない。
産業連 関論 を使用 して地 域経 済の分析 を進める場合に ・その基礎 とな るの
は地域産業連関表であるが,地 域産業連関表は一般にっ ぎに列挙す る仮定
に もとついて作成されている。
(1)産業連関表の数字は普通生産者価格 で評価 された金額 をあ らわ し ・
特 殊 な分析を 目的とす る場合 に限 り購入者価格 に よって評価をお こな う。
この両者の差額 は運賃や マージンで あっ て,商 業部 門に記入 され る。生産
者 価格 を使用す ると各部門の費用構造が安定す る利点があ る。
② 生産部 門相互間の投入産出量 は,経 常勘定に よ る取 引きだけを記入
し ・資本勘定に よる取 引 きは民 間投資の列に記入 する。
③ 数字は物の流れを表わすのがそ の目的であ るか ら,直 接税 ・未 配当
利 潤な どは表 にあ らわれ ない。投入 産出表 は この点で国民所 得会計 と若千
ことな る。
(4)数字 は物の流れの 記録 で あるか ら,金 額で記入 されて いて も,そ れ
ぞ れの金額に相当す る実物量 と解釈すべ きであ る。
産業連 関表 は ・以上のよ うに産業相互間の 依存 関係 を示すばか りでな く,
各 産業部門 ご とに総産出額 と総支出額 とを均衡 させ る ことに よつて各部 門
の付加価 値を示す ようになつてい る。
以上述べた よ うに産業連関表その ものは1っ の勘定体系 であるか ら,産
業連関表 を経済分析 に利用 し ・経 済計画 を策定するため には ・産業連関体
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系の一部に生 じた変化が他の部門にお よぼす効果につ いてなん らかの仮定
を設け る必要が あ る。仮定の 主な ものはっ ぎの4っ である。
(1)各産業あ るいは生産部門は ・ただ1種 類の製 品を生産す る もの と考
える。
② 産業 相 互間の連関 は,産 業の生 産水準が変化 した場合,そ れに対応
して投入量が変化するわけであるが,こ の ような需要の変化 として他産
業に影響す るものに限つて考 える。
,
(3)投入 物 間,あ るい は 産 出 物間 の代 替 は考 えない 。
㈲ 各 産業 の投 入額 は,そ の産 業 の 産 出水 準 の 一次 関数 と して変化 す る。
産 業連 関表 を作 成す る場 合 の仮 定 は 上述 の とお りであ るが,っ ぎに地域
産 業連 関表 を そ の 型式 に よつ て分 類 す る と,Chenery型 とIsard型 に
17)
大 別 す る ことが で き る。 そ して,H.B.Cheneryによっ て考 案 され た 地 域
産業 連関 表 の 型式 は,表 一2に 示 す とお りで あ る。
表 一2地 域 産 業 連 関 表(Chenery型)
買産業
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表 一2に おい て各産業部門の左上の記号は,当 該地域産業か ら当該地域
産業への投入量 を表わす,当 該地域産業の自給部分 であ る。右上の記号 は
当該地域産業か ら全国産業への投入量 を表わす当該地域 産業の自給部分 と
移出部分の合計 である。左下の記号 は,全 国の産業か ら ・当該勉域 産業へ
の投入量を表 わす当該地域産業の移入部分で ある。右下の記号 は全 国産業
か ら全国産業への投入量を表 わす。
。れ に 対 して,W.1,a評19!,よ つ て 考案 され 馳 域 諜 連 関表 は,
表 一3に 示す ような9個 の づ0ツ クで構成 されてい る。
ここに ラロツクAは 当該地域の産業が,そ の生 産の ために当該 地域 内産
業か ら購入 した分,す なわち当該地域 内の生 産物が当該地域内の産業に売
却 された分 を示す当該地域 内自給部分で ある。
づ臼ツクBは 当該地域 の産業が,そ の生 産のた めにその他の地域の産業
か ら購入 した分,す なわちその他地域 の生 産物 の うち,当 該 地域の 産業に
売却 された分 を示す当該地域 の移入部分である。
づ0ツ クCは 当該地域の産業が,そ の生 産のため購入 した分 を示す。す
なわち当該地域 産業への投入 部分 であ る。
づ0ツ クDは 当該地域 の生産物 で,そ の他地域へ販売 された分 を示す。
すなわち当該地 域の産業の移 出部分で あ る。
づロツクEは その他地域の生産物で,そ の他地域へ販売 された分 を示す。
す なわちその他の地域の産業の 自給部分 である。
づ0ツ クFは その他の地域の産業が,そ の生産のため購入 した分 を示す。
す な わちその他の地域の産 業の投 入部分 で ある。
づ臼ツクGは 当該地域 の生産物の売 却総額 を示す。すなわち当該地域産
業 の配分 部分 である。
一34一
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産i業m最 終需 要 総 生 産額
づ。ツクHは その他地域の生 産物の売却繍 を示す・すなわちその他地
域の産業の配分部分 であ る。
最後 にづ0ツ ク1は 国の規模での産 業連関表に あた る。
以上の よ うに9個 の づOツ クで構成 され るIsard型の地域 産業連関表
は,一 般に表 一4の よ うにあ らわされ る。
これ らの地域 産業連関表 で明 らかな ように,各 地域 の経 済計画 を策 定す
るために,各 産業間の連関 関係 を分析 する場合には ・国全体 の産業連 関表
と異 なっ 響 投 入騰 のほかに,繍 体 系の構造 を示す もう ・つの係 数 と
して,地 域間交 易係数を考 える必要が ある。
以上Chenery型とIsard型の地域産業連関表にっいて紹介 したが,
土木工学 ・運輸交通工学 的立場にたって地域計画を策 定す るとい う観点か
ら両者の長短を比 較す るとつ ぎのとお りであ る。
1)Chenery型地域 産業連関表は,主 として当該地域 内の各 産業お よ
び当該地域の各 産業 と全国の各産業 との連 関関係 を把握す るには便利 で
あ るが,当 該地 域の各 産業 とその他地域の各産業の間の交易関係 を把握
す るのには不 便 である。従 つて当該地域 とその他地域 の運輸交通計画を
策定する場合 にはあま り役に立たない。 これ に対 してIsard型地域 産
業連関表は ・Chenery型地域 産業連関表 に くらべ て,連 関表 を作成す
るのに多大の労 力を必要 とす るが,当 該地域の各 産業 とその他地域 の各
産業の間の交易 関係 を明瞭に示す こ とがで きるので,本 研究 の立場か ら
は有用である。
2)Isard型地域 連関表は,当 該 地域の産業連関表 のみ な らず,当 該
地域の各産業 との結 びっ きを とお して ・その他地域の産業連関表 もふ く




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































域 連関表 の精度 をたかめる ことがで きる。従って,当 該地域 に 限つては ・
Chenery型地域連関表 より高い精度 を得 ることがで きる。地域計 画を
策定す るにあたっては,第2章 であ きらかに したように ・当該地 域の産
業連 関体系を把握す ることに よつて,ま ず当該地域の経済計 画 を策定 し ・
つ ぎに この経 済計画に基づいて,土 地利用計画 ・産業 配置計画 ・産 業基
盤整備計画 ・都市施設計画 ・土地保全計画 な どの諸 計画 を策定す るとい
う手順 を踏 まなければな らない。従ってこれ ちの諸計画 を策 定す るため
の基礎 となる当該地域の産業連関体 系は,か な り高い精度 で把握 す るこ
とが必要であ り,こ の意味か ら もIsard型地 域産業連 関表の 方が有用
であ る。
従つて本研 究においては,地 域経済計画を策定するに あたつて,Isard
型 の地域産業連 関分析 を採用す ることに決 定 した。 この場合 とくに運輸交
通工学の立場か らは,地 域間の交 易関係を より一層明確に規 定 しなければ
な らないので ・各地域の各 産業部 門の バランス条件式 をMosesが定義 し
匁)
た交易係数 を用い て書 きなおす ことに し,地 域産業連関分析の数学構造を
以下の ように求 めた。
みぼ
㍉ を地域(り叫)産 業か ら地 域(・)のω 産業への投入量
ん
X
`を 地 域(k)の(`)産業 の 総 生 産額
　
yiを 地 域の の(i)産業 に対す る地域(りの最終 需要
　
α
ヴ を地域(り内の(ノ)産業の単位 φた りに対す るの 産業か らの投入量 と
し,こ れ を投入係数 とよぶ
なよ
ち を地域 り内の 産業生産物の ・全地 域の全産業への総投入量の うち,
地域 り内の各産業に どれだけ投入 されたかを示す比率 とし,こ れ
を交 易係数 とよぶ。
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とす れ ば,各 地 域の各 産 業部 門 は,Isardの 定 義 に従 っ て,バ ラ ン ス
の条 件 か ら,
mnklnklk
高 虐 、x、ノ+昌 、y、=x`(3・1)
が得られる。また投入係数一定の条件によつて,
・1露 弼(…)
と な る。 さ らにMosesの 定義 に従 つ て,交 易係 数 一 定 の条 件 か ら,次 式
(5.5)が 得 られ る。
渉ζ㌧{(那kl雇Σx十r
ノ=1i/i)/(、 鑑 君xll+蓋 γζz)}… …(…)
従 っ て,式(5.2),(5.5)よ り
mklkJklmllnkl
ノ三X、 ノ+Yi-ti礪 ・iiXiノ+、三 「、}(・ ・4)
式(5。1),(5.4)よ り
れ の なよ ヱ ヱ ロ んヱ ゐご み
、蜀 三 ち%x浅 野 、yi=xi(5・5)
とな り,地 域 産 業連 関分 析 は,2つ の係 数の 積 を1つ の構 造 パ ラ メ ー タ
ー として,連 立 一 次方 程 式 を解 くこ とに 帰 着す る。
こ こで投 入 係 数 行 列 をA,交 易係 数 行 列 をT,最 終 需要 ベク ト ルをYと
し,総 生 産額 ベ ク ト ルをXと お くと,式(3.5)を もとに して,地 域 産
業 連 関関 係 の数 学 構 造 は,
TAX十TY=・X(5.6)
-39一
とな り,式(3.6)を 変形 して
〔 ・-TA〕x・ ・TY(5'7)
とい う関係 が成 立す る.式(・.・)の 左 辺 の 行 列 〔z-TA〕 は ・
。。。n,、。f行鎮 よばれ る ものであ る.麟 連関分析を用 いて 洛 産業
部 門の雛 醐 を求 めるためには,式(5・7)で 示され る「 を先決 変数
として,従 属変数であるXを 求 めれば よい。 この場合Tな らびにAは バラ
メ_タ_と しての機能 をはたす所与の値であ る。従 って式(5・7)の 誘
導形 を求 めておけぱ,た とえば計量経済学 的 鴛デルか ら決 定 された最終需
要rを 産業連 関分析Efル の先決変数 として 溶 易に各 地域におけ る各部
門の総生 産額Xを 求 めることがで きる。式(5・7)の 誘導形 は ・
　ユ
X=〔1-TA〕T}■ (3.8)
で示 され る。従 つ て 式(5.8)を と くこ とに よ り,地 域 に お け る各 産業
部 門 の総 生 産額 が 明 らか とな り,地 域 経 済計 画 を策 定す る こ とが可 能 に な
る。
§5地 域経済の最終需要 予測
地域経済計画 を策定す るた め,各 産業部 門の 目標年度にお ける総生産額
を求 めるに あた つては,国 民経 済 との有機的 な関連におい て地域経 済の最
終 需要 を予測す ることが必要であ る。 そ して最終需要 を予測す るにあたつ
ては ・しば しば計量経 済学 モデルが利用 され る。
最終需要 予測 問題 に対す る,い くつかの変数の間の関係 を統計学 的に決
定す る目的 で,回 帰 石デルは非常に しば しば利 用 され る・ しか もその多 く
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は線型 鴛デルで
Yニ α+βピζ+β2ろ+ +βz+εmη1 (5.9)
とい う形 で あ らわ され る。 こ こにy・Z・ ………,Zは 観 測 され る変 数
1m
で,こ の うちZZは 独 立 変 数,「 は従 属 変数 で あ る6そ し
1m
て○《・β・ ・β・ β那 は推 定 し よ う とす る パ ラ メ ータ ー,ε は誤
差で平 均 値0,母 分 散02で 自 己相 関 の な い 正規 分 布 を もつ 確率変 数 とみ
な され る。 最 近 高速 度 電 子計 算 機 の導入 に よつ て,独 立 変数 の 数 恥が か な
り多 くなつ て も,回 帰 係数 の計 算 その もの は 大 して 困難 を感 じな くなつ て
きた 。 そ れ に と もなつ て,η を大 き くして考 え られ る要 因 をで きるだけ 数
多 く と り入 れ よ う とす る傾 向 が見 られ る。 とこ ろが この よ うな場 合 に 変数
を機械 的に 増 して 行 くと,独 立 変 数 の 間 に付 属 関係 が 生 じ るお そ れ が あ る。
地域 経 済 の 最終 需 要 予測 で取 り扱 か うよ うな技 術 的 お よび経 済的 変 数の
間 に は,独 立 変数 間 の 一次 付 属 関係 に よ り,か な りの 多重 共 線 性 が あ る も
の と覚 悟 しな けれ ば な らない.従 っ て多 重 共 線 的変 数 の 間 の 関係 を想 定 す
る もの と して,式(3.9)の ような1個 の1次 回 帰 方 程式 だ けを 機械 的
に想 定す るな らぽ,信 頼 の お け ない結 果 が お こ る危険 性 が 大 きい と考 え ら
23)
れ る。
従 っ て式(5.9)だ け で は多 重 共 線 性 な ど とい う不 都合 が お こ るの で,
従 来 潜在 してい た付 属 関係 を もと り入 れ た連 立 方 程式 もデ ルが 考 え られ る。
地 域経 済の 最 終 需 要 予測 に 用 い られ る連立 方程 式 モデ ル と しては,一 般 に
式(5.10)の よ うな 定 式化 を行 う。
y"ニ α,、+ヲ β、、「、,+ヴ γ、、「、(tS、)+iγ、kZ、,…(・ ・1・)
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ここ・CY、tあるい はY,tは 地域最終額 離 を決定 しよ うとす る連立方
程 式体系に よつて,そ の生成が翻 され る性質 の ものであ る・ この よ うな
変 数は内生麟 と呼ばれ る.・ れに対 してZ、、は地域最終 霰 離 を決 定
しようとする連立方程式体 系に対 して,国 民経 済な ど外部 条件 に よつ て与
え られ る性質の もの であ り,外 生変数 と呼ばれ る・ 同灘 してyノ(ω も
この連立方程式体系に対 して外か ら与え られ る性質の もので あ り,先 決内
生変数 と呼ばれ る。内生変数の列 ベク トルをY、 ・外生変数お よび先決 内
生変数の列 ペク トルをZ,'内 生変数の騰 行列 をB・ 外生変数 お よび先
決内生変数の係数行列 を0と し,構 造方程式 にふ くまれ る掩乱項 の ペク ト
ルをU、 と表わす と ・式(3.10)は ・
Y・≡B}7十〇z十 ひ
tttt (3.11)
とな る。 式(3.11)で 表 わ され る連 立 方程 式 体 系 が 内生 変 数 の 生 成 を説
明 し うるた めに は,方 程 式 の数 と内 生 変数 の 数 が 等 し くて,そ の連 立方程
式 が 内 生変 数 に つい て解 け る よ うに なっ て い な けれ ば な らな い 。 それ と同
時 に 外 生変 数 にっ いて は,そ れが 連 立 方程 式 体 系の 外 か ら与 え られ る もの
で あ る こ とが 示 され て い なけれ ば な らな い。 さ らに先 決 内生 変 数に っい て
は,そ れ らが 内生 変 数 の決 定 に 際 して既 定 の もの と して与 え られ て い なけ
れ ば な らない 。 この よ うに して,連 立 方 程 式 体 系が 認定 可 能 で あ る とい う
判 定 がっ い た な らば,そ の パ ラ メ ー タ ーの統 計 的推 定 にす す む わ け で あ る
が,式(5.10),(5.11)で 明 らか な よ うに,地 域最 終 需 要 予測 の た
め の 連立 方程 式 モデ ルは,一 般 に 右辺 に も内生 変数 を含 ん でい る。 この よ
う な場 合 に最 小 自乗法 を直 接 適 用 す る と ・パラ メ ータ ーの推 定値 に バ イ ア
ス の 生 ず る こ と が,J.B,。n,。nb,enn。r・ ・よ つ て 確 か め ら れ て い 穿!
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連立 方 程 式 冠 デ ルにお い て 個 々の 方程 式 に直 接 最小 自乗 法 を適用 す る こ
とが 望 ま し くない とすれ ば,こ の形 の モ…デ ルに独 得 の パラ メ ータ ー推 定 法
を求 め な けれ ば な らな い。 ところが 地域 最 終 需要 予 測 の た めの 連 立方程 式
体 系 は コン づ リ ー トで あ るか ら,こ れ を内 生変 数 に つ い て解 くこ とが で き




とい う誘 導形 方程 式 が得 られ る。 式(5.12)に お い て は,右 辺 の観 測 さ
れ る変数 はす べ て 外 生 変数 お よび先 決 内生 変数 で あ り ・麗 乱 項 は 自 己相 関
の ない 正規 衝 撃(NormalShocks)で あ る。従 つ て式(3.12)に 最小
自乗 法を適 用 す れ ば パ ラ メ ー タ ー群 の 望 ま しい推 定 値 が得 られ る。
この よ うに して ・パラ メ ータ ー群 の 望 ま しい推定 値 が得 られ る と,式
(5.12)を と くこ とに よ り,Zの 変化 に対 応 してyの 値 を計算 す る
tt
ことが可能 とな り ・国民経 済 との有機的な関連におい て,目 標 年度 におけ
る地域経済の最終需要構造 を予測す るこ とがで きる ことにな る。
§4結 言
当該 地域 に存在す る各産業は,当 該地域 内の各 産業に直接 一間接的に依
存 しあつ てい ると同時 に,そ の他の地域の各 産業 ともつなが りを もつてい
る。従って当該地域にお け る産業の需要が増大 した とす ると,産 業 と産業
の結 びっ きを とお して,こ の経 済的影響が他の地域 へ波及す る。従つそ目
標年度におけ る地 域経 済計画 を策 定す るにあたつて は,こ のよ うに高度に
錯綜 した経済体系の相 互関連 を分析す ることが必要 である。
このためには,地 域経 済の構成要素 で ある各産業 あるいは,各 部門間お
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よび繊 間に実在する相互関齢 産業連関表の形喋 成して・この表をも
とにして繍 離 ないし産業離 の実態およびそ鍍 動について研究する
ことが必要で ある。
。の ような観勲 ・ら本研究においては ・まず 産業連 関分析の仮定 を明 ら
カ.1,し,っい でCh。n。・y型 と ・・a・d型の地 域産業連関分析 につい て検
討 い 土木工学 運 轍 通工学 的立場 にたつ て地域計画を策定す る とい う
観 点か らは,Isard型地域産業連関表を用 いた方が便利 であ るこ とを指
摘 した。 さらに進んで運輸交通工学 的立場 か らは ・地域 間の交易関係 をよ
り一層明確に規定 しなけれ ばな らないか ら ・Isardによっ て定義された
各地域の各 産業部門の バランス条件式をMosesが定義 した交易係数を用
い て書 きなお し,地 域 産業連関分析の数学構造を明 らかにす ることに よつ
て,運 輸交通計画の策定に便利 を与 えた。つ ぎに産業連関分析の もつ予測
能 力は,計 量経 済学 者の間で,一 般に2～3年 先 まで とい われ ているが ・
地域 計画学 的立場か らは,10年 あるいはそれ 以上 先の経 済構造をかな り
の 精度で予測す る ことが重要なため,地 域産業連 関分析の数学 構造を変形
して誘 導形 を求 め,目 標年度にお ける地域経済の最終 需要がわかれば,こ
れ を先決 変数 とす るこ とに よって,各 産業部門の総生産額 を求めることが
で きるよ うに した。従 つて 目標 年度 におけ る地 域の経 済構造 をあきらかに
す るためには,国 民経 済 との有機的 な関連において..地域経 済の最終需要
構造 をあ きらかに しな ければ な らない 。本研究におい ては,最 終需要構造
を予測 す るための計 量経 済もデルを提案 し,計 量経済 そデルと,地 域産業
連関分析 との くみあわせに よつて ・産業連関分析の予測能 力の欠点 をお ぎ
な うことに より,地 域 産業各 部門の構造お よび部門間の目標年度 において
の関連関係 を明らかに した。 この ように して ・土木工学 ・運輸交通工学 の
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立場か らの要請に こた えた地域 経済計画が策定で きる ことを示す ことがで
きた。
第4章 地 域 内 適 正 人 口
§1緒 言
1960年国勢 調 査 の 確定 人 口に よれ ば,日 本 の 総人 口は93,418,501
人 で あつ た。 これ を過 去10年 間の 動 きか らみれ ば,人 口増 加 は1950～
ヨ
1955年にお い ては6,075×10人 で増加 率7。3%で あつ た が,1955
～1960年 にお い て は4,142×103人 で増 加 率 は4 .6%と 減少 してい
る。 過 去5年 間 の 増加率4・6%は,戦 時 中の1940～1945年 を除 い て
1920年以来 の最 低 値 を示 す もの で あ る。 この入 口増加 率 の 減 少 に加 えて
最 近5力 年 の 動 きで と くに 注 目 され るの は,人 口 の大 都 市集 中現 象 で あ る。
そ の 現 われ と して,人 口減 少県 の激増 が挙 げ られ る。す な わち1950～
1955年には 人 口減少 県 は わ ずか7県 にす ぎなか つ た もの が,1955～
1960年に は26県 に増加 してい る。
都 市 の うち で も,京 浜 ・阪 神 ・中京 ・北 九 州 の い わ ゆ る四 大 工 業地 帯へ
の 人 口の集 中は い ちじ るしい 。戦 災 ・疎 開に よ りこの地域 の 人 口は一 時 大
幅 に 後 退 したが,す で に1955年 に は過 去 の じ一 クを こ えて ひ た す ら増 勢
を続 け,1950年 以 降 の入 口増加 の 約70%が この四 大 工業 地 帯 へ 吸収 さ
れ て い る。 しか しこれ ら四 大 工業 地域 の 中心 都 市 内部 では,例 を東 京都 区
部 と大 阪市 に とる と,そ の 都心 部 人 口は1959年 に は戦 前(1940年)の
2/3,副 都心 地区 で も戦 前の3,/4程度 に 減少 してい るの に 対 し ・外縁地
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区 臥 。が戦前 の 、。、倍 となつ てい る.す なわ ち観 部が糊 朝 駆 化
25)
し,人 口はその外周部に移動する傾向がみられ る。
っ ぎに これ ら四大工業地域に お ける人 ・増加の内容を自然動態 と社会動
態にわけて分析 してみ ると,四 大工業地域 の人 ・増加は ・その50%以 上
が地域外か らの流入による社会増加 こよるもの であ り・これはその他地域 に
お ける流出超過すなわち社会減少人 口 とほぼみあっ てい る。
また四大工業地域 への人 口流入の地方的特色 を総理府統計局の 「住民登
録移動報 告年報」に よつてみ ると ・1956～1958年の3年 間 にお ける ・
その他地域の四大工業地域 への流 出超過人 口の地方別 割合 は ・九州 ●東北
・関東が高位にあ り,こ れ ら3地 方で全体の約60%を しめてい る。 これ
らの地方は総人 口の うち大体50%が 農家人 口 とい う農村 的色彩の濃い と
ころで あって,四 大工業地域 に対す る人口集 中のお もな供給源地帯 となつ
てい る。 これ ら四大工業地域の うち,京 浜地域は東北の諸 県お よび関東近
県 か らの 流入 が大 きな部分を しめ,阪 神地域は九州 を中心 として近畿以西
か らの流入が多 い。また中京地域は近辺の諸県お よび九州 か らの流入が 目
立 つてい る。北九州地域 は,九 州 自体か らの流入 が圧倒的 に多い反 面,逆
に この地域か ら関東 ・近畿地方への流 出がかな り多 く,人 口移動の面 か ら
は 中継基地的性格 を帯 びてい る。
最 近の都市人 口の増加傾 向を
(1)四大工業地域の中心都市





llの5っ の種 別 にわ け て み る と,表 一5に 示 す とお りで あ る。
(1)四大 工業 地 域 の 中 心都 市 は,戦 災 で人 口が激 減 した後 急 激 に 回復 し
たが,現 在 よ うや く戦 前 の ピ ー クま で 回復 した にす ぎず,根 本 的 な再 開
発 が行 な われ な けれ ば,そ の人 口収 容 力は ほ ぼ飽 和 状態 に近 い の では な
い か と思 わ れ る。




都 市 入 口 計 26,97530,50234,22538,2924瑞66740,64744,89950p297
四大工業地域中心都市 770489,21110,95313,05215,0489,45111,75014,835
四大工業地域周辺者肺 2,!45 2,432島772 亀227 3,7164,4834,8225,430
新 興 工 業 都 市 島457 2,7213,0563,4433β81 3,8404,2614,761
未開発地方中心都市 1,1341,3441,535 1,6911,7201,9932,2052,475
そ の 他 の 都 市 14,工9414,79415,9091臥87918,3020,78021,86122,796
② これに対 して四大工業地域 の周辺都市は,一 貫 して急激 な人口増加
を続 けてい る。特に中心都市 の周辺20～30㎞ 圏 内に ある住宅都市の
人口増加率は きわめて大き く,ま た工業機能をそ なえた都市 も本格 的な
成長の緒 について きた。今後の産業の発展か ら考えて この群 の都市の成
長傾 向はますます強まつ てい くと予想 され る。
(3)新興工業都市は,東 海地域 ・瀬戸 内海地域な どで従来の地方中心都
市が工業化 しっっある もの で,四 大工業地域 が人口の飽和状態にあ る状
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況力.らみて,こ れ ら新興蝶 都市の賜 ま・繍 の成長 とともに ・轍
さらに発展の加速度を増 して い くもの と予想 され る。
(4)後進地 方での中心都市の群 は 江 業機能 は低いが ・地 方の行政'商
業の中心地 として,ま た開発拠点 としての機能を果 してい る もので ・北
海道.東 北 などの諸都市にみ られ るよう1砒 較的発展の速度 力塙 い・
(5)その他の都市 とい うのは ・すでに開発の進 んだ地 方の中心都市ある
いは地方の新たに市制 をひいた小都市 な どで あるが ・これ らの都市の入
口増加は,お おむね総人 口の増加傾 向 と同程度で ・比較 的停滞的である。
これ らの都市の うち工業立地条件の よい ものは,将 来 急激 に発展 してい
くもの と思われ る。
以 上に述べた よ うに,現 在 わが国における入 日現 象 の特徴 は ・人 口増加
率 の減少 と,大 都市集 中現象で ある。 しか も地域や各 都市の性 格に よつて
人 口の社会動態は異 なつ てい る。従つ て地域経 済計画 ・産業配置計画 ・産
業基盤整備計画 ・都市施設計画 ・土地保全計画 な どの一連の地 域計画 を策
定 す るに あたつ ては,そ の主体 であ る地 域内の適 正人口を算定す ることが
必要 であ り ・この ために は人 口の地域分 布 と自然動 態お よび社会動態にっ
い て分 析する ことが 必要 である。
本 研究に おい ては,こ れ らの人口静態 お よび動態調 査を もとに して ・目
標年度にお ける地域内の適 正入口お よび就業構造の 予測方法にっい て考究
す る。
§2地 域 内 人 ロ 予 測 理 論
1)目 標 年度 に お け る算 定入 口
あ る地 域 の 目標 年 度 にお け る人 口 をPひ とし ・現 在人 口をP,t期 間
0
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養 内の 出 生率 をα,死 亡率 を β とす れ ば,入 口の 自然増 は(α 一β)Pと
0
表 わ され る。 さ らに6期 間 内 の社 会 移 動 に よ る増加 人 口を7,減 少入 口を
δ とすれ ば,人 口の 社 会 増 は(γ 一 δ)で あ る。従 つ て 目標 年 度 に お け る
人 口Pは
t




で与 え られ る。す な わ ち式(4・1)は 地域 の 目標 年 度に お け る算 定 人 口 を
26)
示 してい る。 式(4.1)を 用 い て,地 域 に お け る将来 人 口 を推計 す るた め
に は,α ・β ・γ ・δの値 を 推計 す れ ば よい 。 しか し これ らの値 は人 口の
自然 動 態お よび社 会 動 態に 関 す る要 因分 析 を とお して,は じめ て得 られ る
'も の で あ り
,そ の推 計 は 非常 に 困難 で あ る。 この た め,式(4,1)に よ る
人 口推 計 は現 実 に は殆 ん ど用 い られ てい な い。 従 つ て現 実 の人 口推計 方 法
と して は ・過 去 か ら現 在 にい た る総人 口の増 加 趨 勢 を もとに して,ロ ジス
27)
テ イ ック 曲線 に よ り地域 の 将来 入 口 を推計 す る方 法や,地 域 の経 済的 ・社
会的 ・政策的 な要 因 を も とに して,回 帰分 析 に よ り間接 的 に将 来 入 口 を推
28)29)
計 す る方 法 な どが 考 え られ て い る。 しか し これ らの方 法 は,い ず れ も過
去 か ら現在 に い た る総 入 口の増 加 趨勢,あ るい は過 去 か ら現 在 に いた る地
域 の経 済 的 ・社会 的発 展 の状 態が 将 来 も変 化 せ ず に そ の まま 継 続す る とい
う前 提 にた っ て い る。 従っ て これ らの 方 法に よれ ば,現 在 の ま ま の状 態 が
将 来 も変化 せず そ の まま 継続 した場 合 に,目 標 年度 に お い て地 域 の総 人 口
が,計 算 値 の よ うに な る可 能 性 が あ る とい う こと を示 してい るに過 ぎ ない 。
一 方本 研 究 に お い ては,第2章 で地域 開発 の 現 状 を 詳細 に 分析 し,地 域
人 口の 増加 趨 勢や,地 域 の経 済 的 ・社 会 的癸 展 の状 態が,現 状の まま では
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従つて,こ の ような地域開発の立場に たつて地域の人 口問題を論ず る場
合に は,従 来の人 口推計方法では不十分 であ り ・地域 の経 済構造 ●産業構
造 ・都市施設の整備状況な どと均衡の とれた合 理的な土地利用計画 に もと
つ いて,あ らたな観点か ら適 正人 口を決定 しなければ な らない。 このため
以 下に項 をあ らた めて,土 地利用計 画に もとつ く適 正人 口の推計方法を詳
細 に論ず るこ ととす る。
2)土地利用計画に もとつ く適 正入口の推 計
現在わが 国の諸都市 におい ては,産 業 と人 口の過度集 中のため,住 宅 ・
交通施設 ・生活環境施 設な どの重要 な都市施 設の整備が対処 し得な くな り,
生活環境 の悪化が現 われてい る。従って これ らの地域 にお いては,目 標年
度 におけ る経 済構造 ・産業構造 ・都 市施設整i備状況 な どと均衡の とれた合
理的な土地利用計画に もとつい て適 正人口を決定 する ことが必要であ ると
考え るの で ・その推計方法にっいて詳述す る。
現在大都市 におい ては,
(1}急激な人 ロ増加に ともな う住宅 ・宅地の不足
(2)宅地不足に よる不 適当非衛生 な地区の開発
(3)市街地 の無秩 序なス づロ ール的開発
(4)建築密度 の上昇 と居住環境 の悪化




な ど,都 市施 設 ・生活環境施設の整備不足に よる駐路 問題が 山積 してい る。
この よ うな結果が生 じたの は ・確固た る土地利 用計画が立て られていない
ため,市 街地が無秩序 に膨 脹 したか らであ る。
産業構造を高度化 し,住 民の福祉水準 の向上 をはか るためには,都 市 の
無 統制 ・無秩序 な膨 脹 を防止 し,計 画性のあ る,合 理 的 ・能率 的な土地利
用 をはか るこ とが重要 であ り,適 正な人 口規模 を決定す ることが必要で あ
る。 このためには,地 域内の 目標年度にお ける経 済水準 ・産業構造 ・都市
施設 ・生活環 境施 設な どを十 分勘案 して土地利用計 画 を策定 し,用 途別適
地面積を求 め ると ともに適 正な人口密度 を決定 す ることが必要であ る。
地域 内㈲ 地区におけ る目標年度 までに開発可能 な用途別適地 面積お よび































,目標 年 度 に お け る適 正入 口をP













と して計 算 す るこ とが で き る。 著 者 は,式(4.2)を 用 い て,阪 神 都市
圏 を対 象 と して,1980年 に お け る当 地域 の 適 正入 口 の算 出を試 み たが,
詳 細 につ い て は第2編 で述べ る。
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§5就 業 構 造 予 測 理 論
就業離 の予測方法はつ ぎの ・っに大Sljでき る・1つ はあ る地域の 目標
鞭 にお け雄 計人 ・を もとに して ・労 働力の供 給 とい う立場か ら諜 構
造 を予測す る方法で あ り,他 の1っ は地域産業連関分析 に よつて求め られ
た 目標年度 の各 産業部門産 出額 を もとに して ・労働 力の需要 とい う立場か
ら産業別就業者人 口を予測す る方法で ある。従っ て ・目標年度 にお ける地
域の就 業構造は,労 働 力の供給 とい う立場お よび労働 力の需要 とい う立場
か らの分析が必要であ り,両 者の分析結果 を検討 し綜合す る ことに よつて
決定 しなければ な らない。 このた め,以 下に項 をあらためて ・推計人 口を
もとにした就業入 口の予測 方法お よび,産 業部 門別産 出額 を もとに した就
業者入 口の予測方法について論ず ることとす る。
1)推 計入 口を もとに した就業者入 口の予測
当 該 地 域 の入 口の うち,地 域内 歳 業 者 入 口 梶
、が どれ く らいで あ るかは,









は地 域内就 業者人 口
は 目標 年度 における地域総人 口
は 目標年度 におけ る総入 口に対す る労働 力入 口の比率
は 目標 年度 におけ る労働 力入 ロに 対す る就業者人 口の比
率
で あ る。 もちろ ん式(4.3)に よって 求 め られ る就 業 者 入 口は ,当 該 地 域
に 居 住し てい る就 業者 で あ り ・従 っ て 当該 地 域 の 産 業 に従 事 して い る就 業
者 数 五、 を求 め るた め に は ・他の 地 域か らの 就 業者 の流 入 超 過 数 .す な わ
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ち地域 間労 働純 移入 数Lを 加 えな け れ ば な らな い。 す な わ ち,lt
L=L十L
'勧lt (4.4)
こ こでLltの 値は ・当該 地域お よび ・その他の地域 の昼間入 口 ・夜間人 口
・土地利用計画 ・産業配置計画 。輸送計 画な どに もとついて,慎 重に決定
しなければな らない。
2)産 業部門別 産出額 を もとに した就業者 人 口の予測
地域産 業連関分析 に より,目 標年度におけ る地域の各 産業部門の総生産
額が求 まれ ば,こ れを もとに して,各 産業部門の生産に必要 な部門別の従
業者の予測を行な うことがで きる。 この ためには,目 標年度におけ る各 産
業部門の産出1単 位 あた りに投下され る直接労働者数す なわち労働生産性
をあ らか じめ予測 しておか なければな らない。
就業構造予測 とい う観点か らは,各 産業の 目標年度におけ る平均労働生
産性(労 働者1入 あた りの出荷額)と,そ の部 門 と目標年度の総生 産額が
与え られれば,必 要就業者数すなわち労働需要 を算定す ることが で きる。
一般に各産業の 平均労働生産性 は年の経 過 とともに上 昇の傾向にあ る。
これは年 とと もにお こる技術革 新のためで ある。従つて労働 生産性の時系
列 をあ らわす労働生産性 関数か ら,目 標年度に おける平 均労働生産性 を推
計 しなければ ならない。労働生産性関数にっ いては,多 数の計量経 済学者
に より,計 量経 済学 の手法 を用いてその推計が おこなわれてい るが,地 域
経 済計画に もとついて,地 域の産業配置計 画 ・人 口の適 正配置計画 を策 定
す る とい う本研究の 目的 に もっ とも即応 した平均労働生産性 の推計方法 と
して,w.z.Hirshによっ て提案 された労働生産性 関数 を採用す るこ とに
30)
した。その概略 を紹介す るとつ ぎの とお りである。
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W.、.H、rshは,雛醐 戦 あたり直捌 鰍 蝿 をあ 蘇 者数を
ム 雛 醐 をe,累加雛 醐 をY・累力・紐 産騨 位あた殿 下され
た 直 接 平均 労働 をPと おい て ・
P(t)一・{Y(t)ず (4。5)
と い う関 係 を 定 義 した 。 こ こにa,bは パ ラ メ ー タ ー で あ る 。 さ らに ・
鴛 翫(一}σ ・の
と い う関 係 が 存 在 す るの で,式(4・5)・(4・6)か ら ・
A(t)≡・(5+1){y(磋 (4.7)
とな り,A(t),「(t)の時 系 列 か ら式(4・7)に よ り,式(4.5)の パ ラ メ
ータ ーを決 定 す る こ とが 可 能 とな り ・目標年 度 のY(瀕こ対応 したP(tto値
を計 算 す る こ とが で き る。 目標 年 度 に お け る就 業 者 人 口 をL,総 生 産額
∫・




こ の 式 に よつ て 目 標年 度 に お け る就 業者 人 口を推 計 す るこ とが で き る。
従 っ て,目 標 年 度 に お け る地域 の 就 業構 造 は,労 働 力の供 給 とい う立 場
か ら求 め た,式(4.4)お よ び,労 働 力 の需 要 とい う立 場 か ら求 めた,式




わが国 におけ る人 口現象 の特徴 は,入 口増加率の減少 と,大 都市集 中現
象であ る。 しか も地域 や都市 の性格に よつて人 口の社会動 態は ことなって
い る。従つて ・地域経済の発展 をはか り,あ わせ て住民の福祉水準 の向上
をはか るためには,そ の主体 で ある地域 内の適正入 口を決定す ることが必
要であ る。従っ て本研 究にお いては,ま ず従来の人 口予測理論 にっい ての
批判検討をお こない,従 来の人口予測理論は,い ずれ も過去か ら現在にい
た る総人 口の 増加 趨勢あ るいは,過 去か ら現在にいた る地域の経 済的 ・社
会的発 展の状態が将来 も変化せず にそのまま継続す る とい う前提にたって
い ることを指摘 した。そ して地域 開発 とい う立場 か らは,こ の よ うな前提
が妥当でない ことを示 し,地 域 の経 済構造 ・産業構造 ・都市施設の整備状
況な どと均衡の とれた合 理的な土地利用計画に もとついて,あ らたな観点
か ら ・適正人 口の算定方法を提 案 した。なお,阪 神都市圏を対象 として,
この ような適正入 口の算出方法 を適用 し,地 域開 発 とい う観点か らは,も
つ とも有 力な入 口推計方法の1つ であ るこ とを実証 した。
最後に就業構造 予測理論について言及 し,労 働力の供給 とい う立場お よ
び,労 働 力の需要 とい う立場か らの分析の必要性 を指摘 した。 このため,
推計人 口を もとに して就業人 口を予測する方法お よび,産 業部門別 産出額
を もとに した歳業人 口の予測 方法を提 案 した。 目標年 度におけ る地域の就
業構造 は,労 働 力の供給 とい う立場か らの算定入 口と,労 働 力の需要 とい





産 業構 造 の繊 的 嵯 異 を 分析 す るた めに ・ ・957年に お け る国 民1入
あ た り分 配所 得 を … と し,地 域 別 の 住 民 ・人 あ た り分 配 所 得 を比 較 し
てみ る と,京 浜地 域169,阪 神 地 域150,中 京地 域134,北 九 州 地 域113
とな り.四 大工 業地 域 はいず れ も全 国平 均 を 大 き く上 廻 つ て い る。 これに
対 してそ の他 の地 域 で は.北 海 道地域102・ 近 畿 地 域99を 除 い て は ・い
ず れ も全国 平 均 を下 廻 つ てい る。 この よ うに して 四 大 地域 とそ の他 の地 域
の 間に は,四 大地 域 を100と すれ ば ・その 他 地 域 は57と 約40%近 い格
31)
差が 生 じてい る。 この よ うな1人 あた り分 配所 得 の地 域格 差 は,地 域 の産
業 発 展 の相違 に よつ て もた らされ る と考 え られ るが,わ が 国 では 第一 次産
業 の 生 産 性が 他 産業 に く らべ て きわ め て低 く,従 つ て 第一 次 産 業 構 成比 の
大 きい地 域 で は全 体 と して所 得 水 準 が 低 く,第 二 次 産 業構 成比 の 大 きい 地
域 で は逆 に 全 体 の所 得 水 準 が 高 くなっ てい る。 つ ぎに各 産業 別 の1入 あた
り生 産所 得 を比 較 してみ る と,第 一次 産 業 の約94,000円 に対 し,第 二 次
産 業 は 約237,000円,第 三 次 産業 は 約211,000円 となつ て い る。 す な
わ ち第 二 次 産業 は 第 一 次 産 業 の約2.5倍,第 三 次 産 業 は第 一次 産 業の 約
2.2倍と大 きな 開 きを示 す 。 従 つ て経 済 の高 度 成 長 を維 持 し,地 域所 得 の
増 大 をは か るた め に は ・産 業構 造 の高 度 化 を はか る こ とが 必 要 で あ り,こ
の 意 味 に お い て ・今 後 わが 国 にお い ては 第一 次 産業 が 後 退 し,第 二次 産業
構 成 比が 増大 し ・さ らに 進 展す る と第三 次産 業 構 成 が拡 大 して もつ と も大
き な比 重 を しめ るよ うに な る と考 え られ る。
一56一
本研究においては,あ る地域の経 済発展 を促進 し ・さ らに産業構造の高
度化 をはか るためには,そ の地域内の どの地区に,い か な る種類の産 業を
どの程度の規模 で立地 させ るのが適 正であ るかを,単 純化 した配置 モデ ル
を作 成 して求 めてい くことに した。 もちろん ここに言 う適 正配置および適
正規模 とは,広 域 産業圏 ・広域都市圏の見地に たつて,第3章 で詳述 した
地域経 済計画に もとつ く,各 産業の生産水準の上昇 を達成す る ことを目的
とした場合の適正配置 ・適 正規 模を意味す る ものである。
農業配置計画を策定するにあたつては,農 業所得水準 の趨勢 ・農業の需
要構造 ・供給構造の変化にっ いて分析 し,農 業発展のための諸条件 を求 め
ることが必要 である。つ ぎに しれ らの諸条件 を勘案 して,し か も地域経 済
計 画に もとつ く農業生産水準の上昇 を達成す るためには,農 業経 営形態の
望ま しい姿を画 きだす とと もに,農 業の地域特性に よ くマ ッチした農地造
成お よび土 地改良政策 を立案す ることに よつて,農 業の適正配置 と適 正規
模 を求 めなけれ ばな らない。
工業配置計画 を策 定す るにあたつ ては,工 業立地条件調査 ・輸送施 設調
査に もとついて適応立地業種 を選定 しなければ な らない・ さらに工業適地
・工業用水 ・電力 ・輸送施 設な どの産業基盤 を有効に利用 して,地 域経 済
計画に もとつ く工 業生産水 準の上昇 を達成 し,地域所得 を最大にす るよ う
に工場を立地 させ てい くことが必要 である。
商業 配置計画を策定す るに あたつて も,広 域都市計画の見地 か らの検討
が 必要で ある。わが国 におけ る都市 の整備 は,産 業 と人 口の集 中に よる都
市化のい きお いに著 るしく立 ち遅れ てお り,旧 来 の市街地形 態は都市の発
展に とつ τ大きな障害 となつてい る。 さらに交通施設 ・生活環境施設な ど
の重要 な都市施設 の整備 がお くれてい る。従つて,都 市改造 ・土地 区画整
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騨 業を中心として飾 の醐 発を行なうとともに ・交通醐 ●容積醐
.人。間題.上水道問題 環 麟 鯛 題などの麟 欄 をはカ〉りながら・
地雛 済計画にもとづ嫡 難 産水準の上昇を達成い 地域所得撮 大に
す るように商業立地計画を策定 しなけれぽな らない。
住居地区配置計画 を策 定す るためには ・宅地 自給の見通 しを明 らかにす
る必要が あ る。大都市の都心部においては ・一般宅地はすでに その限界に
達 した感が あ り,宅地 は次第に大都市の周辺部 に移行 してい る。 この よう
な住宅地区の都心か らの遠隔化は,単 に住宅問題 としてのみな らず ・通勤
・通学 とい う都市交通や,そ の他の都市施設 ・生活環 境施 設の面に も重大
な影響 を もた らしてい る。従 って土地が高 燥で健康に適 し ・排 水状 態が よ
く,環 境が静 かでしか も交通 の便利 な地区 を住居適地 として選定 し ・都市
施 設 ・生活環 境施 設の整備 を図 るこ とに よつて,目 標年度におけ る地域内
適正人 口に対 し,経 済的 ・社会的 ・文化的な居住環境 を提供するよ う努 力
す る ことが大切であ る。
公園 ・緑地計 画を策 定す るに あたつ ては,土 地保全 ・景観の保護 ・自然
の保 護 ・都市 の美観 ・リクリエーシヨンな どの観 点か ら考察す るこ とが必
要 であ る。地 方の中小 都市にお いては,比 較 的容易 に自然の風物に接す る
機会が多 いが,大 都市の ように入 口密度が高 く,市 街地が拡大 して くると
自然に接す ることが 困難 となつ て くる。従つて都市 の生活 環境の向上 ・社
会的 ・文化的水準 の向上 な どの面か らみて,都 市 にお ける公 園緑地面積の
増 大 とその適 正配置が必要 であ る。以上の諸問 題 を以 下に節 を改めて詳述
す る こと とす る。
§2第 一 次 産 業 配 置 計 画
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1)農 業所 得 水 準 の趨 勢
農 業の所 得水 準 が 国 民経 済 の他 部 門に比 べ て低 い ば か りでな く,そ の成
長率 に おい て も相 対 的 に低 位 に あ る こ とは 周知 の とお りで あ る。 経 済発 展
に と もなつ て,国 民 経 済 に お け る農 業 の 相 対 的 な地 位 は しだい に低 下す る
傾 向に あ るが,こ の傾 向が 今 後 も継続 してい くか ど うか は,日 本経 済の 長
期展 望 に あ たっ て重 要 な 問題 の1っ で あ る。
国 民所 得 に しめ る第一 次 産業 所 得 の比 率 は,1951年 度 の25.0%か ら
し だい に低 下 して,1957年 度 に は18.3%と なつ て い る。 この 第 一次 産
業の 規模 の相 対 的縮小 は,も ちろ ん そ の成 長 率 が他 部 門 に くらべ て低 い こ
とを示 して い る。 第一 次 産 業の相 対 的 な地 位 の 低 下は 避 け が たい もの で あ
つ て も,も し労 働 力 の 配 置換 えに よつ て,就 業 者1人 あた りの所 得 格 差 の
増 大 を防 生 す る こ とが で き るな らば,所 得 の 不 均 衡 の問 題 は起 こつ て来 な
い はず で あ る。 しか し実 際 に は就 業 者1人 あた り所 得 に つ い てみ て も,第
一 次 産業 所 得 は相 対 的 に 低 い ばか りで な く,そ の 格差 は拡 大 の傾 向を示 し
てい る。 第 一次 産 業 就 業 者1人 あた り所 得 は,全 産業 平 均 の1入 あ た り所
得 に 対 して,1951年 に は55.4%で あつ た もの が,1957年 度 に は48.1
%と な つ て お り,か な り明白 な低 下 傾 向を示 して い る。 従 っ て第 一 次 産 業
の 地位 は,他 産 業に くらべ て,今 後 も引 き続 い て低 下 す る もの と推 定 され
32)
る。す なわ ち第一 次 産 業 の後 退 は避 けが た い と思 わ れ る。
2)農 業 需要 構 造 の変 化
国E1人 あ た り食 糧 支 出 をf,就 業 者1人 あた り実 質所 得 をyと して,





とな り,需 要 弾性 値 ηは ・η=o・633と な る。食 糧全 体 と して の需 要 の
所得 弾 性 値は1よ り小 で あつ て も,個 別 の 弾 性値 の な か に は1よ り大 きな
ものが あ る。
農 産 物 の1入 あた り消 費量 を9・ 就 業 者1人 あた りの 実 質 所得 をy・ 農
産物 の単 価 をPで 表 わす と,こ れ らの間 には,つ ぎの よ うな 回 帰 方程 式 で
不 され る関数 関 係 が存 在 す る。
P・・a+6P+ey(5.2)
個 々 の農産 物 の 需要 に つい て ・農 林 省 統 計 謂査 部 が 行 な つ た 回 帰分 析に っ

























の よ うに な る。 この式(5.5)か ら所 得 弾性 値 を求 め る と,
1.油 脂 類
2.牛 豚 肉






農産物 の種類 上 限 下 限
米 111 108
小 麦 豊2 90
果 実 304 273
牛 乳 ・乳 製 品 405 358
牛 豚 肉 376 335
卵 類 292 2ε9








とな る。 以上 求 め た食 糧 の 需要 構 造 方程 式 を もとに して,農 産 物 消 費構 造
の 将来 の 姿 を展 望 す る と,1970年 に お け る消 費 指 数 は,1956年 ～1958
年 を100と して,つ ぎの よ うに推 計 され る。
従 つ て,主 要 農 産物 の1人 あた り
表 一6
将 来 需要 量 は 表 一7の よ うに 推計 さ
れ て い る。
表 一7を み て 明 らかな よ うに,
1970年 にお け るわが 国 の1入 あ た
り予測 需 要 量 と,現 在 の 西 ドイ ツの
1人 あ た り需 要 量 を 対比 して み る と,
卵 の 消 費 は ほぼ等 し く,果 実 は ほ ぼ
発,油 脂 類は ほぼ%,牛 乳 ・乳 製 品
はY6・で あ り ・肉 類は 牙oと いつ た
状 態 で あ る。 つ ぎに現 在 の ア メ リカ
の1入 あ た り需要 量 と対 比 す る と,そ の需 要量 は いず れ の農 産 物 に つ い て
も比較 に な らな い程 少 な い。
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表 一7主 難 齢 の将来需要量(1人 あた り)
主要農産物






(1957)上 限 下 限上 限 下 限
米 115 128124 985 10911061
}92・
667
小 麦 32 2929 232 209214
果 実 20 6255 24 7366 101 181
牛乳 ・乳製品 15 6154 24 9786 306 432
牛 豚 肉 2.4 98 9 3430 332 569
卵 類 4.0 1210 16 4740 47 81
油 脂 類 3.4 1412 83 347307 615 492
3)農 業供給構造 の変化
農 産物の需要構造に つい ては,か な りの変化が予想 され るが,こ れに対
応 して,農 業生 産の部 門内の比重に も相当の変化が生ず る ものと思われ る。
すなわち現在農産物の なかで圧倒 的優位 を占めてい る米 お よびその他の穀
類にっいては ・相対 的重要度が減少 して,果 実 ・畜 産物 な どの重要性が増
34)
加す る もの と期待 され る。特 に ここで重要 な点は,米 の増 産が将来かな り
見込まれ るので,穀 物 の需給の事 情が一 変す る可能性が あ る。す なわち現
在 におい ては,主 要食糧であ る穀物の国内需要 は国内生 産をかな り超過 し
ていて,そ の分 は主 として小 麦の 輸入 によつ て補 われ てい る。米 は依然 と
して稀少商 品 としての性格 を持 ち ・その価格は割高でφつて,農 産物の生
産のなか で最 も有利 な ものの1っ となつてい る・ しか し戦後 の稲 作技術の











して米 の総 消費量は入 口増加 を見込んで も10年 間に20%程 度 の増加に
とどまると見 られ るか ら,戦 後の増産の趨勢がその まま続 けば,約10年
で国内自給が可能 とな る。米の国内需給が可能 とな り,そ の稀少商 品 とし
ての性質が 失なわれ る と米価 もまた低 落せざ るを得ない。わが国農 業の大
宗である米 の需給 バランスの変化は,ひ いてはわが国農業全体のあ りかた
に大変化 を もた らす きつかけ とな るであろ う。
麦類は米 と異 なつて,現 在す でにその価格か らみて農民に とつて魅 力あ
る作物ではな くなつ てお り,し か も現在の麦価を もつ て して も,国 際競争
力に うちかつ ことはで きない。従つて麦類の生産は順次減少 してい くもの
と考え られ る。
果実は所得 水準の上昇に よる消費増加に ともなつて,そ の生産が10年
後には約3倍 に拡大 され るであろ う。疏菜 もまた消費増加に ともなつてそ
の生産の著 しい増加が期待 され るが,特 に薩菜の内容が変化 し,高 級化す
るであろ う。
将来のわが国農業の構造 を変革す る大 きな要因は畜産部門の増大 と農業
生産品中に 占め る畜産物の比率の上昇であ る。牛乳 ・乳製品 ・牛豚肉 ・卵
類な どいずれ もその需要は4倍 位 に増加す ると期待 され,そ れ に応 じて生
産規模 も拡大す ると考 え られ る。
4)農 業発展の諸条件
わが 国の農業の現状 は零細耕作 とい う言葉 で表 現す ることがで きる。す
な わち経営 の単位が小 さいのみな らず,同 じ経 営に属する耕地が細分 され
てお り・何 カ所に も分 散 されてい る。そ して細分 ・分 散され た個々の耕地
が実質的な耕作の単位 となってい る。従ってわが国の農業には農場 とい う
組織体は存在 しない とさえいえる。 この ような零細耕作が存在す るとい う
こ とは,経 済的競争の原 理がす る どく貫徹 されていない ことの証左であ り・
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。れが生鹸 源の駈 配分 を肘 腰 因であ ると も考 えることが で きる・
今後におい ては,諜 労働の稀少化(労 働 の移雛 の増大).労 願 金
の上昇 濃 業技術 の進歩 農 業へ 確 本投下 の増大な どを背 景 として ・わ
が鴎 業は適 磯 模の合理 的経営にむカ・瀬 向が強 くな るけれ ど も ・老朽
化 した労働力に支 え られ た零細経 営が少 くとも当分 の間は存 続する もの と
思われX!い うまでもなく旧 本膿 粧 産力の将来の担い手は ・零雛
営 ではな くて,す ぐれた技 術を もち,比 較 的規模 の大 きい ・か な り営利的
な色彩 を もった経営体 であ ると思 われ る。従つて農業発展 のための政策の
方向は,こ の ような経営体 を一層 もりたてて行 くとい う方向でなければな
らない。 この よ うな意味におい て,わ が国の農業発展の諸条件を求めると
以 下の ようである。
(ユ)農業技術の研究 と農業者 の教 育
農業技術の性格 につ いて も今後 かな りの変化が予想 され る。現在までの
農業技術の研 究方向は,多 肥 ・多収獲技術体 系の確立,す なわち土地節
約 的技術 の開発 に もっぱ ら向け られて いた。今後 もこの 方面の研 究が重
要 な ことはい うまで もないが,さ らに今 後においては,稀 少 ・高価にな
ろ うとす る労働 力を資本 に よつて代替す る可能性の開発,換 言すれば労
働 節約 的技術 の開発 が 問題 とな つて くる。 すな わち農業用機械の発明改
良 を推奨す るとともに,機 械化 された経営体系の確立 を図 らなければな
らない。将来 わが国の農業が ますます高度化 され,大 規模 な経 営体へ と
移行 してい くに従 って ・農 業用機械 も次 第に高能 率 の ものに 置き換えら
れ ・その利 用 も欧米なみ に拡大す る方向に むか うと思われ る。従 って農
業用機械の研究 ・その作業体系 の研究はますます重要に な るで あろ う。
現在 よ りも一一ma研究 を拡大 しなければな らない もう1っ の分野 は,家 畜
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の飼 育 ・改良 に関す る技術研究 である。 とい うのは,将 来 におい て畜産
物 の農産物 のなかに 占め る比重は飛躍 的に増大す る と予想 され るか らで
ある。従来 のわが国の農業は,ほ とん ど耕作に局 限 されていたた め,田
・畑 以外の土地の農業用利用は きわめて不十分 であった。 しか し畜産部
門の拡充は この ような土地の利用 の研究 を一層 重要な らしめ るであろ う。
農業教育の必要性 とその効果 もまた増大す ると期待 され る。在来の農業
技術は手工業的で,習 熟 とい うことが主要な要素であつたのに対 して,
将来の農業技術におい ては,科 学 的 な知識が主要な内容 とな るであろ う。
とい うのは,技 術革新の速度が速やかなた めに,新 しく導入 され る技 術
体系に対す る理解 力がたえず要望 され るか らであ る。
② 農地の造成お よび土地 改良
公共投 資に よる農地 の造成 は,年 々市街地 ・道路 敷地 ・鉄道敷地 。工
場敷地な どになつて潰滅 す る田畑 を造成 ・補 充 し,わ が 国の耕地 面積 を
少 くとも現状 に維 持す る ことを目的 として行 なわれて きた。農地の開発
とい うことは,単 に生 産要因であ る土地 を造成す るとい う経済政策の意
味をこえて,農 民に 生存の基盤 としての土地,す なわち生 きる方途 を与
え るとい う民生安定政策 としての意味 を もつていπ。将来においては,
農業労働の他産業への就業の 機会 が増 大 し,農 村におけ る潜在失業人 口
が解 消す る方向にむか うと考 え られ るので,農 地造 成政策 は 、民生安定
政策 的な意味を失って純粋の経 済政策 としての意味の もの となろ う。
公共投 資に よる土地改良,た とえば,か んが い誹 水施設整備 ・耕地整
理な どは,収 獲を安定 して集約農業への途 をひ らき,機 械の利 用を可能
に して,農 業基盤 を充実す る効果 を もってい る。農業経営の近代化 に対
す る重大な障害 として土地の所有,保 有の分散が ある。農業経営の内部
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組織 が鴨 観 在の よう嬬 繍 作が行 なわれ てい る場合 には 薪 地の
分散は さほ ど大 きな障害 とはな らな… しか し家畜の鯖 が増加 し 濃
業用鰍 の利用力贈 大 し,諜 舗 の有機的騰 体 としての性格 力膿 厚
にな ると,経 営地 の農場 としてのま とま りが ・ますます要請 され るよう
になっ て くる。
5)農 業配 置計画
農業経 営を中心 とした立地論の なかには,古 くは著名なJ・H・Thfinen
の 「孤立 国 」 とい う論 文 が あ 親T、i,i。n、ま_つ の 大 都市 が 肥 沃 な轄 の
中央に あ ると考 え,平 野 には交通機関に よる他 との連 絡 もな く ・平野自身
は全 く同一の土壌 よりな り,い た るところ耕作に適 していて ・都市か ら非
常 に遠 くはなれ た ところで は平野は未耕の荒地 に終 わ り,全 く他の世界 と
分離 してい るとい う前提の もとに農業立地はいかな る状態 を示すか,農 業
が最 も合理 的に経 営 され た場合 に都市 か らの距離は農 業に対 していかなる
影響 を与 えるか,と い う問題を提起 し,都 市の周囲に形成 され る同心圏 内
での農業経 営 の様式 を設定 した。 この種 の農業経営を主 とした研究 は,そ
の 後 も農業経 済学 の主要 な領域を形成 し,最 近 では供給や需要決定要因の
数量的 な研究が行 なわれ てい る。 しか し農業経 済学 者の考える立地論には ・
な お具体的 な地理学的 さらには土木工学 的地域の問題が見逃 されやすい・
す な わち近代交通機関の発 達は,事 実 上孤立国 な どとい うもの の存在を許
さな くなつ てい るし,地 理学上全 く同一の土壊 とい うこ とも考 え られない。
この ような局部地区 にお け る農業立地論に対 して ・環境要素で あ る気候や
土壌 な どを勘 案 した ・広範囲 におけ る各種農 業形態の分布,っ ま り農業地
域区分 の問題が ・0・E・BakerやT・H・Engelbrechtによつて取 り上 げ
37)
られた。わが国におい て も ・農業経営方式や 換金作物 との組み 合せ,農 地
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収益 な どさま ざま な基 準 に もとつ い た 農業 地域 区 分 が行 なわ れ て い る。
E.Otrembaはそ の 著 書AllgemeineAgrarundIndustriegeogra-
phieI(藪内 芳 彦訳)の なか で農 業 地 理学 の対 象 が 農業 空 間 で あ る以 上,
耕地 や 土地 利 用 の研 究が 大 切 で あ る とい うこ とを航 空写 真 な どを利 用 して
述 べ て い る。 近年 農 業 地 理学 の分 野 に お い て も,農 業構 造 や 農業 地域 の 客
観 的な記 述研 究 か ら脱 して,品 種 の 改 良 ・農 業 機 械化 ・土 地 改良 ・土地 造
成 の 問題 な ど開拓 を主 に した 前 向 きの 方 向に眼 を む けつ つ あ る こ とは望 ま
38)
しい傾 向 であ る。
以 上農業 立地 論 の発 展 過 程 の概 略 を述べ たが,農 業 配 置 計 画 を策 定 す る
に あ たつ て考 慮 しな けれ ぽ な らな い諸 条件 としては,(1)気候 条件 ・② 地形
39)
お よび土 壌条件 ・(3)社会 的条 件 な どを あ げ る こ とが で き る と思 う。
(1)気 候 条 件
農 業 はす べ て の 生物 の生 命 過程 の媒 介 に よつ て は じめ て成 立 す る原 始 産
業 で あ るか ら,地 理 的 環 境 条 件 に制 約 され る こ とが 大 で あ る。 この 自然
地 理 的環 境 条件 の なか で もっ と も制 約 力の 大 きな もの は気 候 で あ る。 気
候 は農業 に おい て は 殖物 の 生育 に 対 して 直 接 的 な作用をし,牧 畜 業 に お い
て は,動 物 の 生育に 対 して直 接 的 に,ま た飼 料 とな る植物 を媒 介 として
間接 的 に作 用 す る。 た とえば 米 作 に は高 温 ・多 雨 とい う気 候条 件 が 根本
的 に 必要で あ り,小 麦 は一 般 に冷 涼 ・寡 雨 ・乾 燥 気候 を好 む し ・大 豆 は
夏季 高 温 で 雨量 に 恵 ま れ た温 帯 気 候 に適 し,ぶ ど う ・み か ん ・い ち ぢ く
・桃 な どは地 中 海 性 気 候 の と ころが 適 してい る。 これ に対 して,な し 。
りん ごな どは 温帯 の冷 涼 地 方 か ら寒 帯 の 温和 な地 方 にか け て広 く栽 培 さ
れ てお り,酪 農 業は 気 候 が牧 草 の生育 に 適 し ・夏 季冷 涼 な ところ に発 達
してい る。
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② 地形お よび土壊 条件
低地や 肥沃な灘 平野膿 業が発 達 い 不 毛 な高原や草地が糖 に利用
され るの は当然であ るが,こ れ を局部地形 にっい てみ る と・水 田稲作が
発 達す る地域 と桑畑や蓮根が栽培 され る地域 とで はその髄 が こ となつ
てい る。そ して_般 に 耕地 として利 用 しうる地形は ・山地の傾斜角15。
が限度 といわれ てい る。
つ ぎに地形 を構成す る地 質や土壌が農業生産に大 きな影響を与 えるとい
うこ とは,テ ラ ・臼ツサ と呼ばれ る鉄分 と加里に とん だ熱帯の赤色土壌
が多孔質で排 水に よ く,づ ラづル⊃一ヒーの栽培に 適 し ・またソ連のウ
クライナを申心 とした石灰分 をふ くむ有機質腐蝕土 壌で ある黒土が小麦
の栽培に適 し,ヨ ー[〕ツパの 穀倉 となっ てい る例 をみて も明 らかである。
(3)社 会 的 条 件
農業の所得水準が国民経 済の他部門に くらべ て低いばか りでな く,所
得格差が ますます増大 してい く原 因 として,わ が 国の農業は生産性の き
わ めて低い零細耕作に よつて支 え られてい るとい うことが あげ られ る。
従 つて農業の経 営形 態を比較的規模 の大 きい農場 とい う組織 体にか えて
行 くことが必要であ り,こ のためには農地 の造 成お よび土地改 良な どの
諸施策 を実施 す るこ とに より,収 獲iを安定 して集約農業への途 をひ らき ・
機械 の利 用 を可能 として農業基 盤を整備す る ことが 必要 である。
さらに多肥 ・多収獲技術 体系の確立に よる土地節約 的技術の開発に加
えて,今 後稀少 ・高価に なろ うとす る労働 力を資本に よつ て代 替す る労
働節約的技術 すなわち労働生 産性の向上 が重要 な問題 となつて くる。
所得水準 の上 昇は農産物 に対 する需要の量的 増大 と質的 向上 を もた ら
す ので ・需要構造 につい て はかな りの変化が予想 され るが,こ れ に対 応
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して農業生 産部門内の比重に も相当の変化 が生ず る もの と考え られ る。
特に今後は競菜 ・果実 ・酪農 品 な どの需要が増大す ると考 えられ るので
それに応 じた生産規模 の拡 大が必要 となつて くる。
以上分析 した気候条件 ・地形 お よび土壊 条件 ・社会的条件の制約のなか
で,第3章 で詳述 した地域経 済計画に もとつ く農業生産水準お よび所得水
準の上昇 を達成す ることを目的 として農業土地利用計画を策定す ることに
ょ り,合 理的 ・科学 的な農業配置計画を策 定する ことが可能にな ると考 え
る。
40)
農 業配置計画を策 定す る場合 ・特に重要 な地域 は大都市近郊であ る。大
都市近郊にお いては,農 業の都市近 郊農業 としての優位性はますます増大
す る可能性が大 きい。なぜな らば大都市にお け る第二次 ・第三次産業の飛
躍的発展 に ともな う人 口の増加 と所得の上 昇に よつて,農 産物に対す る需
要の量 的拡大 と質的 向上が予想 され るか らである。 しか し都市の発展に と
もない農 業はその存立基盤が縮少 され る。す なわち都市の外延的拡 大,あ
るいは都市か ら放 射状 にのび る幹線道路 お よび,こ れ らをつ な ぐ環状幹線
道路に沿 う地帯の工場地 区化 ・住宅地区化がすすみ,農 村部 は殆 ん ど無計
画に近い様相 を もつて浸蝕され てい る。 この よ うに郡市の 巨大化がすす む
につれて,大 都市社会が必然的に 内包す る有形無形 の圧迫 か ら市民生活を
守 るために,生 産緑地 としての農地 を温存す ることが 大切であ る。 この よ
うな地域においては,農 業 は大規模かつ高度 な技 術体系を もち,資 本が大
き く企業 的な経 営 をお し進 め ることに よって,近 代産業へ と脱皮 す ること
が 望ま しく,従 って,温 室団地 ・乳牛団地 ・養鶏団地 ・養豚団地 な どの開
発を考 えて よいだろ う。 この ような農業経 営 こそ,他 の産業部門 とくらべ
て宿命 的 とい われ る農業の低生産性 ・低所得 を是 正 しうるか らで ある。 そ
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の ためには,農 家に対す る長期低利 の融資が 図 られなければな らない し,
農業経営の基礎条件の改善が企図 され なければな らない。 それ には,耕 地
整理 ・農業道路 ・用排 水路 の整備が緊急の必要条件 であ る。
第一次産業は 自然的制約 を うけ る原始産業で ・しか も経営 が零細かつ複
雑 なため ・その配置計 画 を定式化す ることが 困難で ある。 しか し上述の農
業 立地計画の基本 方針に もとづ き ・大胆に現象 を単純化 して配置・Eデルを
作成すれ ばつ ぎの ようにな る。
諜 醜 醸 を ノ(・ は地区幡 号をあ らわ い 一 ・,・,_.,の
とし 濃 業資本 の投飼 能額 をC ・労鰍 入可能量をL,地 域繍 緬 に
も許 づ 悌 一次産業各業種 の生 産量 琶(・ 一・… 一 … ・・)とし ,
艦 を(り 地欧 お け る(つ 業種の生産 レペル とす ると,
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ゐ
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が 得 られ る。 地域 経 済計 画 に もとつ く第 一 次 産業 生 産水 準 の上 昇 を達成 し
第 一次 産業 所得 を最 大に す るた めに は,式(5,4),(5.5)の 制 限
ゐ




ここにV、 は(k)地 区 にお け る(i)業 種の 所得 係 数 で あ る。
もち ろん こ こで 述 べ た よ うな第 一 次産 業配 置 石 ヂ ルは複 雑な 現 象 を あ ま
りに も大胆 に単 純化 し てい るた め,第3節 以 下で 詳 述 す る第 二 次 産 業や 第
三 次 産業の 配 置 琶 デ ル と異 な つ て,計 算結 果 をそ の ま ま用 い て計 画 を立案
す る こ とはで きない 。 しか し この モ デ ルに よ る計 算 は,第 一 次 産業 配 置計
画の基 礎条 件 を与 え る もの で あ り,人 文 ・社会 的条 件 を加 味 して計算 結果
を修 正 してい くこ とに よ り,科 学 的 な第 一次 産業 配 置計 画 の 策 定が 可 能 と
な る。
§5第 二 次 産 業 配 置 計 画
1)工 業立地計画の指針
41)
工業立地論の 始祖AlfredWeberによれ ば,工 業立地 とは 「工業があ
る場所 を選んで,そ こで生産活動 を営 なむ こと」 をい う。 この意味の工業
立地計画 は狭 義の立地計画 であつて,工 場の適地誘導 とか,工 場配置の適
正化 と称す る立地計画が これに あた る。 しか し工業立地 計画 とい う言葉 は
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もつ と広い意 味 で 江 業生産の場に関す る計画 とい う意味 で用 い られ るこ
とが多い。 この意味の臓 の工業立地計画は ・内容 としては臓 の立地計
画のほかに,社 会資本に よつ て工業生産の場 を整備す る とい う計 画 をふ く
んでい る。産業基盤すなわち用地 ・用水 ・道路 ・鉄道 ・港湾 な どの整備強
化が これにあた る。 ここでは工業立地計画 とい う言葉 を広 義に用い ること
にす る。
戦 後の数年 間は大ざっ ぱにいっ て,わ が国経 済の復興期 であ るが ・この
時期におい ては,工 業生産はその場 としては,ほ ぼ旧来 の施設 と旧軍施設
に依存すれば足 りた関係上,生 産の場 を拡 大す ることの重要性 はほとん ど
意識 され なかつた。 しか し1953年頃か ら企業合理化の促進が産業政 策の
中心課題に なる と,合 理化対策の一環 として,輸 送 費の節 減をはか るため
産 業関連 施設である道路 ・港湾 な どの整備 を国が助成す ることにな り,
1952年に制定 され た企業合 理化促進 法に,そ の 旨の規定が設け られた。
戦後の立地計 画の 萌芽 とい えよ う。
その 後 日本 経 済は1954年の景気後退 を経 て神武 景気 とい う名の飛躍的
拡 大期 に入つた。 この時期に なると,い わゆる技術革新 をと もな う工場新
増 設 の動 きが未曾有の活況 を呈 し,工 業生産 は戦前の水準を大幅に凌駕 し
た・ その結果 既成工業地帯 では,用 地難 ・用水難 な どの問題 を生 じ,ま た
全国的に道路 。港 湾 ・鉄 道な どの輸送施設の能 力不 足が 目立つてきた。そ
して このまま放置す れ ば工業生産の拡大 も,し たが つてまた国民経 済の成
長 も行 き詰 まつて しま うことを免れない。 そ こで期待 され る経 済成長 を確
保す るた めに ・工業生産の場に関 す る一連 の計画 を展開す る ことが必要 と
なつた。 これ らの諸計画 を大別す る と ・つ ぎの2つ とな る。1っ は産業基








工場 の生産活動 を支 える ものは ・内部の機械 設備の み ではない。原料
や製品 を輸送す るために ・道路 ・鉄道 ・港湾な どの輸送施設 も必要だ し,
外部 と連絡す る手段 として通信施設 も必要である。 また業種に よつては
大量の水や 電力の供給施 設が不可欠で ある。 この ような工 業生 産を支 え
る基 盤 とな る諸施設は,約10年 前には産業補助施 設 といわれていた。
その後企業合 理化上 これ らの施設の重 要な こ とが 認識 され るに と もない,
産業関連施 設 と呼 ばれ るよ うに なつた。 ところが今 日では重要性の認識
が さらにたかま り,産 業基盤 と呼ばれ るようになつた。工業生産を支 え
る基盤 として もつ とも重要な ものは,道 路 ・港湾 などの輸送施設 と工 業
用水お よび工業用地 であ る。 これ らの基盤 を強化するた めに実施 された
国の施策 としては,ま ず第一に輸 送施設の整備 をあげ ることがで きるだ
ろ う。
輸 送施設の強化につい ては,す でに述べ たよ うに企業合理化促進 法に
その萌芽がみ られ る。同法におい ては,特 に産業関連 施設の整備に関す
る1章 を もうけて,企 業合理化に資す る道路 ・港湾 な どの整備に対 して
は国が補助金交付に よる助成 をな しうる旨を規定 してい る。現に政府 は
この規定に もとついて,企 業合理化上 必要な道路 ・港湾な どの整備を促
進 してお り,こ のための最近の国庫負担額は年間道路約14億 円,港 湾
約10億 円に達 してい る。
工業生産の急速な成長 に ともなつて工業用水が不足 し,さ らに工 業地
帯では地盤沈下が深刻化 して,工 業用 水の開発 を促進する必要が生 じて
きた。 このため政府 は1956年度か ら工業用水道建設費について国庫補
助金 を計 上す る とともに,資 金 運用部資金に よる長期低利資金の融資を
一73一
行な うこと、 した.ま た ・れ と並行 して工 業用水 法が縦 され ・地下水
過度 くみ あげの結馳 盤沈下 臆 勧 てい る地 域におい ては ・地下水の
くみ あげ襯 制す ることに なつた・工業用水道 鰍 事 類 は1956鞭
の 、5億円か ら年々膨脹 して ・96・年度壱こおい て は79億 円 とな り ・
1961年度にはさ らに倍増 して155億円に達 してい る。 さ らにわが国産
業発 産の基盤 となる用水の需要量を確保 す るために ・水 資源 開発公団が
設立 され,水 資源の総合的な開発 が強力に お し進め られ る ようになつた。
工業の成長 に伴なって,工 業用地の需要 も急増 してい る。 これに対応
して公共団体の起債に よる海面埋立事 業が毎年 大幅 にのびっ つあるし・
また最近では内陸部 の工業用地造成 を促 進す るため,開 発公社 な どの外
か く機 関を設けてい る公 共団体 も少 な くない。
② 工業の適地誘導
最近の工業立 地の動向をみ ると,四 大工 業地帯お よびその周 辺に集中
す る傾 向が依然 として非常に強い。 既成の 大工業地帯 は現在すでに産業
や入 口の過 度集中に よる弊害のあ らわれ ている ところが少 な くな く・工
業用水 ・工 業用地の絶対量の不 足,陸 上輸送のゆ きづま り,さ らには工
業用水 ・用地獲得のた めの不 自然 な競争がお こり,工 業生産活動を営な
む うえに大 きな陰路 となつ てい る。 また住宅 ・都市交通施設 ・生活環境
施 設等の重要な都市施 設の整備が,都 市 の発展に 対処 し得 な くなつてい
る。従 つて工業の健全 な発展 を促進 し,産 業構造 の高度化を図 るととも
に ・都市生活の環境悪化 を防止す るためには,産 業基盤お よび都市施設
の 整備強化 によって,既 成工業地帯の再 開発 を行な うこ とが必要 である。
そ して ・真に これ らの地域経 済の発 展お よび地域 住 民の福 祉 の増進に寄
与す る業種の立地 のみに とどめ るべき であろ う。
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っ ぎに,今 後の わが国経 済政策の もつ とも重 要な課題 であ る地域 格差
を是 正 し,地 域 的に均衡のあ る国民生活水準の向上をはか るためには,
開発のお くれてい る地域 に工業 を誘導 しなけれ ばな らない。 この よ うな
要請に こたえ るために は,既 成工業地帯の再開発 とな らんで,工 業地 方
分散促進の線 を打 出す ことが必要 であ る。
適地誘導の 目標 は時代 と国情に よつて ことなつてい る。 アメリカでは
国防上の観点か ら軍需 工場 の分散計画を定 め,こ の計画 に従って立地 し
た工場に対 しては,政 府 の優 先発 注 とか税法上 の特別 償却 とかの愚典 を
与 えることによつてその実現をはかつてい る。また戦後 のイギリスでは
完全雇用の実現が重要政策 となつてい る関係上,失 業多発地帯 を開発地
域 として指定 し,指 定 された地域については公 団的な機関に よつて工業
用地造成その他の立地条件整備 をお こな うとと もに,進 出企業に対 して
補助金交付 な どの奨励措置を講 じて強力に工業の誘導 をはかつ てい る。
イタリアでは北 部 と南部の所 得格 差が極端 なた め,南 部開発が経 済政策
の至上命題 となつてい るの で,南 部に工業を誘導す るた め,法 人税免除
な どの思い切つた助成措置を講 じてい る。
わが困において今後立地計画 を策定す るに あたつては,既 成工業地帯
の再開発 と低開発地域へ の工場分散 とい う上述の要 請に もとついた慎重
な配慮が必要であ る。 このために は,(1)誘導すべ き地域 を定め ること,
②定め られた地域 にっいて,産 業基盤 ・都市施設 な どの公共投資に よ り,
先行 的に立地条件 を整備す るこ と,(3淀め られ た地域 に立地 した企業に
対 しては税 制 ・金融な どの面で優遇措置 を講ず ることな どが大切であ る。
2)適 応立地業種 の選定
地域 におい て第二次産 業の配 置計画 を策定 する場合 ・まず第1に 適応立
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地 業種 耀 定す ること力泌 要 となつて くる・ この場合適応 立地 業種の選 定
基準 としては,以 下の項 目をあげ ることが で きる。
(1}地域の経 済発展 を うなが し ・産業構造 を高度化す るために ・重化学
工業 を基幹 とした成長 産業であ ること。
② 地 域所得 の増加 をはか り,ま た低開発地域 に おい ては既成工業地帯
との地域 格 差を是正す るために,生 産所得 の大 きな産業で あ るこ と。
(3)地域 の具備す る立地因子に もっ と も適 した立地条件 をそ なえ ・当該
地域 で企業活動を営 なむのに最 も適 した産業であ ること。
戦後の 日本経 済は,第 二次 産業,特 に工 業部門の飛躍 的な発展 に支え ら
れ て ・西 ドイツ とな らん で世界に比 類のない高度 成長 を とげ ることができ
た。今後 さ らに 日本経 済の高度成長 を維 持 し,し か も輸 出の拡大 と旺盛な
国 内需要 をまかない,さ らに労 働力の吸収 とい う要 請に こたえ るために も,
工業部 門に対す る期待 と使命はますます大 きい ものが あ ると考え られ る。
過去 にお ける工業生産 は,め ざま しい テンポで上昇 をた どり,工 業部門内
部の生 産構造は,か な りの勢で重化学工 業化 の方向にむかって進行 してい
る。 しか も各 産業の内部では,生 産設備の近代化や新 しい生産方式が採用
され、 また多 くの新製 品 ・新 産業が創 りだ され るな ど,産 業 も企 業 も著 し
い変容 を とげてい る。今後 にお け る工業部門の生 産と発展 の方向は,引 き
続 いて重化学 工 業を中心 とす る産業 構造へ の再編成 をお し進 め,産 業の健
全 な発展 に よる規模 の拡 大 と,生 産の多様化 を推進す る ことである。その
ために は,ま ず国際貿易構造の変化に 対応 しつ つ世界市場に適合 した輸出
構造の確立 をはか らなければな らない。 このためには,高 度 加工産業であ
る機械 工業'化 学 工業 な どの飛躍 的な増大 とその発展に重点をお く必要が
あ る。 これ らの産業は ・同時 に生産の迂回化 を通 じて 生 産 財市 場 を拡大
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し ・経済の高度成長 を支 え る重要な因子 として働 くことはい うまで もない。
さらに工業部 門の持続的な発展 を進 め るために は,科 学技 術の振興 をはか
り ・新 しい産業の開発 と・新 しい製品の創造につ とめなければな らない。
特 に電子工業 ・石油化学 を基盤 とす る高分子化学工業の 開発 をより一層促
進す る必要が ある。また産業構造の高度化 ・多様化 と,他 方における公共
施 設の拡充に魁応 して,そ の背景 をなす鉄鋼 な どの金属工業 とセメントを
含 む窯業な どの基 礎産業の増強をはか る必要 があ る。一方労 働集約的性格
の強い繊維 ・食糧 品な どのい わゆる軽工業部門 は,輸 出面にお け る役割,
さ らには労働 力の吸収 な どの点 か らみて,今 後 もその健 全な発展が 望まれ
る産業であるが,こ れ らの産業はその内容において,二 次 ・三次製 品な ど
高次加工製品への移行 と製品の多様化 をはか るべ きで あると考 え られ る。
以上の分析 によ り,わ が国 におけ る成長 産業で,し か も所得の大きな産
業が選定 されたが,っ ぎに これ らの産業のなかか ら,当該地域に もつ とも
適 した立地条件 をそな えてい る業種 を求 めなければな らない。新規工場 の
立地 を考え る場合,種 々の工 業にっいて,そ の工業の性格か ら立地に 必要
な条件 を研究 し,そ の条件に もつ とも適 して,し か も企 業を営なむのに最
も都合の よい場所 を選定 す るこ とが望 ま しい ことはい うまで もない 。 しか
も工場は一度建設 されれば半永久 的にそ の場所で企業活動を営 なむ もので
ある。 したがって立地 が拙劣 なため,そ の企業活動に不便 を与 える場合は,
その改善の ために 相当の費用 を要 し,他 企業 との競争に不利 をまね く。工
業において適正な立地 を選定す るとい うこ とは,企 業内部 の経営以 上に重
要 な問題 である。そこで適応 産業 を選定す る場合に 必要 となつて くる各種
工業の立地 因子につ いて,経 済地理学 的に考 察しなければな らない。 この
ためわが国の既存工場の所在地 とその主導立地因子につ いて分析 してみ る
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勿
と,表 一8が 得 られた。
表 一8既 存工 場の所在地及び主導立地因子
工業種別 既存工揚の主な所在地 立 地 の 要 因
水産罐詰製造 下関 ・浜 田.広 島等 水産基地
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ソ ー ダ 工 業
(電解法 ソー
ダ)
延 岡.高 岡.伏 木酒 田.二 本 木
(新潟〉渋 川(群 馬〉郡 山.広 田
(福島).富 山.高 知.
三池.八 幡.小 倉,刈 田.坂 出.





石灰窒素製造 大牟田(福岡)武生(福井)富 山 いずれ も豊富な電力地帯で石灰石産地に
滑川'・道下(富山》青海 。大潰.近 い。
鹿瀬(新潟).酒田(秋圧D,岩崎
(岩手潤 田(福職 影森 備判
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工業種別 既存工揚の主左所在地 立 地 の 要 因
宗賀(長野》大垣(岐阜),旭川
(北海道).
レー ヨン製造 (人絹) 安価豊富な電力が有力 な因子をなしている。
延 岡.三 原.大 津.其 の他 石炭化学薬剤の取得に至便な港湾が有力な
ステーフル フア (スフ) 因子をなす。良質豊富なびわ湖の水が最有
イバー製造 山 口.広島 。愛媛の瀬戸内海沿岸 力因子 をなしている。
及び益田 石炭産地に接近した交通至便な港湾である
と同時 にソーダ,硫 酸工揚に接近 している。
まプ娘質豊富な水の得 られる地点である。
石 油 精 製 柏崎.新 潟.秋 田.船 川.平 沢 原油産地ま湿ま原油産地に近い港湾に立地し
(秋田).平稲(北 海道).四日市. た小規模工場,輸入原油を利用する大規模
清水.川 崎.横 浜.徳 山.淑(和 工場で港湾に立地し,消費地に近い。
歌山)・ 下松.岩 国 ・松山.下 津
(和歌山)
火 力 発 電 京浜.阪 神.中 京.北 九州.瀬 戸 電力の大消費地区もしくは石炭産地または発
内海 電水力の賦存の少ない地方
都 市 ガ ス
板ガラス製造 若松.八 幡. 石炭産地で消費地の港湾に立地
尼崎.四 日市 ・鶴見 消費地 の港湾 に立地,し か し,ソ ーダの塩
安ソーダ灰法の発展によつて塩安灰法ソー
ダ工場付近が有利 となりつつある。
セメン ト製造 八幡.小 倉 一大牟 田.香 春.後 藤 石灰石産地が石炭産地付近にある場合
寺 。宇部.小 野 田
大阪.川 崎 消費地に立地した場合
八代.佐 伯.津 久見.糸 崎.阿 哲 石灰石産地に強 く引かれて立地した場合
高知.七 尾 。あつ 賀.東 藤原.大
久野.秩 父.栃 木.八 戸.大 船渡
以上,いずれ も交通便利な場所
高 炉 入幡.室 蘭.小 倉 石炭産地の港湾に立地した場合
釜石 鉄鉱石産地付近の港湾に立地した場合
鶴 見.川 崎.大 阪.広 畑.尼 崎 なお電気銑鉄工場は電力=豊富な富山,新
潟県に分布 している。
平 炉 八幡.小 倉.蜘.室 蘭 大阪.尼 崎.川 崎.鶴 見.釜 石製鉄所に
付随した場合
中京.阪 神.京 阪地 区 消費地の港湾に立地 した場合
ア ル ミニ ウ ム 新 居浜.か ま原(静 岡).高岡.富 いずれ も電力豊富で交通便利な場所に立
製造 士大町(長 野}.新潟.郡 山.喜 多 地
方(福 島).
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工業種別 既存工場の主な所在地 立 地 の 要 因
造船及び船舶
修理











自動 車 製造 豊 田(愛 知).広 島.そ の他
水島(岡 山)
覆薇 繕 墾 総 動 あるいは大規
既存施設を転用した場合
以上いずれも交通便利な場所








家 具 全国各地 原料産地に比較的近い消費地に立地











表 一8か ら明 らか な よ うに,基 本 的立 地 因子 と して は,(1)用地 ② 用水
(3)輸送 施 設(4)エ ネ ル ギ ー(5}原材 料(6)製 品 市 場 な どをあ げ る こ とが
で き る。 そ して これ らの 立 地 因 子 と工 業 立地 の関 係 に つい て は,第2章 第
4節 にお い て詳 述 した とお りで あ る。
実 際 の工 場 立地 に 際 して は ・上述 の基 本的 立 地 因 子以 外 に も気象 ・地 形
・労働 力 な ど各 種 の補 足 的因子 を考 慮 しな けれ ば な らな い 。
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以上 の諸 分析 を もとに して,各 業種 ご とに 主要 な立 地 因子 を抽 出 し,必
要度 の 高 い 立地 因 子 に は,そ の 順 番 に ①,②,③ ヂ …一 ・ と番 号 をっ け,
付随 的 な立地 因子 に は ・@・ ⑤ ・◎ ・………と番 号 をつ け ・一 括 表 示 す る と
表 一9が 得 られ る。
そ して,こ れ らの結 果 を総 合 して,前 述 の 適 応 業種 選 定基 準 に 従 い,当
該地 域に立 地 す る適 応 業種 を選 定 す る こ とが 必要 で あ る。
表 一9
業
種 立 地 因 子
業





① 原 材 料 近 い 毛
糸






⑫ 用 水 上 質
② ク 豊 富 @用 水 安 い @用 水 安 い
③ 海 上 輸 送 便 利 ⑮ 道 路 便 利 ⑮ 電 力 安 い
③ 消 費 地 に 近 い ⑥ 消 費 地 に 近 い ◎ 電 力 豊 富
π
⑤ 鉄 道 便 利 ④ 用 地 安 い @海 上 輸 送 便 利
一 一 一一
◎ 道 路 便 利
綿
紡
① 電 力 豊 富
一}






① 酪農地帯に 近 い ② 用 水 安 い ① 用 地 広 い
② 牛 乳 豊 富 ③ 用 水 豊 富
染
色
① 用 水 上 質
④ 牛 乳 が 安 い ③ 用 水 上 質 ② 用 水 豊 富
⑤ 消 費 地 に 近 い
一
⑤ 用 水 適 温 ③ 用 水 安 い
⑥ 道 路 便 利 ◎ 鉄 道 便 利 ③翻 に昂 騰
製
粉




① 原 材 料 豊 富一
② 原材料 産地に近い@消 費 地 に 近 い
'
⑥ 用 地 広 い
① 用 水 豊 富 ① 用 地 安 い ③ 原 材 利 安 い






立 地 因 子




立 地 因 子









立 地 因 子
③ 原 材 料 近 い
⑤ 〃 安 い





① 原木 産地に 近 い
◎ 燃 料 安 い
一
② 原 木 安 い
家
具
① 消 費 地 に 近 い
@電 力 安 い③ 原 木 豊 富④ 原木産地 に 近 い
}
◎ 用 水 豊 富④ 用 水 豊 富⑤ 湿 気 が少 な い }一





① 木材産地 に 近 い
④ 用 水 上 質
硫
安
①奮イ轟 駿 箕② 木 材 豊 富
② 原 材 料 豊 富③ 用 水 豊 富
一
⑤ 鉄 道 便 利
③ 電 力 安 い④ 用 水 上 質
一
◎ 用 地 広 い




④ 公 害 処 理 容 易
1
⑤ 用 水 安 い
一






① 電 力 安 い
トー 一
⑥ 用 水 豊 富⑥ 燃 料 豊 富 ② 電 力 豊 富
⑦ 鉄 道 便 利@用 水 安 い ④奪欝 久羅 男
紙
① パ ル プ工 場に近い ⑤ 原 材 料 安 い
}
⑧ 海 上 輸 送 便 利
1
⑤ 燃 料 安 い② 原 材 料 安 い ◎ 用 水 壺 富
③ 原 材 料 豊 富
,卿 一
@鉄 道 便 利
一P一
⑤ 燃 料 豊 富
1
◎ 消 費 地 に 近 い④ 用 水 安 い ◎ 海 上 輸 送 便 利
〒
⑥ 公 害 処 理 容 易⑤ 用 水 豊 富 ① 消 費 地 に 近 い
⑤ 用 水 上 質
剛








①奪賢痛 難 石 〃 安 い
⑤"豊 富④ 電 力 安 い
1
② 燃 料 豊 富
③ 海 上 運 送 便 利 ④ 電 力 安 い
㎜ 一
⑤ 電 力 豊 富





















立 地 因 子
⑥ 鉄 道 便 利
@燃 料 豊 富
⑤ 用 水 豊 富
◎ 用 水 上 質
@労 働力 得や す い
◎ 用 地 広
① 用 地 安 い
① 陸 上 輸 送 便 利













⑤ 〃 豊 富
⑥ 用 水 安 い
@用 水 豊 富
◎ 道 路 便 利
① 消 費 地 に 近 い
@公 害 処 理 容 易
⑪ 用 地 広 い
① 用 地 安 い
①'海 上 輸 送 便 利
② 用 水 安 い
③ 用 水 豊 富
④ 用 地 安 い





立 地 因 子
⑤ 公 害 処 理 容 易
◎ 用 地 広 い
④ 地 盤 力 強 固
①雄璽藷罐
② 毒フサ'豊ツプガ奮
③ 用 水 豊 富
④ 用 地 広 い
④奪搬 晶 ㌘二
⑤ 鉄 道 便 利
◎ 道 路 便 利
@用 地 安 い
◎ 地 盤 固 い
① 石灰 石等原料安い
② 〃 豊富
③ 燃 料 安 い
④ 鉄 道 便 利
③ 消 費 地 に 近 い
⑤ 原 料 近 い
◎ 燃 料 近 い
⑥ 燃 料 豊 富
◎ 用 水 豊 富
① 海 上 輸 送 便 利














立 地 因 子
② 道 路 便 利
③ 海 上 輸 送 便 利
@セ メン ト等原料安い
⑮ 〃 豊富
① 鉄 道 便 利









③ 海 上 輸 送 便 利
④ 燃 料 安 い
⑤ 用 水 豊 富
⑥ 消 費 地 に 近 い
① 鉄 道 便 利
② 道 路 便 利
③ 消 費 地 に 近 い
@原 料 入 手 容 易
⑤ 〃 安 い
⑥ 〃 豊 富
@燃 料 安 い
◎ 用 地 広 い
① 原料産地に 近 い
② 原 料 安 い
③ 原 料=豊 富
④ 燃 料 安 い
④ 燃 料 豊 富
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業
種 立 地 因 子
業
種 立 地 因 子
業




⑮ 電 力 安 い
高
炉








③ 原 料 や す い
⑤ 〃 豊二 富
◎ 鉄 道 便 利 ◎ 燃 料 豊 富
◎ 燃 料 安 い④ 道 路 便 利 ㊤ 電 力 豊 富
④ 燃 料 豊 富⑤ 海 上 輸 送 便 利 @電 力 安 い 一
◎ 鉄 道 便 利
輯 一一
① 消 費 地 に 近 い ⑪ 消 費 地 に 近 い
1
① 道 路 便 利
陶
器
① 粘 土 産 地 近 い
平
炉
① 電 力 安 い









① 電 力 安 い
@燃 料 安 い ③ 海 上 輸 送 便 利 ② 電 力=豊 富
⑤ 燃 料 豊 富 ④ 銑 鉄等原材料安い ④ 海 上 輸 送 便利
◎ 鉄 道 便 利
1
⑤ 〃 豊 富 ⑤ 鉄 道 便 利
@道 路 便 利 @用 水 安 い ◎ 道 路 便 利
① 用 地 広 い
■








① 鉄 道 便 利
② 海 上 輸 送 便 利 ⑥ 鉄 道 便 利 ② 道 路 便 利
③ 鉄鉱石・くづ鉄等近い ㊤ 道 路 便 利 ④ 鋼材その他原料近い
}一






① 電 力 安 い
1
⑤ 鋼材その他原料安い
⑤ 用 水 豊 富 ② 電 力 豊 富
.
◎ 鋼材その他原料豊富
⑥ 鉄 道 便 利 ③馨鉄麟 ブ諦 ④ 電 力 安 い
@〃 安い ◎ 電 力 豊 富⑦ 道 路 便 利
.一 一
⑧ 用 地 安 い ⑮ ク 豊 富
1
㊤ 海 上 輸 送 便 利
一
⑨ 地 盤 固 い ◎ 鉄 道 便 利
1
@用 地 広 い
一一
@鉄 鉱石・くづ鉄等安い @用 地 広 い
一
⑪ 用 地 安 い
⑪ 〃 豊富 ① 海上輸送便利(臨海) ① 関 連 下 請 近 い
@燃 料 近 い ② 消 費 地 に 近 い ① 電 力 豊 富
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業
種 立 地 因 子
業
種 立 地 因 子
業











① 関 連 下 請 近 い 車
両
④ 道 路 便 利
③ 道 路 便 利 ② 電 力 豊 富 ⑤ 海 上 輸 送 便 利
④ 各種 原材料 安 い ③ 鉄 道 便 利 ◎ 用 地 広 い




① 関 連 下 請 近 い
◎ 電 力 安 い ③ 鋼材その他原料安い
一
② 空 気 清 澄
@用 地 広 い ⑤ 電 力 安 い @労 働力得や す い
◎ 用 地 安 い ◎ 労働力得や す い ① 消 費 地 に 近 い





① 関 連 下 請 近 い ◎ 用 地 安 い 用 水 安 い
火
用 水 豊 富② 消 費 地 に 近 い
造
① 海 上 輸 送 便 利




⑤ 用 水 上 質
④ 労 働 力 気 質 良 @鋼 材その他 安 い ⑥ 用 地 安 い
@原 料 近 い ⑤ 〃 豊 富 ④ 燃 料 近 い
⑤ 電 力 安 い @電 力 安 い ⑤ 燃 料 安 い
◎ 電 力 豊 富 @電 力=豊 富 ◎ 海 上 輸 送 便 利
@鉄i道 便 利 船 ◎ 用 地 安 い @公 害 処 理 容 易
◎ 道 路 便 利 ㊤ 労働力 得や す い ◎ 用 地 広 い
① 用 地 広 い @地 盤 強 固 ① 地 盤 固 い
㊥ 用 地 安 い5 ① 鉄 道 便 利
3)工 業適地 と工業用水の開発
工業の適iE配置計画 を策 定するにあたっては,工 業適地におけ る用地の
供給可能量について検討 しなければな らない。 とい うのは,土 地 が水 とな
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らん で,今 後の立地動 向を決 定す る上 での重要な要 因 となつてい るか らで
ある。 もちろん工業用地の不足 といつ て も,海 面 を埋め立て る ことにょっ
て用地 を造成す るとか,農 地 を大幅 に転用す るとか ・あ るいは用地 節約的
な新技術が生み出され るとか,い ろいろな解決手段が登場 して きて,厳密
な供給可能 量 を測 定す るこ とは困難であ る。工 業適地 を選 定す るに あたっ
ては,用 地造成の土木技術的 な可能性の みな らず ・経 済的な採算性 を考慮
した うえで,つ ぎに述べ るような諸 点について注 意 しなければな らない。
(1)海面の埋立て による土地造成 は,大 都 市周辺 部 では用地造成費の点
で,水 深5m程 度 は可能 であ るが,そ の他の地 方では 一5mよ り浅い所
でない と困難で あ る。
② 内陸部 では,農 地転用 が大半を しめ るが ・農地転用があまり過度に
起 こらないよ うに考慮す る と同時に ・ある程 度ま とまった面積の用地が
確保 で きる よう考慮 しなけれ ばな らない。
(3)幹線交通網 との関係 ・工業用水 の供給可能量 との関係にっいて考慮
しなければな らない。
(4)大都市地 域においては,望 ま しい土地利用計画か らの要請に応ず る
ため,工 場の過度集 中をさけ るよう考慮 しな ければ ならない。
(5)低開発地域 においては,先 行的な公共投資に よる立地条件の整備を
考 えた うえ で ・工業適 地 を選定 しなけれ ばな らない。
以上 の諸分析 をとお して工 業適地が選 定 されたな らば,っ ぎに工業適地
面積 お よび用地価格 を求め る必要が あ る。
つ ぎに,工 業適地 にお け る用水の給水可能量につ いて検討 しなければな
らない。 わが 国工業生産の飛躍的 な発展につれて ・いわゆ る産業 基盤の整
備不足が各所 に露呈 して きたが ・とりわけ用 水の問題 が大 き くクロ_ズ ・
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アツづされ るに至つた。 もと もと工 業は水 を重要 な生 産要素 としていたが,
わが国においては従来その取得が比較的 容易 であつたため,大 きな 問題 と
はならなかつた。 しか し戦後わが国経 済が復 興か ら発展 の段階へ と成長 し
て くると事情 は一変 してきた。す なわち河川か らの利水 の便のよい ところ
には,既 存の工場が位置して,河 川水の高度利用 を行ない,さ らに地下水
にっいては,過 度 くみ あげに よつて地盤 沈下 その他の障害 を惹起 してい る
の で,新 規の工業用水 の取 得には大 きな困難が伴 な うよ うになった。 こと
に所得倍増計画 に もとつ く経済の飛躍的発展に ともなつて,将 来水 の需要
量はますます増大す る と予想 され る。 この ような事態に対処す るためには,
(1}水源 の開発に よ り水 資源の確保につ とめる。
② 工 業用水道の敷設促進 と水使用の合理 化
(3}海水淡水化研究の推進
な どの諸対策を強力にお し進 め ることが必要であ る。
以上の諸対策 に もとつ いて,工 業適地 にお け る工業用水の給水計画 を明
らかに し,工 業用水給水可能量お よび,工 業用亦単 価を求 めなければな ら
ない。
4)適 応立地業種の原 単位分析
本研究にお いては,土 木工学 ・運輸交通工学 的視野 にたって,広 域工 業
圏内に立地す る工業の適 正配置 と適正規模 を算 出し,こ れ を もとにして,
合理 的な産 業基盤 整備計画 ・都市施設計画 ・土地保 全計画 を確立す るこ と
を目的 としてい るので,適 応立地業種の原単位分析(物 量表示に よる)を
行なわなければな らない。 まず用地用水の原 単位 を算 出す るためには,科
学技術庁や通商産業 省で行なつてい る調査 ・研究データを もとに して,モ
デルエ論 馳 礁 。用水使用量 ・生離 等を想定し,
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肋 騨 位((も デルエ場 の敷地 面積)用地係数)σ庁(仔ルエ場の年間生 産量)(…)
用水騨 位(用水醐w、 一(謬 薯 叢 響 欝 ・・8)
と して計 算 した 。 モデ ル工 場 の標 準 規模 と・用地 ・用 水 原 単位 の1例 を しめ
した ものが,表 一10で あ る。
原 材料 そ の他 の原 単 位 は,つ ぎ に述べ る よ うな方 法 に よつ て求 め,こ れ
らを総合 して各 業種 ご とに算 出 した 。
(1)上述 の 琶デ ル工 場 の規 模 を もつ既存 工 場 の 実 績 を,科 学 技 術庁 や化
44)45)学経 済
研 究所 の 調 査 ・研 究 デ ー タを もとに して算 出 した 。
(2)第・章で勅 罐 業醐 蜥 と物量鍛 晶 、して算出した.
㍉ を(`産業のσ睦 業へ の投入 量(単 位円)
・Piを(i)産業1単 位(単 位 ト ン)の 生 産額(単 位 円)
X
ノ 勧 睦 業 の総 生 産 額(戦 円)
Pノ を 瞳 業1単 位(単 位 トの の生 醐(軸 円)と し ,雌 業の原
単 位(睡 業 か らの投入 に対 す る)を9












表 一10Eデ ル工場 の用 地,用 水原 単 位
敷地 面 積
103㎡ 麟雛 生 産 量10βトンγ年 用地 係 数α` 用 水係 数ω∫
製 粉 25 50 50 α5 1
酪 農 製 品 15 2 2 7.5 1
罐 詰 壕 詰 5 25 5 1.0 5
ビ ー ル 60 2,600 130 0.5 20
石 油 精 製 1,000 10,000 5,000 0.2 2
石 油 化 学 500 21,150 90 5.6 235
銑 鋼 一 貫 3,300 100,000 3,000 L1 30
産 業 機 械 100 1,000 50 20 20
強 電 〃 100 350 5 2α0 70
軽 電 〃 70 細 5 14.0 70
電 気通 信 機 械 70 350 5 140 70
鉄 道 車 両 430 1,000 50 &6 20
自 動 車
一
860 2,000 100 8.6 20
パ ル プ 350 30,000 100 a5 300
紙 500 14,000 50 10」0 280
ゴ ム 製 品 30 1,500 15 20 100
人 絹 ス フ 800 48,000 20 40.0 2400
硫 安 550 20,000 500 1.1 如
セ メ ン ト 400 36,000 1,200 0」3 30
板 ガ ラ ス 170 10,000 …1・ ・ 1QO
と して計 算 す る こ とが で き る。
各 業種 ご との 原単 位 の2～3の 例 を示 す と表 一11～13の とお りであ
る。
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表 一一11鋼1ト ン あた り原 単 位 表 一12乗 用 車 ト ンあ た り原 単 位
品 目 原 単 位
品 目 原 単 位
素材(鉄鋼製品.非鉄金属) α38ト ン
鉄 鉱 石 輸 入 α94ト ン 燃 料 0,029
国 内 0.32 購 入 部 品 α734
F
原 料 炭 輸 入 0.35 電 力 5801くWH
一一 一…
国 内 住40
表 一13ア クリルニトリル繊 維原 単位
ス ク ラ ッ プ 0.40
品 目 原 単 位
副 原 料 石灰石 0.21
モ ノ マ ー・ L1ト ン
酸 素 36m3
共 重 合 体 0.06








以 上 の立 地 分析 の結 果 お よび,第3章 で 求 め た 地域 経 済 計 画か ら ・当該
地 域 に立 地す る産業 の種 類 とそ の 目標 生 産 量 が 決 定 され るが,各 業 種 の生
産 目標(単 位 トン)をpj(i=1,2ジ … 一,m)で あ らわ す こ とにす る。
呂
ゐ
っ ぎに工 業適地 におけ る土地 の造成可能量A(単 位㎡),工 業適地にお
ゐ
け る工 業用 水 取 水 可能 量 伊(単 位 トン)が 決 定 され てい る(k=1・2t-一一
………,轟)。
工 業 立地 モ デ ル を作 成す るた めに は,こ の ほ か に電 力 ・労 働 力 ・輸送施
設 ・原 材料 ・製 品 市 場 等 と工業 立地 の 関係 につ い て分 析 す る必要 が あ る。
当 該 地 域 に お け る産 業用 大 口電 力の供 給可 能 量 をE・ 労働 力の 供 給 可 能量
をLと す る。Eの 値 は第2章 第4節 で 詳述 した エネ ル1一 源 調 査 か ら決 定
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す る こ とが で き るし,Lの 値 は第4章 第3節 で 論 じた就 業 構 造予 測 方 法 に
もとつい て計算 す る ことが で き る。 つ ぎに輸 送施 設 す な わ ち道路 ・鉄道 ・
港湾 が 工業 立地 に お よ ぼす 影 響 は非 常 に 大 きい 。す な わ ち産業 構 造 の 高 度
化 を阻 む もの と して,輸 送施 設の ゆ きづ ま りが,今 日程 問 題化 し,し か も
将来 に わ たつ て その 解 決が 困難 視 され て い る ときは ない 。 す な わ ち工 業 立
地条 件 を整備 し,産 業 構 造 を高度 化 す るた め に輸 送 施設 の充 実 ・改善 を は
ヵ〉るこ とが もつ とも重 要 で あ る。従 っ て,立 地 冠 デ ルに従 っ て発 生す る輸
送量 を さば くの に 隆路 とな らな い よ うに 輸 送施 設 を整備 してい く必要 が あ
る とい う立 場 を とつ て ・これ を制 限条 件 とは考 えな い こ とに した。 さ らに
原材料 ・製 品市場 と工業 立地 の 関係 は,こ の モデ ルで は,原 料 輸 送費 ・製
品輸送 費 の 問題 と して と りあ げ る こ とに した 。従 つ て この モデ ルに お い て
は,各 工 業適 地の 用 地 ・用 水 ・電 力 ・労 働 力の 制 限 条件 の も とで,こ れ ら
を有効 に利 用 して各 業種 の生 産 目標P.を 達 成す る よ うに 工場 を立地 させ
`
て行 けば よい こ とに な る。 つ ぎに各 業 種 ごとに製 品1ト ン生 産 す るの に 必
要な用 地 ・用 水 ・電 力の 原 単 位 αi,Wi,eiは,式(5・7),(5・8),
(5・10)で与 え られ てい る。 さ らに労働 力原 単 位Cliは 第4章 で求 め た
ゐ
就業構 造 を もとに して 推 計す る こ とがで きる。urを 第 ㈹地 区 の 第(i>番目i
の業種 の 生 産 レ ベ ル(単 位 トン)と す る と,
皿 た ゐ
用 地 制 限 と して 昌 ・、艦f9[A(5・11)
mkk
用水 制 限 として`鑑 兜 ¢`≦ π
れ れ ん





≦9L・ 。一・一。・(5.14)労働力制限として 嘉 幽 ♂メ 、
ル ゐ
生 産 量 制限 として 認孔 一Pi(5・15)
が 得 られ る。 広域 工 業 圏の 見 地 に た つ て,地 域 経 済計 画 に も とつ く鉱 工業
生 産水 準 の 上 昇 を達 成 し,地 域 所得 を最 大 に す る こ とを 目的 として ・地域
内 の どの 地 区 に,い か な る業 種 の工 業 を どの 程 度 の規 模 で 立 地 させ るべ き
か とい うこ とは,上 述 の 式(5.11)～(5.15)の 制 限条 件 の もとで,
k48)49)






P.は(i}業種1単 位 あた り生 産額(単 位 円)
軍
α..はω産業 単位あた りに対す るω産業か らの投 入量すなわ ち投入係数
藻
C
iは(k)地区 に お い て(i)業種1単 位 生 産す るの に 必要 な用 水 費
彦米米








iは(i)業 種1単 位 の 製 品 輸 送費
で あ る。





馳 欧 おけ る ・♂ あた り用膿 を4と す る と ・用雌 ・轡 は
・鰺 一・、ρ1・・(・+・)n/{(r+・)IV-・}(・.19)
こ こに γは 利率 ・πは償 却年 数 で あ る。
っ ぎに 輸 送 費(原 料 ・製 品)を 求 めな けれ ば な らな い。 一般 に 供 給地 か
ら需要地 に原料 や 製 品 な どの物 資 を輸 送 す る場 合 に は,道 路 ・鉄道 ・海 上
な どの輸送 手 段 が と られ て い る。 そ し て これ らの 輸送 手 毅 の うち ・最 適 な
輸送 手毅 を選 択 す る要 因 と して,輸 送 費 ・輸送 時 間 ・輸送 量 ・輸送 便 益 ・
輸送 の確 実性 ・安 全性 な どを あ げ るこ とが で き るが,こ れ らの 要 因 を総 合
して明確 な選 択 基 準 を選 定す る こ とは 困難 な 問題 で あ る。 従 っ て この 問題
の解 明に あた つ て は ・今 後 の 研 究に 待 つ ところ が大 きい。 本 研究 に お い て
は,輸 送 購造 の現 状 を分 析 して ・統 計 的手 法 に よ り ・品 目別 に 各 輸送 手 段
の分担す る輸送 量の 割 合 す な わ ち輸送 依 存 度 を求 めた 。 この 輸送 依 存度 と
い う概 念 を導 入す る こ とに よつ て,供 給 地 か ら需要 地 へ 物資1単 位(単 位
トン)を 輸 送 す る場 合 の マ ク 〔]的な 輸送 手段 の 輸送 分 担 を 算 出す るこ とが
でき る。
購
ま ず 原 料 輸 送 費oを 算 出 す る に あ た っ て は ・(i)童業1単 位 を 生 産 す
`
な
るの に必要 な(i)産業の 投 入 量 が ・原 単 位分 析 に よっ て,gと して与 えノ`
られ てい る。 い ま(k)地区 で(i)垂業1単 位 を生 産 す る場 合 の 原 料 輸送 費 を考
え る。(i)産莱 の原料 地(1)から(k)地区 に 原料 す な わ ちω 産 業1単 位 を輸 送 す
齢 島 既
,海 上 運 賃 をcる場 合 の道 路 輸送 運 賃 をC,鉄 道 運 賃 をc
ノ(R・)ノ(&)ノ(Rr)
とい 醐 輸送 依 存 度lt?"(Rr)・鉄鰍 存 餅 ・(Rt)藩送 依醸 をr(・,)
k1鰍 米












ー 習gl 、(r(。.)・1缶)㌔)・1訟り㌔)・1缶))…(・ ・21)
と して 計算 す る こ とが で き る。
最後 に製品輸送費 。1一 を求 めな けれ1&'t。らない.(峨 業の(漉 業へ
`
ゐ た
の 供 給額X「,ノを(`瞳業 の 総 生 童額X、 でわ れ ば(`睦菜 の(涯 業へ の 販売1系
ゐ
数 馬 力球 め られ る・ すなわ ち
ん ゐ ん
β、ノ ー 苓 ノ/Xi(5・22)
っ ぎに(η地 区 の ω 産業 へ の 配 分比 をtkl(第3章 で詳 述 した交 易係 数
∫ノ
と等 しい)と す れ ぱ ・㈲地 区 の(∫)産業か ら ω地 区 の ω産 業へ の 製 品輸 送量
kkl
は β
f/tiノと表 わ され る。
い ま㈲ 地 区か ら(i)産業の 製 品1単 位 を輸送 す る場 合 の製 品 輸 送 費 を考 え
る。㈲ 地 区 の(り産 業 の製 品1単 位 を(1)地区 のV)産業 へ販 売 輸 送 す る場 合 の
kl
・鉄 道 運賃 をckl,海 上 運賃 をcklと し,道道 路 輸 送 運 賃 をo
i(Pr)i(Pt)i(Ps)
路 輸 送 鮪 灘 γ㈹ ・鑓 輸 送 依 醸 を γ(Pt)海 送 依存 戯7㈹ と
















と して計算 す る こ とが で き る。
上述 の よ うな 工業 立 地 石 デ ルは そ の数 学構 造 か ら明 らか な よ うに,あ る
目標年 度 の最適 配 置計 画を 求 め た もの で ・既成 工 業 地帯 の 再開 発 あ るい は
既成 工 業地 帯 の 周 辺 部へ の 工 業 の外 延 的 拡 大 を論 ず る場 合 に 有効 で あ る。
これ に対 して,薪 しい 工 業地 域 と して 急 速 な工 業 開発 が行 なわ れ て い る地
域の最 適配 置を論 ず る場 合 に は,別 の 立地 モ デ ル を策 定 す る こ とが必 要 で
あると考 え る。 なぜ な らば,こ の よ うな地域 の経 済 構造 ・地域 構 造 は 時間
とともにた えず 変 貌す ると考 え られ るの で,工 業立 地 管デ ルにお い て も,
長 期間 に わた る時 系 列 を考慮 した場 合の 最 適 配 置 を求 め るこ とが 必 要 に な
つ て くる。従 って この よ うな 立地 冠デ ルに おい ては,時 間 の概 念 を導 入 し
な けれ ば な らな い 。
この よ うな 意 味に お い て,期 間 を第1期 か ら第T期 まで に分 割 し,各 期
ご とに地 域経 済計 画 に もとつ く目標 生 産量 を達 成す る た めの最 適 配置計 画
を策 定す る こ とが 必 要 で あ り,し か も第1期 か ら第T期 ま での 総 所 得 を最
大にす る ような数 学 モ デ ル を作成 しな け れ ば な らな い 。従 つ て そ の数学 構
造 は,Multi-stagedecisionprocessを対 象 と した もの でな け
50)
れば な らない 。
制 限条 件 と して 考 え られ て い る当該 地域 の第t期 に お け る用 地 造 成 のた
一95・ 一
めの投資額お よび,ダ ムの開発あ るいは工業用水 道の建設 に よる工 業用水
取水 のための投資 額 さらに ・電源開発に よる産業用大 口電 力供給 のための
投資額は,第(t-1)期 に得 られた地域総 生産か ら得 られ る税収入 ・国
庫補助金 ・公企 業投資 な どに よつて賄 なわれ る・ しか し ・これ ら用地 ・用
水 ・電 力の開発は非常に公共性の 強い しか も緊急整備 の必要性 の大 きな事
業であ るか ら ・わが国の現状では ・単に税 収入 を もとに した公共投 資のみ
な らず ・資金運用 部資金に よる財政投 融資 ・国庫 補助金 ・起 債 ・世界銀行
か らの借款 ・外債 な どによつて開発財源 を確保す ることな どが考え られ,
現に実行 されてい る。 さ らに民間資本 の導入 について も真剣に論ぜ られて
ん ゐ
い る。 従 っ て 弟6期 に お け るA・ 伊 ・Eを 第(t-1)期 ま で にお け る
地 域総 生産 の 関 数 と して規 定 す る よ り も ・む しろ所 得 とは独 立 に,採 算性
を考 慮 した うえ で の土 木 技 術 上 開 発 可 能 な範 囲 で決 定 した方 が 現 状 に即 し
て い る と思 われ る。
い ま期 聞 を第1期 か ら弟 『期 ま でに 分 割 して,第t期 にお け る業 種 ご と
の 生麗 の増加分 をP 、、'労 翻 の増加量 をL、'所 縣 数 を・レ 肋
帽 水'電 か 鋤 力騨 位を吻 ド ωパ ・パ 転 とお くと・弟・
期にお け る工 菜立地 鷲デルの制限条 件は,
用 地 制 隈
用 水 制 隈
竃 力 量 制 限
労 働 力 制 隈
切 ゐ ん














生 産 量 制 限 直 の∬=Pi1
れ ヵ み み
目 的 関 数 はf(Xi)=3,ぎ1ei■Xi、 一(5.26)
第2期 にお け る立地Eデ ルの 制限 条 件 は,
那 ゑ 霧 郡 み
用 地 制 限i _iiα詮 艦2≦ 浸 一f三 α∫1艦1
の た み の な
用 水 制 限 忍 ω`2艦語m㌔ 塁ω`、艦、
mnkmnk
電 力 量 制 限 謁 ど1θぎ2航2≦E圃名 感ei1CVi、
那 η 彦 鵬 π み
労 働 力 制 限`三 凄1♂`1劣`、9L,,」盟 幽 ♂`2躍∫2≦L(5.27)
ハ ん な ゐ
生 産 量 制 限 高1艦 ■=Pi■ ・高ti2==Pi2
とな る。 式(5.27)を か きな お す と
那 左 刀嘔 彦 ん
用 地 制 限 謁ailXi1十`三ai2αCi2S・1
那 ゐ 那 ゐ 左
用 水 制 限 爵 ω戯航1、 三 ω`2諾`2≦解
電 力 量 制 限 、器 ・、、⑳翫 鋸 ・、2⑳1、くE(・ ・28)
∴ 謹 笠i二藩洲
が 得 られ る。そ して 目的関数は,
mnkkmnkk
f(X、)=2高 直 ・誤 、+嵩 島 ・i、・・i,'…(5・29)
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とな る。 同様 に して第T期 にお け る立地 芒 デ ルは,
鳶
用 地 制 限
用 水 制 限
電 力 量 制 限
労 働 力 制 限































上 の制 限条件の もとで,第1期 から第7期 までの総所得 を最大にす るよう
ん
式(5.51)の 値 を最 大 に す るx.の 値 を求 め る こ とにな る。濫`
f(¢T)一護(T-t+・){認 ・L劣1、}(・.31)
以 上 に述 べ た 第二 次 産業 配置 モデ ルの 目的 は ・繰 返 し述 べ た よ うに.個
々 の企 業 の利 潤 を最 大 にす る こ とで は ない 。従 つ て企 業 の立 場 にたっ て,こ
一一98一
の配置モデルを眺め るな らば,企 業が工場 を建設 しようとした目標地区の
み ゑ
O
iと 計 算 に よつ て 配置 の決 定 したciを 比 較 し ・両 者 の 差 が企 業 内 部 の
合 理化 目標 に く らべ て は るか に 小 さい もの で あ るな らば,そ の企 業 の 立地
は,こ の 立地 石 デ ルで 考 え た因 子 以 外 の 要素 の 影 響 を うけ る とい う こ とで
あ るか ら,そ の方 面 か ら慎 重 に 検討 して決 定 すべ きで あ る。
§4第 三 次 産 業 配 置 計 画
1)第三次産業立地 計画の指針
わが国においては,今 後 ひ き続いて経 済が成長 し,産 業構造が高度化す
るにつれて,第 一次 産業が 後退 し,第 二次産業構成 比が増大 し,さ らに進
展する と第三次産業構成が拡 大 して もつ とも大 きな比重 をしめるように な
ると考え られてい る。所得倍増計画に よ ると,1970年におけ る四大工業
地域(以 下四大地域 と略称する)・ その他地域お よび全 国の産業別生産所
51)
得 とその構 成比は表 一14の ようにな ると推計 され ている。表 一14を み
て明 らかな ように,第 二次産業の増加率 とと もに,第 三次産業の増加率の
大きいことが首肯され る。
つ ぎに四大地域 とその他の地域 にお ける1人 あた り分 配所得の地域 格差
を しらべ てみ ると,表 一15の ようである。表 一15か ら明 らかなよ うに,
地域別 の住民1入 あた り分配所得は大都市 を包含す る四大地域はいず れ も
全国平均を大 きく上廻ってい るのに対 して,そ の他の地域 は全国平均を下
廻 つてい る。
この よ うに大都市の1人 あた り分 配所得がいずれ も全 国平均 を大 き く上
廻 り,し か も第4章 で詳述 した よ うに,わ が国人 口の社会移動が,1人 あ
た り分配所得の地 域格差 を是 正す る方向に動いてい るとい う観点か ら眺 め
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表_14地 域別 生産所得の予測(1970年)

















第一 次産 業 16 29 29
5 4 4 1.8 1.8
第二 次産業 173 430 383 56 57
57 Z5 2.2
第三次産業 122 299 262 39 39 39 2.5 a2







第 一 次 産 業 131 198 198 27 17 16 1ワ5 1.5
第二次産業 171 506 553 35 43 " 3.0 3.2
第三次産業 181 463 500 38 40 40 2.6 a8
計 483 1,1671,251 100 100 100 2.4 2.0
全
国
第 一 次 産業 147 227 π 19 12 12 1.5 工5
第二次産業 344 936 936 43 48 48 2.7 a7
第 三次産業 303 762 762 38 40 40 a5 2.5
計 793 1,9251,925 100 100 二〇〇 Z4 a4
る と,大 都市の よ うに入口の社会 移動 ポテンシヤ ルの高い地区への人口流
入 は今後 も相当期間継続 す る もの と考 え られ る。一方大都市圏においては ・
工場の過度集中の結果,工 業用地 ・用水の絶 対量の不足 ・陸上輸 送のゆき
づ ま り,さ らには工業用 水獲 得の ための不官然 な競争,ひ い ては土地が利
権 化 した ことな どの理由に よつ て,第 二次産業中特に重化学 工業の発展に
大 きな駐路 とな りつつ あるのが現状 であ り・再 開発が 強 く要望 され てい る。
今後の わが 国におけ る工業開発 は ・前節で明 らかに したよ うに,工 場の地
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京 浜 151,755 169.1 1125
阪 神 134,195 149.5 99.5
中 京 ]120,379134.1 89.2
北九州 101,373 112.9 75.2
計 134,887 150.3 100.0
その他地域 76,974 85.7 57.1
1
Ll
北海道 91,768 102.2 68.0
東 北 70,038 78.0 5工9










甲 国 78,567 87.5 58.2
四 国 76,639 85.4 56.8
九 州 65,659 7a1 48.7
方分散策に重点がおかれ ると考
え られ るので,大 都市において




て くる もの と考 え られ る。 この
た めに も大都市圏内の第三次産




もつ とも深刻 な問題 として意識
され ・将来 もその解決が困難な
た めにやは り最 も重要視 されて
い くであろ うと思 われ る中心的
課題 は,以 下 に列挙す る大都市
52)
の過大化に よる諸問題 であろ う。
す なわち大都市 においては,
(1)都心部の業務専用地区化
と入 口の外縁部お よび周辺 部
への移動に よる通 勤交通需要 の急増お よび自動車輸送の急激な発達に と
もな う既 設街路の交通容量不足 による交通問顯
② 第三次 産業の急激 な発展に と もな う容積量(延 床面積)の 不足
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(3}急激 な人 口増加に よる住宅不足 と,市 街地の無秩序な土地利 用にょ
るスづロール問題
(4)空地 が減少 し,不 適当 ・非衛 生な地 区まで宅地 開発が 行なわれ ・市
街地内部で も建築密度が上昇 し・危険で不良 な居住環境 とな りつつある
こ と。
㈲ 上水 ・工 業用水等の需要 が供給力の限度に近づいてい ること。
などをその顕著 な問題 としてあげ ることがで きる。
この ように産業 と入 口の過度集中のため,大 都市では,住 宅 ・交通施設
・生活環境施 設等の重要な都市施設の整備に対処 し得 ない状況 であ るが,
この うち現在 とくに重要かつ緊急な ものは ・都市交通の逼迫 で ある。 これ
は単に人 口が集 中 した とい うだけでな く,業 務機能の都心集 中に ょる職場
と住宅の分離に より通勤交 通量が著 し く増 大した こと,自 動車交通の急激
な増大による ものであるが,こ の解決策 としては,既 成市街地の無秩序な
膨脹を抑制す るために,大 都市外周 にグ リーンペルトをめ ぐらしその外側
に工業衛星都市の育成 をはかつて,都 市機能を分 散 させ るとともに,既 成
市街地 内にお いては,都 心部の再 開発 により土地 の合理的な利用 をはか り
つつ,副 都心の育成等に よる都市の改造 をお こない,一 方において ・高速
道路 ・高速鉄道 ・駐車場な どの交遍施 設の整備 を強力に推進 す るとい う総
合 的かつ大規模 な対策 を進 め る以外には ない。
またこ こに述べ た ような大都市問題は,入 口と産業の過度集中,郊 外あ
るいは隣接都市への スづO一 ル,大 都市圏交通量 の増大な どの解決をはか
ることであ る。現在の駐路打 開のみで な く,将 来 の都市の合理的な,健 全
な発展 を規定す るための もの である都市 計画 を,従 来の一都 市の区域 に限
らず ・その近隣地域 まで含 めた地域 計画 に脱 皮させ る必要が あ る。 この よ
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うないわ ば都 市 計画 の 地域 計 画化,あ るい は 都市 相 互 間 の 発展 整 備 計 画の
調整 強化 の 方 向 はま す ます 強 くなつ て い く もの と予想 され る。
本 研究 に おい ては,広 域 都 市 計 画 の 見地 に たつ て,過 大 都 市 の駐路 打 開
と,都 市相 互 間の 発 展 整 備 の調 整 強 化 を はか りなが ら,地 域経 済計 画 に も
とつ く第三 次 産 業生 産 水準 の上 昇 を達 成 し,都 市 圏 内所 得 を最 大 に す る こ
とを目的 と して,第 三次 産 業 の適 正配 置計 画 を策 定 し,そ の 規模 を算 出す
る方 法につ い て考察 す る。
2)都 市 圏 内交 通 施 設の 整備
すで に前 節 で述 べ た よ うに,大 都市 に お け る人 口の増 加 は,ま ず 都市 交
通の問 題 と してそ の弊 害 を現 わ して い る。 都市 にお け る職 場 と住 宅 の分 離
は,朝 夕2回 の 通 勤 ・通学 輸 送 の ラ ツ シ ュを もた らし,ま た都 心 部の 業務
機能集 中 は 自動車 交通 の激 増 を もた らして い る。 この よ うな都 市 交 通 の現
状 に 対 して,都 市 の 動脈 と もい うべ き街路 お よび都 市 内高 速道路 の 整 備が
最 も緊要 な課 題 とさ れ てい るの は 当 然で あろ う。
わが 国 の道 路 整備 が お くれ て い る こ とは しば しば指 摘 され て い るが,都
市面 積に 対 す る街路 面 積 の 比 率 の外 国の 例 をみ る と,ワ シン トン43%,
こユ ーヨー ク ・ウイ ー ン35%,ペ ル リン ・ポ ス トン26%,バ リ ・米 国
の普通 都市25%,0ン ドン23%に 対 して,わ が 國 の 大都 市 は10～17
%と なっ て お り,わ が 国の 都市 の 街路 面積 率 が い か に低 い か とい うこ とが
わ か る。 従 っ て都 市 の 大 きさ と経 済 的 ・社 会的 活 動 に対 応 して街路 お よび
高 速 道路 を 整備 す る こ とが 必要 で あ る。 しか し街路 整備 に つ い て もつ と も
大 き な問題 は,用 地 の 確保 と建 物等 の 移転 補 償 で あ る。 わ が 国に お い て街
路 整備 が お くれ て い る理 由 と して,過 去 の街路 投 資の 貧 困 を あげ る こ とが
で き るが,こ れ と と もに 用 地 をめ ぐる事 業 実 施 上 の 困難 性 と,補 償 に と も
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な うコスト高が大いに作用 してい るとい うこ とが指摘 され る。 しか し産業
の振興 と住民 の福祉 向上のためには ・これ らの障害 を克服 して ・将来の増
大す る交通需要に対処 し得 る よう街路お よび都市 内高速道路 を整備するこ
とが必要であ る。
第三次産業配置計画を策定す るに あたつては ・起終点謂査 に よつて現在
交通量お よび現在街路 の交通 容量 を十 分に把握する とともに,上 述の方針
に もとつ いて計画された,計 画街路お よび計画 高速道路の交通 容量にっい
て調査 しなけれ ばな らない・幅員 πノメートルの道路の じ一ク時飽和 交通量
をbwと し,(肩地区にお ける幅員cr」pt一トルの現在 街路 お よび計 画街路の
纏 長聯 を ・1とし,さ ら・ce--9・3交通量 と ・鮫 通量 砒 を 。k・とし,
計画高速道路について 桐 様 に 孕 の,理 ㌦ 伽)ゐ米 を求 めると,






都市圏 内にお ける第三次産業の配置計 画を策定す るに あたっ ては ,第三
次産業 を営業す るために必要 な建物床面積す なわち容積 を確保す ることが
必要 であ る。
大都市 の都心部においては ・いろいろの施 設が集 中 して事業経営に癬 旺
で あ り・その土地利用 は集約 され ・高度に利用 され てい る。第三次産業の
発 展に対処 して ・都心部は業務専用地区化の傾 向 をた ど り,高層 じルが林






第三次産業容積量の不足が 目立つ て きてい る。 さらに経済の高度成 長 と産
業構造の高度化がすすむにつれて ・都市圏内にお ける第三次産業の急激 な
発展が予想 され るの で,第 三次産業容積量増加 の必要 性はますます増大 し
て くる もの と考え られ る。従つて市街地の幹線街路 の整備に ともな う土地
区画整理お よび立体換地に よる都市改造事 業を中心 とした都市再開発に よ
って,容 積量の増加 をはか ることが 必要 であ る。 さらに市街地 周辺部お よ
び非市街地においては,土 地利 用計画に もとついて,あ らたな商業適地を
求めなければな らない。
4)都 市圏 内上 水道施設の整備
飲料 水のみな らず ・浴用 ・洗濯用 ・工業用 ・消防用な ど水が生活に必要
不可欠の もの であることはい うまで もないが,こ の水が自然水ではな く,
浄化 された衛生的 な上 水 としてパイづにより給 水 され ることが近代 的生活
の絶対的要件 であ る。特に都市においては,こ の上水道に よる給水の必要
は一層大きい。わが国の諸都市においては,他 の下水道 ・公園等の環境施
設に くらべ ると比較 的順調に普及 してい るが,す でに水源 の面か ら水道用
水の供給が限度 に達 してい るのではないか と危 惧され る。 この ため夏 期に
お ける断 水 ・地下 水の過度 くみあげに よる地盤沈下 な どの諸 問題が生 じて
いる。 しか も生活 水準の上昇 ・生活文化 の向上 ・都市機能の複 雑化 ・産業
の振興 ・定住人 口に対す る昼聞流入人 口の割合の増加 な どの理 由に よ り ・
1入1日 あた りの上水道使用量は年eと に増大 してい る。そ して一般に上
水道は飲料 水や家庭用 水のみな らず,第 二次 産業におけ る工業用水 ・第三
次産業におけ るじルの冷却 用水 ・その他都市用水等 その給水範 囲 はきわめ
て広範 囲に わたってい る。
上水道の普及 は,水 源の開発 が実 現す るかいなかにかかつ てい る。 もち
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うん水醐 発は,綴 的 肢 術 的 ・瀟 的・こ柵 勃 ・ら醸 が あ り 瀾 発
にともな う櫨 問題 の困難 さ ・水禾帷 の調整 ・水質の汚濁 ●過度の都市集
収 よる水利馳 域の偏在 ・醗 難 確保の問題 な ど多 くの障割 汕 積 し
てい る。 しか し産業の振興 と住民の福祉 向上の ためには ・これ らの障害を
克服 して,将 来の増大す る水需要 を充足 する ことが最 も根本 的な要件の哨
つ であ る。
5)商 業配置計画
最近の都市におけ る自動車 交通の発展 ・建築技術 の進 歩 ・都市内部の諸
地域の機能 的変化,と りわけ商 業業務地 の展開の結 果 ・旧来の市街地形態
は都市の発展に大 きな障害 となるに至つ た。 しか も今後都市 にお いては民
間の建築 ・施設投資の規模 が拡大 し,さ らに鉄 筋 ⊃ン クリート建築の増加
に よって市街地の不 燃化 も大幅 に進展す ると考 え られ るので,市 街地形態
の整備 は きわめて緊急 を要す る もの となつ て きた。 これまでの都市再開発
は,震 災復興や戦災復興 を契 機 とした土地区 画整理事 業に よっ て行なわれ
て きたが,今 後の都市再開発 は,市 街地幹線街路の整備に と もな う都市改
造 ・土地区画整理事 業を中心 として進 め られてい くと予想 され る。
本研 究にお いては,交 通問題 ・容積 問題 ・人 口問題 ・土 地利用問題 ・上
水道問題 ・環境衛生 問題等の駐路 を打 開 し,都 市相互間の発 展整備の調整
・強化を図 りなが ら ・広域都市 計画 の立場 にたつて,と くに都市再開発 と
い う観 点か ら,地 域経済計画に もとつ く第三 次産業生産 水準の上昇 を達成
す ることを目的 として,単 純 化 され た配置石デ ルを作成 す る手法を考察す
る。 第三次産業 の配 置計画 を策定す るにあた つては ・都市 圏全体での地域
所得が 最大 とな るように 目的関数を選 ぶことにすれ ば よい・この場合,と
くに都市 圏内各地区の住民が 日常生活 を営 なむために必要な企業配置 と規
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し.)
模 を あわせ考 えて お く必要 が あ る。
た
第三次産業配置鴛デ ルを作成す るに あたつてはまず 鴨 を都市圏内の(の
地区のの 業種の容積量 レペル(単 位ha)と し,交 通量 ・容積量 ・土地利
ゐ
用 ・上水道用水量 な どの供給可能量の制限条 件をすべ て艦 の 関数 として
表示す る。
(1)交通 量 制 限
の業種の発生交通量 と容積量 との間には,直 線相関関係が存 在す る と
54),55)
考えられ るので,
・i-←搭鑑 講 量(・ ・33)
とお くと,α、 は(`)業種 の単 位 容 積 か らの 発 生 交 通 量で 交通 係 数 とな つ
み
け る。つ ぎに1を(k)地 区 にお け る 自動 車1台 の平 均 走 行距 離(単 位KirL),ご
た ぬ
γ を(り地区におけ る全 発生交通量 と第三次産業発生交通 量の比,δ
を全交通量すなわち(全 発 生交通量十 全通過 交通量)と 全発生交通量 の
な
比 とす る と,(め地 区にお け る全 交 通量(台 ・牛〔・/日)む は,
な た た な の な
・ 一{`γ δ}議 αメ 、 (5.54)
と表 わ され る。 これ に対 して,目 標 年度 ま でに増 加 可 能 な交 通 容量 は,
式(5.32)で 与 え られ た 目標 年度 の 飽和 交通 容 量か ら,(k)地区 にお
た
け る現 在 交 通量 τ をひ くこ とに よ つ て求 め られ るの で,交 通 量 制 限 は,
0
結 局 式(5.35)の よ うに な る 。
{〆 γあδた}讃 α、拳{%・ 米}17Zl.・・1
+{・/。(EkP)k米}撚㌍)穿x吐 ・1_く,.35)
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(2)容積 量 制 限
飾 改造辻 地区醒 騨 業などを行なつて土地を集約的に高度利用
な
する。とにより,(馳 区において目標年度までに増加 可能 熔 積量 叡




と表 わす こ とが で きる。
(3)土地利 用 制 限
目標 年度 に お け る都 市圏 内就 業 者 人 口 と総人 口 との 比 を λ ・第三 次 産
業就 業 者数 と全 就業 者 数 との比 を ηとす れ ば,こ れ らの値 は第4章 で詳
述 した,地 域 内 適 正人 口お よび就 業 構 造 を用 い て計 算 す る こ とがで きる。
っ ぎに第 三 次 産 業の 業 種 の 単位 容積 あ た り就 業 者 数 を`ゴ とす れ ば,
己挿 第4章 で求 めた就 業構 造 を もとに して推 計す る こ とが で き る。 これ
に対 して,都 市 圏 内(k)地区 の 目標 年 度 ま でに 増加 可能 な入 口 は,土 地利
用計 画 を もとに して 算 出 した式(4・2)か ら計 算 す る こ とがで きるか
ら,土 地 利 用 制 限 と して,式(5・37)が 得 られ る。
(1/2η)綴嘱 謡(7ソ+ゐ な8∵三㌧ゐ+認
十 α 浸) ・......u(5の37)
㈲ 上 水道 用 水 制 限
1人1日 あ た り実 需要 水 量 をω と し,都 市 圏に お け る上 水道 給水 可能






⑤ 生 産 量 制 限
さきに第三次産業 の配置 を考える場合に,都 市圏 内各地区の住民が 日
常生活 を営なむために必要な企業配置 と規模 を考 えてお くことが必要 で
あると述べたが ・第三次産業ei)業Ptの都市圏1人 あた り最小必要 容積量
をgと す れば,i
ん ゐ ゑ ゐ ゐ ん ゐ ゐ た な ゐ
α∋ ≧9(7R-1-bB十iIH-m1/J十aA)(5.39)
`∫
とい う生 産量 制 限 が得 られ る。 つ ぎに都 市 圏 に お け る 目標年度 までの 総
生産額 増加 量Xiは,式(5.8)の 計 算結 果 か ら現在 の 総 生 産額 を さ
しひ くこ とに よつ て求 め る ことが で き る。
っ ぎに第 三 次 産業容 積 量(単 位ha)と,第 三 次 産 業総 生 産額 との間
には,直 線 相 関 関係 が 存 在す る と考 え られ るの で,
β・一 騰 轟 舞 暑(・ …)
とお くと,第 三次産業(i)業種の 目標 年度 までに増加 を必要 とす る容積量
は 凧X
iと な る。 こ の場 合 に生 産量 を もとに した 容 積 量の バラ ン ス条 件
は,
ハ ゐ
高 艦 一 β,X、(5・41)
これ らの 制 限条 件 を と りま とめ る と,




容 積 量 制 限
土 地 利 用 制 限
上水道用水制限













となる。広域都市 計画 の立場 にたつて ・地域経 済計画に もとつ く第三次産
業生産水準の上昇 を達成す るためには,式(5・42)の 制限条件の もと
で,第 三次 産業に よつて もた らされ る地域 全体 の所得 を最大にす るよう式
ゐ
(5.45)を 最 大に す るxの 値 を求 め れ ば よい。∫
の れ ゐ ゐ
f(X)「 三 屡、(・/β 、)・i(5・45)
ゐ
こ こ にoは(k)地 区 にお け る(il]ik種の,総 生 産 額1単 位 あた りの 所 得係 数
`
で あ る 。
ん
この よ うに して求 めた ω.の 値 を,各 地 区 ・各 業種 ご との 容積 率 でわ る
}
こ とに よ り,商 業 地区面積が算定 され るの で,こ れ を もとに して合理 的な
商業 配置計画 を策定す るこ とが可能 とな る。
§5住 居 地 区 配 置 計 画
1)住 居地区配置計 画策 定の指針
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産業 と人 口の過度集中のため ・大都 市においては ・住宅が不足 し,市 街
地の無秩序な土 地利用に よって ・空地が減少 し ・不適当 ・非衛生 な地区ま
で宅地開発が行 なわれてい る。また市街地内部 では建築密度が上昇 し,危
険で不良な居住環境 となつてい る。 この よ うに宅地難は,住 宅建設の促進
を阻害 し,都 市にお ける生活環境の悪 化を招来 してい るが,今 後ますます
その傾 向が強 くなつてい くことが予想 され る。従つ て宅地難の解決は住宅
対策 ・都市環境衛 生対策 上の重要課題 として大 きく取 り上げなければな ら
ない。
現在地価の高騰に よ り,都市 施設の ある市街地に住宅適地 を求め ること
はますます困難にな りつつ ある。そのた め都市周辺部の農地が無秩序 に蚕
食きれて宅地化 してお り,上 下水道 ・交通 ・教育施 設 などの面で都市計画
上多 くの問題 を提起 してい る。従って今後宅地造成事業の拡充 を図 るとと
もに,農 地転用の合理化 ・簡易化 をはか り,地域 計画的観点 に立つた,総
合的な土地利用計画に もとついて適 正な調整 を行 な うことが 必要であ る。
一方市街地 の既存宅地 ・未利 用地 の高度利用お よび建築物の不燃高層化
を図るとと もに,市 街地 の宅地細分 化を防 止す る意味で,共 同建築 を促進
し ・現在の防火建築帯造成補助 ・公庫 の融資 ・公団住宅建 設の制度を拡大
して行 くことが 大切で ある。
以上の指針に従って,住 居地区開発計画 を策定す る場合 に考慮 しなけれ
ばならない諸点を列挙す ると,
ω 土地が高燥で健康 に適す るこ と
(2)排水状 態が よい こと
(3)環境が静かな こ と
(4)日常の買物 に便利な こ と
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(5)交通 の便 の よい こ と
(6)教育 施 設の充 実 してい る こ と
な どであ る。
2)住 居 地 域 開発 計 画
わ が国 にお い て は,大 都 市 の1人 あた り分 配所 得 が 全 国平 均 を上廻 り ・
しか も入 口の社 会移 動 が1入 あ た り分 配 所得 の地域 格 差 を是 正す る方 向に
動 い て い る とい うこ とは ・す で に くり返 し述 べ た と ころで あ るが,こ のよ
う な観 点 か ら眺め る と,大 都 市 の よ うに人 口 の社 会 移 動 ポ テン シセ ルの高
い 地 区へ の人 口流入 は今 後 も相 当 期間 継続 す る もの と考 え られ る 。従 って
この よ うな増加 す る人 口に 対 して住 宅対 策 を考 え る場 合 に は,
(1)未利 用地 の住居 地 域 と して の利 用
② 区 画 整理 に よ る住 区の 整i備
(3)農地 その他 の 地 目転 換 に よ る新 しい住 居 地域 の開 発
な どに よ り ・宅 地不 足 の駐路 を打 開 して,積 極 的 に 住 居地域 の 整 備 とそ
の 開発 を 図 らなけれ ば な らない 。 回 帰分 析 に よ り,将 来 の住 居 地域 の 発展
56)
を求 め るた めの研 究 が ・W・B.Hansenによつ て な され て い る。 彼 は,住
居 地域 の発 展 を 示 す た めの測 度 と して,式(5.44)で 表 わ され るよ う





ここにπ㌦ 姻 地区における住宅数,(ゐ は睡 鞭 までの,繍 髄
考慮した住髄 地(あ 騨 位醸 あたり建築鍛,(あ は地鴎 ・
おけ る住居適地面積である。





こ こ に,α,at… …'・t… α は,構 造 方 程 式 の パ ラ メ ー タ ー,Pは 地
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ど 肋
区(i)の現 在の居 住 入 口 ・Aは 地 区(i)の住 居 地域 面 積,Dは 地 区(k)と都
　 ヱ
心 との距離,Dは 地 区(k)～(i)間の距 離,Tは 地 区(i)のな かの 目標 年 度
までの 勤 め ロの数,α は常 数,θ は指 数 で あ る。
この よ うな推計 方 法は,住 居 適 地 が 豊富 に 存在 し,し か も住 居 の建 築 密
度の低 い ところ で,将 来 の住 宅 の発 展 方向 を求 め るた めに は,有 用 で あっ
て も,わ が 国の大 都市 の よ うに 宅 地 難が,住 宅 対策 の駐路 とな つ てい る よ
うな ところ では,こ の方 法 を その ま ま適 用 す る こ とはで き な い。
宅地不 足 に悩 む わが 国 の 大都 市 の住 居 地 域 整備 計 画 は,地 域経 済計 画 ・
適 正人 口計 画 ・産業 配 置計 画 ・都 市施 設計 画 との 有機 的 な関連 に おい て策
定す る ことが 必要 で あ る。 この た めに は,ま ず 適 正入 口計 画 と産業 配 置計
画 を もとに して,住 居地 域 で あ らたに 収 容 しな1地 ばな らない人 田P㈹ を
オ
難 す るこ と力泌 要であ る.つ ぎに都市圏内にお ける適地面積 を 譜 適
ん
正人 口密度 をTと す れば ・
・kR㌧ ・声)(, .46)
β
式(5.46)が 成 立す る よ うに,土 地 利用 計 画 を もとに して,住 居 適地
を選 定す る こ とが 必要 で あ る。
3)住 居 適 地 の 開発 順 序
前項 で求 めた 住 居適 地 の うち で,都 市 圏 の 発展 と関連 して,ど の適 地 か
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ら順番 に住 宅 団地 として 開発 を進 め るの が 望 ま しい か とい う こ とが 問 題 と
な つ て くる。
工 業 配置 計 画や 商 業 配置計 画 を策 定 す る場 合 に は ・産業 立 地 に よつ て も
た らされ る地域 全 体 の所 得 を最 大 にす る とい う明確 な 目的 関数 を定め る こ
とがで きた。 しか し都 市圏 内 に散 在 す る住 宅 適 地 の うち か ら ・都 市の 発展
との関 連 にお いて,ど の よ うな順 序 に従っ て住 宅 団 地の 開発 を 行 な えぱ よ
い か を定 める場 合 には,上 述 の工 業お よび 商 業 の 配 置計 画 と異 なつ て,明
確 な 目的関 数 を 設定す る こ とが 困 難 で あ る。
住 宅団 地 の適地 条 件 と して は,第1項 で 述 べ た よ うに,
(1)土地 が高 燥 で健 康ec適す るこ と。
② 排 水状 態 が よい こ と。
(3)環境 が 静 か な こと。
(4)日常の買 物 に 便利 な こ と。
(5)交通 の便 の よい こ と。
(6)教育 ・文化 施 設の充 実 して い る こ と。
な どが 考 え られ る・ 従 っ て住 宅 団 地 開発 の 優 先 順 序 を決 定 す るに あたつ て
は,上 述 の適地 条 件 を総 合 して判 断 す る こ とが 必要 に な る。従 っ て住 宅団
地 の 適地 条件!γお よび 住居 適 地 の数nが 多 くな る と,住 居 適地 の 住 宅 団地
としての 優劣 を一 度 に判 断 す る こ とは 困難 で あ る。 従 っ て この 問題 を解決
す る た めに ・住 居 適地 を2っ ず つ の組 に して 選 び 出 し,ど ち らの 住居 適地
が ・住 宅 団地 とし て適 してい るか を,各 適 地条 件 ご とに 決 定 し,こ れ らか
らつ ぎに述べ るような方法で繍 を引 き出す もの とす 影!
住 宅 団 地 と し て の 住 髄 地 を%・
、 ・…・・一 ・・、,・・」,・一 ・,・nと
し ・住 宅 団 地 と し て の 適 地 条 件 を,1,2,… ……,i,・…・…・,1Vとし ,住
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居適地くのと(ηを適地条件(直》こついて比較 し ・㈲番 目の住居適地が(η番 目の
住居適地 よりす ぐれてい る場合 には ・
ゐノ ほ
Pi-1・Pi-0(5・47)






が得 られ る.つ ぎに オ を 適 地条 件ω ・こつ い て比 較 した と き ・住居 適 地(・)
な
の 方が す ぐれ てい る ときの合 計 点,g iを 適 地 条件(i)こつ い て比 較 した と
き,住 居 適 地(喫)方が お とつ てい る と きの 合 計 点 とす れ ば,




とな り,Cを1つ の 住 居 適地 が,す べ ての 適地 条 件 にっ い て比 較 され 判 定
を うけた 回数 とす れ ば,
・ 一 グ(ノ1+gi)一(n-・)N-(・ ・52)
ご




つ ぎ に π 個 の 住 居 適地 の 住 宅 団 地 と し て の 適 地 の 度 合 い を 表 わ す 値 を ¢1,,
x2,___,`ck,xl.… ・+・一一,αrnと お き,
去.:適 地 条 報 言)の比 較 に よつ て 与 え られ た 勝 点 に つ い て のの の 平 均
轟
ω.:適 地 条件(りの比 較 に よつ て与 え られ た負 点 に つ い て の躍 の平 均
3
とすれば,
ti一 琵 み1・ 窃、一美 〆gl(・.54)
とな る。 さ らに
yi:適 地 条件(i)の比 較 に よつて 与 え られ た 勝 点 に つ い て の ¢の 分散度
Z




P:U「の 全比 較 回 数 に わた っ ての 平 均
伊:¢ の全 比 較 回 数に わ たっ ての 分散 度
とす れ ば,
U一 蓋 〆 ・〃 一亨(x'-V)2C・・G?(宥 ノ ・ ...(,.56)
ま た,














とな る。 従 つ て,こ のEが 最 大 に な る よ う に ⑳,αr
の
…・・一 α!を き めれ ば よ い 。
式(5.56)に お い て,一 般 性 を失 な わず に,











































とな る。遂 次 近 似 法 に よつ て¢ の値 を求め る こ とに よ り,ω の値 の小 さい
ものか ら順番 に な らべ る と ・泌 の 順序 に 対応 した住 居 適 地 の 順 序が 得 られ
る。 この よ うに して求 め た住 居適 地 の 順 序 は ・す べ ての 適 地 条件 を総 合 し
て 判断 した優 劣 を 示 して い るの で ・この 順序 に従 つ て式(5.46>す な
わ ち ・んR㌧4声)が 齪 され るまで適地 を選 軸 し,住 宅団地 として
診
開発 して い くこ とが 望 ま しい と考 え る。
§6結 言
本研究 におい ては,広 域 産業圏 ・広域 都市 圏の見地 に たって,地 域経済
計 画に もとつ く各 産業の 生産水準 の上昇 を達 成す る ことを目的 として,地
域内 りどの地 区に,い かな る業種の 産業を どの程 度の規模 で配置す るのが
適 正であるか を単純化 した 配置モデルに よつ て求 め,さ らに この よ うな産
業立地計算の結果 を もとに して,地 域内の土地利用 計画 を策定す るための
方 法論を述べた。
農業 配置計画 を策定す るに あたつては ・農 業所得 水準の趨勢 にっ いて分
析 し ・さらに農 業の需要構造 ・供給構造の変化について分析を行 ない,農
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業発展の諸条件 を求める と,っ ぎの ように なった。




以上の農業発展のた めの諸条件 に もとつ いて,地 域経 済計画に もとつ く
農業生産水準の上昇を達成す るためには,地 域 内各地区の
(1)気候条件
② 地形お よび土壊条件
㈲ 社会的条件(農 業生 産の)
について十 分検討 した うえで,農 業配置計 画 を策定 しなければな らない こ
とが明らかにされた。
工業配置計画 を策定す るに あたっては,工 業生産の場を整i備す るとい う
観点にたつ て,一 連 の計画を展開す るこ とが重要で あ り,こ のためには産
業基盤の整i備・強化 と工業の適地誘導が必要 である とい うこ とを指摘 した。
つぎに適応立地業種 の選定基準 をっ ぎの よ うに定 めた。
〔!)わが国におけ る成長産業
② 生産所得の大 きな産業
㈲ 地域の具備する立地 条件に もつ とも適 した産業
さ らに地域内 の工 業適地 と工業用 水の積極 的な開発の必要性について言
及 し ・最後 に用地 ・用 水 ・輸 送施 設な どの産業基盤 を有効 に利用 して,地
域経 済計画 に もとつ く工 業生産水準の上昇 を達成 し,工 業立地 に よつて も
た らされ る地域 所得 を最 大にす るこ とを目的 とした工業配置計画を作 成す
ることが重要 であ ることを述べ,そ のた めの工業立地 石デルを作成 した。
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商 業配置計画 を策定す るためには,広 域都市計画の 見 地か らの検 討が必
要であるとい うことを指摘 した。わが国におけ る都市 の整備 は ・産業 と入
口の集中に よる都市化 のい きお いに,著 し く立 ち遅れ てお り,住 宅 ・交通
施設 ・生活環境施 設な どの重要 な都市施 設の整備が対処 し得 ない状況 にあ
る。従つて都市改造 ・土地 区画整理事 業を中心 として ・都 市の再開発 を行
な うことに よ り,過 大都市の隆路打 開 と ・都市相 互の発展 ・整備 の調整 ・
強化 をはか りなが ら,地域 経済計画 に もとつ く商 業生 産水準 の上昇 を達成
し,地 域所 得を最大にす るこ とを目的 として,商 業配 置計画 を策定 しなけ
れ ばな らない。 そのための商業立地 …デルを作成 した。
住居地区配置計画を策定す るにあたつては,宅 地 自給のみ とお しを明 ら
かに しなければな らない。大都市の都心部にお いては,一 般に宅地供給は
その限界に達 した観が ある。従 って宅地難の解決 は,住 宅対策 ・都市環境
衛 生対策上の重要 な課題 として取 り上げ なければな らない。 このためには,
α)土 地 が高燥 で健康に適す るこ と
② 排 水状 態が よい こと
(3)環境が静 かな こと
(4)日常の買物に便利な こと
㈲ 交通の便の よい こと
(6)教育施 設の充実 してい る こと
な どの諸点に留意 して ・積極的にっ ぎの ような対策 をお し進 め ることが必
要で ある。
(1)未利 用地の住居 地域 としての利用
(2}区画整理に よる住区の整備
(3)農地 その他の地 目転換に よる新 しい住居地域の開発
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本研 究に お い て は,地 域 内の 適 正人 口を も とに して,住 居 地域 と して あ
た らし く確 保 しな け れば な らない 面 積 の 算 定 方 法 を述べ,つ ぎに これ らの
住居 適地 を都 市 の発 展 との 関連 に お い て 開発 す る ときの開 発 の優 先 順 序 の
決 定 法に つい て言及 した。
わが国 の都 市公 園 面積は,欧 米 諸 国 に くらべ て,も と もと非 常 にす くな
いが,そ の うえ都 市 の 無 秩序 な膨 脹 発展 に よつ て 蚕 蝕 され てい るの が 現 状
で あ り,土 地 保 全 ・景観 の保 護 ・自然 の保 護 ・都 市 の美 観 ・リク リ ェー シ
ョンな どの観 点 か ら,公 園 ・緑 地 を整備 しな けれ ば な らない 。公 園 ・緑 地
計 画 を策 定す る に あ たつ て は,た ん に土 地利 用 の立 場 の み な らず,都 市 社
会 学 や人 間 工学 的 な面 か らの分 析 ・検 討 が 必要 で あ り,今 後 の研 究 に待 っ
と ころが 大 きい 。
第6章 産 業 基 盤 整 備 計 画
§1緒 言
わが国においては,現 在種々の面倒な産業基盤の駐路 問題 が存在 してい
るが,こ れは産業 基盤施設の整備開発が Ψ経 済の飛躍 的な発展 に ともな う
産業構造の高度化に,時 間的 ・空間的に対処 し得 なかつた ためであ る。
工業の生産活動 を支える ものは,内 部の機械設備 のみでは ない・原料や
製品を輸送するた めに,道 路 ・鉄道 ・港湾 な どの輸送施設が 必要であ り,
工場を建 設 し生産活動 を営な むための用地や,生 産要素 と しての用水 ・電
力な どの供給施 設 も不 可欠である。
わが 国におい ては,大 正以来 投資が直接 生産面に偏 向 し ・積極 的な交通
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投 資が行なわれなカ・つたために ・交通施 設の不足力泪 立 ち ・交通流の低速
化 と非能率 の現象が慢性化 して,運 賃割高→ 国際的にみて多 い在庫量→複
雑な商品流通 過程→多い資本金利 負担→ 低い資本効率→原価 高の後進国特
有の悪循環 を生んでい る。
っぎに産業構造の高度化,工 場の 大規模 化にともなって・300万mZv60Q万㎡の
大団地 が必要とな り,このた め工場 の建設には ・莫大 な面積 と費用 を必要 と
す るようになつてきた。 しか も従来の ように土地 は どこに で も得 られると
い う時代は去 り,用 地 を取 得するためには ・非常な困難 をと もなつている。
さ らに用水について述べ る と,も と もと工業は水 を重要な生産要素 とし
ていたが,従 来 わが国にお いてはその取水が比較 的容易であ り,工場が最
寄 りの河川か ら自 らの手 で比較的簡単 に水を引 くこ とが で きたし,ま た多
くの工 業地帯 では,地 下水を くみ あげることに よつ て用 水需要が充足で き
た。 しか し第二次大戦後 わが国の経 済が復興か ら発展の凌階へ と成長 して
くると,工 業のめざま しい躍進に ともなつ て,河 川水 ・伏流水はほ とん ど
利用 されつ くし,地 下水の過度 くみ あげに よつ て地盤 沈下 を惹起 し,極度
の水不足 を生 じて きた。 このため工業発展が 大き く阻害 され て いる。
従来産業基盤 投 資は民間資本 の あとを追 う補完 的 な性格の ものが主体を
な していた。今後 においては急増す る輸送 ・用地 ・用水な どの需要に対処
して艦路 の解決 をは か りなが ら,第3章 で述べた地域経 済計画お よび第5
章 で述べ た地域の土 地利用計 画 ・産業配置計画 に もとつい て産業基盤整備
計 画 を策定す ることが必要 であ る。
§2交 通 施 設 整 備 計 画
1)経 済発展 と交通
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明治以来,交 通は国民経 済 ・地域経済の成長 と密接な関係 を保 ちつ つ発
展 してきた。 しか しなが ら交通施設の整備 充実 と,国 民経 済 ・地域 経 済の
発展 との間の関係 は ・必ず し も一義的 な因果関係に よつて規定 され る もの
ではな く,あ るときには,交 通施設の整備 が経 済発展の原動 力 として主導
的な役割 をはた し,あ るときには経 済発 展に追随 して交通施設が整備され
両者の もつ種々の効果が相互に作用 して密接な関係が生 じてい ることは明
らかである。
戦後の 日本経 済は急速な成長 を とげたが,直 接に生産 力 となつて あらわ
れ る産業施設整備に重点がおかれ,産 業基盤 施設の整備は閑却視 されてき
た。 この ような状態が集積 して,国 内交通の面 では,急 増す る輸送需要に
対して交通施設の隆路 が顕著 となって きたわ けであ る。従つて現実の 闘題
として,輸 送需要 に応 じて交通施設 を整備 ・強化 し,経 済発展の隆路 を と
り除 くことが必要 であ る。
交通施設の整備 は,単 なる現実 の問題 とい うよ りは,む しろ将来 にわた
る長期的な問題であ る。国民経 済 ・地域経 済の長期 的発 展 を期待 する とき,
これ を支 える基盤 として,十 分な交通施 設の裏付けが必要であ り,交 通施
設の整備充実 は,地 域計画の中心的課題 として とりあげ ることが 必要であ
る。しか も投資の懐妬 期間が 長期で,供 給が非弾力的なため,交 通 施設の
不足が表面化 してか ら対策 をたて るの ではすでに手遅れ であ る。
今までは,現 実に輸送力の逼迫 とい う事態に直 面したため,交 通需要を
十分に満 しうる交通施 設の整備 とい うことが焦眉の急であ り,こ のよ うな
観点か ら交通投資の必要 性が強 く認識 された が,交 通施設の整備強化 を長
期的な国民経 済上 ・地域経 済上の問題 として考 えるな らば,将 来 の輸送需
要 に対 して交通施設のはたすべ き役 割を十分認識す る とと もに,交 通施設
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の整備強化 に よる開発効果を正当に評価す ることが必要 であ る。
また一方経 済の発展は,産 業 ・人 口の過度集中 をまね き ・種 々の弊害を
もた らす とともに,地 域格差 を増大する傾 向があ る。これ らの弊害 にょっ
て もた らされ る社会 的費用 の増大お よび社会 的緊張の増加 は,将 来の経 済
発展に とつて,ま た地域住民全体の福祉に とつ て決 して好 ま しい ものでは
ない。交通施 設の先行的な開発整備は ・産業 ・人 口の適 正な配置をはか り・
地 域の経 済構造 ・産業構造を高度化 し ・地域格差 を是 正す るための有力な
手段として高 く評価 しなければ ならない。 この ような観点にたつ て交通施
設計画を策定す る場合 によ るべ き基本的な考え方は以下にのべ るとお りで
58){il9)
あ る。
ω わが国の交通体系の技術革新 を促進 し,高 能率 な交通体系 をつ くる
ことが,産 業構造 を高度化 し,経 済の成長 をはか るために必要 である。
このことは,先 進国の工業 と交通がつね に均衡 して発展 を とげてい るこ
とか らもあ きらかで ある。 このためには.発 達のお くれてい る各交通機
関の交通能 力を急速に増大す るとと もに,そ の近 代化 をはか ることによ
って ・合理的な交通体系 を作 り出 さなければ な らない.
② 各交通機関は需要者がそれぞれ サービス と運賃 を考慮 して任意に選
択利用できる状態にお かれ なけれ ばな らない。
㈲ 交遇企業は ・みずか らの資本を調達 し,経 費 をまか な うための自立
採算性が尊重 され るべきで あ る。 このた めには原則 として交通 サーじス
の対価であ る運賃 は,適 正運賃で あ り原価 を償 ない 得 る もの でなければ
ならない。またそ の原価は経 費を支 払い,か っ償却 を行 ない,再 生産の
ための新投 資を 自己の蓄積か ら行 な う もの である ことが望ま しい。す な
わち原価主 義に よつて決 定 され た適 正運賃 を原則 とすべ きであ り,こ れ
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によつて各交通機 関の分野の適正化 をはか ると ともに,企 業の経 営基盤
を強化 しなければな らない。
(4}交通投資につ いては,将 来の交通体系の構造 的発展 を促進す るよ う
に投資政策が とられ なければな らない。また全国 的にみて能率 的な交通
体系 をつ くりだす ための投 資政策が もちろん必要であ るが,こ れ とな ら
んで将来の輸送需要の変化 を考慮 した投資 政策 を立 案す ること も必要 で
ある。すなわち重要工業地域,大 都市 圏な どの能率的交通体系をつ くり
だすための重点投資政策が 必要である。 さらに過去 の慢性的交通能力の
不足が 日本経 済成長のための駐路 となつ て きた ことをよ く認識 して,将
来の予想 需要に十分対応できる交通施 設を整備す ることが 必要であ る。
㈲ 可動施設 としての 自動車 ・車両 ・船 舶 ・航空機の輸送能 力増加 と,
道路 ・鉄道 ・港湾 ・空港な どの固定施 設の建設 ・整 備は,っ ねに均衡が
保たれた ものでなければな らない。 とい うことは,一 国の交通能力は 固
定施設 と可動施設の2要 因の質 と量によつて規定 され るか らで ある。
以上の諸分析に よっ て明 らか な ように,総 合 的な交通体系を確立 してい
くためには.ま ず第1に 将来の 輸送需要を適確に把握す ることが 必要であ
る。 もちろん輸送需要は,経 済規模の拡 大,あ るいは産業構造 ・地域構造
の変化に対応 して変つてい くと考 え られ る。 したがつて,交 通施 設計画作
成の基本 とな る将来の輸送需要 を把握す るためには,ま ず将来の望ま しい
産業構造 ・地域 構造の姿 を描 きだす ことが 必要 となつて くる。
このため本研究におい ては,国 民経 済 との有機的な関連におい て地域経
済計画を策定 し,っ ぎに地域 内の適 正入 口を推計 し,さ らに地域 内の どの
地区 にいか な る業種 の産業 をどの程度の規模 で立地 させ るのが適正でめる
かを求め,こ れ らをもとに して土地利用計 画 を策定 した。 この ように して ・
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地域 にお ける将来の産業構造 と土 地利用の 望ま しい姿 が描 きだ され ると,
つ ぎに これ らを もとに して発生 交通量す なわち輸送需要量 を推計す ること
がで きる。すなわち産業連関分 析 と原単位分析お よび土地利 用計画に もと
ん
ついて,㈲ 地区におけ るの産業の 目標生産量 発 が求 まれば,㈲ 地区はの
な









ノ ∫ノ ∫ (6.2)
だ け腰 とす る・ここに%は ・(喋種 ・単 位 あ効 のの鞭 の投入量
すなわち原単位であ る。従 つて㈲地 区はの 品 目の需要地 とな り ,その需要
ゐ
量 は 弓 とな る・従って(噛 区に叙 ナるの嗣 の総需要量 は ,
ゐ ヵ ゐ
弓=認 α諮(・.・)
と して 計算 す るこ とが で き る。
・)輸送構造の変イ七と輸送報 曜 袈)
翻 活動の発展縦 って 謙 客や貨物の輸送量が増 大するが ,これ らの
旅額 物は 朔 実・こは蠣 類の交磯 関・こよつ て輸送 され る
.国 内輸送の
場合 ・鑓 ●自動車 ・繍 お よび鯉 機 の4者 に大別で きるが 、この4者
は単純曝 的聡 輸送量を分割 して受 け持ってい るのではな く,それぞれ
の交麟 能に応 じて質的に異 なつた輸 送を提供 してい る
.従 つ 備 送儲
は 疎 客.貨 伽 賄 ・すなわ ち大量輸送力・小 囎 送か 遠 距繍 送 か近
距繍 送か 運 賃の髄 力が大 きいカ・小 さいか 吻 るいは高速 を要求す る
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か低廉 を主眼 とす るか な どに よつ て最 も適 当 な交 通 機 関 を選 択 す る こ とか
ら定まつ て くる。 換言 すれ ば ・最 適 な輸 送 手段 を選 択す る要 因 として,輸
送費 ・輸送 時間 ・輸 送 距離 。輸 送 量 ・補 助 的な 要 因 として輸 送の確 実性r
安全 性な どをあ げ るこ とが で き るが ・これ らを総 合 して 明確 な選 定規 準 を
きめ るこ とは困 難 な 問題 で あ る。 従 っ て この 問題 の 解 明 に あた つ て は,今
後の 研究 にま たね ば な らな い。
本研 究に おい て は,品 目別 ・輸 送距 離別 に 輸送 費 ・輸 送 時間 ・輸 送量 な
どの要 因分析 を行 な い,各 輸 送 手段 の分 担 す る輸送 量 す な わ ち輸 送依 存 度
を算 出 した 。 この よ うに輪 送 依存 度 とい う概 念 を導入 す る こ とに よつ て,
(k)地区か ら{り地 区ic(i)品目1単 位 を輸送 す る場 合 の道路 ・鉄道 ・海 上に よ
け
る輸送量が算出で きる。す なわち㈲地 区か らの地区 にの 品 目を 躍.だ け輸
んニ んヱ
送す ると し ・この 場合 の 道麟 送 依鞭 を γi(r)・St道依存 度 を"Xq,)'
麗
とすれ ば,㈲ 地 区 か らの 地 区へ のの 品 目の 道路 輸 送 量海送 依存 度 を γ∫(・>
klklklklklkl
は γ
i(,♂`・ 鑓 輸 送 量 は 「・(・)ari梅 上 輸 送 量 は7'i(・呂
とな る。
そ して これ らの 輸送 機 関別 輸送 量 の問 に は,
　 　 ゐよ ゐげ たゑ 　 んご
CV
i=r、(.)t"i+γ姻 艦+r、(.>Xi(6・4)
とい う関係が 成 立す る 。
61)62)63)64)
3)輸 送 モ デ ルの作 成
た ぢ
各品 目ごとに地域 内の各地 区におけ る需要量 死 と供給量1)iが求まれ
ば,ど の発 送地 か ら どの 目的地 に どれ だ けの量 を輸送 すれ ば よいか とい う
こ とが 問題 となつ て くる。 そ して こ の問題 を とくた めに は,幾 つ か の タイ
つの 輸送 石 デ ル を考 え る こ とが で き る。
ThomasJ.Fraterは,(k)地区す な わ ち発 送 地 か らの 輸 送量 の分 布 は,
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。れ らの輸送量 が吸引され る躯 ・すなわ ち目的創 の額 量の増加靴
よつて規 定され 調 駆 か らの輸送量(現 在)働 きを砒 例 す る・ しか も
輸 雑 は(馳 区の齪 係撫 よつ て決定 され ると考 えた・ この よう鰭 え
方縦 って繊 し醐 都 デ ルは 凋 在の輸 送形態が あま り変 らない とい
う前提の もとに,将 来の地区間輸送 量 を推計す るた めの もので あ り ・将来
の理想的な輸送網体系をつ くり出す とい う観 点か らは ・やや不十 分である
と言わざるを得ない。 しか し現実の商 習慣 に もとつ く輸送形態 を ・一 朝一
夕に全 く理想的な形態に 変え るとい うことは ・は なはだ 困難で ある。従っ
て本研究においては,地 域経 済計 画 ・土 地利 用計 画に もとつ く各 品 目ごと
kl
を も と1・e:して.ま ずFraterの 考 えた 輸 送形の供 給量3 、 と需要 量Di
態 に 従 うと仮 定 した場 合の 輸 送 そデ ル を以 下 の よ うに 作 成 した。












同様 に して,の 地区の全輸送需要か ち 躍
ゐヱ








の 第 一次 近 似 値 躍.`
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kJ米
とな る。従 っ て(k)・の 地 区間 の 予測 輸 送量 艦 の 最 確値 は ・式(6・7)・
(6.8)の平均 値 として与 え られ る。
ぞ 一 ぐ 米・Fkx・F'x・量{(x♂9米 ・Fkx/Etkg米.F9米919i)
+(躍 帆 〆 レ Σ6・`米.F・)
919i}(…)
すべ ての地 区間 の 輸 送量 は,式(6.9)に よつ て計 算で きるが,あ る特 定
ん ま
の地区間では,計 算か ら求 めた供給量 と需要量の値がSiま たはD iの 値
krc:〈lxx













式(6。10)か ら求 め る と
∴劉 一
雇 μ 米米
とな り,艦 の第二次近似値 艦 は
ぐ 一 ぐ ・F瞭 ・〆 盤{(2tlg'PK.FkMP/Kxtkg)pK.〆罧9igi)
+(Σ61z粍 〆 型ンΣ 〆 罧.F・'K'k
gtgi)}(・ ・`2)
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以下 同 様 に して 新 しい 係 数 の値 が1・00に な るま で この 計算 を繰 り返せ ば ・
の 品 目の 目標 年 度 にお け る㈲,の 地 区間 輸 送 量 が 計算 で き る。
つ ぎに,理 想 的 な輸 送形 態 に従 う と仮 定 した 場 合 の輸 送Eデ ル を以下 の
よ うに 作成 した 。T.C.Koopmansはい くつ か の 発 送 地 か ら どの 目的地 に
どれ だ けの量 を送 るのが よいか とい う問題1こ対 して ・全 体 とし ての 運賃 が
最小 とな る よ うに輸 送 され る と考 え た。 そ して ・り ニ ア ・づ0ク ラ 三ン グ
に おけ る輸 送 問題 として定式 化 した 。輸 送 手段 が 固定 され てい る場 合 に は ・
この よ うな 目的 の選 定 は正 しい と考 え られ る。 しか し複 数 の 輸 送手 段 が可
能 な場合 に は,最 適 輸 送 手段 は,輸 送費 の ほか に ・輸 送時 間 ・輸 送 量 ・輸
送距 離 な どに よつ て決定 され る ことは前 述 の とお りで あ る。 従 つ て本研究
におい ては ・これ らの要 因 を総 合 して輸 送依 存度 とい う概 念 を導 入 し,㈲
地 区 か ら(i>地区 に(i)品目1単 位 を輸 送す る場 合 の 輪 送 費 をつ ぎの よ うに し
て 求 めた 。
趣 か ら(・)tttl区Qr-(・)品目 ・単位 を輸送す る場合 の道蹴 送運賃 ぜ1)・
klkt
鉄 道 運賃 をC と し,(i)品目1単 位 あ た りの 輸 送 費 を,海上運賃をcじωi〔s>
んニ




Koopmansによつ て提 案 され た 運賃 の か わ りに ,式(6.15)で 求 めた
　
免 を用いて輸送モデ ルを作成す る と ・
纒麗=;:=潟 一
式(6.14)の 制 限 条 件 の も と で,
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カ ル 　 んぎ
ノ@)「 盈 昌cド 艦tu(6・15)
　
を最小 にす る 艦 の値 を求 め る こ とに な る。
産 業構造 を高 度 化 し,経 済成 長 をはか るた め に,近 代 的 ・合理 的 な交 通
体系 を樹立す るた め に は,後 者 の輸 送 冠 チ ルの 方が す ぐれ て い る。 しか し
現実の 商 習慣 に もとつ く輸送 形 態 を一 朝 ・一夕 に変 え る とい うこ とは 困難 な
問題 で あ るか ら,目 標年 度 に お け る各 地 区間 の予測 交 通 量 は,結 局 こ こに
作成 した両 モデ ルの計 算 結 果 を比較 検 討 した うえ で,当 該地 域 の特 性 を十
分に認 識 し ・弾 力的 に決 定 され るべ きで あ る。
け
この よ うに して,将 来 の 望 ま しい輸 送量 艦 が 求 まれ ば,の,の 間 の
んよ







%一 誰 γ集!(・ ・17)
ゐヱ れ みニ 　
%=島7、(.)SCi
式(6.17)か ら計 算 す るこ とが で き る。 従 つ て,こ の よ うに して求 めた
各 地 区 間の 輸 送需 要 を さば くの に駐 路 とな らない よ うに.交 通 施 設 の建 設
・整備 計 画 を策 定す れ ば よい。


















工業の適 正配置計 画を策定す るにあたつては ・まず第5章 で求 めた工業
適地 におけ る用地の造成計画 を策 定す ることが必要であ る。 とい うのは ・
土 地が水とな らんで既成工業地帯 の発展の最大の駐路 であ り,今 後の立地
動向を決定す る上での重要な要 因 となっているか らであ る。 わが国では工
場用地の対象 とな る地 目は,大 別 して旧軍用地 ・工場跡地 ・農地 ・山林お
よび埋立地な どであ り,宅地は価格 の面で主 たる対象 とは な り難い。戦後
多 くの旧軍用地が開放 され,も つ ば ら軍需品 を生産 していたために,遊 休
化 していた工場敷地 も少な くなかつた。そ こで新 設工場 がまず これ らの比
較的速やかに入手 し得 る地点に立地 した ことは当然であ る。 しか しこの種
の地点は,め ざま しい経済の復興に ともな う各種工場の進 出に よっておお
むね転用 ・充足 され,残 つてい る地点 は小規模 な ところか,あ るいは立地
的に有利性を持たない ところが多い。 したがつて今後の主た る対象用地は,
農地 を転用す るか,埋 立地 を造成 してこれにあてざ るを得な い状態に きて
いる。工業用地 を造 成す るにあたつては,用 地造成の技術 的な可能性のみ
な らず,経 済的な採算性に加 えて,つ ぎに述べ るよ うな諸点 を考慮 しなけ
れ ばな らない。
(1)海面の埋立に よる土地造成は,大 都市 周辺部 では,造 成費の点で水
深5m程 度までは可能 であるが,そ の他 の地方 では一5m以 内でなけれ
ば困難 であ る。
② 内陸部では農地転用が大半を しめるが,農 地 転用が あま り過度に起
らないよ う考慮する と同時に,当 該地域 に あ る程度 ま とまっ た面積の用
地が得 られ るように しなければな らない。
(3)幹線交 通網 との関係 ・工 業用 水 との関係について考慮 をは らうこと
が 必要である。
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(4)大都市地域 については ・望 ましい土地利用計画の姿か らの要請に応
ず るため,工 業が過度に集 中す る ことをさけ るよう考慮 しなければな ら
ない。
⑤ 低 開発地域 については ・先行的な公共投資に よる立 地条件の整備 を
考えた うえで ・工業用地造成計画 を策定 しなけれ ばな らない。
以上の諸点を考慮 した うえで,各 地 区の埋立地に よる用地の造成可能量
ゐ
㌔ お よび ・内陸部の地 目轍(主 として農地転換)に よる用地の造成可
ゐ
能執 η を求め ることが でき る・ つ ぎ1こ第5章 で詳述 した工業立地計醜
ゐ
もとつ い て,地 域 内 の各 地 区 に お け る 目標 生 産 量Piが 明 らか とな っ てい
の ゐ
るの で,用 地 の 総 需 要 量 は`鑑 α!ε とし て計算 す る こ とが で き る。 従
って用地の需要 と供給の平衡条件式 として,次 式が成立す る。
ゐ ん の み
A{s)+級、)=嘉 α、Pi(6・18)
すなわち上式の左辺 を満足す るだけの用地 を造成 し,確保す る ことが必
要である。
つぎに商業用地 造成計画について 考察す る と,ま ず大都市の都心部につ
いては,い ろいろの施設 が集中 して事業経営に有利で あ り,そ の土地利 用
は集約され,高 度に利用されてい る。す なわち都心部は業務専用地 区化の
傾 向をた ど り.高 層 じルが建 ちな らんでいるが,第 三次産業 容積量の不足
が 目立つ てい る。 さ らに経 済計画で明 らか に した ように,今 後第三次産業
は第 二次産業 の発展 とあいまつ て,飛 躍的 に発展す ると予想 され るので ・
第三次産業容積量増加の必要性 はます ます増大 して くる もの と考 えなけれ
ばな らない。従っ て市街地 の幹線街路 の整備に ともな う都市改造 ・土地区
画整理事 業を中心 とした都市再 開発に よって,容 積量 の増加をはか る こと
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が 必要である.さ ら姉 街地周辺部お よび非市馳 におい ては ・土地利用
計画に もとついて,あ らたな商 業適地 を求 め るこ とが必要で ある。 以上 の
諸点を考慮 した うえで,各 地 区の商業用地造成可能量す なわ ち商業用地の
供給量Ak米を求める ことがで きる。つ ぎに第5章 で詳 述 した商業立地計画
ゐ
に もとつ い て,地 域 内 の各 地 区 にお け る 目標 生 産額X`が 明 らか となつ て
ん
い るので,各 地区におけ る各 業種の容積率 を γ`とす れば,商 業用地の総
額 量は.、至(β、xン γ!)として計算す るこ とが できる・従 つて商業用
地の 需要 と供 給の平 衡 条件 式 と して ・式(6・19)が 成 立 す る。
ノ米「 茎(β、xン γ1)(・ ・19)
す なわち上式 の左辺 を満足す るだけの用地 を造成 し確 保す るこ とが 必要で
ある。
§4用 水 開 発 計 画
わが国の工業生産の50%以 上 を占め る京 浜 ・名古屋 ・阪神 ・北九州の
いわゆる4大 工業地域 にっい てみ ると,京 浜 ・名古 屋 ・阪神の各 地域 は ・
工業用水の不足のため,地 下水の過度 くみ あげ状態 とな り,地 盤沈 下その
他の障害まで発生 してい る。ま た北九 州では地質 構造 上 もともと地下水が
乏 しい うえに,地 表水 もほ とん ど利 用 されつ くし,極 度 の水不足 のため ・
工 業生産の発展が著 し く阻害 され てい る。一方今後の工業発展にそ なえる
ためには ・全国に工業適地 を求 めて新 しい工 業地域 を造成 していかなけれ
ばな らないが,こ の よ うな新 しい工業地域 と目されて い る もの のなか に も・
他の立地条件には恵まれ なが ら,工 業用水が十分取 水で きないために,伸
びなやん でいる ところが少な くない。 こ とに所得倍 増計画 に もとつ く経済
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の飛躍的発展に と もなつて,将 来 工業用水の需要がます ます増大す る。
一方大都市においては ・飲料 水のみな らず,浴 用 。洗濯用 ・消防用 ・ピ
ルの冷房用 な どの都市用水が水源 の面か ら供給の限度 に達 してい るのでは
ないか と危倶され る。 この ことは夏 期におけ る断水 ・地下 水の過度 くみ あ
げにょる地盤沈下な どの諸問題 と して表 われ てい る。 しか も生活水準の上
昇 ・生活文化 の向上 ・都市機能の複 雑化な どの理 由に よ り,1人1日 あた
り上水道使 用量 は年 ごとに増大 してい る。
'上 述のように,上 水 ・工業用水な どに よる河川水の需要量が飛躍的に増
大したため ・ほ とん どの河川の水は取 水されつ くしてい る。 したがって,
上水 ・工業用 水な どを新規 に取 水す る場合には,水 資源の 開発に よ り水源
の確保につ とめ るとと もに,既 得水利権 との調 整が必要 となつて くる。河
川水の利用可能量の現状 をみ ると.わ が国の農 業 ・工業 ・上水道な どの需
要量は年間900億 トン といわれ,河 川 の渇水量は年間900億 トンであ る
か ら,渇 水期には用水は全国的に不足 してい る。また地下水は過度 くみあ
げに よつて各種 の弊害が発生 してい るた め,現 在以 上 の 依 存 はむずか し
い。このため多 目的ダムの建設,あ るいは既得水利権な どの転用 に よつて,
上水や工業用水の取得が行 なわれている。現 在の利用 水の うち最 も大 きな
ものは,か んがい用 水であって全利用 水の70%と いわれ,渇 水期に は,
上水 ・工業用水 との競合 は さけ られ ない。従って,か んがい地の実情に あ
つた水利用の規制 あるいは管理 方式 な どを実施 し,上 水 ・工業用水の新規
需要 との間 の調整を十分に行 ない,合 理的な配分計画 をたて ることが必要
である。
さらに.工 業用水の回収率の向上,す なわ ち工 業用水の循環使用 の向上
をはかるとともに,用 水管理の総合 的な対策 をたて ることが必要 であ る。
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また下水処理 水の再使 用お よび海水の淡水化 に対す る研 究 を積極的に推進
す ることが 必要であ る。
以上の諸点 を考慮 した うえで ・地域 内の河川水 の取 水可能量"辰ゾ 伏流
水の取 水可能量 璽,ゾ 回収水の利嗣 糧 贋→を勅 る ことが できる・つ
ぎに第3章 で求 めた地域 内の適 正人 ・お よび第5章 で詳述 し膿 業立地計
画.工 業立地計画 ・商業立地計画 ・住居立地計画 に もとつ いて ・地域 内の
各地区 にお ける
諜 用水額 量一、鑑 ω鯉 ・塑
工業用水額 量一、揺 ω!(1)・・1(1)
鮒 水・翻 水灘 磁 繊fた ぬ6塾"+mkMk+・kAk)
を 計 算す る こ とが で き る。従 っ て,用 水 の 需 要 と供 給 の 平 衡条 件式 として,
式(6.20)が 得 られ る。
㌘ 概、)+㍗ 孟 創 個)・P!纏)ち鋸 ω}(∬)-plの
+蓋 ωゐ伊)♂Rん+bkBk+ik・k+mkMk+・ソ)
(6.20)
す なわち上式 の左辺 を満足す るだ けの用水を開発 し,確 保す る ことが必要
であ る。 もちろん水資源 開発 は,地 域 的 ・技術 的 ・経 済的におのず か ら限
度があ り,開発 に ともな う補償 問題の 困難 さ ・水利 権の調整 ・水質の汚濁 嗣
・過度 の都市集 中による水利用地域の 偏在 ・開発 資金確保の 問題な ど多 く
の 障害が山積 している。しか し産業の振興 と住民の福祉 向上のためには ・
これ らの障害を克服 して,将 来 の増 大す る水需要 を完全 に充足す ることが
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最 も根本 的 な要件 の1っ で あ る。
§5結 言
わが国においては,現 在種々 の面倒 な産業基盤の駐路 問題が発生 してい
るが,こ れは産業基盤 の整 備 ・開発が経 済の飛躍 的な発展 に ともな う産業
構造の高度化に,時 間 的 ・空間的に対処 し得 なかったためである。従来 産
業基盤投 資は民 間資本の あ とを追 う補完的な性格の ものが主体 をな してい
たが,今 後に おいては,急 増 す る輸送 ・用地 ・用水な どの需要 に対処 して,
艦路の解 決をはか りなが ら,地 域経済計画お よび土地利用計画 ・産業配 置
計画に もとつ いて産 業基盤整備計画 を策 定す ることが必要 である。
本研究にお いては,産 業基盤 としての交通 ・用地 ・用 水のそれぞれにっ
いて,交通施 設整備計画 ・用地 造成計画 ・用水開発計画 を策定す るための
方法論 を提 案した。
まず交通施設整備 計画 を策 定す るにあたつては,第3章 お よび第5章 で
詳述 した産業構造 と土地利用の望ま しい姿 を もとに して,発 生交通量すな
わち輸送需要量 を推計 した。っ ぎに輸送構造の変化 と輸送手毅 の選択要因
について分析検討 し,依 存度 とい う概念 を導入 して ・各輸 送手段 の分担す
る割合を規 定 した。 さらにFraterおよびKoopmasの考え方 を発展 さ
せて地域 内各地区間の将来の輸送量 を推計す るための輸送 モデルを作成 し ・
交通施設の合理的な建 設 ・整備計画の策 定方法について述べ た。
用地造成計画 を策定するにあたつては,用 地造 成上考慮 しなけれ ばな ら
ない問題 点を指摘 し,各 地 区の用地造 成可能量 を算 出 した。 さらに産業立
地計画に もとついて用地の需要量 を推計す る方法 を求 め ・用地の需要 と供
給 の平衡条件式 を作成 し,合 理的 な用地 造成 計画の策 定を可能 に した。
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用 水開発計画 蝶 定するに あたつては ・上 水 ・工業用 水の開発上考慮 し
なければな らない問題点 を指摘 し,地域 内の河川水 ・伏流水の取 水可能量
お よび回収水の利 用可能量を もとめた。 さらに地域内の適正人 ロお よび土
地利用計画 ・産業配置計画 に もとついて用水 の需要量を推計 す る方法 を求
め,用 水の需要 と供給の平衡条件ヰ を作成し,合 理的 な用 水開発計画の策
定 を可 能 な らしめ る こ とが で きた。
第7章 都 市 施 設 整 備 計 画
§1緒 言
第二次 大戦後の めざま しい経済の発展 につれ て,第 一次産業が後退 し,
第二次産業 ・第三次産業の比重が増大 し,そ れに伴つて人 口 と産業が都市
に集中 して,都 市は急激 な発展 を続けてい る。 この ような人 口 と産業あ過
度 集中に ともなつ て,大 都市では,住 宅 ・交通施設 ・上水道施設 ・下水道
施設 ・工業用水道施設な どの重要な都市施 設の整備が,都 市化の 勢に対処
し得ない状況にあ る。 この うち現在 とくに重要 かっ緊急に整備 を必要 とす
る ものの1っ は,都 市 交通施 設であ る。都市交通の逼迫 は,単 に人 口が過
度集中 したとい うだけではな く,業 務機能の都心集中 と,人 口の外縁部お
よび周辺部へ の移動に よつて職場 と住宅 が分離 したた め,通 勤交通需 要が
増大した こと,さ らに 自動車 輸送の急激な発達に ともなつて既設街路の交
通容量が不足 した ことに起因 してい る。 この解決策 としては,既 成市街地
の無秩序な膨脹を抑制 し,既 成市街地 の再 開発 をはか る とと もに,新 市街
地 を育 成 して,都 市 機能 を分散 させ ることが 重要で ある色また これ と並行
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ilililililrlして,高 速道路 ・幹線街路 ・駐車場 ・高速鉄 道な どの交通 施設の整備 を強
罎 韻 力に推進し,総 合 的かつ大規模 な対策 を進 めなければな らない。
生活水準の上昇 ・都市機 能の複 雑化に比例 して ・1人 あた り上水道使用
量は増加する。また経済の高度化 と工業化の進展に ともなつて ・工業用 と
しての上水使用量 も急激 に増大 して行 く傾向を示 してい る。したがつて今
後の経済発展に ともな う入 口の都市集 中 ・工業の発展 ・ピル用 水の増加 ・
文化水準の向上な どに よつて ・上水 ・工業用水 をふ くめた淡水の需要が 急
激に上昇 してい くか ら,産 業の振興 と住民 の福祉向上のために,将 来 の増
大する水需要を完全 に充足する上 水道 。工業用 水道 計画 を策定 することが
必要である。
下水道は環境衛生の保 持だ けではな く.都 市の浸水防止 ・水資源の保全
などの面で も重要 な機能 をはたす もの であ り,そ の整備 は,近 代 的都市 の
不可欠の要件であるが,こ とに 大都市におい ては,し 尿処理 とい う切実な
課題か ら,最 も緊急な整備 を必要 としてい る。
§2都 市 交通施 設整 備計画
都市人 口の増加 は,ま ず都市 交通の問題 としてその弊害 をあ らわ してい
る。都市における職場 と住宅の分離は,朝 夕2回 の通勤 。通学うツ シュを
もたらし,ま た都心部の業務機能集中は,自 動車交通 の激増を もた らして
いる。通勤輸送の増大は,各 種交通機関の乗 車効率 を不 当に高め ・パス 》
自家用車に よる街路の 混雑を招来 し,さ らに営業用小型貨物車お よび商業
車の増加は,都 心部街路 の交通容量 をこえた混雑を各 所に現 出 している。
その うえ大都市 においては,生 鮮食料品輸送 ・観光輸送などの 自動車 交通
が,一 層その交通量 を増 大させ,混 雑 を増 してい る。
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以上の ような現象は 漸 得の上昇 と自動車 の ・スト ・如 ンに よる保有
台数の増加 こより 汰 都市だ けでな く ・す でに刺'都 市 にお いて も多かれ
少なかれ見 られ るところである.ま た近い将来にお いて 潤 動較 通の急
激 な増加 のため,ほ とん どの都市に共 通 した深刻 な現象に な ると予想 され
る。
このよ うな都市交通の現状に対 して,都 市の動脈 ともい うべ き街路の整
備が もつ と も緊要 な課題 となつてい る。現在 の街路 の整備状況 はきわあて
劣悪 で,都 市の ごく一部 で震災や 戦災 を契機 とす る市街地 の整理 と近代的
街路 の整備が進め られてい るのみであ り・大部分 の都市 では ・近代的都市
交通施設 としての街路 のi整備は きわめ てお くれた段 階に ある。そ して,そ
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れ が近代都市 としての機能 を営なむ うえに大 きな障 害 となっている。
大都市における交通問題 の解決策 として は,既 存 施設の効用 を十分に発
揮 しうるよ う,路 上駐車 ・一方通行等の規 制,路 面電車 の廃 止等の管理面
での改善 をお こな うことが もちろん必要であ るが,よ り根本 的に幹線街路
・高速道路の整備 ・改良な どの総合的施策 を強力に推進 す ることが絶対に
必要 であ る。また路 上駐車 に よる街路 効率のいちぢ るしい減殺 に対処 して・
大規模 な駐車施設 の建設をお こな うこ とが必要に なつて くる。
街路 整備につい て もつ と も問題に なるの は,用 地の確保 と建物等の移転
補 償であ る。大都市ほ ど地 価が 高 く,家 屋 も密集 してお り,用 地 ・建物に
対す る補償問題 が,街 路 整備 事業の 大半 を しめてい る。街路 整備 がお くれ
てい るとい うことは,こ の用地 をめ ぐる事業 実施 上の困難性 と,こ れにと
もな うコス ト高が 大い に作用 して い る。従っ て将来におい て も,用 地の確
保 が 困難 なこと,建 物の移転補償が 高 くつ くとい うことが,街 路 整備上の
大 きな障害にな ると考 えられ る。
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1こ のため,単 に輸送 需要に応 じて街路 の輸 送 力を増強す るとい う手段 に
よつてのみ ・都市交通の問題 を解決 しよ うとす るのは困難であるのみか妥
当でない。従つて輸 送需要 自体を規制す ることが必要 で ある。す なわ ち一
方では ・幹線街路お よび高速道路の 整備に重点をお き,こ れに よつて全体
の輸送需要を吸収する とともに ・他方では都市交通の増加 を抑制す るよ う
な対策 をこうじなければな らない。 この ためには総合 的な産業配置計画 ・
土地利用計画に もとついて市街地の再開発 を行 ない,あ わせて新市街地 の
育成によ り大都市の機能分散 をはか らなけれぱ な らない。




(s(P)を求 める こ とが で き る
。 こ こにb,6 は 幅 員 ωメ ー トルの 街路 お よ
ww
び計画高速道路の飽和交通容量,♂,α(取 か は固地区にお け る街路お
よび高速 齢 の 飽 和 交通 容 量 と ・日交通 量 の 比,ム ㌧L(E>〈P)kla(馳区
初w
にお け る幅 員 砂メ ー トルの街路 お よび 高速 道 路 の 総 延長 で あ る。 つ ぎに 第
5章 で詳述 した土 地 利 用 計画 。産 業 配 置計 画に もとつい て,地 域 内の各 地
ん
区における交通量は,地 区 内の適正増加人 口をP,第 一 次産業増加 生産
量を・竺 第二次産業増加生醒 をP!の,第三次麟 増加容腿 をる
人・および各麟 靴 あた・の発生交麗 をそれぞれ 乳 α子}ぜ,
冴1)とし,各姻 こ鮒 る自騨 ・台あたりの乎均走行距離を〆 詮 交
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通量すなわち(全 発 生交通量十通過交通量)と 発 生交通量 との比 を δ,
ん
現在の交通量 を η とすれ ば,各 地 区の総交通需要量 は,o
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として計財 ることがで きる.従 つて交通容 量の 需要 と供給の 鞭 条件式




す なわち上式の左 辺を満足す るだけの街路お よび都市 高速道路 を建設 ・整
備す ることが 必要である。
都市交通 としての鉄道輸送の役割の うち,最 も問題 とな るの は通勤 ・通
学輸送である。朝夕の通勤時間以外は,国 鉄 ・私鉄 ・地下鉄 とも輸送能力
に かな りの余裕があるが,そ の全機能 を要求 され るのはご く短 時間に限 ら
れてい る。そ してその限られ た時間帯 に1日 の全輸 送人員 の半数以上 を輸
送 し,都 市活動の原動 力 とな らなければ な らない。
大都市におい ては,今 後 も引続 いて人 口が増加 す ると予想 され るが ・高
速鉄道に よる通勤 ・遠学輸送 量 もまた同様に増大す る と考 えられ る。従っ
て長期的 に通 勤 ・通学輸送 問題 を解決す るために は,積 極的に高速鉄道の
新線建 設をはか るとと もに,需 要増加 の傾向 を鈍化 させ るための諸施策 を
強 力におしす すめることが必要 であ る。
ゐ
以上の問題点 を考慮 して,地 域 内各地区の適 正人 口Pを 求め,こ れを
もとに して労鰍 給入 。L(s)を算 出す る ことがで きる.つ ぎac第5章で詳
述 した土地利用計画 ・産業配置計画を もとに して,各 地 区の労働需要人口
廻 を算 出す る。とがで きる。 廻 を目標鞭 におけ る(・),(勉区間の
高速鉄道に よる通勤輸 送人員 とし,㈲.{り地 区間の現在通 勤輸送人員を
P壁(k>till区eCf。け る現在の労働供給人 。をLゐ墜 の 地欧 お ける現在
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の労蠕 要人 ・をL'(D)xとし,α ㌔ 鱒 年度の高速鑓 を利 用す 樋 勤
ゐ米
人口と労働人 口 との比率,α を現在の高速鉄道 を利用す る通 勤入 口と労




〆 ㌧ α㌦'㌦`米L∫ ρ沫 (7.3)
とあ らわ され る。(k),(i)地区 間 の通 勤輸 送入員 を求 め るため に,(k)地区す
な わち労働入 口供 給地 か らの通 勤 輸 送 人員 の分 布 は.こ れ らの通 勤 人員 が
吸 引され る地区,す な わ ち労 働 需要地li)の労働 需 要量 の増 加率 に よっ て規
定され,㈲ 地 区か らの 現 在 の輸 送人 員の 動 きに比例 し,(の地 区 か らの推定




として計 算す る ことが で き る。 従 っ て上 式 で計 算 され た各 地 区 間 の通 勤輸
送 人員 を運 ぶ の に駐路 と な らない よ う,高 速 鉄道 を建 設 一・整 備 す る こ とが
必要 で あ る。
§ ろ 上 水 道 計 画
飲料 水 の み な らず.浴 用 ・洗 濯 用 ・消 防 用 ・ピ ルの冷 房 用 あ るいは 工 業
用 な ど水 が 生 活 に 必要 不 可 欠 な もの で あ る ことはい うまで もな い が ・この
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水力泪 然水ではな く,浄 化された衛 生的な上 水 として ・バイづに よ り給水
され る ことは,近 代的生活の絶対的要件 である。特 に都市におい ては ・こ
の上水道に よる給水の必要 性が一・層大 きい。わが 国の中以 上の規 模の都市
では,他 の下 水道 ・公園な どの環 境施設 とくらべ る と比較 的順調に普及 し・
さ らに戦後は小都市お よび農山村 にまで簡 易 水道 とい う形で敷設が進んで
きてい る。 しか し1957年度までにおけ る普及状況 は ・上 水道が対象入 口
に 対 して約57%,簡 易水道が対象入 口に対 して約16%で 総人 口に対す
る上水道の普及率 は簡 易水道 を含 めて も44%に す ぎず,欧 米諸国に くら
べ てまだかな り遅れた水準 にある。
生活 水準の上昇 ・都市機能 の複 雑化に比例 して1人 あた りの上水道消費
量 は増加する。また経 済の高度化 と工業化 の進展に ともなつて工 業用 とし
ての上水道使用量 も急激に増大す る。今後の経済発展 に と もな う人 口の都
市 集中 ・工 業の発展 ・ピル用水の増加 ・文化 水準 の向上 な どに よつ て,急
激 に上水 ・工業用水をふ くめた淡水に対 する需要が上昇 してい くσ
最近 ・京浜 ・阪神 ・北九州な どの主 要工 業地域 では,す でに水道用水の
供給が 水源の面か ら限度 に達 し,夏 期 にお け る断 水 ・地下水の過度 くみあ
げ による地盤沈 下な どの諸 問題が生 じてい る。従 って上水道の普及は,水
源の開発が実現 され るか否かにかかつて い る といつて も過言 ではない。 も
ちろん水源開発は,地 域的 ・技術的 ・経 済的におのず か ら限度が あ り・開
発 に と もな う補償問題の 困難 さ ・水利権の調整 ・水質の汚濁 ・過度の都市
集中による水利 用地域の偏在 ・開発 資金確保 の問題 な ど多 くの障害が山積
してい る。 しか し産業の振興 と住民 の福祉 向上のた めには,こ れ らの障害
を克服 して ・将来の増大す る水需要を完全 に充足す るために上 水道計画を
策 定する ことが必要 である。従 って第6章 で述 べた式(6.20)を 計算す
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ることによ り,目標年度におけ る上水道の需要 水量 を求 め,こ の需要水量
を給水す るのに必要なだ けの上 水道施設を開発 ・整備 しなければな らない。
§4下 水 道 計 画
わが国 にお け る下 水道 の普 及 率 は1960年3月 現在 で,全 市 街地面 積
32.6万haの13.7%4.5万haに す ぎない 。 そ の た め豪雨 の た び ご と
に市街地 の約 発 は浸 水 を繰 返 してお り,こ の 復 旧費 として年 聞 約100
億円 を費 し,ま た排 水不 良 に基 因 した 汚 水の 停 滞 に よる伝 染病 予 防費 と し
て,年 間約150億 円 を費 して い る。 このほ か 工 場廃 液 や家 庭 汚 水 の放 流
に よ る公共 水域 の 汚 染 な ど,下 水 道の 不 備 に よ る損失 は きわ めて大 きい 。
下 水道 は環 境 衛 生 の 保 持 だ けで な く,都 市 浸 水 の防 除,水 資 源 の保 全 な
どの面 で も重要 な機 能 をは た す もの で あ り,そ の整 備 は近 代 的 都市 の不 可
欠の要 件 で あ るが,こ とに 大都 市 に お い て は,し 尿 処 理 とい う切実 な課題
か ら,最 も緊 急 な整 備 を 必 要 と してい る。欧 米 の 諸都 市 で は,普 及 率 は ほ
とん ど100%に 近 い が,わ が 国の 都 市 に お い て は下 水 道 の整 備 が は なは
だ しくお くれ て い る。
この よ うな 現状 に 対処 して,下 水 道 を早急 にi整備す るた め.1958年 度
を初 年度 とす る下 水道 整備5力 年 計画 が た て られ た 。 この 計 面 の 目標 は
1957年にお け る普 及率12.8%を5力 年 間 で23・5%に 引 きあげ よ う と
す る もの で あ る。 しか し実 績 は目標 を大 き く下 廻 つ てい る。
環 境 衛生 の保 持,し 尿 処理 対策 あ るい は 都 市浸 水 の防 止 な どの 点 か ら下
水道 を緊 急 に 整 備す る必要 が あ るが,そ の 建 設財 源 を ど うす るかが 今後 の
最 も大 き な課題 で あ る。財 源 と し ては,国 費 。起 債 一都市 計 画 税 ・下 水使
用料 ・受 益 者負 担 金 な どが 考 え られ るが,国 費 を例 に とれ ば ・現 在 ま で例
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年 予算要求の%程 度 しか認 め られてい ない。また都市 計画税 は徴収額の%
しか建設費 に充当 されていない。 しか も下水使用料 は維持費 に充 当 されて
建設費に廻す余裕がない。下 水道の建設が遅 々 として進 まない のは,も っ
ぱ ら財源難に原 因があ る。従って下 水道整備 のために は ・今後 と も受益者
負担に大 きな期待 をかける ことが困難 なた め ・国費に よ り予算 を増額 し ・
起債の枠を拡大 して,公 共 資金に よる財源 を積極的に確保す ることのほか
はない。
淡 水源 の逼迫 してい る今 日において は,水 資源を有効に利 用す るため,
同時に水質汚濁防止の1手 段 として,下 水処理 場か ら無駄に河 海に放流さ
れ てい る処理 水の工業用 水 としての再利用 を考え る必要が ある。 この方法
につい ては,す でに アメ リカの バルチEア 市が ペツレヘム製鋼所に1日18
万 トンの給 水を実施 してい るし,コっが国 において も数年前 か らその利用方
法について検討 されてい る。東京都にお いては,江 東地 区の地下水保全の
た めに 工業用 水道源に下水処理水 を予定 し,1960年 よ り敷設事業の実施
に踏切っ た。従つ て今後増大する工業用 水需要に対 して,下 水処理 水の再
利用をはか るために も,下 水の終末処理場 を完 備する こ とに よつて,下 水
道 を整備促進する ことが必要である。
67)§5工 業 用 水 道 計
画
大都市 におけ る市民の生活に上 水が不可欠の ように.工 業地帯における
生産活動には工 業用水の供 給は必要欠 くことので きない条件で ある。鉄鋼
1トンを生産するためには淡水30ト ンを必要 とす る といわれ るが,ス フ
・パ ルづ等の用 水型 産業の300トyは もとよ り,比較的水の使用量が少な
い といわれ る機械工業で も,た とえば 自動車工場 な どは1台 の製造 のため
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1こ20～30トンの水を使用 してお り,工 業用水は近代産業発展の ための
基礎的要素 となつ てい る。
一方わが国の鉱工業生産は第二次 大戦後飛躍 的に拡大 し ,特に用水型産
業を中心 とす る重化学工業の比重の増大 と,工 場規模の大型化 にと もなつ
て,工 業用水の需要は年々急速に増大 してい る。 とくに4大 工業地域 にお
ける工業生産規模の拡大は全国水準 を上廻 り.工 業用水の需要の増加 も大
きく,上水の需要増 とあい まつ て,最 近特に水源の確保が 問題化 してい る。
またわが国の工業用水は地下水への依存率が高 く,淡 水の約40%は 地
下水に依存 してお り,最 近 におけ る需要増大に伴 ない,地 下水の過度 くみ
あげを余儀な くされ,地 盤沈下現象を惹起 してい る。工業地帯 の一部には,
年間の沈下量が0.2～0.3mecもお よび,防 潮堤 ・排 水ボンつの整備な
ど災害防止対策が講ぜ られてい るが.・一度台風や 高潮が来襲すれば,た ち
まち災害に見舞われ る危険に さ らされ てい る。
この ように地盤沈 下が問題化 してい る現状におい て.今 後工業用 水の需
要増を地下水に期待 す ることは困難であ り,ま た地表水 ・伏 流水等 も今後
多 くを期待 し得ないので,結 局増大す る需要 をまかな うためには,河 川上
流にダムを築造 して水資源の聞発 をはか るとと もに.第6章 で述べた式
(6・20)を計算す ることに よ り,目 標 年度 にお ける工 業用水の需要量 を
求め,こ の需要水量 を給 水す るのに必要 なだけの工業用水道施設を開発 整
備 しなければ な らない。
§6結 言
産業 と人 口の過度集中のため,大 都市では住宅 ・交通 施設 ・上 水道施設
・下水道施 設 ・工業用 水道施設な どの重要な都市施 設の整備が都市化の勢
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に対処 し得ない状 況にある。産業の振興 と住民 の福祉の 向上 をはか り・将
来 の都市 の合理的 な,健 全な発展 を促進 するた めには,都 市施設の現在の
隆路打 開のみ でな く,将来め経 済規模 の拡大,産 業構造 ・都市 構造の変化
に対応 して都市施設を整備 するこ とが必要であ る。
本研究においては,都 市施設 としての,都 市交通 ・上水 道 ・下 水道 ・エ
業用水道のそれぞれについて施設整備計画を策 定す ることに し,こ のため
の 方法論を提案 した。なお都市施 設 としての宅地 造成計画お よび公 園 ・緑
地 整備計画につい ては,す でに第5章 で説明 したため,本 章においては省
略 した。
まず都市交通施 設整備計画 を策定するにあたつては,幹 線 街路お よび高
速道路の 整備に重点 をお き,こ れ に よつ て全体 の輸送需要 を吸収す る とと
もに,他 方では都市交 通の増加 を抑制す るよ うな対策 を講ず る必要性を強
調 した。 この ような観点にたつ て,幹 線 街路お よび高速道路の 目標年度に
淀 け る交通需要を予測す るための方法論 を提案 し,幹 線街路お よび高速道
路 の整備計画に対す る指針を示 した。都 市 高速鉄道の整備 に関しては,と
くに通 勤 ・通学輸送を対象 とした整 備計画 を策 定す ることの重要性につい
て述べ ・さ らに輸 送需要の増加傾向を鈍化 させ るため の諸施策 を強力にお
し進 めなければな らない ことを強調 した 。この よ うな観点にたつて地域内
各地 区間の 目標年度にお ける通 動輸送需 要の推 計方法 を述べ,高 速鉄道の
建 設整備計画に対す る指針 を示 した。
つ ぎに上水道計画に 関しては ,今後の経 済発展 に と もな う入 口の都市集
中 と ・1人 あた り上水道消 費量の増加 に伴rsつて ,上水道需要量は増大す
るが ・上水道の普及 は水源開発が実現 され るか否か にかかつてい るとい う
こ とを指摘 し・目標年度 にお ける上 水道 需要量 を推計す る方 法を提 案し.
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上水道の建設整備計画 に対す る指針を示 した。
下水道計画 を策定す るに あたつては,下 水道 は環境衛生の保持だけでな
く,し尿 処理対策 ・都市の浸 水防除 ・下水処理水の工業用水 としての再利
用などの面で重要 な機能をはたす とい うこ とを指摘 し,下 水道施設の整備
強化の必要性を強調 した。そ して この ための財源確保 の必要性 を指摘 した。
エ業用水整備計画を策定す るにあたつ ては,産 業構造 の高度化に ともな
って工業用水の需要量が年 々急速 に増 大 し,地 下水の過度 くみあげによっ
て地盤沈下が問題化 してい ることを指摘 した。 この ような現状においては,
工業用水の需要増 を地下水に期待す ることは困難であ り,工 業用水道の建
設整備が必要 である。 この ような観点にたっ て,工 業用 水道施 設の整備開
発計画の策定方法に ついて述べ た。
第8章 土 地 保 全 計 画
土地保 全計画を大別 す る と,治 山 ・治水計 画 と海岸保全計画 とな る。 こ
れ らの諸計画を策定す るための基 礎 となる自然現象 の理論的解明について
は,河 川工学 ・海岸工学の分 野での研究成果 に待たねばな らない。 しかし
地域 計画学的観点にたつて治山 ・治水や海岸 保全の望 ま しい姿を描 きだす
ためには,河 川工学や海 岸工学 での研 究成果に加 えて,経 済構造 ・産業構
造 ・人ロ構造な どの地域活動 と災 害 との関係 についての諸分析を行な う必
要があろ。すなわ ち経 済の めざま しい発展に ともなって,地 域の 産業構造
が高度化 し,入 口が稠密 とな り,土 地利用が高度化 して くるにつれ て ・経
済発展の状況に対応 した防災計画 を策定 し,防 災に対す る安全度 をひきあ
68)
げて行 くことが 必要 となつ て くる。
一149一
1)治山 ・治水計画
従来 河川上流部の堤防の不十分 な地域や 無堤 防地域にお け る氾 濫が ・自
然に遊水池 として作用 し,下 流部 の洪 水防禦に大 きな効果 を もっていたが,
河川上流部の土地利用が高 度化 して くるにつれ て ・これ らの地 域に も洪水
防禦の 必要性が高ま り,堤 防の建設 ・整備が促進 され て きた。従っ て,従
来 の自然的 な遊 水池 は減少 し,下 流におい ては水位 が さ らに 高ま り,最 大
流量が増加 して きた。 このため下流部におい ては,さ らに河積 を増大 させ
るこ とが必要 とな り,堤 防の増高のみで な く,相 当の余裕を もつた川幅を
獲得する ことが大切 となっ た。 しか し産業が高度に発展 し.入 口の稠密 な
下流地域で河川敷 を増 大させ ることは困難であ り,河 積の 増大に多 くを望
めない場合には,当 然ダムに よる貯 溜効果に 期待 をかけな けれ ばならな く
なる。 しか るにわが国においては地形上の制約か ら大規 模 ダム築 造の適地
が少 ないため,貯 水量1億 トン以 上の ものは きわめて少 く,多 くのダムの
容量は3,000万トン～5,000万トンであ る。大規模 な ダムの築造が困難
な場合には,多 数 の中小規模の ダムを連繋 して .水系 全体につい ての有効
な調節効果を期待 しなければな らない。わが国 におい ては,今 後 この形式
の洪水調節方式が,一 般化す ると考 えられ る。
以上地 域計画 的観点にたつて,治 山 ・治水 計画策定の たみの指針 を述べ
た が,こ の場合何 より も大切な ことは,河 川が統一 体 として持つ ている法
則 を正しく洞察 して ・法則その もの を生か して行 くことで ある。 このため
に は ・河川の基 礎的な調査観測 を十分に行なつて ,わが国河 川の真実の姿
を科学 的に把握し ・それに即応 して・,合理 的 ・根 本的な治山 ・治水計画を
確立 する ことが 必要で あ る。
根本的 治水対策の規模 を決定 す るにあた り,従 来 わが国では ,過去 に実
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際おこつた最大洪 水量 を基準 に していた。 この最大洪水流量 を求め るため
lili黙蝶ecは,実測に よる方法 ・雨量か ら単位図法や分布 図法に より求め る方 法 ・
酬 舗 比流量による方法 ・洪水流量 の実験公 式に よる方 法 ・河川流 の運動方程式
に よる方法な どが研究 され てい る。 しか し治水対策の規模 を決定す るため
には,上 述の ような洪水が,期 間的に どの ような割合で起 こるであろ うか
ということを知 らなければな らない。 ここに最近 目ざま しい発展をみるよ
うになつた水文統計学 ない しは水文推計学に よつて慎重に対処す る必要が
でてくるわけで ある。 これに よつて新 たな治水工事 を行な うことが 必要 で
あり,洪 水による被害額 を推計す る とと もに,そ の工事 量を推定 しなけれ
ばならない 。 しか し治 水のための投 資に は,財 政経 済的に も社 会的に もお
のずか ら限度があ り,計 画以上の出水があつ た ときの損 害に対 して も考慮
してお く必要があ る。 これ らの損害 のなかには,計 量が 極めて困難な社会
的な問題 も含 まれてい るか ら,経 済的な問題 だけか ら割 り出せ ない ことは
もちろんであ る。要は,わ れ われが実施 しよ うとす る工事 を地域 計画学的
観点にたつて,い かに評価す るかが治水計画 を決走す る場合に極めて重要
な要素であ る。その場合の基礎 的条件の1っ は.治 水計画の対象 とす る洪
水が,予 想 され る洪水の うちで,ど の程度の ものであるかを知 ることであ
り,・対数 正規分布やGambelの極値極限法を用いた確率洪 水に対する研究
69)
が最近急速に発達 して きた。この ような理論 的研 究は,水 文学 的には貴重
であつて も,地域計 画学的観点か ら治水計画 を検討する場合には必ず し も
十分ではない。 とい うのは,地 域計画学 的観点か らは,確 率洪水の超過確
率 をい くらに とるか が重要で あ りプ水文統 計学 は これに対 して何等 回答 を
与えて くれないか らである。従 って,こ の問題に関 しては.水 文統計学 と
は全 く別の観点 か らの検討が必要である。従っ てこの問題を解決 するため
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には,治 水のなめの建設投資額 と,洪 水に よる被害額 の算定 を行なわなけ
70)
れ ばならない。 洪水に よる被害額の算定方 法について は,従 来 若干の研究
が なされてい るが,こ れ らはいずれ も直接被害額 をとらえただけであつて,,,,
地域 計 画学 的観点か ら治水計 画を策定するためには十分 な ものとは考えら
れ ない。 とい うのは,第3章 で詳述 した産業連関分析 をみ て明 らかなよう
に.被 災地域に存在す る各 産業 は ・被災地域 内の各 産業 と直接 ・間 接に依
存 しあつ てい ると同時に ・被災地域外 の各 産業 ともつなが りを持 つている
た め,被 災地域で の生産活動の阻害は,被 害を うけ なかつた地域 の産業に
も当然その影響が波及す るか らである。従っ て洪水被 災地域 での直接被害
額を とらえただけでは不十分 であ り,第3章 で詳述 した産業連関分析すな
わち






を もとに して 誤 水に よる被害の波 及 効果 を測定 し ,直接 的轍 害磁,
式(8.1)を もとにして計算 した間接 的な被害額 を加 えなければな らない。











と表わされる。つ ぎに確率洪水流量eの ときの被災面積をAと すれば,
オ=ノ(ρ) (8.3)
この よ うに してAが きまれ ば,第5章 で策 定 した土 地 利 用計 画 ・産 業配 置
計画をもとにして,被 災面積 耐 す る直接的 な被害 〆)が求 められ,さ ら
賦(8.1)の 波及効果 を計算 す ることに よつ て間接的轍 害 戸㌔ 計算
することがで きる。従つて被 害額 は
P@)+P(i)=9μ)(A)+ず)(A)
一 薮 ノ((2)}+ゴ`){f(の}(…)
Qの 生起 確 率 は式(8.2)に よつ て与 え られ てい るので,計 画 高 水流 量 を
ρんに定 め た ときに,Q,に 対 して予 想 され る全 被 害額PEは,
P・一ぞ7(Q)げ){f(Q)}+9('){f(の}〕♂c≡ φ(e・)
(8.5)
これ に対 して ・計 画 高 水 流量 ρん を も とに して ・河 川 の 治 水対 策の 規模 を
決定 し,総 工 事 費(投 下 資 本 回収 費 と補 修 費 を含 む)を 算 出す る と ・総 工
事 費(投 下 資本 回 収 費 と補修 費 を含 む)Cbは,
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Ch=9(ρ,) (8.6)
とな る。従 つ て総 費用Thは.
T
h=cゐ ÷Pゐ=9(ρ ん)+φ(ρ ゐ) (8.7)
一般 にQ
,の 値 を大 き くすれ ば ・Chの 値 は増 大 す るが ・逆ecPhの 値は
減少 し,図 一2に 示 した よ うなCゐ 曲線 お よ びPh曲 線 が 得 られ る。 従っ
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てC声 線 と・P声 線の交点が損益頒 点 とな り 讃 益分 岐点 を与えるe
h












とな り・式(8・8)を 満 足す るQ,を 求 めれ ば よい こ とに な る。
以 上地域計 画学 的観 点 か ら,治 水対策 の規 模 を決 定 す る計 画 高 水流 量に
っ いての検討 を行 な つ たが,そ の 結 果 つ ぎの よ うな結論 が 得 られ た。
(1)大都 市 にお い ては,産 業 と人 口が集 中 し,し か も生 産 所得 が 大 きい
ため,Phの 値 が 大 とな り,Ph曲 線 は,図 一2に お い て右 上方ec移動す
る。従 っ て損益 分 岐点 は,右 方に 移 動 し,計 画 高 水流 量Cbの 値 を大 き く
とる ことが必 要 とな る。
② 大工 業地 帯 に お い て は,わ が 国 の基 幹 産 業 が集 中 して立 地 し,生 産
水準が高 く,し か も迂 回生 産を 通 じて の波及 効 果 が大 きい た め,Phの 値
が大 とな る。 産業 と住 民 を洪 水か ら守 り,そ の 被 害発 生 を防 止す るた めに
は,計 画高 水流 量 を さ らに大 き くと る こ とが 必要 で あ る。
2)海 岸 保 全計 画
わが 国 の 鉱工 業生 産 は第 二次 大 戦 後飛 躍 的に 拡 大 し,殊 に用 水型 産 業 を
中心 とす る重 化学 工 業 の比 重 の増 大 と,工 場 規模 の大 型化 に と もなつ て,
工業用 水 の需 要が 年 々 急速 に増 大 して い る。 と くに4大 工 業地 域 にお け る
工業生 産規 模 の 拡 大 は全 国 水 準 を上 廻 り,工 業 用 水需 要 の 増加 も大 きい 。
わが 国の工 業用 水 は地 下 水へ の 依存 率 が 高 く,最 近 に お け る需 要増 大 に と
もなつ て,地 下 水の 過 度 くみあ げ を余 儀 な くされ,地 下 滞 水量 の 減少 を招
き,遂 に は各 所 に地 盤沈 下 の現 象 を 惹起 す るに至 つ た 。 工 業地帯 の一 部 で
は,2～3mに もお よぶ 沈 下 に よつ て,海 面下 の工 業地帯 が 出現 し,防 潮
堤,排 水 ボ ンづ 整備 等 の 防 災 対策 が講 ぜ られ て い るが,一 度 台 風や 高 潮 が
来 襲 す れば,た ち ま ち大 き な災 害 に見 舞 わ れ る危 険 に さ らされ て い る。 こ
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の ような地区については防 災上 どの よ うな対策 を必要 とす るか につい て事
前 に慎重 な検討 を行な うこ とが 必要であ る。
地盤沈下 を防止するためには,工 業用水 を地下水に依 存 させ ない ことが
必要 であ り,第7章 で詳述 した工 業用 水道の建 設を促進 し ・同時に工業用
水法に よって,地 下水 くみあげを制限 して行 くな どの行政的措 置を講 じる
72)
ことが有効適切な沈下防 止の具体策 で ある と考 え られ る。
海岸 を保 全 し,港 湾施設や船舶は もちろん臨海工場 ・人家 そ してなにょ
り も貴重な多数の入命 と生活 を高潮か ら守 るだめには,高 潮 の来襲 機構を
科 学的に把 握 し,そ れに即応 して合理的 ・根 本的な高潮 対策 を確立する こ
とが必要で ある。 このためには,海 岸 工学 的立場にたつ て,高 潮にっいて
の基礎的な 調査観測 を十分 に行ない,模 型実験や流 体の運動方程 式 をもと
に した高潮現象の解 明が必要 である。 しか し高潮 対策 の規模 を決 定するた
めには,上 述の ような高湖が,期 聞的に どの ような割合で起 こるであろ う
か とい うことを知 り,治 山 ・治 水計画で述べた方 法論に従っ て,防 潮堤そ
の他の高潮対策事業費 と,予 想被害額 との損益分 岐点を求め ,防潮堤の天
端 高を決定 して行 くことが大切 であ る。
なお このほかに,海 岸保 全 としては,海 岸浸蝕 の問題 を とりあげなけれ
ばな らない。 しか し海岸浸蝕の問題は,海 岸工学 の立場 か らの ,漂砂 ・潮
流 ・波 浪に関する研究にみ るべ き成果 が あ り,地 域計 画学 的立場か らは ,
海 岸工学的立場か らの研 究に,浸 蝕防止のための事 業費 と,海 岸浸蝕に よ
つて発 生す る被 害額 との閾 の損益分岐点に関する研 究を加味す ることの必
要性 を強調す るに とどめたい。
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第9章 結 論
以上述べ た よ うに ・第1編 に お い て は,わ が 国の 経 済 の 高度 成 長 を維 持
し,地 域所 得 を増 大 させ,地 域 社 会 の 繁栄 と福 祉 の 増 進 を はか る こ とを 目
的 として.地 域計 画策 定 のた め の基 礎 理 論 を展 開 した 。 この ため,ま ず わ
が国の地 域が 包含 して い る問題 点 を分 析す る こ とに よ り,地 域 開 発 の 指針
を定 め,土 木工 学 ・運 輸 交通 工 学 の 立場 に た つた地域 計 画 の重 要性 を指摘
した・ そ して土 木工 学 ・運 輸交 通 工学 の立 場 にた つ て,し か も地域 の 経 済
構 造 ・産業 構 造 ・入 口構 造 と有 機 的に結 びつ い た 総合 的 な 地域 計画 策 定 の
た めの方 法論 を展 開 した。 そ して,
(1)地域経 済計 画
② 地 域 内適 正人 口
(3〕土 地 利用 計 画 ・産 業配 置 計 画
(4)産業基 盤 整 備 計画
(5)都市施 設 整 備計 画
(6>土地保 全計画
等の 諸計 画 を策 定す る た めの 指針 を 明 らか に した 。 従 つ て地域 計 画 を単 に
土 木工 学 ・都市 計 画学 の分 野 に と どま る ことな く,社 会 経 済的な 分 野 ・オ
ペ レーシ ヨン ズ ・リ サー チ的 な分 野 を と り入 れ て,一 ・歩 前進 させ る こ とが
で きた と信 じて い る。
わが 国に おい ては,地 域学 会 が,よ うや く設立 の 運 びに な つた の を みて
も明 らか な よ うに,地 域 計画 の重 要 性 に対 す る認 識 は相 当 高ま つ てい るに
もかか わ らず,そ の研 究は ま だ緒 に っい たば か りで あ る。 従つ て.以 上 述
べ た地 域 計画 論 を さ らに 発 展 させ る ことに よ り.地 域 計 画学 ・運輸 交通 工
学の学 問 体 系 を確 立す る こ とが今 後に 残 され た 研 究課 題 であ る。
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第1編 で詳述 したよ うに,限 られた国土 で膨 大な人 口を抱 え,経 済の高
度成長 を維持 し ・地域所得 を増大 させ,さ らに地域社会の繁栄 と福祉の増
進をはかることを目的 として地域 計画を策定す るために は,産 業構造 を高
度化 し,合 理的 な土地利用計嘩 ・産業配置計画 を策定し,交 通施 設 ・用地
・用水な どの産 業基盤や都市施 設を整備 強化 し.あわせ て土 地保 全をはか
らなければな らない。 このためには,あ らゆる学問分野での研 究成果を総
合して,地 域開発計画を策 定す るこ とが必要で あるが,土 木工学 ・運輸交
通工学の立場 にたつて,し か も地域 の経 済構造 ・産業構造 ・人 口構造 と有
機的に結びつい た総合的な地域計 画を策定す るためには,以 下に述べ る諸













に注 目して,第1編 で展開 した基礎理 論に もとづ き,阪 神都市圏お よび瀬
戸 内海地 域を対象 として,以 下に述べ るよ うな実 証 的研究 を行 な うことと
す る。
第2章 にお いては,大 阪湾沿岸地 域の工業立地計画 を とりあげ,近 畿経
済の地盤沈下 を防止 し,さ らに産業構造 を高度 化 し,地 域所 得の増大をは
か るため,広 域工業圏の見地にたつて,地 域経 済計画に もとつ く鉱工業生
産水準の上昇を達成するこ とを目的 として,工 業の適正配置計画 を策定 し,
その適 正規模 を算定す る。
第3章 においては,瀬 戸 内海地域の工業立地計画 をと りあ げ,既 成工業
地帯 にお ける産業 と入 ロの過度集中や マ ン℃ス都市化 を防止 し,瀬 戸内海
地域 と既成工業地帯 との地域 格差 を是 正す るため,広 域工 業圏の見地 にた
つ て,工 業地域の育成 をはか ることを目的として,工 業の適 正配置計画を
策定 し.そ の適 正規模 を算定す る。
第4章 においては,阪 神都市圏内の第三次 産業配置計画 をと りあげ,阪
神都市圏の過 大都市の駐路打開 と都市相互の発展整備の調整強化 をはか り
な が ら,広 域都市計 画の立場にたつて.と くに都市再 開発 とい う観点か ら,
地 域経 済計画に もとつ く第三次 産業の生産水準の上 昇 を達成 し,地 域所得
を最大にすることを目的 として第三次産業配置計画 を策 定 し,そ の規模 を
算 定す る。
第5章 においては,瀬 戸内海 地域の輸送計 画を とりあげ,第3章 で求め
る工業立地計画か ら発 生す る輸送需要量を さば くのに険路 とな らないよう
に ガ交通施 設の建設 ・整備計画 を作成す ることを目的 として ,目標年度に
お ける瀬戸 内海地域 の輸 送構造 をあきらか にす る。






日本経 済 にお け る近 畿の 地 位 は ・第 二次 大 戦 を境に して,そ の 後著 し く
低下 してい る。 国 全体 で は1951年 に,す で に戦 前 の 水準 を こえて い るの
に対 して ・近 畿経 済 は 現在 に 至 る も,ま だ 戦 前 の 地位 を回復 し ていな い .
1)
これ は特 に第 二 次 産 業に お いて顕 著 で あ る。 第二 次 産業の 発 展 が,関 東 ・
中部地域 に くらべ て,著 し くた ち遅 れ て い る理 由の 一 っ とし て,近 畿 経 済
は ・消費 財 生 産 を主 とす る軽工 業の 比 重 が 大 きい とい う ことが 挙 げ られ る。
そ して 日本経 済 は 全般 的 に 軽工 業か ら重 化 学 工 業 へ 移行 して い るの に,近
畿経 済 におい ては,工 場 の 過 度 集 中 の結 果,工 業用 水の 絶 対量 の不 足 。陸
上輸 送 のゆ きづ ま り,さ らに は工 業用 水獲 得 の た めの不 自然 な競 争,ひ い
ては土地 が 利 権 化 した こと な どの理 由 に よつ て,高 能 率 と近代 的技術 を必
要 とす る重化 学 工 業化 に 即応 し得 な かつ た こ とな どが原 因 をな して い る と
考 え られ る。 従 っ て近 畿経 済の地 盤 沈 下 を防止 す るた めに は.豊 富 ・低 廉
な工業用 地 ・用 水 の確 保 に 努 め る と と もに,輸 送 施 設の 充実 ・改善 をはか
る ことに よつ て,工 業 立地 条件 を整 備 し,産 業構 造 の高 度 化 をはか るこ と
が 必要 に なつ て くる。
本研 究 にお い て は,近 畿経 済 の 地 盤沈 下 を防 止 し,さ らに 産業 構 造の 高
度 化 をは か る た めに はr大 阪湾 沿 岸 地域 の どの地 区1こいか な る業種 の 工業
を どの 程度 の規模 で立 地 させ るの が 適 正 で あ るか を,単 純化 した 工 業立地
鴛デ ルを 作成 して求 めて 行 く こ とに した。 もち ろ ん.こ こに 云 う適 正配 置
お よび適 正規模 とは.広 域 工 業 圏 の 見地 に立 っ て.地 域 経 済計 画 に 基ず く
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鉱工 業生産水準 の上昇を達成す るこ とを 目的 とした場合 の,適 正配置お よ
び適正規模 を意味す る もので ある。
§2適 応 立 地 業 種 の 選 定
大阪湾沿岸地域にお いて,新 規工 業の立地 を考え る場 合,ま つ第一に適
応 業種 を選定す ることが 必要 となつて くる。適応産業の選 定基準 を第1編
第5章 第3節 の諸分析に もとついて以下 の よ うに 定めた。
(1}近畿経 済の地盤沈下 を防止 し..さらに産業構造の高度化 をはかるた
めに,重 化学工業を基幹 とした成長産業であ るこ と。
② 上 と同じ理由に よつ て.所 得または付加価値の大 きな産業であ るこ
と。
(3)大阪湾沿岸地域 の具備す る立地 因子 に最 も適 した立地条件 をそなえ,
大阪湾沿岸地域 で企業活動 を営む のに最 も適 した産業であ ること。
この場合の各種工業の立地 因子につい ては.第1編 第2章 第4節 に詳述
した産業立地条件調査 お よび輸 送施設調査に もとづ き,以 下の各項 目にわ









輸送施 設 と工業立地 の関係
石炭お よび石 油 と工業立地 の関係
電 力と工 業立地 の関係
原材料 と工業立地 の関係
製品市場 と工 業立地の関係
これ らの諸分析 を とおして,大 阪湾沿岸地 域に立地 す る適応業種を以下
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llのように選 定 した。
製紛 ・酪農 製 品 ・罐 詰 塚 詰 ・じ 一 ル ・石油 精 製(石 油化 学 を含 む)・ 銑
鋼一貫 ・産業機 械 ・強電 機 械 ・軽 電 機械 ・電 気通 信 機械 ・鉄道 車両 ・自動
車 ・パ ルづ ・紙 ・ゴ ム製 品 ・人 絹 ス フ ・硫 安 ・セ メ ン ト ・板 ガラ ス
§5大 阪 湾 沿岸 地域 に お け る目標 生産 量
大阪湾沿岸地域 に お け る 目標 生 産量 を 定 め るた めに は,ま ず 目標 年 度 を
定 めなけれ ば な らな い。 わ が 国に お い て は.所 得 倍 増計 画 その 他経 済計 画
の目標年度 を1970年 に とつ て い る。 従 つ て 当地域 の 計 画 目標 年 度 も,こ
れ らの諸計 画 とあ わせ て,1970年 に とる こ とに した 。 そ して前節 で選 定
した適 応立地19業 種 に つい て,1970年 に お け る目標生 産量 を求 め る こ
とに した。
目標 年度 に お け る地域 の 経 済 構 造 を マ ク0的 に 推定 す るため に は,一一般
に第1編 第3章 第3節 で詳 述 した,っ ぎに示 す よ うな計 量経 済fデ ル を用
いれ ば よい 。
　ユ　ユ
乳 一 〔1-B〕cz,+〔1-B〕 σt(2・1)
ここにYは 内生変数の列 ペク トル,Zは 外生変数および先決内生変
∫ ε
数の係 数 行列,1は 単位 行 列,Uは 構造 方 程式 に ふ くま れ る擁 乱 項 の べ
t
ク トルで あ る。
式(2.1)を 計 算 す る こ とに よつ て.内 生変 数 の 値す な わち 目標年 度 に
お け る大阪湾 沿岸 地 域 の 生 産 所得 ・消 費 ・設 備投 資 ・住宅 投 資 ・在庫投 資
・輸出輸 入・地 域 際純 移 出入・減 価 償 知 政府(中 央・地方)支 出・法 人 所得・製 造工
業生 産額・製造 工 業出 荷額 ・間 接税 な どを推 定す るこ とが で きる。 従 つ て こ
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れ らを もとにして 目標年度 におけ る最終需要 を各 業種 ご とに予測す ること
がで きる。
っ ぎに大阪湾沿岸地域 に おける目標年度 の総生産額 を推定す るためには.
第1編 第3章 第2節 で詳述 した,っ ぎに示す よ うな産業 連関冠デ ルを用い
れ ば よい。
x-〔1--TA)'1Ty (2.2)
ここにXは 総生産額の ペク トル,Yは 最終需要 ペク トル,Aは 投入係数
行列,Tは 地域間交易係数行列,1は 単位 行列である。
この ように して 目標年度 におけ る各 業種 ごとの総生 産額X .(単 位ニ
100万円)が 求 まると,つ ぎに第 二次 産業 の(i)業種1単 位(単 位1000
トン)あ た り生産額p i(単 位10g万 円)を 物量表 を もとに して計算す




か ら計算 す る こ とが で き る。 適 応立 地 業種 の1970年 度 に お け る生 産 目標
は,上 述 の方 法 に従 つ て 理論 的に 算 出す る必 要が あ るが
,こ こで は便 宜上,
通 商 産業 省 が 作成 した ・当地域 の1970年 度 に お け る 目標 生 産量 の デ _タ
3)を利 用
す る こ とecした ・利 用 デ ータ を表 示 す れ ば ,表 一1の よ うで あ る。
§4大 阪湾沿岸地域 の工業適地 と工業用水 および電力事情
阪神地駅 おいては ・工場の過麟 中の結果 ,工業用地.用 水.電 力等







表 一1 1970年 度 目 標 生 産 量
＼.
業 種















製 粉 389 854 465 3,088 5,940 14.38
酪 農 製 品 8 娼 10 120 231 7.79
罐 詰 堀 詰 2 4
}㎝-}
2 郷 435 0.92
ヒ" 一 ル 188 259 71 623 1,198 21.62
石油精製(含石油化学) 4,249 8,555 4,306 21,935 93,621 9.14
銑 鋼 一 貫 6,642 15,826 9,184 22,783 鈴,689 39.88
産 業 機 械 334 1,563 1,229 1・167 5,462 28`61
強 電 機 械 158 567 409 558 2,003 28.31
軽 電 機 械 59 212 153 2LO 754 28.09
電一 気 通 信 機 械 29 1G4 75 104 373 27.87
鉄 道 車 両 285 701 416 1,380 3,395 20.63
自 動 車 1,187 2,920 1,733 5,754 14咳155 20.62
パ ル プ 318 508 190 3,102 8,1a) 6.21
紙 571 &)5 324 3,670 8,912 10.04
コ. ム 製 品 21 72 41 63 251 28.69
人 絹 ス フ 112腫 20 667 1,378 9.58
硫 安 187 1374 187 2,574 名400 14.46
セ メ ン ト 2,472
■
5,(泥0 2,548 18,540 50∂000 10.04
板 ガ ラ ス 247 465 218 538 1,085 42.86
な競争が起つて,産 業 の発展のために大 きな艦路 とな りつつあ る。 このた
め豊富 ・低廉 な用地 ・用水 。電力の確保 をはか ることに よつ て立地条件 を
整備 し,産 業構造を高度化 して行 く必要があ る。阪神地区にお いては,都
市 の再開発 とい う見地にたつて,大 阪南港 ・堺 ・神戸 ・西宮な どで大規模
な埋立工事が進行 中または計画中であ り,一 方では阪神都市圏の周辺部に
おいて内陸工業地区が開発 されつつあ る。 さ らに,す でに過 飽和 となつた
阪神地域の代替地 として,播 磨地区 ・和歌 山地区の開発が 大 き くとりあげ
られ てい る。 著 者 は 大阪湾沿岸地域の 産業配置を考 える場合 に,工 業
適地 を表 一2at示す14地 区に分類 して考察 を進 めて行 くことに した。表
一2は 大阪湾沿岸地域各 地区の工 業適地お よび工 業用 水の調査結果 を通商
4)5)6)7)
産業省や 関係各府県のデータを もとに してと りま とめ,一 括表示 した もの
であ る。
表 一2 大阪湾沿岸地域.各 地区の工業適地及 び工 業用 水
＼ 臨海,内陸の 別 工業適地面積(103㎡)推 定地 価(円/血り 工業用水給水能力(103トソ 年) 用 水 単価(円/トン)
赤 穂 臨 海 8,123 1,400 4馬800 4.5
龍 野 内 陸 1,290 610 47,450 4.6
東 播 臨 海 鴎995 },100 110,000 1α2
明 石.神 戸 〃 8,307 写500 25,915 11.4
北 摂 〃 1.960・ 2,000
}・脚 10.7〃 内 陸 1β40 1,500
淀川右岸.左岸 〃 7,お4 1,600 1,830 10.5
東 大 阪 〃 2,707 1,800 20,805 10.5





泉 州 内 陸 2,323 …1・ 亀… 9.9一
和歌山.海 南 臨 海 8,757 910 119っ720 7.0
一
下 津.有 田 〃 5,315 1,300 26p280 4.7
御 坊 内 陸 馬328 760 お 夢500 4σ7
表 一2に お い て,大 阪南 港地 区 と堺 地 区が 空 欄 に な つ てい るの は,埋 立
地に進 出す る工場 の 業 種 ・敷地 面 積 ・生 産 量等 が す でに確 定 してい るた め
これ ら両 地区 に つ い ては,新 しい工 場 の立地 を考 え る必 要が な い か らで あ
る。従 つ て本 研 究 で取 り扱 う地 区 は,残 りの12地 区 とした 。1例 として
8)
堺地 区ec進出決 定 した 工場 の 一 覧表 を作 成す る と,表 一3の よ うlcなる。
表 一3
曲







八 幡 製 鉄 4,017 銑 鋼 一・ 貫 3,000 93,600建 設 中
}
大 阪 ガ ス 389 都 市 ガ ス ・ コー ク ス タ ー ル (塗雛) 28,100用地造成中
久 保 田 鉄 工 51 鋼 管 パ イ プ〃 パ イ ル 18 1,080
第1期 計画
完 工
八幡高炉 コンクリー ト 17 生 コ ン ク リ ー ト (103mシ年130) 650 完 工
一
小 野 田 セ メ ン ト ⑳ 生 コ ン ク リ ー ト } 輔 計 画 中
セ ン トラル ・ガ ラス 73 透 明 板.型 板摺 板.そ の 他
80 4,616第1期 計画完 工
協 和 醗 酵 7 化学 製品 ・その他 一 一 計 画 中
日 本 ノ ボ パ ン 58 乾式 硬質繊維 板 12 525 第1期計画完 工
興 国 金 属 工 業 19 棒 鋼 圧 延 105 4,200建 設 中
富士班螂鉄工工業 24 耐 酸 化 学 機 械そ の 他
一 一 計 画 中
一171一
大和 ハ ウス エ 業 57
量
組 立 式 パ イ プ




朝 日 製 鋼 31 各 種 鋼 材 圧 延
一 一 計 画 中
宮 地 サ ル ベ ー ジ 47 鋼 材 再 成 38 1,5お 建 設 中
奥 村 組 26 生 コ ン ク リ ー ト
一 一 計 画 中
松 尾 橋 梁 田 鉄 骨 橋 梁 15 1,410 〃
松 下 電 器 87 電 気 製 品 一 } 〃
大 阪 造 船 65 鋼 材 再 生 一 鞘 〃
次 に 電 力につい てで あ るが,
全 需要 の60%を 占め る産 業
用 電 力は,表 一4に 示 す ご と















KWHに,1970年 に は25・7×10KWHと そ れ ぞれ 急 テ ン ポで増 加 す る
9)10)
こ とが 予 想 さ れ る。
§5工 業 立 地 モ デ ル の 作 成
以 上 の 立地 分 析 の結 果 か ら,大 阪 湾沿 岸 地 域に 立 地 す る産 業の 種 類 とそ
の 生 産 目標 が決 定 され たが ・各 産業 の 生 産 目標 をP
i(i=1・2ゲ ・……'・
盆)で あ らわす こ とに した。 っ ぎに 工 業 適地 にお け る土 地 の 造 成可 能 量
た あ







(k=1,2,v…-em)お よび大 阪 湾沿 岸地域 に お け る産 業用 大 口電 力 の
供給可能 量Eが 決 定 され て い る。
工業 立地 石 デ ルを作 成 す る ため に は,こ の ほか に,労 働 力 。輸 送施 設 ・
原材料 一製 品市 場 等 と工 業立 地 の関係 に つ いて分 析 す る必要 が あ る。 しか
し労働 力につ い て は.生 産 の拡 大 発 展 と工業 立地 に悪 影 響 を及 ぼすほ どに
11)12)
逼迫 してい る とは考 え られず,ま た当 地域 内 の各地 区 での労 賃 の格 差 もほ
とん どない と考 え られ るの で,こ の立 地 石 デ ルで は一 応 考慮 しな い こ とに
した。次 に輸 送 施 設す なわ ち道路 ・鉄道 ・港 湾 が工 業立地 に及 ぼす影 響 は
非常 に大 きい 。 す な わ ち,産 茱構 造 の 高度 化 を はば む もの と して,輸 送 施
設のゆ きづ ま りが,今 日程 大 き くと りあ げ られ てい る時 は な い・ す なわ ち
工業立 地条 件 を整 備 し,産 業 構 造 を高 度 化 す るた めに輸 送施 設 の充実 ・改
善 をはか るこ とが 最 も重要 で あ る。 従 つ て.著 者 は,立 地 モ チ ルに従
つて発生 す る輸 送 量 を さば くのに駐路 とな らない よ うに輸 送施 設 を整 備 し
て行 く必要が あ る とい う立 場 を とっ て,こ れ を制 限条 件 としては 考 えない
ことに した 。 さ らに原 材料 ・製 品 市場 と工 業立 地 の関係 は 、この そデ ル で
は,原 料 輸 送 費 ・製 品輸 送費 の問題 として と りあげ る こ とに した 。
従 っ て,こ の そ デ ルに お い ては,各 工 業適地 の用地 ・工 業用 水お よび電
力の制 限条 件 の もとで ・これ らを有効 に利 用 して各 業 種 の 生産 目標Piを
達成す る よ うに工 場 を立地 きせ て行 くこ とが 必要 となつ て くる。
つ ぎに各 業種 ご とに製 品1ト ン生 産 す るの に 要す る用地 ・用 水 ・電 力の
源 単 位 をそ れ ぞれ ・用地 係 数 と して α∫ ・用 水係 数 と して ω`・ 電 力係 数
ん
として θ であ らわ し,さ らに 躍.を 第(の番 目の地区 の第の番 目の業種の
``
生産レペル(単 位1000ト ン)と す る と,
用地制限として 、翫 赤 ノ(…)
一一173一
那 ゐ ゐ
用 水 制 限 と して ∫三 ωicri≦m
れ ね ゐ
電力rascとして 高 嵩 解 ≦E
あ ゐ
生産量制限 として 高 艦 一Pi










の 関係 が 存在 す る ことが 明 らか となつ た ので,式(2.4)～(2.7)の



















式(2・9)を 制 限条 件 に選 ん で もよい こ とが わか つ た 。 地域 経 済的 見地
か ら,大 阪湾 沿 岸地 域 の経 済の 地 盤 沈下 を防 止 し,回 復 をは か る とい う観
点 に た つ て ・どの 地 区に,い かな る業種 の工 業 を どの 程 度 の 規模 で立地 さ
せ るべ きか とい うこ とは,式(2.9)の 制 限 条件 の もとで,立 地 工 業に
一174一
んよつ て もた ら され る所 得 を 最 大 にす る ¢.の 値 を求 め るこ とに な る。 す な
ゐ`




こ こにoは,(k)地 区 に お け る(i)業種 の所 得 係 数 で あ る。 もち ろん 国民 所
ε
得においては,国 民経 済の 自己完結性のため,三 面等価の原則が成 立す る
のに対 して,大 阪湾沿岸地域 の ように地域所得 を問題にす る場合には,地
域経済が独立の経 済単 位でないた めに,生 産所得 ・分配所得 ・支 出所得が
な
互 に喰違 っ て い る。 従 っ て 目的函 数 の イ ン デ ツク スCに 何 を選 ぶか と
∫
い うことが重要 となつて くる。著者 は大阪湾沿岸地域の分配所得 と生産所
得にっいて相関関係 を しらべた ところ,両 者の間に強度の直線相 関(γ
ゐ
・=0.9)が あ る こ と を つ き と め た 。 従 つ て 目的 関 数 の イ ン デ ツ ク スC
ε
と して,生 産所 得係 数 を とつ て も,分 配 所 得 係 数 を とつ て も,こ の立 地 石
デ ルの解 そ の もの に は,何 ら変 化 を及 ぼ さない とい うこ とが わ かつ たの で,
前 述の よ うに,デ ータ が得 や す く,し か もデ ータ の精度 の 高 い生 産 所得 係
数 を選 ん だ わ けで あ る。
立 地 冠デ ル を この よ うに定 式 化 して 行 くと,こ れ は リニ ア ・づ 臼グラ 三
ング にお け ろア 〔]ケイ シ ヨン の 問題 と して数学 的 に解 を求 め る ことがで き
るように なる1P親 て 。の罷 を鰍 の、c便利 なよ うに,(馳 区に切 る
ゐ
(i)業種 の 単 位 生 産 レ ペ ルxi(ト ン)の サ フイ ツ クス を表 一5の よ うに つ
け た。 表 一一5に お い てxの 値 が抜 け てい る ところは,
(i)内陸 部 で臨海 立 地 型工 業 の立 地 しない地 区
鋤 既 設 工 業 の生 産 拡大 ま た は,す で に誘致 が確 定 した 工業 の 目標 生 産
量 を合 計 した 値が,目 標 生 産 量Piに 達す る もの
_175一
左
単 位 生 産 レ ペ ル 鍔
`
(1000ト ン)の サ フ イ ツ ク ス表 一5
地区









製 粉 鯛 の2 π3 ¢4 醜 艦 艦 艦 % 艦 。 鰐 薯 艦2
酪 農 製 品 砥3 畷4 躍 工5 鴎6 艦7 αヒ8 礎19 艦o 端1 艦2 醜3 艦4
罐 詰 場 詰 喝5 暢6 艦7 醜8 鵤9 鴨o 輪1 躍32 %3 輪4 %5 ¢36
ビ ー ル 輪7 蝿8 鞠9 朗40 咳 ユ の42 一 艦3 諮44 峨5 %6 鴨7
石 油 精 製 喝8 一 艦9 鴨 。 殊1 一 一 一 一 鴨2 躍53 一
銑 鋼 一 貫 一 繭 一 噸 一 一 一 一 一 一 一 卿
産 業 機 械 αき4 躍55 躍56 の57 の58 罐59 ¢60 の61 躍62 罐63 κ6盛 αP65
強 電 機 械 略6 %7 躍68 端9 の70 α37工 傷2 躍73 筋4 躍75 躍?6 α177
軽 電 機 械 碍8 叫9 鴨o の8ユ 慮82 躍83 躍84 α185 朗86 輪7 罐88 ⑳89
電熟通信機械 喝o 竃91 鴨2 鴨3 飛 盗 ⑳95 %6 躍97 α198 罐99 罐100 劣101
鉄 道 車 両 艦02 侮03 艦04 鷹ユ05 の106 躍107 艦08 oa工09 ¢110 α!エユ1 鎚ロ2 ⑳113
自 動 車 喝14 鞍15 偽 ユ6 喝17 艦18 αh9 一 艦20 αコ12ユ 6瞥122 ⑳123 叫24
パ ル プ
匿25 一 艦26
一 一 一 一 一 一
艦27 一 嶋
紙 喝28 一 吟29 躍130 α913工 一 一 一 一 硲132 の133 一
ゴ ム 製 品 偽 騒 畷35 罐136 ⑳ユ37 艦38 躍139 艦40 餓41 艦42 鱈43 の144 艦45
人 絹 ス フ 廟 帥 吟46 繭 一 一 一 一 α!147 αh8 一 一
硫 安 の14,9 一 鑑5。 の151 躍152 蝋 一 一 一 醗53 αヨ5蛋 一
■
セ メ ン ト 嶋55 一 備56 一 一 一 脚 一 一 罐 ユ57 一 一








(皿)モ デ ル工場 の生産規模 を満 たす用地 ・用 水の確保ができない地区
(iv)その他技術上の問題 があつ で ・立地 を考 えることができない地区
上記4条 件 のいずれかに該 当す る もの であ る。
§6所 得係数 薩 の算出
ゐ
所 得係 数Ciは,第1編 第5章 第3節 でつ ぎの よ うに求 め られ てい る。
kmk米 乃罧 ゐ聯米 ゐ米撫
C
i=Pl"(声 αノ・Pノ+c、+o、+Ci+Ci)…(2・11)
こ こに1ρ.は(i)業種1単 位 あ た り生 産 額(単 位 円)
`
・
ノ、は臆 業単位あた りに対す る(諜 働 〉らの投入量すなわ搬 入
係数
cl米は幽 区に脚 て牒 種・戦 生産するのに腰 な融 費
離 ・馳 区において喉 種・鞄 生産するのに必数 肋 の躰
回収額
♂総 は(i)業種1単 位 あた りに必要な原料 輸送費差
㈱C
iは の 業種1単 位の製品輸送費
である。
鵬 騰clを 勅 るた めには,ま ず 産業連臓 と物量表か ら,NSn・
`
　
トン あた りの生 産 額Piを 計 算 し ・同様 に して原 料 費 ∫三aii1)jを 求 め
な けれ ば な らない 。 これ らの計 算 値 を表 一6に 示 した 。 つ ぎに 用 水費
ぐ 一 嵯(・ ・12)
(ただ し7・keg(k)ttti区に お け る ・ トン あ た り用 水 費)
UT
を計 算す る と表 一7が 得 られ る。地 区別業 種 別 年間 用地 費は ・各 地 区 の用
_177一
k15)
地 費 を1㎡ あ た り1)1とす る と,毎 年 同一 額 均 等 償 却 と考 え て,
・轡 一 ・、pl7(7十1)ン(r+・)n-・(・ ・1・)
ここに7は 利 率,nは 償 却年 数,と して計 算 で き る。Tは 用地 造成 を起債
で 行 な うか,あ るい は市 中銀 行 か らの 借 入金 を用 い て行 な うか な どに ょっ
て それ ぞれ こ とな るが,一 応安 全 を考 えてr=10%に とる こ とに した。
同様 に してnも 企 業に よつ て それ ぞれ こ とな るが,こ こで はn=10年 に











製 粉 41.16 34.20 6.96
酪 農 製 品 279.49 191.59 87.90
罐 詰 場 詰 367.42 288.(婚 79.37
ピ ー ル
『 τ 9α20 66.88 23.32
石 油 精 製
心　 18.44 10694 7.50
鉄 鋼 一 貫 31.85 14.27 17.58
産 業 機 械 99.16 62.73 36.43
強 電 機 械 475.22 259.91 215.31
軽 電 機 械 975.16 525.93 449.23
電 気 通 信 機 械 1,280.73 623.27 657.46
鉄 道 車 両 626.70 352.41 274.31
自 動 車 46a52 239.83 22a69
パ ル プ 51.64 17.48 3へ16
紙 97.75 58.67 39.08
ゴ ム 製 品 1,203.85 510.03 6ga82
人 絹 ス フ 570.29 255.95 314.34一
硫 安 20.52 16.81 3.71
セ メ ン ト 6.49 2.54 3.95







表 一7業 種 別 ・ 地 区 別.用 水 費 (単位 円)
地区
業種











製 粉 5 5 10 11 11 11 11 11 10 7 5 5
酪 農 製 品 5 5 10 11 11 11 11 11 10 7 5 5
罐 詰 塚 詰 23 23 51 57 54 54 53 53 50 35 24 24
で_ル 90 92 204 228 214 214 210 210 198 140 94 94
石 油 精 製 9 9 20 お 21 瓢 21 21 20 14 9 9
銑 鋼 一 貫 135 138 306 342 321 321 315 315 297 210 141 141
一
産 業 機 械 90 92 204 228 214 214 210 210 198 140 94 %
強 電 機 械 315 322 714 798 749 749 735 735 693 490 329 329
軽 電 機 械 315 322 714 798 749 749 735 735 693 490 329 謝
電気通 信機械 315 322 714 798 749 749 735 735 693 49D 329 謝
鉄 道 車 両 90 92 2D4 228 214 214 210 210 198 140 94 94
自 動 車 90 92 鋤 螂 214 214 210 210 198 140 94 94
パ ル プ 1,350 1,380 3,060 3,420 3,210 3,210 3,150 3り150 島970 a100 1,410 1,410一
紙 1,260 1,2882,856 3,1922,996 2,996 2,940 2,940 2,772 1,960 1,316 1ワ316
ゴ ム 製 品 450 460 1,0⑳ 1,140 1,070 1,070 1,050 1,050 990 700 470 470
人 絹 ス フ 1(ろ800 11,04024,48027,36025,68025,68025,20025,20023,76016,80011,28011,280
硫 安 180 184 408 456 428 428 420 420 396 280 188 188
セ メ ン ト 135 138 306 342 321 321 315 315 297 210 141 141






表 一t8業 種 別.地 区 別.用 地 費 (単位 円)
地区
業種
赤 穂 龍 野
聖











製 粉 14 50 90 122 163 122 130 14.6 74 74. 106 62
酪 農 製 品 1,709 744 1,343 1,831 2,441 1,831 1,9502,197 1,111 1,111 1,E87 928
罐 詰 場 詰 228 99 179 謝 326 謝 260 293 148 148 212 124
ビ ー ル 工14 50 90 122 1〔路 122 130 146 74 74 106 62
石 油 精 製 46 20 36 49 65 49 52 59 30 30 42 25
銑 鋼 一 貫 251 109 197 269 358 269 286 322 163 163 233 136
産 業 機 械 鰯 199 358 鰯 651 488 520 586 296 296 423 247
強 電 機 械 4,557 1,986 3,581 4,883 6,510 4,883 5,200 5,859 2,962 2,962 4,232 島474
軽 電 機 械 3,玉90 1,390 ろ506 3,418 4p557 3,418 馬640 4,101 ろ(π3 2,073 2,962 16732
電気通信機械 3190 1,390 2,506 馬418 4,557 3,4183,640 4,101 2,α73 2DO73 瑞962 1,732
鉄 道 車 両 1,960 854 1,5雲0 2,099 2,799 2,099 2,236 2,519 1,274 1,貿4 1,820 1PO64
自 動 車 1,960 854 1,54ρ 2,099 2,799 2,099 23236 2,519 13274 1,274 1,820 1,064、
パ ル プ 797 347 627 854 1,139 854 910 1,(セ5 518 518 741 433
紙 島279 993 1,790 2,441 3,255 2,441 島600 2,930 1,481 1,481 馬116 1,237
ゴ ム 製 品 456 199 お8 娚 651 488 520 586 296 296 423 247
人 絹 ス フ 9,114 3,971 7,161 9,76513,0209,76510,40011,7185,924 5,924 8D463 4,948
硫 安 251 109 197 269 358 269 286 322 163 163 鵬 136
セ メ ン ト 68 30 54 73 98 73 78 88 仏 44 63 37
板 ガ ラ ス 387 169晶 304 4ユ5
553 4ユ5 4垂2 498 252 252 お0 昼 210
ゐ繍 米ゐ米米米
,お よび製 品輸送 費e. は第1編 第5章 第3つ ぎに原 料 輸 送費o
``
節におい てつ ぎの よ うに求 め られ て い る。





ここに9/iは ・(喋 種1単 位 を生産す るのに腰 な(牒 種 の投入 量(単
ほ ほ 　
位 卜・)・ ・、㈹ ・o、(。、)'oノ(Rs)はそれ ぞれ原 料 地(りか ら(馳 区の(')
業種に原料 す な わ ちの 品 目1単 位 を輸 送 す る場 合 の道路 輸 送 運賃 ・鉄 道 運
賃'海 上 籟 で あ り ・r(R.)・r(。,)・γ(。,)はそれ ぞれ 道路 輸 送依 存 度
・鉄道 輸 送依 存 度 ・海 送依 存 度 であ る。
・t　一癌 鴎(r(i,,)・錨う㌔)・ 錨 り㌔)・ 疑A)
(2.15)
左 削
は(め地 区 の(∫)ここに β、ノは(馳 区の{牒 種の(牒 種への販売係数 ・ ㌦
ゐヱ 　 たヱ
業醐 品の(髄 区(牒 種へ の 配母 ヒ・c、(。,)・Cl(・、)・e・(Ps)はそ れ ぞ
れ(k)地区 か ら(i)産業 の 製 品1単 位 をの地 区へ 輸 送す る場合 の 道路 輸送 運 賃
・鑓 顯 ・海 上 韻 で あ り ・r㈹ ・r(
。,)'r(・,)はそれ ぞれ 道蹴
送依存 度 ・鉄 道輸 送依 存度 ・海 送 依存 度 で あ る。
式(2v14),(2.15)を 用 い て 当地域 内 地 区別 ・業 種別 原料 輸 送費 お
よび製 品輸 送 費 を求 め ると,表 一9,10が 得 られ る。
ゐ米 た)隊 左)照
以 上 の 諸 計 算 に よっ て ・ 」Oi・%Pノ ・e・'ei・Ci'
・轡 が 求 ま っ た の で,表 一 ・一 ・・ を用 ・・て式(・ ・M)を 計 算 す る
た








表 一9業 種 別.地 区 別 ・ 原 料 輸 送 費 (単位 円)
地区
業種
赤 穂 龍 野 東 播
明 石
神 戸
北 摂 北 摂
(内陸部)
右岸淀川






製 粉 548 438 438 438 438 572 231 475 475 475 218 311
酪 農 製 品 573 874 456 396 425 890 701 674 954 754 772 955
罐 詰 場 詰 1,418 1,%0 1,071 689 田0 1,721 1,393 1,191 1,853 1,074 1,254 1,861
ピ ー ル 1凶 296 1正5 101 95 208 167 163 224 147 152 217
石 油 精 製 2,783 3pσ76 2,254 2,254 2,769 3ゴ114 島976 2,968 3,0D6 2,749 2,766 2,967
銑 鋼 一 貫 3,175 亀506 3,143 3,111 亀080 3ひ581 3,444 3,444 3,550 3,140 3,140 3,544
産 業 機 械 4,981 3,663 82 54 72 139 1レ400 104 2,635 78 1,726 4,635
強 電 機 械 9,753 7,640 go9 962 1p132 1,589 3,776 1,530 6,400 1,508 4,53810,145
軽 電 機 械 4,236 4.・243 1,318 983 1,053 2,011 島398 1,597 3,577 1,437 2,475 4,706
電気通信機械 2,145 2,252 857 514 682 1,229 1,289 867 1,854 751 1b260 島299
鉄 道 車 両 317 298 74 58 61 117 160 99 247 86 169 344
自 動 車 183 151 16 20 25 36 76 34 122 31 87 198
パ ル プ 216 342 お2 2鵠 238 394 334 謝 417 713 315 謝
紙 946 1,325 765 648 470 929 875 862 1,125 653 775 1,115
ゴ ム 製 品 5,452 6,380 1,758 1,761 1,920 4,071 4,141 3,180 6,003 ろ546 3,793 7,181}
人 絹 ス フ 5,763 6,919 島831 2,612 2,439 4,952 4,806 4,078 馬798 3,351 4,446 6D588
硫 安 395 305 25 23 26 48 136 39 240 35 160 390
セ メ ン ト 1,156 1,650 1,153 1,153 1,153 1,806 1,541 1,541 工,789 1,346 工,346 1,676
























































































































































































































































































































































































































































































































































製 粉 6.工6 6.34 6.33 6.35 6.30 6`20 6.52 6.29 6.33 6・31 6.53 6砂46
酪 農 製 品 85.48 8645 86.00 85.62 84.97 85.12 85.17 84.98 85.75 85.94 85.43 85」89
罐 詰 場 詰 77.57 77.14 77・98 78.34 78ピ06 77.3D 77.59 77.79 77.25 78.02 77.78 77624
ビ ー ル 2285 2a76 22.82 22.83 22.80 22.73 2a74 22.76 22」75 22.87 22.87 22.80
石 油 精 製 434 4」09 4.96 5.05 452 4.19 4.32 4.36 4.24 4.52 4.46 3.23
銑 鋼 一 貫 13.58 13.41 13.52 13.64 13.58 13.15 13.29 13.26 13.24 16.95 15.21 12.45
産 業 機 械 30.76 32.34 35.67 35.57 35.42 35.51 34.20 35.44 33.19 35.80 34.06 316鉛
強 電 機 械 200.68204.51209.99208.64206.85208.01205.49207.08205615210.23206.09202.21
軽 電 機 械 441.35443.1444.58443ポ95442.80姐2.97 442.35442.7144a78 445.11443.6144a31
電気通 信機械 651.67653.36653.27652.64651.40651.99651.69651.67652.73654.03652.79652.95
鉄 道 車 両 271.80272.93272.38271.84271.16271.80271.60271.39272.弓8272.69
P
272.10272.66
自 動 車 220.31221.46220.822λ).26 219.58220.26
一 一
218.21218.12218.67219.2222〔}、07220璽26
パ ル プ 3ユ,57 31.88 30.08 29.57
一
29.50 29.6329鱒68 29.59 30.14 30.69 31.54 31.72
紙 34.36 35626 33.51 32.71 32.29 32.6432.58 32.30 33.59 34.85 34.72 35.21
ゴ ム 製 品 687.46686.78690.68690.42690.17688.18688.10688.99686.52690.27689.12685.91
人 絹 ス フ お8.41 292.18279.68274.49273.11273.85273.85273.29278.74288・12 289.99291.32
硫 安 2.60 2.83 2.92 a71 2.64 2.69 2.60
一
2.75 2。.22 3.00 2.90 2.72
セ メ ン ト 2.41 1.95 2.31 2.32 2.31 1.68 1.94 1.96 1.72 2.23 2じ26 1.931
板 ガ ラ ス 29.78 29.96 29.35 29.19 29.12 29.1929.20 29.17 Z)蟻39 四.?0 29.81 29.89
§7工 業 立地 モデルの計算 とその結 果の分析
前節に おい ては ・当地 域 の工 業立 地 モ デ ル を定 式化 し,式(2.9),




i,ei,A,m,E,Pi,Oiを 当地域 に お け る諸 分 析の 結 果
をもとに して算 出 した。 そ して これ らの 数 値 を使 用 して,こ の立 地 石デ ル
の計算を電子計 算 器FACOM128Bを 用 い てお こなつ た 。計 算 の結 果 求
められ た最 適解 は,表 一12の よ うに なつ た 。
この結 果 云え る こ とは,広 域 工 業 圏の 見地 に立 つ て,大 阪湾 沿岸 地 域 の
経 済の地 盤沈 下 を 防止 し,回 復 をは か る とい うこ とを 目的 として立 地 もデ
ルを作 成すれ ば,臨 海型 各 産 業 は東 播地 区 お よび 和歌 山地 区 に集 中 す る傾
向にあ る とい うこ とで あ る。 そ して一 般 的 に は,東 播地 区 に は あ ま り水 を
必要 と しない 産 業 が,反 対 に和 歌 山地 区 に は,豊 富 ・低廉 な用 水 を 必要 と
す る産 業 を立地 させ るの が望 ま しい と考 え られ る 。そ して 阪神 地区 に は,
典 型的 な消 費地 立 地 産業 で あ る,石 油 製 精 ・石 油化 学 以 外の 産業 の立 地 は
あま り認 め られ ず,そ の 周 辺の 内陸 部 に.罐 詰 ・壕詰 工 業 ・じ 一 ル工 業 ・
人絹 スフ工 業 ・ゴム工 業等 の消 費 財 産 業や 軽 電機 工業等 が 立 地す る傾 向 に
あ る。す な わ ち阪 神地 区 周辺 の 内 陸 部 は,主 として軽 工 業部 門 で 占 め られ,
重化学 工 業 は,東 播 ・和 歌 山等 阪 神工 業地 区 の代 替 地 を求 め て立地 して 行
く もの と考 え られ る。
この 間 の事 情 を も う少 し詳 しく分 析 す る ため に,電 子計 算 器 で計 算途 中
の シンづ レツ ク ス表 の10ス テ ツ づ,20ス テ ツ づ ワ30ス テツ つ の基 底






表 一12業 種別.地 区別 目標 生 産 トン数
L(
単 位1000ト ン)
有 効 需 要
生産 トン数















製 粉 465 465
酪 農 製 品 10 10
罐 詰 場 詰 2 2
ビ ー ル 71 71
石 油 精 製 4,306 4,306
産 業 機 械 1,229 1,229
強 電 機 械 409 376.32 32.68
軽 電 機 械 153 45.86107.14
電気通信機械一 75
き 75
鉄 道 車 両 416 150 † 吋
†』 †自 動 車 1,733 1,733
パ ル プ 190 54.75 135.25
紙 324 61.76 247,914.34
ゴ ム 製 41 41
人絹笠 ⑳ 20
硫 安 187 187
セ メ ン ト 2,548 913 1,635





















































































































































































































表 一14シ ンSレ ツ ク ス 表,20ス テ ツ つ の 基 底 解 (単位1000ト ン)
有 効需 要
生産トン数

















酪 農 精 品 10 10
罐 詰 場 詰 2 2
ビ ー ル 71
石 油 精 製 4,306
産 業 機 械 1,229 1,229
強 電 機 械 409 358.25.50.75
一
軽 電 機 械 工53 153
電気通信機械 75





致 道 車 両 416 150 266
自 動 車 1,733 1,733
パ ル プ 190 7.68
紙 324 148.2 81.9493.86
ゴ ム 製 品 41 41
入 絹 ス フ 20 0.77 19.23
硫 安 187
セ メ ン ト 2,548
卿











有 効 需 要
生産 トン数















製 粉 465 465
酪 農 製 品 10 10
罐 詰 堀 詰 2 2
ビ ー ル 71 71
石 油 精 製 4,3D6 4β06
産 業 機 械 1,229 1p229
強 電 機 械 409 355.6553.35
軽 電 機 械 153 83.13 69.87
電気通 信機械 75 75
鉄 道 車 両 416 150 266
自 動 車 1,733 1,733
パ ル プ 190 146 忽
紙 324 6.34 303.3214.34
ゴ ム 製 品 41 41
人 絹 ス フ 20 10.05 9.95
硫 安 187
-一 -一}一 一 一土 】87
セ メ ン ト 3548
板 ガ ラ ス 218 十 . 218
ゐこれ らの表 をみ て 明 らか な よ うに,0.の 値 の 大 き な産 業 か ら解 が求 ま
星
み
っ て い る。そ して一 般 的に 消費 財 産 業 はC.の 値 が 大 き く,逆 に資 本 財 産
`
業や 中聞 生 産財 産業 で はckの 値が 小 さい の が 普 通 で あ る。 シ ン づ レ ツク`
16)hk
ス 法 を 用 い る と ・ ・-ciの最 大 値 か ら消 去 計 算 を 始 め る の で ・ さ き にeiの
な た
値 の大 きな 産 業か ら立地 が決 定 して行 くの は 当 然 で あ る。 しか し(e.・¢)
`i
の 値 の 大 き な 資 本 財 産 業 や 中間 生産財産業が計算の後 の段階で同一
地区に入つて きた ときには,用 地 ・用水 ・電力な どの制限に よつ て他地区
へ 追出 されてい る。結果 として最終 的には表 一12の ようIC工業立地の姿
が求 められ たが,途 中のステッづを重ね合せてみ ることによっ て,上 述の
追 出 しの現象が よ くわか る。従つて阪神経 済圏の勢 力範囲に あ る瀬戸 内海
地域,四 国地域な ども含めた工業立地につ いて考究す る とい うことが,今
後 必要である。
最後に この立地 εデルの目的は繰返 し述べ たよ うに,個 々の企業の利潤
を最大にす ることではない。従っ て企業の立場 にたっ て,こ の立地そデ ル
を眺め るな らば,企 業が工場を建 設しようと した 目標地 区の ♂ と ,表一
`
ん
12で求め られた地区のe iと 比 較 し,両 者の差が企業内部 の合理化 目標
額 に対 しては るかに小 さい もの で あるな らば,そ の企 業の立地 は ,この立
地 モデルで考えた因子以外の要素 の影 響を うけ る とい うこ とであるか ら ,
その方面か ら慎重に検討 して決定すべ きであ る。
§8結 言
本研究においては ・広域工 業圏の 見地 ・こたつ て ,近畿 経 済の地蹴 下を
防止 し ・さ らに麟 継 の高度化 をはカ・りなが ら.地域繍 計画に もとつ
く鉱工業生産水準の上昇を達成す ることを目的 として ,大阪湾沿岸地域の
一190一
どの地区にいかな る業種 の工業 を どの程度の規模 で立地 させ るのが適正で
あるか を,第1編 第5章 第3節 で定式 化 した工業立地Eデ ルに従つ て計算
した。 この場合立地 そデ ルにふ くまれ る諸数値すなわち ・ α`・ ω∫ ・
乃 渥 た
e.,A,pa,E,P.,e.を 当 地域 にお け る諸 分 析 の結 果 を もと
3`;
にして算出 し,こ れ らの数値 を使用 して最適解を求めた。 この計算の結果
重化学工業は ・東播地区お よび和歌山地区に集中す る傾向にあ り,阪 神地
区にはすでに誘致 の確定 した工業以外の立地はあま りみ とめ られず,一 般
的には東播地区には水を多量に必要 としない工業が,反 対に和歌山地 区に
は豊富 ・低廉な用水 を必要 とす る産業 を立地 させるのが望 ま しい 。阪神地
区の内陸部には,主 として消費財産業や軽工業部 門を配置す るのが望 まし
いとい うことがわかつた。 この ような工業立地 の計算結果 は,地 域 経済学
者や経済地理学者の主 張す る工業立地の姿 と一致 し,工 場立地 を望 む地元
の意向 とも合致 してい る。 しか もこの工 業立地もデルには,土 木工学 ・運
輸交通工学的立場 にたつ た,用 地 ・用水 ・電 力 ・輸送 力な どの検討がすで
におりこまれ てお り,さ らに このそデ ルを用いた計算に よつ て,各 地区 ご
とに適応立地 業種 とその 目標生産量 を数量的に把 握す ることがで きる。従
って,工 場 配置計 画 ・土地利用計画 ・産業基盤整備計画な どの諸計画策定
上 きわめて有用 な ことが 実証で きた。
第5章 瀬戸内海 地域 の工業立地計画
§1緒 言
今 日わが 国 にお こ りつ つ あ る地域 問題 を大別 す る と次 の2つ に な る。
一191一
ヱつは既成工 業地帯に立地 条件の ゆきず ま り・生 活環境の 悪化が あ らわれ
た。とであ窺 他の、つは繊 間の繍 的不均働 ・増大する傾敵 あるこ
とであ る。そ してこれ ら2っ の問題 はいずれ も ・工業集積 を主 要な契機と
して労働 力,総 資本 な どの資源が既成工業地帯 に偏在 し ・しか もその傾向
が強 くなつたか らであ る。では一体 なぜ工業が特 定地域 に集 積す るのであ
ろうか。い うまで もな く工場 があ る地点に立地す るのは個別企業の 自由意
志に委ね られてい る。従つて工業が集 積す るの は,企 業が 他の地 点に立地
す るよ りも大 きな利益を得 るこ とができ るか らに相 違ない。個別企業はエ
業地帯 ・工業都市 を形成する ことに よつて,関 連工場.下 請工 業に恵まれ,
原料の供給,製 品の販売の有利性,技 術 労働者獲得,資 金調達上 の便益な
ど,数 多 くの利益 を うけ るこ とがで きる。 その上,そ の地域 の経 済活動が
盛んになるにつれて,道 路 ・港湾 ・鉄 道 ・生活環境 諸施 設な ど公共資本が
追 随的に投下 され るか ら,立 地条件 は一 段 とよ くな り,さ らに工 業が集積
す る。工業の集積は労働 力の増加 を もた らし,同 時に有効 需要 を増大させ,
これに ともなつて関連産 業が発 展す る。 この よ うに して,産 業や入 口はま
す ます増大 し 、それが市場 や公共施 設な どの外 部経 済を拡 大整備 して既成
工 業地帯の集積は累積 的に増大 してきたのであ る。
しか も最近の立地動向 は,工 業生産の高い テンポの拡大に ともなつて,
大量の原料を海外に依存す るこ ととな り,国 内 資源の ウエイ トが相対的に
低下す るかた わ ら・技 術革新に よる原料,エ ネルギー源の変化 ,輸送手段
の 進歩 と充実な どに よつて,原 料地 立地 の有利性が次 第に うすれ ,市場立
地 ・消費地立地 の傾 向が一段 と強 くなつた。 このこ とが戦後の既成工業地
帯の集積過程 に一段 と拍車をかけ る大きな要因 となつたのであ る。
この ような戦後の著 しい集積の結果 .道路 ・港湾な どの社会的諸施 設や,
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土地 ・水な どの自然資源が不足 して生 産を阻害す るに至つた。 これ を解決
す るために公共投 資が集 中 して投下 され たが,こ の結果 は さらに企業の集
積を招いて,最 近では立地条件はお おむね限界に達 した もの とみ られ,生
活環境 もいちぢる しく悪化す ることに なつた。
この結果,既 成四大工 業地帯内の新 設工場は,中 京地区を除 いてはお お
むね中小規模の ものに限 られ,大 規模 な工場を設立す ることが困難になつ
た。このため,大 企業は集積 の利益 を享受 し,同 時に比較的容易に関連施
設を整えやす い大都市周辺に次第に分 散す る傾 向を示す に至つた。た とえ
ば,京 浜では千 葉臨海地区 をはじめ,首 都圏開発構想に ともな う内陸工業
地区が開発 され,阪 神では大阪 市周辺 内陸工業地 区,東 播地区,和 歌 山地
区が開発 されてい る。 さ らに まだ発展余地の大 きい中京地区 で も三 重 ・北
伊勢臨海地区 に発展 しよう としてい る。従って,こ のままでは,地 方分散
といつて も工業生産の大部分 を四大工業地帯に隣接 した地域 で生産す るこ
とにな り,実 質的には既成工 業地帯 を外延 的に拡張 した姿に なつてしまう
可能性が強い。
もしこれ らの周辺工 業地 区が あ らかじめ計画された構想に もとず いて発
展せず に,過 度の集 中をお こなえば,既 成工業地帯 と連担 して,用 地 ・用
水の不足,地 盤沈 下,交 通難 な ど産業発展上 のさま ざまなネツクが再 びあ
らわれ,人 口集 中に ともな う生活環 境の諸弊害 も一段 と強ま るで あろ う。
この ことは,社 会的費用や企 業コス トを高めて総資本の効率 を悪 くす るこ
とにな り,同 時 に住 民福祉 の向上に重大 な支障 を与 えることにな る。
また四大工業地帯お よびその周辺部へ の企業集 中に よつ て ・それ以外 の
地域 は開発 され る見込み を失い,生 産性の極 めて低い産業のみ を担 当す る
ことに なるか ら経 済活動は沈滞す る。その うえ生産 的な労働 力の一部は工
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業地帯に移動す るか ら.入 口構成の非 生産力的性格が 強 くな る。 これ ら
経 済活動の沈 滞 と入 口構成 の非生産力化 は・工 業地 帯 との間の地域格差を
さらに拡 大す るおそれが ある。地 域間の経 済的不 均衡の激化 は ・社会的緊
張 を増大す るばか りでな く,国 内市 場を自 らの手でせま くす るることにな
り,わ が 国経済の安定 と成長の うえに重大な障害 とな る危険性 があ る。
また資源の特 定地域へ の過度集 中は,台 風 ・水害 ・地 震 ・高潮な どの天
災 によつ て,わ が 国経済に大 きな打撃を与 えるこ とに なる。 この ことにっ
い ては,地 理的 ・気 象的に災害頻度 の高 いわが国の場合 には・一層強い配慮
が必要で あろ う。
以上 あげた3っ の点か ら,既 成工 業地帯 の周辺部へ の外延的発展 と同時
に,地 域間の経済的均衡 をはか るために,全 く新しい工 業地域 を育成する
ことが望ま しいといえるだろ う。
そのためには,あ らためて全国的に工 業の集団立地可能 な地域 を発見す
るこ とが必要 である。た とえば,瀬 戸 内海沿岸地域,駿 河湾一 帯地 域,富
18)山・高岡地域 な ど,早期に開発 を予想 され る地 域をあげ ることがで きる。
これ ら新工 業地帯の誕生に よつ て四大工 業地 帯の過度集 中や マンもス都
市化が防止 され,長 期的に は総資本の効率 を高め る役割 をはたすだろ う。
同時に近隣地 域の低生産性 産業か らの雇用 を吸収 して,地 域 間の経済の不
均衡 を是 正するた めに も大 きな働 き をす る。
新 しい工業地域 を開発す る場合,総 資本 の効率 を高 めるためには,適 正
な規模の集積が 必要であ る。 とい うのは,適 正な集積に よつて ,企業は生
産の うえで相互に幾多 の利益 を得 るばか りで な く,産 業の基盤 となる道路
・倦 湾な どの基礎施設や ,災害を防 ぐための防災施設の整備 を効率的かつ
重点的に行ない うるか らで あ る。す なわち私企業投資 と公 共投 資 との効率
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的な協力投下 を期待 し得 るか らにほか な らない。 さらに重要なこ とは,今
後新 しい工 業地域の就業者 の生活水準が増大 し,新 しい生活水準 に即応 し
た都市が要請 され ることであ る。 このた めには都市の入 口を適度に集中 さ
せ,適 度の地域的広が りを持たせ るこ とが必要 となつて くる。 とい うの は,
適 正な入 口の集中に よつて,は じめ て都市の公共施設な ど市民生活のため
の諸施設を充実 させ ることが可能 とな り,高 い生活水準 を確保す ることが
できるか らである。 この ことは,こ れ らの 都市 を形成す るに足 るだけの工
業地区の形成 ・つ ま り工 業の 適正な集積 を必要 とすることを示 してい る。
したがつて新 しい工 業地域開発の形 態は,集 積の利益 を十 分に享受 し,し
かも既成四大工 業地帯 にお こりつつ あ る各種 の弊 害を未然に防止 し得 るよ
うな,適 正規模の健 全な工業都市 であ るといい うるであろ う。
工業の新 しい立地 は.私 企業の個別 の立場 か ら自由に選択され る もので
ある。従つて一企 業が 単独であ らたに 大規模な産業基盤 を整備 しなければ
ならない ような地点に立地 を求める ことは困難 である。 その結果 どうして
も既成工 業地帯 もし くはその周辺 に立地 を求め ることになる。
新 しい工業地域 を形成す るために最 も重要な ことは,公 共投資をお こな
うことに よつて立地条件 を整備す るこ とであ る。わが国は西欧諸国 とこと
なつ て,古 くか ら四大工業地 帯の みに公共資本が偏在 してお り,それ以外
の地域の道路 ・港湾 ・生活環境施設は きわめて劣弱で ある。従って地方に
工業地域 を分散す るた めに は,ま ず公共施設のための先 行ない しは並行投
資が前提 となる。先行 的に立地条件 を整備す ることに よつて,あ くまで も
企業の 自由意志を尊重 しつつ,望 ま しい地域に望ま しい産業 を誘導す るこ
とが可能にな ると考える。
本研究においては,瀬 戸 内海地域(四 国 ・高知県 をふ くむ)を 対象 とし
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て,既 成工 業地帯 との地 域格 差の是 正お よび ・既成工業地帯 にお ける産業
と入 口の過度集 中やマン鴛ス都市化の防止 をはか りなが ら ・新しい工業地
域 の育成 を目的 として,瀬 戸内海地 域の どの地区に いか なる業種 の工業を
どの程度の規模 で立地 させ るのが 適正であるかを単純化 した工 業立地 もデ
ル を作 成して求めて行 くことに した。
§2瀬 戸 内海地域工業立地の概況19)2())
瀬戸内海地域工業開発の現況 をみ る と,阪 神工 業地帯のゆ きづま りの結
果,阪 神工業地帯の 外縁的拡大 として分 散的に開発 され た地区や,資 源に
め ぐまれて独立 に発展 した地区な どが ある。 しか しこれ らの地区の多 くは,
阪神工 業地帯 との結 びっ きが強 く,阪 神工 業地帯 への原料用中間製品の供
給 地 であ り,高 度加工は阪神工業地帯に依存す るとい う形態 をとっている。
この地域において注 目すべき地区 は,中 国側では良好 な埋立 地にめ ぐまれ,
しか も阪神地区に比較的近い ことか ら,重 化学 工 業基地 として脚光 をあび
てい る水 島地区 ・福山地 区,戦 前の軍部の基地 として産業基盤が整備 され,
しか も中国地方の一大消費 地 として発展 して きた広島 ・呉地区お よび石灰
石,石 炭 などの資源が豊富な山 口県な どが ある。また四国側では徳島に良
質 ・豊 富な用 水事情に よって製紙工業が伝統 的に 発展 し,松 山地区では立
地 条件 の整備 に よって化学工 業 を中心 とした臨海工 業地区が形成 されつつ
あ る。そして九州側では北九州工業地域に直結 す る苅 田地 区や用水 ・用地
の整備 により大分 ・鶴崎地区が注 目されてい る。
これ らの臨海地区 には 大規模 なコン じナ ートが形 成 され る傾 向にある。
瀬 戸内海地域 において,既 存,建 設中あ るいは計 画中の石油化学 コンピナ
ー トは岩国 ・新居浜 ・徳 山 ・水島な どの諸 地区であ り ,これ らの地区内に
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立地す る火力発電所 と結 びっ いて ・電 カー石油化学複合 コンじナー トへ と
発展す る条件 をそな えてい る。
以上の よ うに して,瀬 戸 内海地域に立地 した諸 産業が独立 して成長 して
い くためには,そ こに十分 な関連 産業が そだっ だけの産業基盤 が必要であ
り,その整備が いそがれてい る。
§5適 応 立 地 業 種 の 選 定
瀬戸 内海地域において新規工業の立地 を考 える場合.ま ず第一に適応産
業を選定す るこ とが必要 となつて くる。 筆 者 は 適 応 産 業の選定基準 を
以下のように定めた。
〔1)瀬戸内海地域の産業構造の高度化 をはか り,既 成工業地帯 との地域
格差を是 正す るた めに,重 化学 工業 を基幹 とした成長産業であ ること。
② 上 と同じ理由に よって,所 得または付加価値の大きな産業であ るこ
と。
(3)瀬戸内海地 域の具備す る立地因子に もつ と も適した産業であること・














石炭お よび石油 と工業立地 の関係
電 力と工 業立地 の関係
原材料 と工 業立地の 関係
製 品市場 と工 業立地の 関係
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これ らの諸 分 析 を とお して,瀬 戸 内 海 地 域 に立 地 す る適 応 業 種 を以 下 の
よ うに選 定 した。
人 絹 ス フ ・パ ル づ ・紙 。石 油 精製(石 油 化 学 を含 む〉 ソ ー ダ灰 ・セ メン
ト ・銑 鋼一 貫 ・産業 機械 ・強 電 機械 ・自動 車
§4瀬 戸内海地域 におけ る目標生産量
瀬戸 内海 地 域 にお け る 目標生 産量 を求 め る ため に は,ま ず 目標 年 度 を決
定 しな け れ ばな らな い。 わが 国 に お い ては,所 得 倍増 計 画そ の 他経 済計画
の 目標年 度 を1970年 に とつ て い る。 従 つ て 当 地域 の計 画 目標 年度 もこれ
ら諸 計 画 とあ わせ て1970年 に とる こ とに した。 た だ し当 地 域 に お いては,
急 テンポ な工 業 開 発が 予想 され るの で,中 間 目標 年 度 と して1965年 もあ
わせ 考 え る こ とに した。
そ して前節 で選 定 した 適応 立 地10業 種 につ い て,1965年 お よび
1970年にお け る 目標 生 産量 を求 め る こ とに した。
目標 年 度 にお け る地 域の 経 済構造 を マ ク ロ 的 に 推 定す るた め に は,一 般
に 第1編 第3章 第3節 で詳 述 した,つ ぎに 示 す よ うな 計量 経 済Eデ ルを用
い れ ば よい 。
y
、 一 〔1-B)'"'cz,+〔1-8fσt(5.1)
こ こに γ,は 内鮫 勤 列ペクトル ・Z,は 外生変蜘 よび先決 内生麟
の係数行列 ・1騨 位行列 ・σ、は髄 方程式 にふ くまれ る獺 項 のベク
ト ルで ある。
式(3・1)を 計算す ることに よって ,内生変数の値す なわち 目標年度に
お け る瀬戸内海地域の生産所得 ・消費 。設備 投資 ・住宅投資 ・在庫投資 ●
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輸出 ・輸入 ・地 域際純移 出入 ・減価償却 ・政府(中 央 ・地方)支 出 ・法人
所得 ・製造工 業生 産額 ・製造工業出荷額 ・間 接税 などを推定す ることがで
きる。従って これ らを もとに して 目標年度にお ける最終需要を各 業種ご と
に予測す ることがで きる。
っぎに瀬戸内海地域におけ る目標年度の総生産額 を推定す るためには,
第1編 第3章 第2節 で詳述 した,つ ぎに示す ような 産業連 関fデ ルを用 い
ればよい。
x一 σ 一丁再17y (3.2)
ここにXは 総生産額 のペクトル,Yは 最終 需要 ペクトル,Aは 投入係数行
列,Tは 地域間交 易係 数行列,∫ は単位行列である。
このよ うに して 目標年度 におけ る各 業種 ご との総生産額X(単 位ゴ
100万円)が 求 ま る と,っ ぎに 第 二次 産 業の(i)業種1単 位(単 位1000
トン)あ た り生 産額P(単 位100万 円)を 物 量 表 を もとに して計 算 す
`




か ら計算す るこ とがで きる。
適応立地業種 の 目標年度す なわち1965年お よび1970年に おけ る生産
目標は,上 述の方法に従 つて理論的に算 出する必要が あるが,こ こで は便
m)
宜上,通 商産業省 が作成 した 「工業適 正配置構想」 お よび経 済企画庁が作
2勿成
した 「全国総合 開発計画草案」を もとに して算出 した。 これ らの資料 は
所得倍増計画 に もとずいて積算 されてい るため,1970年度におけ る目標
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生 産量 以 外 は求 め るこ とが で きな い。 従 つ て 当地 域 の1959年 度 の実 績 と・
1970年度 にお け る 目標 生 産 量 とか ら,工 業 の 伸 び率 す なわ ち 年率Tを 求
め,1960年 度 の 目標 生産 量 を次 式に よつ て 推 定 した 。
P=P(1+r)6-(5・4)
1965エ959
瀬 戸 内海 地域 の 目標 年度 に お け る 目標 生 産 量 を ・上 述 の計 算 結 果 に従っ
て 一 括表 示す る と表Pt16の よ うに なつ た 。













人絹スフ 278 371 472 93 101
パ ル プ 502 822 1,239 320 417
紙 姻 800 1,盛}8 352 498
石油精製 4,432 亀707 15,284 4,275 6,577
ソーダ灰 0.37 0.46 Op55 0.09 0.09
セ メ ン ト 馬533 9,お1 14,510 3,828 5,149
産業機械 3 10 26 7 16
強電機械 2 28 318 26 獅
自 動 車 1,381 島183 3,197 802 1,014
§5瀬 戸 内海地域の工業 適地 と工業用水事 情
当地域においては,従 来第一次 産業 の比重が 大 きかつたが,地 域開発 と
い う見地か ら,次 第 に第二次 産業 の占め る割合 が大 き くな りつつあ り,こ
れ に ともなつて立地条件の整備が急がれ てい る。工業用地の取 得について
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は,,当地域は非常 に良好 な条件下に ある とい うこ とが できる。す なわち地
形的に遠浅海面が多 く・いた るところに大面積の埋立好適地があ ること,
しか も静穏な水面であ るため,付 帯す る港湾施 設 も含 めて比較的安価に工
業用地造成が可能であ る。埋立に よる土 地造成 は技術上の立場か らみれば,
埋立地区の水深はあえて問魑 とはな らないが,工 業用地 としての利 用を考
える場合には,お のずか ら地価に一定の 限度があ り,採算 の とれ る水深範
囲を無視する ことは で きない。現在全国各地 で造成 された工 業用地造成 事
業費をみると,1㎡ あた り1,000円ない し2,000円で あつて,水 深約
5mまでの箇所が埋立対象区域 となつ てい る。従っ て瀬 戸内海地 域におい
ても,水深5mま での ところに工 業用地の埋立造成 を考え ることecした。
っ ぎに当地域における工 業立地条件の最大の欠点 として,工 業用 水の取
水困難が あげ られ てい る。 これは本地域の地形 的 ・気候的条件 な らびに水
資源調査の不十分な点 な どを考える と,一 応首肯 できるが,し かしあま り
に も実態を無視 した皮相 的な観察にす ぎ るきらいが ある。 もちろん当地 域
には,降 雨量 ・河川の流 域面積 ・流路 延長 な どか らみて取水 困難な工業地
区 もあ るが,そ の反面吉井川 ・太 田川 ・吉野 川 ・大野川 な ど大量 の流量を
有 しなが ら,工 業用水的に はまだ処女河川 とい える ものが残 されてい るこ
とに注 目すべ きで あろ う。
またわが 国の 既成工 業地帯があ らゆ る苦心をは らつて近 隣…河川お よび地
中か ら極 限に近いまでの用水取得 につ とめてい ることに くらべ る と,本地
域の河川は ほ とん ど中小河川 とはい え,用 水源 的にはいずれ も未着手の も
のが多 く,こ れ らの河川か らの取 水は量的に も経 済的に も他地 域にま さつ
てい ると考 え られ る。従っ て将来の工業化進展 に即応 して大量の用水 を.
多目的ダムの築造 あ るいは流 域変更 な どに ょっ て確i保しなけれぱな らない。
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表_17は 瀬 戸内海 地域各 地区の工業適地お よび工業用水の調査結果を
通離 業署袖 儲 県のデ竣 冨 鞍 してとりまとめたものである・








用 水 単 位
円/トン
岡 山 。西 大 寺' 4,960 849
12劣8釦 3.3
水 島 ・玉 島 13β70 ち303 4亀330
7.1
福 山 ・松 永 4,742 1,275
157,575 1L5
呉 1,494 1,709 83,950 6.6
広 島 2,5⑳ 1,293 65,700 5.5
一
徳 山 ・下 松 1,006 1,492 97,455 6.2
下 関 ・長 府 7,293 924 50,370 8.6
裏 門 司 ・ 苅 田 11,055 1,104 84,680 4.7
大 分 ・鶴 崎 8,i≦)6 955 300,00D 374
徳 島 ・小 松 島 2,265 909 168,480 6.4
坂 出 ・丸 亀 1,196 909 14,892 7.1
西 条 ・壬 生 川 10,715 1,431 81,250 3.4
高 知 ろ310 778 57レ305 5.0
§6工 業 立 地 モ デ ル の 作 成
以 上 の 立地分 析 の結果 か ら,瀬 戸 内 海 地 域に 立 地 す る産業 の 種 類 とその
生 産 目標が 決 定 され たが ・各 業種 の 生 産 目標 をP i(i=1・2ヂ ・一 …tm)
ゐ
であ らわす ことに した。つ ぎに工業適地 におけ る土 地の造成可能量 濯
ゐ
(k=1,2.・一 ・….・n),工 業 適 地 に お け る工 業 用 水 の 取 水 可 能 量y(k
=1,2,… …■-tn)が 決 定 さ れ て い る 。
工 業 立 地 そ デ ル を 作 成 す る た め に は,こ の ほ か に.電 力 ・労 働 力 ・輸 送
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施設 ・原材料 ・製 品市場等 と工業立地の関係について分析す る必要が ある。
当地域の電 力に関 して は ・長大 な河川に恵 まれず,降 水量 も少ないため水
力発電には恵まれない が ・九 州炭 あ るい は宇部炭に よる火 力発電には有利
な立地条件 を具えてい る。全国的にみて水主 火従の発電体系 か ら次第に火
主水従に移行 しつつ ある今 日 ・電 力に関 しては瀬戸 内海の将来 は決 して不
利でない と考 えられ る・ しか も重油に よる発電が今後 ますます大きなウ ユ
イトを占めて くる と考え られ るが,原 油や 重油の入手に関 してす ぐれた臨
海条件を持つてい る地区が多 く,恵 まれた立場 にある。従って電 力は制限
33)34)35)
条件として考 えない ことに した。
っぎに労働力に関 しては,生 産の拡大発展 と工業立地 に悪影響 をお よぼ
すほどに逼迫 してい るとは考 え られず,ま た当地 域内の各地区での労賃格
差 もほ とん どない と考え られ るので,こ の立地 モデルでは一応考慮 しない
36)
ことに した。
つぎに輸送施設す なわち道路 。鉄道 ・港湾が工業立地におよぼす影響は
大きい・すなわち産業構造 の高度 化をはばむ もの として,輸 送施 設のゆ き
づま りが今 日程大 き くと りあげ られてい るときはない。 すなわ ち工 業立地
条件を整備 し,産 業構造 を高度化す るた めに輸 送施 設の充実 ・改善 をはか
ることが最 も重要で あ る。 従 つ て 筆 者 は,立 地 もデルに従 つて発生す
る輸送量 をさば くのに隔i路とな らない ように輸送施設を整備 して行 く必要
がある とい う立場を とつて,こ れ を制限条件 としては考 えない ことに した。
さらに原材料 ・製品市場 と工 業立地 の関係 は,こ のモデルでは原 材料輸送
費 ・製品輸送費の 問題 と して と りあげるこ とに した。
従つて.こ のモデルに おいては.一各工業適地 の用地 ・工業用水の制限条
件の もとで ・これ らを有効に利用 して各業種の生産目標Piを 達成す るよ
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うに工 業 を立 地 させ て 行 くこ とが 必要 となつ て くる。
い ま第1編 第5章 第3節 に お い て,こ れ か ら新 し く工 業 開 発 の お こなわ
{の
れ る地 域 を対 象 と して 作成 した 工 業 立地eヂ ルに もとつ い て 、期間 を第1
期 か ら第 丁期 まで に分 割 して,こ の うちのt期 にお け る業種 ご との 生 産量
ゐ
の 増 加 分 をP it(単 位1000ト ン)・ 所 得 係 数 をeit・ 用 地 係 数 をait・
た
用 水係 数 を 勿 で あ らわ し,の.を 第 ㈲ 地 区 の 第(`)番目の 業種 の 第(膜月
μ 多∫
に お け る生 産 レ ペ ル(単 位1000ト ン)と す る と,第T期 に お け る工業立
地 そ デルは,
れ ノ ゐ ゐ
用 地 制 限 Σ.Σ α の ≦ 濯
ε昌1t雷1iti`
mTkk
用 水 制 限 Σ2ωecSewi詔1t言1itit












式(…)の 値撮 大にす る イ
,の値 を求 める ・とにな る。
§7所 得 係 数c},の 算 出
ゐ
所 得 係 数C itは ・第1編 第5章 第3節 で つ ぎの よ うに求 め られ て い る。
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P.は 第(t)期に お け る(i>業種1単 位 あ た り生 産額(単 位 円)
`β
α..は 第(り期 に お け る(り産 業単 位 あ た りに 対す る(ノ僕 種 か らの投 入量 す
1';t
なわち投 入係数
・llは第醐 における幽 区において牒 種・戦 生産するの・こ必数
用水費
♂罧 は第(t)期にお け る(k)地区 に お い て(i)業種1単 位 生 産す る の に 必要 な
μ
用地の資本回収額
・轡 は第糊 における喉 種 ・戦 あたり賜 要な原榊 韻
・轡 は第醐 における(・)業種・靴 の製品輸韻
ゐ
で あ る。 当地 域 の1965年 度 お よ び1970年 度 にお け るei、 の値 は ・
1959年度 基 準 価 格 で デ フ レー トす れ ぱ あ ま り相 違が み とめ られ ない た め ・
同 じ と仮 定 して計 算 す る こ とに した。 まず 産 業連 関表 と物 量表 か ら,製 品
の
1ト ン あた りの 生 産 額P
itを計 算 し ・同様 に して 原料 費 ノ_iaji,Pjtを








はeg(t)期に お け る(k)地区の1ト ンあ た り用 水費)
を計 算す る と表 一19が 得 られ る。 第t期 に お け る地 区 別 年間 用地 費 は ・
み
第(t)期に お け る各 地 区 の 用地 費 を1㎡ あ た りPitと す る と ・毎 年 同一額
39)均




こ こに γは利 率,nは 償 却 年 数 として計 算 で き る。rは 用 地 造 成 を起債 で
お こな うか 、あ るいは 市 中銀 行か らの 借入 金 を用 い て行 な うか な どに ょっ
て それ ぞれ こ とな るが,一 応 安 全 を 考 えてT==10%に と る こ とに した。
同様 に してnも 企 業 に よつ て それ ぞれ こ とな るが,こ こで はn=10年 に




ト ン 当 価 格
B
原 単 位 費 用
(地域格差なし)
A-B
人 絹 ス フ 570.29 255.95 31塩34
パ ル プ 51.64 17.48 34.16
紙 97.75 58.67 39.08
石 油 18.44 10.94 7.50
ソ ー ダ 灰 30.01 14.97 16.04
セ メ ン ト 6.49 2.54 3.95
産 業 機 械 99.16 62.73 36.43




銑 鋼 一 貫 31.85 14.27 17.58
つぎに原欄 韻 ・轡 および螺 輸送費 。脚 は,第、麟 、章第
;t
3節においてっ ぎの よ うに求 められ てい る。
・磐 一ダ砿 丸
㈹ ・搬)+γ 胸 ・ll㈹+r,(。,)・ll㈹)
(3.10)
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人 絹 ス フ 7,92017,04027,60015,84013,⑳0 14,88020,64011,2808,16015,36017,0408,16012,000
パ ル プ 990 島130 3,4501,980196501,8602,5801,4101,020199202,1301,020賜500
紙 924 1,9883,2201,8481,5401,7362,4081,316 952 1,7921,988 952 1,,400
石 油 782 1訊683 2,7261,5641β04 1,4692,0381,114 8e6 1,5171,683 806 1,185
ソ 劇 ダ 灰 59 12B 207 119 99 ∬2 155 85 61 115 128 61 90
セ メ ン ト 99 213 345 198 165 186 258 141 102 】92 213 102 150
丁
産 業 機 械 66 142 230 132 110 12蛋 172 94 68 螂 142 68 100
強 電 機 械 231 497 8〔渇 462 385 434 602 329 238 448 497 238 350
自 動 車 66 142 230 132 皿0 】24 172 94 68 128 142 68 100



























人 絹 ス フ 馬520 8つ480 8,32011,1208σ400 9,7206DOOO7,2006,2005,9205,9209,3205,080
パ ル プ 483 742 窃 973 735 851 525 630 543 518 518 816 445
紙 1,380易120 2,0802,7802,100234301,5001,800 1,550194801,4802,3301,270
石 油 800 1,2301,2061,6121,2181,409 870 1,044 899 858 858 1ρ351 7訂
・ソ ー ダ 灰 工60 246. 241 323 脇 282 174 209 180 172 172 270 147
セ き ン ト 41 64 62 83 63 73 45 54 47 44 44 70 38
産 業 機 械 276 424 416 556 420 486 3〔〕0 360 310 296 296 466 脳
強 電 機 械2,760 4,2404,160595604,2004,8603き0003・600 3,100葛960 2,9604,6602,540
叩
自 動 車1,187 1,823為789 2β91 1,8062,0901,2901,5481,3331,273㌔273 2,0041,092
、












産 業 機 械








































































































































































人 絹 ス フ 197021D702馬000 3,0003,000馬845 3,8454β77 5,7772,6632,07エ 3,5683,532
パ ル プ 1,9561,956島6〔5 2,6052,6053,127馬127 3,(B94,8482,6912,2183,5333,533
紙 L981 1》981 2,6912,6912,69工 3,2363,236ら065 4,989a790 2,2833,6223,689
石 油 776 776 860 860 860 1,0031レ003 1,179エ,433 982 773 1,1471,珍5
ソ ー ダ 灰 934 934 1,2101,2101,2101,4891,4891,742 1レ9651,245 997'1,3951,727
セ メ ン ト 852 852 954 954 954 1,3301,3301p4521,7381,219 926 1,3831,654
産 業 機 械 1,207茜207 2,0222,0222,022島767 2,7673,1593p6821,8611び962 島404 2,591
強 電 機 械 1,2071p2072,0222∂022 2,0222,7672p7673,1593,682 1,8611,9622,4042,591
自 動 輩 1,1371,1371,8611,8611,86正 2,2592,259299233,491為776 1,383島309 2,490













ソ ー ダ 灰
セ メ ン ト
産 業 機 械









































































































































こ こにgl.は 涕(糊 にお け る(牒 種 ・単位 を生 産す るのに必要齢)業
JZt 鷲 昆 疏
種 の 投入量(単 位 トン)・ ・、t(。.)・o、t(R、)・e、、(・,)はそ れ ぞれ 第(囎
に おけ る原料 地(りか ら(k)地区 の(i)業種 に原 料 す な わ ち(ノ)品目1単 位 を輸送
す る場合の道路 輸送運賃'鑓 運賃 鴨 上運賃 であ り ・r・(・,)・?'、(・,)・
γ⑱)は ・それ ぞ欄 糊 に捌 ナる道麟 送依鞭'鑓 輸送依醸 悔
送依存度であ る。
・轡 ㌧ 癌 、、イ1,(γ㈹ ・ll㈹+γ,㈹・1:(Pt)㌔)・ll(、
(5.11)
ゐ
ここに β、ノ、は第(糊 における(噛 区の(蝶 勧(牒 種 への販売係数 ・
んご
ちノ、は第(糊 におけ る(め地区の(牒 醐 品の(鞄 区(牒 種への配分比 ・
たよ ゐヱ たニ
o、,(。,)・o、,(。、)・Oit(。。)は それ ぞれ 第(糊 に おい'c(k)地区か ら帷 業
の 製 品1単 位 を(i)地区 へ 輸 送す る場合 の道 路 輸送 運賃 ・鉄 道 運賃 ・海上運
賃 で あ り ・γ創 ・ γ、㈹ 洗 ㈹ は そ れ ぞ 繰(糊 にお け る道繭 送
依存 度 ・鉄 道 輸 送 依 存度 ・海 送 依 存度 で あ る。
'式(3
.10),(5.11)を 用 い て 当地 域 内地 区別 ・業種 別原 料 輸送費
お よび 製 品輸 送 費 を求 め る と表 一21,22が 得 られ る。 さ らに これ らの
表i・一18～22の 値 を用 い て式(5.7)を 計 算 す る こ とecより,所 得係
み
数o.を 算 出 したの が 表 一23で あ る 。
lt
§8工 業 立地 モデルの計算 とその結果の分析
前 節 に お い て は,当 地 域 工 業 立 地 鴛 デ ル の ダ イ ナ 三 ツ ク 。 ア づ ロ ー チを
40)試
み,Multi-stagedecisionprocessを 対 象 と してEデ ル を 定式
化 し,式(3・5),(5.6)を 得 た 。 さ らに これ ら の 式 に ふ くま れ る係
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ゐ ゐ 左
数 ・すな わちait・Wit・A・9「 ・Pit・Citの 値 を当 地 域 に お ける
諸分析の結 果 を も とに して算 出 した 。 そ して,こ れ らの 係 数 の 値 を もとに
して,こ の 立地 鴛デ ルの 計 算 を電 子 計算 器FACOM128-Bを 用 いて 行
なつた 。 この場 合つ ぎの4つ の条 件 の いずれ か に 該 当 す る地 区 お よび 業種
は あ らか じめ 除外 して計 算 した。
(1)すでに立 地工 場 が 建 設 中ま た は誘 致工 場が 確 定 して い る地 区。
② 既成工 業 の生産 拡 大,ま た はす で に誘 致が 確 定 した工 業 の 目標 生 産
量 を合計 した値 が 当地 域 の 目標生 産量 に達 す る産 業,た とえば鉄 鋼 業
(水島地 区 ・福 山地 区 に計 画 中)u
(3)Eデ ル工場 の 生 産 規模 をみ たす用 地 ・用 水の確 保 が で きない地 区 。
(4)その他技 術 上 の 問 題が あっ て,あ る業 種 の 工場 の立地 を考 え る こ と
が で きな い地 区 。
計 算の結 果求 め られ た最 適 解 は,表 一24の よ うにな つ た 。 この 結果 い
え ることは,広 域 工 業 圏 の見 地 に たつ て,瀬 戸 内海 地 域 と既成 工 業 地帯 と
の地 域所 得格 差 を是 正 し,産 業構 造 の高度 化 をは か る とい うこ とを 目的 と
して立地 も デ ルを作 成 す れ ば,人 絹 は水 島 ・玉 島地 区や 福 山 ・松 永地 区 に,
ス フは大分 ・鶴 崎地 区 か ら四 国の 西 条 ・壬 生 川地区 に か けて 立地 し,良 質
豊富 な用 水 を必 要 とす る紙 ・バ ル つ な どの化学 工 業 は.大 分 ・鶴 崎地 区,
徳 島 ・小松 島地 区,高 知地 区 ・徳 山 ℃下 松地 区 な どに 立 地 す るの が 望 ま し
い。 さ らに石 油 精製 お よ び石 油化 学 は松 山地 区,水 島地 区,徳 山地 区,岩
国地 区,新 居 浜地 区 に立 地 し,あ るい は建設 中 もし くは計 画 中 で あ り,こ
れ らの地 区 は 近 い将 来 に石 油 化学 コ ン ビナ ー ト として大 い に 発 展が 望 まれ
てい るが,石 油 精 製 ・石油 化学 は典 型 的な 消 費 地立 地 産 業 で あ るか ら,さ
らに工 場 の 増 設 が 必 要 に なっ た場 合 に は.大 消費 地 阪 神地 区 に近 い 岡山地
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区,西 大寺地区 な どが有望で あると考 え られ る。 セメント工業 は原料地と
の関係 で岡 山地 区.下 関地区,苅 田地 区な どに立地 し ・機械工業 ・自動車
工業 は岡 山地 区 。水島地区 ・福 山地 区 ・呉地区に 立地す るのが望ま しいと
考 え られ る。水 島地 区お よび福山地 区には 銑鋼一貫工場 も計画中であり,
将来 において は鉄 鋼産業 一機械 産業 ・石油化学 産業の 中心地 として大いに
発 展が予想 され る地帯 であ る。1
以上 を総括す る と,当 地 域においては,中 国か ら北九州にかけで,鉄鋼
業 ・機械工業 ・自動車工業 ・強電機械産業 ・石油精製お よび石油化学工業
・セメン ト工業な どを配置 し.四国か ら南九州にかけてはパルラ工業 ・紙
工 業な どを中 心 とす る化学工業 を配置す るのが もっ とも望ましい と考えら
れ る。従 って積局的に交通投 資を行 なつ て,輸 送条件を整備 し,さ らに産
業基 盤の強化につ とめて,上 述の よ うな 目標にそって企業の適地誘導を行
ない ガ当地 域 を新 しい工 業地 域 として育成する こ とが大切であ ると考える。1
なお この間の事情 を もう少 し くわ しく分析す るために,途 中の計算過程
す なわ ち基底解 を地 区別 ・業種別 に とりま とめた ものが表 一25～28で
あ る。
最 後 に この 立地 モデ ルの 目的 は繰 返 し述 べ た よ うに ・個々 の企 業の利潤1
を最 大 にす る こ とで は ない 。 従 つ て企 業 の 立場 に たつ て,こ の立 地 モデル
ゐ 　
を 眺 め るな らば,企 業が 工 場 を建 設 しよ うと した 目標 地 区 のc.と,表 一11
24で求め齪 砿 と比較し瀦 の差力・企業内部の合蓮泥瞭 規
　 　 　
し て は るか に小 さい もの で あ るな らば.そ の企 業の 立 地 は,こ の立 地fデ1■
　　　
ルで考え姻 子胴 の要素 の影響 を うけ る とい う・とであるか ら,その方 田ll
l
LIII■














本研究においては ・既成工業地帯 におけ る産業 と人 口の過度集 中や マン
鴛ス都 市化を防 止 し,瀬 戸 内海地域 と既成大工業地帯 との地域格差を是 正
するために ・広域工業圏の 見地にたつて工業地域の育成をはか ることを 目
的 として ・瀬戸内海地域の どの地区にいかなる業種 の工業を どの程度の規
模で立地 させ るのが適 正であ るかを,第1編 第5章 第3節 で定式化 した工
業立地 石デ ルに従つ て計算 した。この場合工業立地 冠デルにふ くまれ る諸
左 ゐ 希
数値す な わ ち ・ α、、'ω 、、'AJMr・P、 、'Citを 当地 域 にお け る
諸分 析 の結 果 を も とに して算 出 し,こ れ らの 数値 を使 用 して最 適解 を求 め
た。 この計 算 の結 果,当 地 域 に おい て は,中 国 か ら北 九 州に か けて鉄 鋼 業
・機械工 業 ・自動車 工 業 ・強電 機械 工 業 ・石油 製 精 お よび石 油化 学工 業 ・
セ メン ト工 業 な どを配 置 し,四 国 か ら南 九 州 にか け て は,パ ル プ工 業 ・紙
工業な どを 中心 とす る化学 工 業 を 配置す るのが もつ と も望ま しい と考 え ら
れ る。 従 っ て 積 極的 に交 通投 資 を 行 ない,輸 送条 件 を整 備 し,さ らに産 業
基盤 の 強化 にっ とめ て.上 述 の よ うな 目標 に そつ て企 業 の適地 誘 導を 行 な
い,当 地域 を新 しい 工 業地 域 と して育 成す るこ との 重要 性が 明 らか に され
た。 す なわ ち,こ の工 業 配 置 そ デ ルは,各 地 区 ご とに適 応立 地 業種 とそ の
目標 生 産量 を数 量 的 に把 握 す る こ とが で き るの で,工 場 配 置計画 ・土 地利
用計 画 ・産業 基 盤i整備 計 画 な どの 諸 計 画 策 定上 きわ め て有用 な こ とが 実 証
で きた。
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第4章 阪神都市 圏内第5次 産 業配 置計 画
§1緒 言
阪 神 都 市圏 の 中 心都 市 で あ る大 阪市 お よび 神戸 市 にっ いて ・市 内 生 産所
41)～44)
得 お よび市 民 分 配所 得 をみ る と,ま ず 大 阪市 に お け る市 内生 産 所得 は,
1958年に5,548億 円(全 国の6.65%),1959年 に は6,429億 円
(全国の6.68%)に 達 し.年 間15.9%の 増加 で,国 民 生 産所 得 の伸
び15.5%を わず か に 上廻 る伸 び をみせ てい る。 大 阪 市 の生 産 所 得の構成
を 産 業別 に み る と,や は り昔か らの商 工都 市 の名 の とお り,製 造 業 が37.3
%,卸 売 ・小売 業 の22.8%と 両 者 が ぬ きん でて 大 き く,つ い で金 融保険
お よび不動 産 業 ・サ ー じス業 ・運輸 通 信 そ の他 公 益 事業 ・建 設 業 の 順に な
っ て い る。 大別 した 場合,第 三 次 産 業が56.9%,第 二次 産業 が42.6%
と な り,の こ る第 一次 産業 は,わ ず か0.5%に す ぎず 典 型的 な近 代 的経 済
構 造 を誇 示 してい る。 また 大 阪市 に お け る市 民分 配 所 得は,1958年 に
4,651億円(全 国の5.52%)1959年5,398億 円(全 国 の6.40%)
に の ぼ り,年 間16.1%の 増 加 で,生 産 所 得 と同様 の伸 び を示 し,国 民分
配 所 得 の 前年 比15.5%に くらべ る と ここで も生 産面 と同様 に わず か なが
ら上 廻 つ てい る。 なお1958年 の1人 当 り分 配所 得 は163,942円 で,全
国 都 道 府 県の1人 当 り分 配 所 得 と比 べ る と,東 京 の168,237円 を除 い て
は,い ずれ の 府県 よ り も高 く,全 国 平 均1入 当 り分 配所 得90,934円 に対
す る比 は180・28%と な つ て い る。 ま た1959年 の 大阪市 の1人 当 り分 配
所 得 は184,917円(前 年 比12.8%増)と なっ て い る。
次 に神 戸市 に おい て は,1959年 の生 産 所 得 は,1i650億 円 で前 年 に
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く らべ る と26億 円(1・6%)の 増 加 とな つ て いて,そ の伸 び は比較 的小
さいが,1957年 ・1958年 の伸 び が著 し く高か つた こ とを考慮 すれ ば,
1955年以 来 の 伸 び は まず 順 調 とい うと ころ で あろ う。 さて この 増加 の 内
容を 産業別 にみ る と ・第 ⊥次 産業 で は2・5%増 とな つて い るが,1957年
あた りか ら増 加率 は 次 第 に減 少 して きてお り,所 得 の停 滞の きざ しが み え
る。 しか し所 得 水 準 を 決定 づ け るの は.何 とい つ て も第二 次,第 三次 産 業
の 占め る割 合 であ る。 す な わち1959年 総 生 産 所得額 を100と す る と,
第 二次 産業 で37,5%,第 三 次 産業 で61.2%の 割合 とな つて い る。 この
両者 に つい て 前年 と比 較す る と,第 三次 産業 では118億 円(13.2%)の
増 となっ てい るの に対 し て,第 二 次 産 業で は93億 円(13%)の 減 とな
っ てい る。 第 二次 産 業生 産所得 が減 少 した原 因 と して は,1958年 の第 二
次 産業の 生 産 所得 額 が 非 常 に 大 で あつ た とい うことが 考 え られ る。 ま た
1959年の 神戸 市 に お け る市 民分 配所 得 は,1,609億 円 で,前 年 に対 し
220億円(15.9%)の 増 加 となっ て い る。 この よ うに 大 きな 増加 率 を し
め した こ とは,1958年 の 伸 びが 小 さかつ た こ とに もよ るが,1955年 末
の成 長率 を1959年 に おい て,も ち直 し,順 調な所 得 増 加の 傾 向 を示 して
きてい る ことが み とめ られ る。 な お1958年 の1入 当 り分 配所 得 は
130,669円で,全 国 平均1人 当 り分配 所得 に対 す る比は147・3%と なつ
て い る。 ま た1959年 の1人 当 り分 配所 得 は148,166円(前 年 比13・4
%増)と なっ てい る。
この ように 阪神 都 市 圏 の 中 心都 市 で あ る大 阪 ・神 戸 の1人 当 り分配 所 得
がい ず れ も全 国平均 を大 き く上 廻 り,わ が 国人 口の 社 会移 動が ・1人 当 り
分 配所 得 の 地 域 格 差 を是 正す る方 向 に動 い てい る とい う観 点 か ら眺 め る と ・
阪 神 都市 圏 の よ うに入 口の 社 会 移 動 ポ テ ン シヤ ルの 高 い地 区へ の入 口流 入
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は今後 も相当期間継続す るもの と考 え られ る。一 方阪神都 市圏 内において
は,工 場の過度集 中の結果,工 業用水の絶 対量の不足,陸 上 輸送のゆ きづ
ま り,さ らに は工 業用水獲得の ための不 自然な競 争.ひ いては土地が利権
化 した こ とな どの理 由に よっ て,第 二次産業中,特 に重化学 工 業の発展に
大 きな駐路 とな りっつあるのが現状 であ る。 さきに第2章 において大阪湾
沿岸地域の工業立地の将来の姿 を求 め るために,工 業立地 モデルを作成 し,
その解析 を試みたが.そ の結 果は,重 化学 工業は阪神地 区の代替地 として
の 東播地区,和 歌山地区 に消費財 産業 ・軽工 業は阪神地区周辺の内陸部に
立地 させ るのが 適当であ り.大 阪 ・神戸を結ぶ 阪神地区 内の工業立地はあ
ま り望み えない状態にあ ることがわかっ た。従つて阪神都市圏が さらに膨
大 な入 口を抱えて,経 済構造,産 業構造の高度 化 をはかつ て行 くためには,
第三次産業の役割 が今後 ますます増大 して くる もの と考え られ る。 このた
めに も,阪 神都市圏 内の第三次 産業の適 正配置計 画策定 の必要性が痛感 さ
れ る。
他方広 域都市計 画の立場に立って阪神都市 圏を眺めれ ば,現 在最 も深刻
な もの と して意識 され,将 来 もその解決が 困難なためにや は り最 も重要視
されてゆ くで あろ うと思われ る中心的課題は,大 阪市 ・神戸市な どの大都
市の過 大化に よる諸問題であろ う。大都市においては,
(1)都心部の業務専用地区化 と入 口の外縁部お よび周辺部への移動によ
る通勤交通需要の急増お よび 自動 車輸送の急 激な発達 に伴 な う既設街路
の交通容量不足に よる交通問 題。
② 弟三次産業の急激な発展に ともな う,容 積量(延 床面積)の 不足。
(3)急激な人 口増加 に ともな う住宅不足 と,市 街地の無秩序 な土地利用
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に よるスづ0一 ル問題 。
(4)オー づy・ スペースが減少 し ・不適 当,非 衛生な地 区まで宅 地開発
がお こなわれ ・市街地 内部 で も建築 密度が上昇 し,危 険 で不良 な居住環
境 とな りつつあ ること。
(5)上水 ・工業用水等の需 要が供給力の限度に近づい てい るこ と。
45)
などをその顕著 な問題 と して挙 げ ることがで きよ う。
この ように.産 業 と入 口の過度集 中のため.大 都市 では.住 宅 ・交通施
設 ・生活環 境施 設等の重要な都市施 設の整備が対処 し得 ない状況にあ るが,
この うち現在 とくに重要かつ緊急な ものは,都 市交通の逼迫で あ る。 これ
は単に人口が過度 に集 中 した とい うだけでな く,業 務機能の都心集中に よ
る職場 と住宅 の分離に よ り通勤交通量が著 し く増大 した こと,自 動車交通
の急激な増大に よる もので あ るが,こ の解決 策 としては,既 成市街地の無
秩序な膨脹を抑 制す るために,大 都市外周にグ リーンペル トをめ ぐらし,
工業衛星都市の育成 を図つて,都 市機能 を分 散 させ るとと もに,既 成市街
地内においては,都 心部の再 開発に より土地 の合理的な利 用をはか りつっ,
副都心の育 成等に よる都市の 改造 を行ない,一 方において,高 速道路 ・高
速鉄道 ・駐車場等の交通施設の整備 を強力に推進 するとい う,総合 的かつ
大規模 な対策 を進 め る以外に はない であろ う。
また,以 上で述べ た ような大都市 間題は,入 口 と産業の過度集 中 ・郊外
あ るい は周辺都 市への スづo一 ル,大 都市圏交通量 の増大等の解 決をはか
ることである。現在の隆路 打 開の みでな く,将 来の都市の合理的な ・健 全
な発展 を規定す るための もので ある都市計画を,従 来の一都市の区域に限
らず,そ の近隣…地域まで含めた地 域計画に脱皮させ る必要が ある。 このよ
うないわば都市計画の地域計画化,あ るいは都市相互間の発展整備計画の
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調整 強化 の方向は,ま すます 強 くなって行 く もの と予想 され る。
本研 究においては,阪 神都 市圏 内の過大都市の駐 路打 開 と,都 市相互間
の発 展整備の調整 強化 をはか りなが ら,阪 神都市 圏内の どの地区 にいかな
る業種の第三次 産業を どの程度 の規模 で配置 させ るのが適正で あるかを,
単 純化 した第三次 産業配置 モデルを作成 して求 めて行 くことに した。 もち
ろん ここに言 う適 正配置お よび適 正規模 とは,広 域都市 計画の見地にたっ
て,地 域経済計画 に基づ く第三次産業生産水準 の上昇を達成す ることを目
的 とした場合 の,適 正配置お よび適正規模 を意味す る もの である。
§2阪 神都 市 圏 内 交 通施 設 の 現 状 と将 来計 画
す で に前 節 で述 べ た よ うに,阪 神都 市 圏 内人 口の 増加 は,ま ず 都 市 交通
の 問題 として そ の 弊 害 を現 わ しっ っ あ る。 都市 に お け る職 場 と住 宅 の分 離
は,朝 夕2回 の通 勤 ・通学 輸 送 の ラ ッ シ ュを もた らし,ま た都 心 部 の業 務
機 能 集 中 は 自動 車 交 通の激 増 を もた らして い る。 この よ うな都 市 交通 の 現
状 に 対 して,都 市 の動 脈 と もい うべ き街路 お よ び都 市 内 高速 道路 の整 備 が
最 も緊 要 な課題 とされ て い るの は 当 然 で あろ う。
わ が国 の 道路 整 備 が遅 れ て い る こ とは しば しば 指 摘 され てい るが,外 国
の例 か ら都 市 面積 に 対 す る街路 面 積 の 比率 を み る と,ワ シ ン トン43%,
ニ ユー ヨーク ・ウ イ ー ン35%,ペ ル リン ・ポ ス トン26%,バ リ ・米 国
の 普 通 都 市25%,Oン ドン23%に 対 し,阪 神都 市 圏 で は17%,こ の
う ち大阪 市 は12%,神 戸 市 は17%と なつ てお り,阪 神 都 市圏 内 の 都市
道路 の 面 積率 が い かに 低い か とい うこ とが わ か る。
阪神 都 市 圏 内各 地 区の1960年 に お け る1日 発 生交 通 量 は表 一29に 示










表 一30各 地 区別 ・車 道幅 員 別 総 延 長距 離現 況 (単位Km)
＼ 地区 大 阪 市
車道幅員＼東 区楠 区天王寺区 浪 速 区 西 区 北 区 福 島 区 大 淀 区 旭 区 都 島 区 城 東 区 東 成 区 生 野 区
6～9㊥ 58.3 42.6 39.2 43.6 72.3 46.4 30.1 詑 。3 56.0 53.6 120.6 54.1 60.0
12 2.9 2.5 8.9 19.1 9.3 2.4 1.4 5.4 1.5 7.2 9.0 5.3 6.1
15 3.4 3.6 6.2・ 8.7 8.2 3.4 5.5 4.5 3.8 2.8 10.5 4.8 7.1
18 8.2 3.7 7.4『 2.2 11.4 7.4 3膨1 1.7 一 3.2 0.4 3.3 一
21 3.0 0.1 0.6' 2.1 0.2 1.1 0.2 1.0 一 1.9 0.4 一 0.2
24 一 一 1.4 0.1 0.9 0.3 一 0.4 一 一 0.7 一 }
27 一 1.1 0.1 1.3 2.0 一 ㎜ 一 一 一 一 一 一
30 一 一 0.2 一 2.5 1.0 0.5 0.3 一 一 一 一 一
33 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一 一




神 戸 市 尼 崎 市 西 宮 市芦 屋 市東住吉区 阿倍野区 住 吉 区 西 成 区i此花 区 港 ・区 大 正 区 東淀川区 西淀川区
6～9㈱ 111.1 39.7 136.7 36.3一 42.3,一 54.2 62.6 83.6 62.3
12 6.3 3.4 7.1 4.1 圭1 12.8 6.0 6.8 1α0 67.7 銘 。7 15.8 2ひ4
15 6.5 1.7 15.0 4.4 3ポ0 1.7 12.1 7.7 2.2 41.9 13.2 11.4 2.4
18 2.3 ・・巨 ・ 0.6 3.9 6.2 2.6 3.6 6.2 18`4 7.1 3.8 一




._=二 0.3 一 一 4.9 0.6 0.1 一
27 一 一 1.4一 1.1 1.7
-　一 一 』 一 一 3.2 一 一 一
30 醐 Oq2 0.9 一 一 3し4 一 一 一 2.9 一 4曝2 一
33 一 一 一 { 一 __== 一 一 一 1.9 4.4 2.3 1.1




大阪市(都 心 部) 4 1.4 1.2
大阪市(都 心部を除く) 5 2.5 工.5
神戸市(旧 市 域) 5 2.5 1.5
匪 神 間 都 市 5 2.5 1.6
駄な く遂 行するた めに,1960年度に 阪神地区高速道路協 議会 が実施 した
46)
起終 点調 査をもとにじぐ作成 した もの であ る。
これに対 して阪神都市圏内街路 の現況 を示す と表一30の よ うになる。
表 一30は 各地区別 ・車 道幅員別に総延長距離 を,阪 神 都市圏 当,000図よ
り実測 した もので ある。
次に表 一29の 発生交通量 と,各 地区間の距離 を もとに して各地区にお
た
け る自動車1台 あた り平均走行距離`を 求 め ることが で き る。 また表一
29を もとに して全通過 交通量 を求 める ことがで きるの で.t各地 区におけ
る全交通量すなわち(全 発生交通量十 全通過交通量)と 表一29の全発生交
ゐ
通 量 の 比 δ を 計 算す る こ とが で きる。 さ らに表 一29の 全 発 生交 通 量 と,
阪 神高 速 道路 協議 会が 実 施 した,1960年 施 設別 起 終 点調 査 を もとに して,
み
全発 生 交通量 と第三 次 産業発 生交 通 量 の 比 γ を求 め る こ とが で き る。各
地 区 に お け るこれ らの値 の計 算結 果 を一 括 表 示 す る と,表 一31の よ うに
な る。
各地 区 に お け る全 交通量
表 一31
す な わ ち(全 発 生 交通 量十
全 通 過 交 通量)に,表 一
31の 各 地 区 に お け る自動
車1台 あ た り平 均走行 距離
を 乗ず る と,各 地 区にお け
る現 在 交 通量(単 位 台 ・
牛ロメートル/日)が 計 算で
き る。 これ に対 して ピー ク時 に お け る1車 線(幅 員3.5m)1時 間 あた
り交 通 容 量 を街路 で は750台 高 速 道 路 で は1,200台 とす れ ば,幅 員 ω
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メー トルの 街路 の 交通 容量b tVを求 め る こ とが で き る。 次 に,表 一30に
よつて各地 区 ごとに幅即 距 トルの街路の 総延長距離 五㌦ 均 え られて
ω
ゐ
;羅董盤 購 鐙 糠 犠麓げ銚
ゐ た
を もとに して ・将来 の α の 値 を推 定 し,α=0.08に とる と,各 地
区ごとの飽和交通額 ◎ 紘 五1(単 位 台 ・t・ メートル/日)
の値を求め るこ とが で きる・ この よ うに して.各 地区にお ける現在交通量
および現在街路の 交通容量 を計算す れば表 一32の ようにな る。 これ らの
値を もとにして各地区 ご とに街路 の飽和度 を算 出し.表 一32に 併記 した。
表一32を みてあ きらかなよ うec.各地区 と も現在の交通量 はすでに限界
に近づき,現 在街路 の余裕 交通容量はほ とん どない とみてさしっかえない
であろ う。すなわち阪神地区の街路 交通がいかにひつぱ くしてい るかが よ
くうかが える。従つて街路 は機能的に麻 痺寸前にあ り,交 通本来の 目的に
そつた交通体系の確立が緊 急な問題 となつてい る。またこれ までの都市再
開発は,震 災復興や戦災復興を契機 とした,土 地区画整理事業に よってお
こなわれて きた。 しか し今後の都市 再開発は市街地の幹線街路 の整備 に と
もな う都市 改造,土 地 区画整理事 業を中心 として進められてい くと予想 さ
れる。従って阪神都市圏におけ る現状の交通混乱を除去 し,激 増する将来
交通量に対処す るため,国 道1号 線 ・国道2号 線 ・国道26号 線 ・大阪伊
丹線 ・福知 山大阪線 ・大阪高槻京 都線 ・大阪生 駒奈良線 ・大阪枚岡奈良線
・大阪和泉信達線 ・河内長野線な どの既 設幹線道路 に加えてゆ大 阪市を中
心として放射状に伸 び る,い わゆ る10大 放射 線 と呼ばれ る幹線街路計 画
47)
および,大 阪市 を とりま く3環 状 線 と呼 ぽれ る街路計画が策定 されてい る。
10大放射 ・3環状計画路 線の起終 点お よび,幅 員 ・延長 を一括表示す る
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現 在 街 路 の 交 通 容 量
(単位 1,00(冶・坤)
表 一32
地 区 現在交通量 飽和交通容量 飽 和 度%
大 阪 市 東 区 1,556.0 1,578.1 98.6一
西 区 1,215.2 1,245.2 97.6
南 区 1,366.8 1,396.3 97.9
北 区 1,821.2 1,821.2 100.0
小 計 5,959.2 6,040.8
大 阪 市 天 王 寺 区 1,184.5 1,232.5 96.1
浪 速 区 1,343.0 1,388じ5 96.7
福 島 区 918.0 956.3 96.0
大 淀 区 797.0 867.8 91.8
旭 区 306.0 407.5 751
都 島 区 694.5 734.2 94.6
城 東 区 553.5 593.4 93.3
東 成 区 505.0 611D3 82.6
生 野 区 538.0 668.8 80.4
東 住 吉 区 435.5 駁)0.0
一
73.8
阿 倍 野 区 806.0 867.5 92.9
住 吉 区 662.0 713.4 92.8
西 成 区 728.5 799.6 91.1
此 花 区 167.0 32LO 52.0
港 区 265.5 558.8 47.5
大 正 区 321.5 447.5 71.8
東 淀 川 区 749.0 1.04060 72.0
西 淀 川 区 525.5 715.0 73.5
小 計 11,500.0 1馬513。1
合 計 17,459.2 19,553.9
神 戸 市 3,423.0 4,532.5 75.5
尼 崎 市 ろ430.0 ち541。3 92.8
西 宮 市 862.4 927.5 93.0
芦 屋 市 229.5 274.5 83.6
小 計 2,521.9 2,748.3
総 計 23,404.1 26,829.7
一224一
表 一33 10大放 射 ・3環 状計画路 線概要





①第2阪 神国道 西成区西四条～神戸市 40～50m 9,800m
②大阪南池 田線 西淀川区御幣島へ他 田市神田町 25～46




④+三 高 槻 線 西淀川区大和田町～高槻市王領 20～25
一一
23,140
⑤大阪四 日市線 城東区関目～四条畷 15～25
一
工2,700
⑥ 築 港 枚 岡 線 港 区朝潮橋～枚岡市石切 20～80 19,450
⑦大 阪 柏 原 線 西成区西四条～柏原市 27～30
一
14,400
⑥松 原 千 原 線 松原市東代～千早赤阪村 16 16,000
⑨ 大阪 泉大津線 東住吉区爪破町～泉大津市南曾根 22 18,270
⑩ 第2阪 和 線 西成区津守町～田尻町 25～50 36,630





① 大阪内環状線 豊中市島田～上新庄～喜連～北島町 20～25 33,450
② 大阪中央環状線 豊中市箕輪～堺市大浜 在0～60 50,950
③ 大阪外環状線 池 田市北今在家～高槻～柏原市安堂～泉佐野湊 16～20 101,000
小 計 185,400
.■ ■ ■
1 合 計1 お53172
と・表 一33の ようにな る。 このほか,兵 庫県下にお いて も,山 手幹線 ・
中央幹線 ・浜手幹線 ・尼宝線 その他 の幹線街路計 画が策定 されている。な
おこのほかに阪神都市 圏におい ては,大 阪市お よび神戸市 を指向する交通
量が 圧倒的 に多 く 、通過交通量 は低率 であるか ら,大 阪市都心部お よび神
戸市都心部を中心 として,こ れ ら都 心部内交通を 円滑に処理するため,一
般街路 と分離 した自動車専用の高速 有料道路の計画が 阪神高速道路公団に
48)
よつて立案 されて い る。計画高速道路 の概要 を述べ る と,表 一34の よう
になる・ これ ら主要幹線道路お よび都市 高速 自動車道路計画を図示す ると,
一225一






































2丁 目 唐物町 〃 2,006東区横堀及農人橋詰町にて大阪小環状線に接続する
④御 道 筋 線
東定川区




















⑤阪 姫 線 西宮市大屋町 須磨区月見山町 西宮市～芦屋市～須磨
(24)
14.426,420起点にて名神高速道路に接続する終点にて神戸臨港線に接続する
























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































表 ・-36 神 戸 市 に お け る 計 画 街 路 現 況
方 向 区 分 幅員区分




積の割合(殉計 画 完 成 100% 80～100 50～80 50%未満 0%
東 西 方 向
40m以上
2
743.2娼 49動颪 15,309 5,900 1p209 2,790 4,460 950 65.97
30～40 445,134 327,77613,412 5,951 2,426 ゐ216 2,819 0 73ゴ64
20～30 366,011 350,51720,42912,375 2,922 1,424 3臨708 0 95.77
15～20 196,298 151,57311,422 4,660 飯)1 441 4,460 1,660 77.22
15m以下 53亀876 404,17940,70920,156 2,089 5,681 8,526 4,257 75.00
小 計 2,289,5291,724,338101,28149,042 8,847 12,552 23,973 6ゆ867 75.31
南 北 方 向
40m以上 49,450 42,565 955 496 0 459 0 0 86.08
30～40 170,409 93,436 5,582 3,965 535 900 0 182 54.83
20～30 54劣766 464,52016,062 6,889 659 1p769 6,235 510 85.27
15～20 191,763 118,54813,631 6,791 308 1,968 3,480 13084 61.82
15m以下 231,043 170,77521,194 6,305 1,264 5,208 6,062 2,355 73.91
小 計 1,187,431869,84457,42424,446 2,766 10,304 15,777 4,131 73.25
計 3,476,9602,594,182158,70573,48811,61322,856 ∈9,750 10,998 74.61
割 合 100% 46.30 7.32 14.40 25.05 6」93















進 捗 状 況(計画幅員に対する割合) 計画面積に対
する出来高面
積の割合 岡100% 100～80 80～50 50未満 0%








m m m m %∬)0










4,960 5,400 29,270 39.65
15m以下 597,797 215pG8052,463109655 500 7,850 7,600 2馬858 35.98
小 計 3,459,5271.821ゆ250177ゴ993 55,930 1,900 23,48024,79071,893 52.64
南 北 方 向
40m以上 0 0 〇一 0
30～40 161,930111,900 5,375 2,650 2,050 675 69.10
20～30 1,408,880633,70862,54414,130 1,170一 胴
12,20615,94019,098 44.98
15・}20 1,332,465731,73583,27624,31310,05013,24411,26224,4(π 54.92
15m以下 673,355276,17570,620 7β19 6,942 13,14511,87130,843 41.01
小 計 3ぴ576,6301,753,518221,81548,912 並㍉162 40.・645 39,07375,023 49.03
合 計 7,036,1573,574,768399,808104,84220,06264p12563,863146,916 50.81
割 合 1 100 26.22
5.02 16.04 15.97 36.75
図 一1の よ うに な る。
さ らに 阪神 都 市 圏に お い ては,多 くの 街路 網計 画 が 立案 され て い るが,
49)
これ ら計 画 街路 の 現 況 を述 べ る と,表 一35～37の よ うに な る。 そ して,
これ らの計 画 街路 お よび都 市 高 速 道路 計 画 の うち ・1970年 まで の 実施計
画 を もとに して,各 地 区 ご とに 飽 和交 通容 量 を求 め る こ とがで きる。 これ
らの飽 和 交 通 容 量 に,表 一32か ら求 め た現 在 街路 の 余裕 交 通 容 量を 加 え
る と,1970年 ま で に増 加可 能 な交 通 容 量が 計 算 され る。 これ らの値 を一
括 表 示 す る と,表 一38の よ うにな る。 なk計 画 高速 道路 の 交 通 容量 は,
鉄 道か らの転 換 交 通 量 を さ し引い た もの を記 載 した 。










交 通 容 量
大阪市(都 心 部) 53255 803 81.6 1,417.1
大阪市(都心部を除 く) 1,967.9 550.1 2.01a1 4,531.1
神戸市(旧 市 域) 島188.0 一 221.4 2,409.4
阪 神 間 諸 都 市 494.6 947.7 1,109.5 島551.8
§5阪 神都市圏内第三次産業容積量の現況と将来計画
阪神都市圏におけ る各地区の第三次 産業容積量の現況 は,表 一39に 示
す とお りであ る。 この表 は,固 定資産税台帳お よび,非 課税容積量の現地
調査 を もとに して作成 した もので ある。
表 一一39を みてあ きらかな よ うに,都 心 部はいろいろの施設が集 中して
事業経営 に有利 であ り,そ の土地利用は集約 され,高 度に利用 され てい る。
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表 一39第 三 次産業地区別 容積量
(単位:ha)
地 区 容 積 量
大阪市(都 心 部) 968.3
大阪市(都心部を除く) 755.5
神戸市(旧 市 域) 576.9
阪 神 間 諸 都 市 538.8
計 2,839.5
すなわち都心部は業務専 用地区化
の傾向をた どり.高 層 じルが たち
な らんで,第 三次産業容積量の不
足 が 目立つてい る。 さ らに阪神都
市圏におい ては,今 後第三次 産業
の急激な発 展が予想 され るので,
第三 次産業容積量増加の 必要 性は
ますます増大して くる もの と考 え
られる。従って市街地の幹線街路 の整備に と もな う都市改造 ・土地区画整
理事業を中心 とした都市 再開発に よつ て,容 積量の増加 をは か ることが必
要である.さら姉 馳 周辺部および非市鋤 こおいては,土地糊 識
に もとず い て,あ らた な 商業 適地 を求 め る こ と もまた 必要 で あ ろ う。 この
よ うな観点にたつて,・970年まで・c増加可能熔 腿(あ 酪 地区ご
とに求 め る と,表 一40が 得 られ た。
表 一40
ゐ
各 地 区 別 容 積 増 加 可 能 量(オ)
(単位:ha)
地 区 容積増加可能量 地 区 容積増加可能量
大阪市(都 心 部) 1.42866泉 州 544.2
大阪市(都心部を除く) 832.8 神戸市(旧 市 域) 403.8
淀 川 右 岸 269.2
'
神戸市(新 市 域) 26.2
淀 川 左 岸 126.2 阪 神 問 諸 都 市 538.8
東 大 阪 189.0 北 摂 170.5
南 大 阪 109.1 計 4,369.0
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§4阪 神都市圏 内の土地利用計画
所得倍増計画等 日本経済の成 長政策に よつて,わ が国の第二次産業なら
びに これ と関連す る第三次 産業部 門は飛 躍的に拡大す ることが予想 され る。
この よ うな国家政策の もとにお ける阪 神都 市圏の地域的特 性につい て考察
す ると.前 述の ように発 展す る工業 とりわけ重化学工業は阪神都市圏をとり
ま く播磨工業地 区,和 歌山地 区に,さ らに は瀬戸 内海 沿岸地 域に,軽 工業
は阪神都市圏 周辺の内陸 部お よび京滋地 区に 立地す る もの と考え られ る。
これ らの地 域,さ らには広 く西 日本 の中心で あつた 阪神都市圏は今後 とも
西 日本 におけ る流通 機構の中心 とりわけ貿易機構の中心 としての性格 を有
す るであろ う。 この 粟うな観点 にたつ て,阪 神都市圏内土地利用の概況 を
述べ ると以下の とお りで あ る。
51)
1)土 地利用の概況
(1)業 務 地 域
大阪市の都心部 に都心 業務地 域が形成 されてお り,阪 神都市 圏の活動の
申核をな してい る。中 で も北区お よび東区にお いては高層 ピルが建設され 、
純粋な業務地 区化 が進展 し,さ らに金融中心,行 政中心 な どの 機能の地域
的特殊化がみ られ る。 しか しなが ら,こ の大阪都心部は,本 来卸売業を主
体 として発展 した ところで,こ れに業務地的性格が 加わ つて,こ れ らが混
在 してい る。そ して卸売業地 域では,道 路 の狭隆,自 動車 交通の増大等に
よつて甚だ しい混雑を きた してい る。す でに着手 され よう としてい る大阪
駅前の市街地改造計画や,東 淀川区西 中島町に建設予定の東海道新幹線大
阪駅 を中心 とす る業務地域計画 などを強力にお し進 めることに よ り.混 在
地 域の土地利用の是 正,建 築物の不燃 高層化,道 路の拡幅.オ ーラン ・ス
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ペースの確保 な ど,都 市再開発 の必要が 痛感 され る。
神戸市 の都心部に も都心 業務地域が形成 されてい る。 これ は港湾地域 と
一体 となつた港湾業務地 と しての性格が強い。突堤の東方への増設に とも
ない,そ の背 後地の土地利用の整備が望 まれ る。
② 工 業 地 域
臨海 工業地域:大 阪港を中心 として西は尼崎港か ら南 は堺港に拡が る地
域お よび神戸港 の両端に続 く地 域であ る。 さらに大阪南港,堺,神 戸にお
いて埋立に よる臨海工業地域の造成が実施 されてい る。大阪市 およびその
周辺の臨海 工業地 域は,地 下 水の過剰 くみ あげによる地盤沈下がi著しく,
またわが国で風 力の最 も強い冬 の季節風 の風上 にあた るので,大 気汚染の
源に もなつてい る。
内陸工業地 域:神 崎 川,新 淀川,左 門殿川沿岸 な ど河岸工業地域 と大都
心部に接続 してその北部 か ら東部 に続 く地域お よび神戸港西部臨海工業地
域に続 く地域であ る。 これ らは中小企 業 を中心 とす る混合地域で,ま た夏
の季節風による市街地の大気汚染の源 となつてい る。
最近工業活動の活澱 化に ともなつて,こ れ ら中小企業の うちで比較的規
模の大きな もの,い わゆ る中堅工業な らびに中小企業の 同種業者が団地を
つ くつて郊 外に移転 しようとす る傾 向があ る。 この ような傾向の助長にっ
とめ,工 場団地 の土地利用計 画 ・整備計画の策定が必要であろ う。
このほかに連た ん市街地 の外周部に散在的に立地す る周辺工業地域お よ
び,国道沿いにの び る外 延工業地域があ る。 これ らは新 し く発 達 した工業
地域で あるが,と もすれば,ス づ0一 ル ・エリアになろ うとす る嫌 いが あ
る。交通の整備計画 とともに,合 理 的な配置 を もつた工業地域 とす る必要
が ある。
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(3)住 宅 地 域
阪神 都市圏においては,そ の隣接都市 が全 く一体 となつ て市街地が連続
し,さ らに郊外電車の発展 に ともなつて,そ れぞれの住宅地が発展 してい
る。 なか で も大阪 と神戸 との間は自然条件 ・社会的条件に恵まれ て特に著
し く発展 し.そ の 間は全 く連たん状 態にあ り,六 甲山麓にまで住宅地が開
発 され てい る。大 阪の北部 か ら東部にか けての低湿地 は,旧 大和川跡 を除
いては,一 毛作田ない し蓮 田 として利 用 され,市 街地 の発展 を阻んできた
が,い まや ここに も住宅地が無計 画に造 成 されつつ ある。 さらにこの低湿
地 を こえた地区では,国 鉄お よび郊外電車 の駅 を中心 として,住 宅地が点
続的に発展 してい る。最 近の傾向 として,西 摂の上ケ原 ・大阪北東の千里
山 ・東方の枚方丘陵 あるいは南方の古墳 群地域 の丘陵 に も住宅地 が形成さ
れてい る。
(4)農 業 地 域
残余の平坦地 は農耕地 として利 用 され てい る。 また農耕地 は一部丘陵地
に もお よんでい る。 しか し都市周辺または道路 に沿つて,耕 地 は年 ごとに
工 場や住宅地に 変貌 しつつ あ る。 しか し,大 都市に新鮮な野菜や果実を供
給す るための耕地 を保護 し,集 約耕 作や 園芸 な どを発 展 させ て農家所得の
増 大 を図るこ とも大切 である。
(5}緑 地
阪神都市圏の外縁部 を画 いて いる各山地 は,グ リーンペルトとしてきわ
め て大 きな効用 をはた している。土地 保全 ・自然 の保護は もとよ り,樹木
地域 はリクリ エーシヨンに適す るので,値 林す るばか りでな くその管理が
大切で ある。 巨大都市の膨脹 は田園地域を蚕食す る。従つて連 たん市街地
の周辺緑地の確保は大切 で,低 湿地の市街地化防止 の上か らも問題 である。
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ま して 中心 都市 が 都市 公 園法 で 定 め た標 準 面 積 を も有 してい ない の で,周
辺緑地 の 確保 は なお さ ら必要 で あ る。
2)阪 神 都 市 圏 の土 地 利 用 計 画
阪神都 市 圏 にお い て は ・街路 ・住 宅 ・上下 水 道そ の他 の都 市 施 設の 整備
が ・入 口の 増加 に と もな う都 市 の 急 激 な膨 脹発 展 に対 処 し得 ない状 況 に あ
る。 さ らに入 口増 加 と経 済の 急 激 な発 展 に と もなつ て,都 市 近 代 化 の要 請
が今 日ほ ど強 く叫 ばれ て い る ときは ない。 従つ て都 市施 設の い ちぢ る しい
た ちお くれ を と り戻す こ とが 目下 の 急務 であ り,既 存市 街 地 の改造 を図 る
とと もに,新 市 街地 の建 設が 要 請 され てい る。 この問 題 の解 決策 としては,
既 成市街 地の 無 秩 序 な膨 脹 を抑 制 し,既 成 市 街地 の 改造 お よび土 地 区画 整
理事 業 を 中心 とした都 市 の再 開 発 をお こない,健 全 な発 展 を図 ると と もに,
大規 模 な宅 地 開発 を は じ め,工 業用 地 ・商 業用地 の 造成 をは かっ て,新 市
街地 の造 成 に っ とめ なけ れ ば な らな い。
新市街地 の造 成 に つい ては,不 適 当 ・非 衛 生 な低 湿地 を さけ て,千 里 丘
陵 ・枚 方丘 陵 ・羽 曳 野丘 陵 ・和 泉 丘陵 ・明 石 台地 ・印南野 な どの丘 陵地帯
を住宅 地 開発 の 対象 と した 。 さ らに これ らの住宅 適地 に近 く・交通 の便利
な ところに商 業適 地 を求 め た 。 さ らに 幹 線道路 の 沿 線 に 内陸 型 工 業の適 地
を求 め た。 この よ うな方 針 の もとに,1980年 にお ける阪 神都 市圏 の土地
利用計 画 を 作 成 したが,各 地 区 ご とに適 地面 積 を と りま とめ る と ・表 一41
の ようにな つ た 。 つ ぎに 阪 神 都市 圏に お け る入 口密 度 の現況 を図 示す ると ・
図_2の よ うに な る 。 図 一P2を参 照 して,都 市 圏 内各 地 区の 人 口密度 を表
■..42のよ うに 定 め る と ,1980年 にお け る各 地 区 の入 口は表 一43の よ
うに な ろ。従 っ て土 地 利 用 計 画 に もとつ く1980年 の 阪神 都 市圏 にお け る
適 正入 口は1,100万 人 と推 定 され た。
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大阪市(都 心 部)一 41295、331.6 87お8 141.1 0 1,973.0
大阪市(都 心部を除く) 7,276.4 934.33,717.8缶463.3 845.0 16」236.2
淀 川 右 岸 8,141.6 269.21,294.8 7α7.024,101.7347541.3
淀 川 左 岸 3,966.4 126.2島349,7 14.81再404.0 17,861.エ
東 大 阪 3,誤)9.8 189.0 885.0 775.37,48ao 12,731.1
南 大 阪 ら849.5 109.1 156.4 0 16,651.721,766」7
泉 州 10,283.6544.21,525.51,645.438β68.3 52β67.0
神戸市(旧 市 域) 4,769.8 576.9 827.6 399.48,226.314,80α0
神戸市(新 市 域) 1,511.2 24.0 250.0 0 35,800.837,586.0
阪 神 間 都 市 7.4744 538.81y874.9 413.9 7,142.017,444.0
北 摂 2,965.4 170.5 388.2 306.59,470.01馬300,6
計 55,050.64,813.813,357.7多866.7159,391.8240,480.6























大阪市(都 心 部) 25◎ 310 40 100 100
大阪市(都 ら部を除く) 250 310 40 100 0
淀 川 右 岸 拓 310 30 80 0
憂 川 左 岸 125 310 30 80 0
東 大 阪 125 310 30 80 0
南 大 阪 必 310 30 80 0
泉 州 125 310 30 80 0
1神戸市(旧 市 域) 240 310 40 100 0
1
神戸市 噺 市 域) 痂 310 3D 80 0
阪 神 間 都 市 125 310 30 80 0
北 摂 螂 310 30 80 0
表 一43 阪神都市圏各地 区の人 口推計(1980年)
土 地利用計画 よ り試算 一(単 位 人)






















淀 川 右 岸
}
1,017,7008亀452 38,84456,616 1,196,612
淀 川 左 岸 495,80039,12270,491 1,134 606,597
東 大 阪 424,97558,59026,5m 62,G24 57島139
南 大 阪 606,18833,821 劣692 644,701
泉 州 1,28馬450 168,70245,765131,(B2 1,631,549
「 「
神戸市C日 市 域) 1,14告752 178,839臓104 鍛,940 為3968635
神戸市(新 市 域X 188,900 7,440 7,500 20亀840
一 一
隔 隔隔1




370,6765a855 叫646 2ら520 459,697
計 悌 鴫蜥 1.492」278447,063709,4688ら5001ち124,276
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つ ぎに1970年 にお け る阪 神 都市 圏 内総 入 口の 推 定 は,1955年 ・1960
年 の 国 勢 調査 入 口お よび,土 地 利用 計 画を もとに して算 定 した1980年 の
適 正人 口の デ ー タ を用 い,0ジ ステ ツ ク曲 線 に よつ て補間 す るこ とに した。
日 ジス テ ツ ク曲 線 は,一 般 に 式(4.1)の よ うに あ らわ され る。
P・一
、fe,49(・ ・1)
こ こに,P 、 は人 口etは 年 数,α;β は常 数 五 は極 限人 口 であ る。 乙二
1,400万入 と仮定 し,
1955年国勢 調査 人 口P=648.7万 入
0
1960年国勢 調査 人 口1)=767万 人
5
1980年 適 正 入 口P=1,100万 入
25
を与 え て,最 小 二乗 法に よ りα;β を推 定 し.1970年 に お け る都 市 圏内
人 口 を求 め る と,有 ,=944.8万 人 とな っ た 。 な お 所得 倍増 計 画に お い
ては,1970年 の市 街地 入 口 は現在 の1.549倍,非 市 街地 入 口 は現 在 の
52)
0.841倍に な る と推 定 してい る。 これ らの 値 を もとに して ,阪 神 都市 圏内
人 ロ を試算 す る と,上 述 の 理論 推 計人 口 とほ ぼ一致 してい る。
つ ぎに ロ ジス テツ ク曲線 を用 い て,各 地 区 ご とに1970年 の 人 口を推 計 し ,
現 在 入 口を さ し引 い て増加 入 口 を求 め た 。
§5上 水道施 設の現況 と今後の 課題
飲料 水のみな らず ・浴用 ・洗濯 ・水洗 あるいは工 業用 ・消防用 な ど水が
生活に必要不可欠な もの である ことはい うまで もないが ,この水が 自然水
ではな く,浄 化 され た衛生 的な上水 としてパイ づに よ り給水 され ることは ,
近代 的生活の絶対的要件でめ る。特 に都市においては,こ の上 水道に よる
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給水の 必要は一層大 きい。阪神都 市圏において は.他 の下水道 ・公園等の
環境施 設 と比べ ると比較的順調に普及 してい るが,す でに水源の面か ら水
道用水の供給が 限度に達 してい るのではないか と危 倶され る。 このため夏
期におけ る断水 ・地下 水の過度 くみあげによる地盤沈下 などの諸問題が生
じてい る。 しか も生活水準の上昇 ・生活文化 の向上 ・都市機能の複雑化 ・
産業の振興 ・定住人 ロに対す る昼間流入人 口の割合 の増加 な どの理由に よ
り・ユ人1日 あた りの 上 水道使 用量は年 ごとに増大 してい る。そ して一般
に上水道は飲料 水や家庭用水のみ な らず,第 二次産業におけ る工 業用水 ・
第三次産業におけ るじルの冷却用水等その給水範囲はきわめて広範囲にわ
たつてい る。
上水道の全給水量か ら,第 二次 産業の産業用水への給水量 をさしひいて,
さ らに20%の 漏 水量 をみ こむ と,1970年 における阪神都市圏の1日
1人あた り需要水量は 〃ノ=0.256トン と推 計される。ωの推計には,大
53)
阪市水道局の推計資料 を用いた。
上水道 の普及 は,水 源の 開発 が実現するかいなかにかかつ ている。 もち
ろん水源 開発 は,地 域的 ・技術 的 ・経 済的におのずか ら限度が あり,開 発
に ともな う補 償問題 の困難 さ ・水利権の調 整 ・水質の汚濁 ・過度の都市集
中による水利 用地域の 偏在 ・開発資金確保の問題な ど多 くの障害が山積 し
てい る。 しか し産業の振興 と住民の福祉向上のためには,こ れ らの障害を
克服 して.将 来の増 大す る水需要 を完全に充足す ることが最 も根本的な要
件の一っ であ る。 将来にお ける阪神都市圏内上 水道用水取水可能量 を近畿
地腱 設局の鎌/を もとに して畿 し!。tS果、aX-44ec示す とお りで あ
るn
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表 一44目 標 年 度(1970年)に お け る
阪 神 都 市 圏上 水道 用 水 取 水 可 能 量
(単位:1.OOOトニグ伯)
企 業 体 1959年 く現況) 1965年 1970年 1975年
阪 神 上 水 道 組 合 鋼 556 747 972
尼 崎 市 36 36 36 36
大 阪 市 1,335 喝771 2,094 2,327
戻 阪 府 142 鵬 582 819
枚方 ・守 口 ・寝屋川市 43 74 83
93
ビ ル 用 水 代 替 一 45 54 60
小 計 1,960 2,840 3,596 4,307
工 業 用 上 水 道 一 224 327 457
合 計 1ρ60 3,064 3,923 4,764
註:阪 神上水道組合は神戸・芦屋・西宮 ・尼崎市の将来需要とさらに伊丹づ
宝塚 ・川西 ・明石の各市分をふくむ。
§6阪 神都市 圏における経済 構造の予測
阪神都市圏の経 済構造を予測す るためには,ま ず 目標年度を決定 しなけ
れ ばな らない。わが国においては,所 得 倍増計画 その他経 済計 画の 目標年
度 を1970年に とつてい る。従 つて当地域の計画 目標年度 もこれ ら諸計画
とあわせ て1970年に とることに した。そ して小売 業,卸 売 業,金 融 ・保
険 ・不 動産業,運 輸業,サ ーじス業,娯 楽業の6業 種 を選定 し,こ れ ら各
業種 の 目標生産額を求め るこ とに した。
目標年度 にお ける阪 神都市圏の経 済構造を マクロ的に推定す るためには,
一般 に第1編 第3章 第3節 で詳述した,っ ぎに示す よ うな計 量経済 モデル
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を用 いれ ば よいn
IY・=BY十 〇Z十 σ
tttt (4.2)
ここに γtは 内生変数の列 ペク トル ・Z、は外生変数お よび先決内生変数
の列ペクトル,Bは 内生変数の係数行列,0は 外生変数お よび先決 内生変
数の係数行列 ・1は 単位行列 ・U、 は構造方程式 にふ くまれ る擁乱項のペ
クトルで ある。
立命館 大学 岡崎教授 ・愛知大学金子講師は,阪 神地域経済を対象 とした
55)
計量経済分析 を,連 立 方程式 鴛デルを用 いて行なっている。ここにその概
略を紹介す ると,内 生変数14個,先 決内生変数3個,外 生変数3個 がっ
ぎのよ うに定 め られ てい る。




















































先 決 内 生 変 数
S,C,0
飼 【t-1t-'i








そ して経 済構造方程式 をつ ぎの ように作成し てい る。
消 費 関 数c=α+α γ+αc
t1011t




住 宅 投 資 関 数1=α 十 αl
t303■t
政府(中 央 ・地 方)支 出 関数
G=α 十 αGlv
t4041t
輸 出 劉 数x_α+α 浬t5051t
即輸 入 咲 数E =α 十 αI
t6061t
即減 価 償 却 園 数D
=α 十 αI
t7071t
法 入 所 得 認 数R=α 十 α(O
t8081
製造工業生産=需 要関係 式














































t-〔1一 召 プoz汁 〔1-B〕u、(4・4)
とい う誘導 形が 得 られ る。 式(4.4)を 用 い て1970年 に おけ る阪 神地 域
経 済の マ ク 〔〕予測 をお こな うた め に は ・先決 内生 変数C,-a・Ot-',・
SをElル とは別 個 に推 定 しな けれ ば な らない ・C← 、 は ・1969年
トユ
にお け る1人 あた り推計 消 費額 と,推 計人 口を も とに して推 計 し ・
s
ほtPt1
式(4.5)の 線 型 回 帰 式 か らOt"、 ・S← ユ
o




を求 めた 。ま た外生 変数G、 ・
一243一
IDIvav,1Eelvは所 得 倍 増計 画 よ り,算 定 した 。 表 一45は,こ れ らの 値
tt
を1955年 基 準 の価 格 指 数 で デ フ レ ・ート して あ る。
表 ■一 45
項 目 金 額(単位100万円)





















表 一45の 値 を用 い て.式(4.4)を と くことに よっ て得 られた1970
年 にお け る阪神地 域経 済 の マクO予 測 値 は表 一46の とお りで あ る。
表 一46阪 神 地 域 経 済 の マ ク ロ 予 測 値
(単位:100万円,1955年価格)
項 目 予 測 値 項 目 予 測 値
消 費 1,628,410輸 出 1.626P499
設 備 投 資 901,766輸 入 ム116,131
住 宅 投 資 93,372 減 価 償 却 483,660
法 人 所 得 590,488 間 接 税 209,386
甲m
製 造 工 業 生 摩 額
,『
5.80ち340 在 庫 投 資 202,721
製 造 工 業 出 荷 額
一
6,033,352 地 域 際 純移 出入 149,312
政府(中央・地方)支出 38名976
一
地 域 生 産 所 得 3ワ175,879
(註)岡 崎・金子両氏の計算による。
一1244一
以上の 予測 結 果 の お もな 項 目にっ い て ・1970年 に お け る阪 神経 済が 国の

























個 人 消 費 11,488 11,128 25a5 7.4
設 備 投 資 12.(97 20,839
一 一
輸 出 48,879 54,259 350.5
10.1
一
輸 入 43,525 圏.138
一 一
製 造 工 業 生 産 一
一 309.8 9.1
以上に よつて求め られた阪襯 域経済の最終額(マ ク旺 デルに よる予
測)の 産業別構成 を求 める と,表 一20に 示す とお りであ る。
表 一48 1970年の 阪神 都市圏 内 最 終需 要 の予測
(単位100万 円)
■ 　
項 目 最 終 需 要 阪神繊 最終霰1そ の働 臓 締 要
部門 合 計 積 送 額 積 送 額
1農 林 業 一114,468 一
一3L246 19,904
2漁


















5.食 料 品 29,652 1009434 1,189,976
6、繊 維 993,297 1,174,621
一
易504,922
7.木 材 ・ 紙 ・ 印 刷 118,378 139,瑛)3 962,9ID
&化 学 工 業 216,513 240,219 617,076
9.鉄 鋼 262,245 2重9,924
一
275,744
10,非 鉄 金 属 11,170 8,256
　
56,931
n.機 械 議)7,285 811,802 2,261,282




13,ガ ス 13,399 25,435 59,046
㍉
14、電 力 1馬898 17,796 137,502
15、運 輸 ・ 通 信 1179872 118,670 947,775
一
16.建 設 補 修 499,673 567,046 3,224,067
17.商 業 1,053,414 2,017,787 6,344,243
(詞 岡崎・金子両氏の計算による
つ ぎに阪神都市圏におけ る目標年度の総生産額 を推定す るた めには,第
1編第3章 第2節 で詳述 した,つ ぎに示すよ うな産業連関モ…デ ルを用いれ
ば よい。
X-〔1-TA)"1TIY(4.6)
こ こにXは 総 生 産額 の ベ ク ト ル,Yは 最 終 需 要 ペ ク ト ル,Aは 投 入 係数 行
列,Tは 地 域 間交 易係 数 行列,1は 単 位 行 列 で あ る。表 一48の 値 を用い
て 式(4・6)を 計算 す るこ と に よ り,1970年 に お け る 阪神 都市 圏の各 業
種 ご との総 生 産額 を求 め る と,表 一一49が 得 られ た。
っ ぎに阪 神 都 市 圏 にお け る第 三 次 産業 容積 調 査,産 業連 関分 析,地 区 別
56)
市 民 所 得 な どを 参 考 に して 第三 次 産 業 容積 量(単 位ha)と 第 三 次 産業 総
一246帥
生 産額 との闇 の 関 係 を求 め る と ・両 者 の間 に は直 線相 関 関係が 存在 す るこ
とが わか つ た 。
(∫)業種 の 容 積 量β
.=(4.7)`の 業種 の 総生 産額
とお くと ・ β`の 値 は表 一50の よ うに なつ た 。
表 一491970年 産 業 構 造 の 予 測
地域1 阪
部門 神 地 域 その他の地域
1全 国
1.農 林 業 48,9(石 874,860 923,765
2,漁 業 9,273 287響584 疫)6,857
3.石 炭 ・ 亜 炭 0 16魯228 1(途,228
4.鉱 業 41,451 260,532 301,986
5.食 料 品 335,857 1,898.6鈴 2,234,496
6.繊 維 2,017,690 4,123,754 6,ユ41,444
7.木 材 ・ 印 刷 ・ 紙 483,818 2,595,458 馬079,276






⑳.非 鉄 金 属 221,727 697,503 919,230
11.機 械 1,15亀174 2,881,048 4,034,222
】2.その 他 製 造 業 311,966 713,268 ち025,234
一 一一 一 一一
13.ガ ス 5亀448 100,678 154,126
]4.電 力 97,920 353,831 451,751
五 運 輸 τ蝸 通 信
鮪
313,200 1,727,275 2,040,475
__-一 一 一一 …
】6.建 設 補 修
F
667β89 3,500,186 舎168,075
17.商 業 3,344,688 8,8〔〕6,399 12,151,(B7
計 12,523,423 36,⊥66,723 48,690,146




表 一51増 加 を必 要 とす る容積
単位(ha)
業 種(5) β∫x言業 種(り βε




105×10 卸 売 業 615.8
金融.保険 ・不動産業
崎245×10
金融 ・保険 ・不動産業 519.9
運 輸 業
→364×io運 輸 業 1,097.4
サ ー ビ ス 業
一5279×10
サ ー ビ ス 業 530.0
娯 楽 業
→71×10娯 楽 業 67.3
阪神都市圏の 目標年 度における第三次 産業(∫)業種 の総生産額の増加量
X.は,式(4.6)の 計算結果か ら現在の総生産額 をさし引 くことによっ
`
て 求 め られ る。従 つ ての 業種 の 目標 年 度 ま で に 増加 を 必要 とす る容積 量は
β.・X.と あ らわす こ とが で き る。 β.X.の 計算 結 果 は 表 一51ec示 す と
呂 伽`呂多
お り で あ る。
§7第 三次産業配置 モデルの作成
最近の都市におけ る自動車交通の発展,建 築 技術の進歩,都 市内部の諸
地 域の機能 的変化,と りわけ商 業業務地の展開の結果.旧 来の市街地形態
は都市の発展に大 きな障害 となるに至つた。 しか も,今 後都市 においては
民間の建築 ・施設投資の規模が拡大 し,さ らに 鉄筋 コンクリ ート建築の増
加 に よつて市街地の不 燃化 も大幅に進展す ると考 え られ るので,市 街地形
態の整備は きわめて緊急 を要す る もの となつ て きた。 これまでの都市 再開
発 は,震 災復興や戦災復興 を契機 とした土地 区画 整理事業に よつてお こな
われ て きた。 しか し今後の都市再 開発 は,市 街地 の幹線街路の整備に とも
一248一
なう都市改造 ・土地区画整理事業を中心 として進め られてい くと予想 され
る。本研究においては ・交通 問題 ・容積問題 ・人 口問題 ・土地利用問題 ・
上水道問題 ・環境衛生 問題 等の駐路 を打開 し,都 市相互間の発展整備の調
整強化 をはか りなが ら・広域都市計画の立場 にたつて,と くに都市再開発
という観点か ら・地域経済計画に もとず く第三次産業生産水準の上昇 を達
成す ることを目的 として ・単純化 され た配置芒デルを作成す ることにした。
第三次産業の配置計画を策定するにあたつては,阪 神都市圏全体での地域
所得すなわち付加価値が 最大 となる ように 目的関数 を選ぶ ことに した。わ
が国の経済が 自由主義体制 をと り,し か も各企業が利 潤追求を目的にして
い るとい う観点 か ら眺め ると,上 述の 目的関数の選定に対 しては反 論があ
るか もわか らない。 しか し,わ が国の国家理念 は福祉国家の建設であ り,
地域全体の所得 を最大にす るとい う考 え方は上述の国家理念に沿つた もの
であ ると考 えるこ とが でき る。 さらに大都市においては企業の過度集 中の
結果,す でに分析 した ような隆路 問題が山積 してお り,こ れらの膿路 問題
の解決をはか りなが ら,企 業間の不 自然 な競争を さけて,適 地誘導の 必要
性が強調されている。 この ことか らも,地 域経済的観点にたてば.企 業間
の不 自然 な利 潤追求競争 を行なわせてお くとい うことが決 して得策 でな く・
上述の よ うな 目的函数 を選定 した ことの妥当性が認識され るだろ う。
なお以上 の問題のほかに,第 三次産業の配置 を考 える場合には,と くに,
都市圏内各地区 の住 民が 日常生活 を営 なむために必要な企業配置 と規模 を
あわせ考 えてお く必要が ある。
第三次産業配置モデルは,第1編 第5章 第4節 において ・つ ぎのように
作成 されてい る・
一249一
交 通 量 制 限
容 積 量 制 限
土地利用制 限
上水道用水制限








左 轟 ん 左 ゐ 乃 み ゐ








広域都市計画の立 場にたつて,地 域経済計画に もとず く,阪 神都市圏内
第三次産業生産 水準の上昇を達成す るためには,式(4.8)の 制限条件の
もとで,第 三次 産業によつて もた らされ る阪神都市圏全体の所得を最大に
ん
す る よ う,式(4・9)を 最 大 にす るec.の値 を求 めれ ば よい。甚
の れ ゐ ゑ
f(x)=高 嵩(c,/.β,)`r,i(4・9)
式(4.8)に お い て,α.の 値 を 求 め るた め に,阪 神 都市 圏 に お け る第
t
三 次 産業 ・業 種 別 容積調 査 と,阪 神 高速 道路 協 議 会 が実 施 した施 設別起 終
57)
点 調査 を もとに して.両 者 の 関係 を求 め る と,α.の 値 は 表 一52の よう
`




業 種(り α ∫







運 輸 業 449.3






種の単位 容積 あた り就業者数 を{孟
ニ
け れば溶 翻 査蔀 漸 統轟
どの 資料 を もとに して 乾 の値 は ,





























つ ぎに 目標 年度 に お け る阪神 都 市
圏 内就 業者 入 ・ と総 入 ・ との 比 翻
とすれ ば2・O.447と 推定 されて
い る。 ま た 目標 年度 にお け る第 三次
産 業就 業 者数 と全就 縮 数 の比 物
とす れ ば ・η=0・496と椎 定 され て
い る。 これ らの推定 値 は ,近 畿開発
58)
促 進 協 議 会の 研 究結 果み ち びか れ た





小 売 業 1,442.5
卸 売 業 577.1
金融 ・保険・不動産業 259.2
運 輸 業 560.7
サ ー ビ ス 業 416.8
娯 楽 業 1,369.0
っ ぎに 阪神都 市圏 にお け る入 口,
地区別市民所得,産 業連 関 分析 の結 果
な どを用 いてyiの 値 を求 め ると表
一54が 得 られ る。 さ らに式(4 .9)
k60)61)
に お い て,C .の 値 を 求 め るため に,法 人 企 業統 計 年報 や 商業統 計表,大ニ
62)63)k
阪府 統計 年 鑑'P兵庫 県 統 計 書 を用 い た。 そ して(c































小 売 業 31.5931.1526.3926.2326.4825.9026◎48 3D.6825.9026.8626.81 絢 一
卸 売 業 45.79」0.41 33.5033.503a57 33.4633.6935.0233.4633.6133.5437.72 一
金融・保険 ・不動産業 279.8246.91204.70204.70205.15204.472Q5.83214.002Gら47205.38204.93230.46 嗣
運 輸 業 160.23141.39117.2117.2117.47117.08117.86122.54117.08117.60117.34131.97129.50
サ ー ビ ス 業 152.03134.15111.22111.22111.46111.09111.83116.27111.09111.5911ユ.34 一 112.87



































小 売 業 20.2 102.1 45.4 23.0 21.7 24.5 62.0263.6 7.5 45.2 17.4 一 {
卸 売 業 390.5 57.1 25.4 12.9 12.2 13.7 34.7 30bO 4.0 25.3 10.0 }
金融・保険 ・不動産業 315.4107.4 14.7 7.5 7.0 7.9 20.1 17.2 2.3 14.7 義7 』
運 輸 業 12」2 335.5 27.4 13.9 13.1 14.8 37.4 32.0 4.4 27.3 10.5200.0お8、9
サ ー ビ ス 業 178.2 89.0 39.6 20σ1 20.0 21.4 54.1 46.3 6.7 39.4 15.2 一
娯 楽 業 13.4 13」7 6.1 3.1 ag! 3.3 8.3 7.1 1.O 6.1 2.3 一
る と ・表 一55が 得 られ た 。 つ ぎに ・これ まで に分 析 した諸 数値 を用 い て ,
式(4・8)の 繊 条件 の もとで 式(4.9)を 最 大。・す る ♂ の 値 を 滝
`
子計算 器FACOM128Bに よつ て求 めた 。計 算 結果 は表L56に 示 す と
お りで あ る。
§8結 言
本研究におい ては,阪 神都市圏の過大都市の隆路打開 と,都 市相互の発
展整備の調整強化をはか りなが ら.阪 神都市圏の どの地区にいかなる業種
の第三次 産業をどの程度 の規模 で配置 させ るのが適正であるかを単純化 し
た第三次 産業配置看デルを作成 して求 めた。 このモデ ルは広域都市計画の
立場にたって,と くに都市再開発 とい う観点か ら,地 域経済計画に もとず
く第三次産業生 産水準の上昇を達成 し,地 域所得を最大にすることを目的
とした。計算結果っ ぎの よ うな結論が得 られた。
(1)大阪市都心部お よび大阪市都 心部を除 く区部においては,幹 線街路
や都市高速道路 を整備 し,都 市改造 を中心 として再開発をおこない,金 融
・保険 ・不動産業や 卸売業な ど阪神都市圏経 済活動の中心 となる業務 を集
中させ るのが望ま しい。 さらに これ らの地区には,サ ーじス業 。娯楽業な
どの集 中 もみ られ る。
② 運輸業に関 して は,大 阪市都心部 をさけて,都 心部を除 く地区お よ
び中央環状 線沿線や大阪湾 内の埋立地に立地 させ るのが望ましい。甲央環
状線沿線は,大阪市 の都心部や 国鉄東海道線の新貨物駅に近 く・運輸業セン
ターとして今後 の発展が期待 され る ところであ る。 トラツク ・ター三ナル
の計画 を作成す ること も当然必要 であろ う。一方阪神港においては ・取 り
扱い貨 物量 の飛躍的増加がみ こまれてし・る.1970年ecrsける阪神地域経
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済 の マ ク0予 測値 す なわ ち表 一46で あ き らか な よ うに1970年 の 輸 出入
は,
輸 出1,626,,499百 万 円
輸 入1,116,131百 万 円
とみ こ まれ て い る。 これ に 対 して1958年 の 輸 出入 実 績 は
輸 出422,052百 万 円
輸 入490,302百 万 円
で.輸 出 に関 して は3.85倍,輸 入ectwしては2.28倍 と飛 躍 的に 増加
す る もの と考 え られ る。 現 在 の神 戸 港 や 大 阪 港 にお い て は,商 港施 設の不
足 が 目立 ち.こ れ らの施 設 を緊 急 に整 備 す る こ とが 強 く要 望 され て い る。
しか も,将 来 の 港 湾取 扱 い 貨物 量 は 上 述の よ うに 大幅 に 増加 す る もの と考
え られ る。 しか も現 状 にお い ては,こ れ らの 港湾 施 設 を埋 立 て に よっ て増
成す る以 外に 方 法 はな く,阪 神港 の発 展 につ れ て 大 規模 な 埋立 地 が 必要 と
なっ て くるだ ろ う。 従 つ て,こ れ らの埋 立 地 に 港 湾 関係 の 運 輸 業が 大 規模
に 立地 して い く もの と考 え られ る。
(3)これ ら以 外の 地 区 に お い て は,あ ま り大 きな商 業地 域 の形 成 は予想
さ れ ない。 す な わ ち各 地 区 住民 の 日常 生 活 に密 接 な 関係 を有 す る業 種 の立
地 に と どま るで あろ う。
四 これ らの計 算 を とお して,一 番 強い 制 限 条 件 とな つ た もの は,交 通
量 制 限で あっ た。 従 っ て,阪 神 都 市 圏再 開発 の 鍵 は,市 街地 幹 線 街路 や,
都 市 高速 道路 の 整備 いか ん に か か っ てい る と云 つ て も過 言 で はな い。
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第5章 瀬戸 内海 地域 の輸送計 画
§1緒 言
わが国にお いては ・現在種々の面倒 な交通問題 が発生 してい るが,こ れ
は交通施 設の近代化 と交通 機関の整備開発が,人 口の増加 と産業の発展に
ともな う交通需要の増大に時 聞的 ・空間的に対処 し得なかったためである。
すなわ ち大正以来投資が直接生産面 に偏向 し,積 極的 な交通投資が行なわ
れなかったた めに,交 通施 設の不足 が 目立 ち,交 通流の低速化 と非能率の
現象が慢性化 してい る。
財貨輸送 にお ける輸送の低速度 と低能率は,運 賃割高→ 国際的にみて多
い財庫 量一 複雑iな商品流通過程→ 多い資本金利 負担→低い資本効率→原価
高の後進 国特有の悪循 環を生んでい る。従って今後経 済の高度成長を実現
して行 くためには,さ しあた り輸送需要の急増に対処 して,輸 送駐路の解
決を図 りつっ,窮 極 において近代 的 ・合理的交通体系をつ くりだす ことが
最 も重要 な課 題 となつて きた。 このため今後の交通政策 を考 えるにあたつ
ては,つ ぎの ような基本 的な考 え方が重要で ある。す なわち,
(1)わが国 の交通 体系の技術革新を促進 し.高 能率 な交通体系をつ くる
ことが,産 業構造を高度化 し,経 済の成長 をはか るために必要である。 こ
のこ とは,先 進国の工業 と交通が っねに均衡的に発展 をとげてい ることか
らもあきらかで ある。 このため には,発 達のお くれ てい る各交通機関の交
通力を急速に 増大す る とともに,そ の近代化 をはか ることに よつて ・合理
的な交通体系 をつ くりださな ければな らない。
(2)各交通機関は需要者がそれぞれサ ーじス と運賃 を考慮 して任意に選
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択利用で きる状態におかなければな らない。
③ 交通企業は,み ずか らの資本を調達 し,経 費 をまかな うための自立
採算性 が尊重され るべ きであ る。 このためには原則 として交通 サ ーじスの
対価 である運賃 は.適 正運賃で あ り原価 をつ ぐない得 る もの で なけれ ばな
らない。またその原価は経費 を支払い,か っ償却 を行ない ・再生 産のた め
の新投資 を自己の蓄積か ら行ない うる ものであ ることが望ま しい。すなわ
ち原価主義に よって決定 された適 正運賃 を原則 とすべ きであ り,こ れにょ
つて各 交通機 関の分野の適 正化 をはか るとともに,企 業の経営基盤 を強化
しなければな らない。
(4)交通投資については.将 来 の交通 体系の構造 的発 展を促進す るよう
に投資政策が とられ なければ ならない。
また全国的にみて能率 的な交通体系をっ くりだすための投資政策が もち
ろん必要であ るが,こ れ とな らんで将来の輸送需要の地域 変化 を考慮 した
投資政策 を立案す ること も必要である。すなわち重要工業地域,大 都市圏
な どの能率的交通体系をつ くりだすための重点投資政策が 必要であ る。
さらに過去 の慢性 的交通力の不足が 日本経 済成長 のための隆 路 となつて
きた ことを よ く認識 して,将 来の予想需要に十 分対応 でき る交 通施 設を緊
急 に整備する ことが必 要であ る。
(5)可動施設 としての自動車 ・車両 ・船舶 ・航空機の能 力増加 と,道 路
・港湾:・鉄道 ・空港な どの固定施 設の建設 。整備 はっねに均衡が保たれた
もの でなけれ ば ならない 。とい うこ とは,一 国の交通 力は固定施 設 と可動
施 設の2要 因の質 と量に よつて規定され るか らであ る。
固定施設は,懐 好 期間の長い こと と長期規定 性のた めに,必 然的に一定
の計画に もとつ く先行投資 を行 な うことが 必要になって くる。 可動施設に
・-256・_
ついて も.能 力増加 とあわせて近代化 を行な うことが必要である。
以上の諸分析に よつてあ きらか なよ うに,総 合的 な交通体系 を確立 して
いくためには ・まず第1に 将来の輸送需要 を適確に把握す ることが必要で
ある。 もちろ ん輸送需要 は ・経 済規模の拡大 ・あ るいは産業構造 。地域構
造の変化に対応 して変つ て行 くと考 え られ る。 したがつて交通施設計画作
成の基本 とな る将来 の輸送需要 を把握するためには,ま ず将来の望ま しい
産業構造 ・地域構造の姿を えが きだす こ とが必要 となつて くる。
このため本研究 においては,わ が 国の産業発展 の中核をなす第二次産業,
とくに工業部 門に注 目 して,広 域工 業圏の 見地にたって,単 純化 した工業
立地冠デ ルを作成 し,ど の地区にいか なる業種の産業を どの程度の規模で
立地させ るのが適 正であ るか を求めた。 このように して広域工業圏におけ
る将来の産業構造 と産業配置の望ま しい姿が描きだ され ると,っ ぎにこれ
らをもとに して発 生交通量す なわち輸送需要量を推計する ことがで きる。
本研 究においては,瀬 戸 内海地 域を対象 として,さ きに第3章 で求めた
立地計画か ら発 生す る輸送量 をさば くのに艦路 とな らない ように ・交通施
設の建設 ・整備計画 を作成す る ことを目的 として,簡 単な輸送モデルを作
成し,瀬 戸内海各地区間の輸送量を推計する。
§2輸 送手段別依存度 と地区間輸送費の算出
さきに瀬 戸 内海地域におけ る将来の産業構造 と産業配置の望ま しい姿を
求めたが,原 単位 分析 を とお して輸送 需要を求めることが できる。すなわ
ち馳 区における陳 種の目標生産副 が求まれば・(馳区は(・備 の









だ け必 要 とす る。 こ こに α.tは(i)業種1単 位 あ た りの ω 業種 の 投入 量 す
ノ`
な わ ち原 単位 で あ る。 従 って㈲ 地区 は(ノ)品目の需 要 地 とな り,そ の 需要 量
ごた
はP.と な る。 従 つて(k)地区 にお け るの 品 目の 総 需要 量 は,ノ
み の ゐDノ「盈%P(5・5)
と して計 算 す る こ とが で き る。
一 般 に供 給地 か ら需要 地 に原 料 や 製 品 な どの物 資 を 輸送 す る場合 には
,
鉄 道 ・道路 ・海 運 な どの 輸 送 手段 が と られ てい る。 そ して これ らの 輸送手
段 の うち最 適 な輸 送 手 段 を選 択す る要 因 と して,輸 送 費 ・輸 送時 間 ・輸送
距 離 ・輸送 量 ・輸送 の 確 実 性 ・安 全性 な ど をあ げ る こ とが で き るが ,これ
らを総 合 して 明確 な 選定 基 準 を き め る こ とは 困難 な問題 で あ る。 従 っ てこ
の 問題 の解 明に あたっ て は,今 後 の研 究 に まつ と ころ が 大 きい 。
本 研 究 に おい ては,西 日本 にお け る輸 送 構造 の 現 況 を分析 し ,統 計的手
法 を用 いて,品 目別 に各 輸 送 手 段 の分 担 す る輸送 量 す な わ ち輸 送 依存度 を
算 出 した。移 出入 別 ・品 目別 輸送 依存 度 は 表 一57に 示 す とお りで あ る。
こ の 場 合 に用 い た 資 料は ・日太 国 港 湾統 計 年報1959年 度(運 輸 省港 湾局
64)
1961)近 畿 ・四 国 ・九 州相 互 聞お よび全 国 輸 送 構 造 調査(国 土計 画協 会
・96臥 ・959鞭主難 物発着関係府県別ト灘 報(日本国有鉄道
6の事
務 管 理統 計部,1961)な どで あ る。
この よ うに して 輸 送依 存 度 とい う概 念 を導入 す る こ とに よっ て
.㈲地 区
か ら(り地 区 に(り品 目1単 位 を輸 送 す る場合 の海 上 ・道路 ・鉄 道 に よ る輸 送
一258一






道 路 鉄 道 海 上
鉱 産 品 0.06 0.13 0.81
林 産 品 0.19 0.17 0.63
化学工業品 0.08 0.12 0.80
機械工業品 α19 0.04 0.76
繊維工業品 0.31 0.23 0.46




化 学 工 業 品0.100.2工0 .69
機 械 工 業 品0.270.080 。65
繊 維 工 業 品O。480.210.31
っぎに(k)地区か ら(1)地区にの 品 目1単 位を輸送する場合の道路輸送運賃
を鵜 鉄道運賃を弥 海上願 をcl
(i)として,瀬戸嚇 地区間
の晶目別 ・輸 送 手 段別 運賃 を算 出 した。 そ の1例 を示 す と.表 一58～64
の とお りで あ る。表 一58～64の 各 欄 の 数字 は ,上 か ら順 に品 目1卜v
あた り地 区間 の道路 運賃 ・鉄 道 運賃 ・海 上 運賃 をあ らわ してい る。
道路 に よ る品 目別 ・地区 別 輸送 費は,日 本 通 運株 式 会社 の貨物料 金表 を
もとに して算 出 した 。
鉄道 に よ る品 目別 ・地 区別 輸 送費 は,日 本 国 有鉄道 貨物 運賃表 を もとに
して算 出 した 。
海 上 運賃 を算 出す るに あ たつ ては.海 上輸 送の 実態 を把 握 しな けれ ばな
らない 。 海上 輸 送 を大 別 す る と,定 期貨 物 輸 送 と不 定 期貨物 輸 送 とに わか
れ る。 しか も工 業原 材 料 また は中 間製 品が定 期 貨物 として輸 送 され る場合
は ま れ で あ る。 な お不 定 期 貨物 と して輸 送 され る場合 の海 上 運賃 は非常 に
変 動 が 大 き く,実 態 を把 握 ず る こ とが なか な か 困難 であ る。 従 つ て海 上 運
一259一
賃 につ い て は,輸 送 運賃 の実 績 を もとに し て算 出す る こ とに した 。 この た
め海上輸送顯 購,、96、 鞭(大 阪鑓 局資鶏 およ曙 賑(第 、
68)
管区海上 保安本部水路部 資料)を もとに して算 出 した。
　
つ ぎに㈲ 地 区 か ら(i)地区 にの 品 目1単 位 を輸送 す る場 合 の輸 送 費Oiは





こ こecγ、(.)'r、(,)・r、(,)はそ れ ぞ れ ・馳 区 か らの 雌 へ(彦)品目1単
位 を輸送す る場合の道路 輸送依存度 ・鉄直 輸送依存度 ・海送依存度 であ り
んヱ 　 んヱ
o
、(.)'o、(、)'o、(,)はそ れぞM・・(k)地区か ら(囎 区 へ(幅 目1単 位 を輸 送
す る場 合 の道 路 輸送 運 賃 ・鉄道 運賃 ・海 上 運 賃 で あ る。
表 一57～64の 諸数 値 を用 い て,式(5.4)か ら瀬戸 内海 各地 区間の





















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































玉 島 0 0 1,915 1,915 2,870 2,870
㎝
4,000 4,921 1,571 650 馬462 易127
福 中
松 永 1,915 1,915 0 0 1,247 1,247 島461 3,421 3,035 2渉288 3,673 3,909
呉
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下 松 2,836 2,836 1p226 1,226






鶴 崎 4,849 4,849 3,369 3,369 2,612 2,6121,406 0
6,003 5,217 6,586 6,504
徳 島
小 松 島 1,544 1,544 2,9912,991 3,890
一




壬 生 川 2,484 2,484 3,616 3,616 4,567 4,567 5,754 6,586 2p676 1,988 0 3,460
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岡 山 0 0 1,498 1,498 2,381 2,381 2pg75 3,387 1,279 464 1,639 2,297
水 島




1レ279 464 1,639 2,297
福 中
松 水 1,498 1,498 0 0 1,121 1,121 1,763 2,266 2β鉛 1,649 2,163 3,037
呉




長 府 2,詔1 2,381 1,121 1,121 0 0 882 1,791 3,112 2,529 3,049 3,413
門 司
苅 田
















前節においては ・瀬 戸内海地域の産業構造 と第二次産業の配置計画を も
とに して ・原 単位分析 を行ない,各 品 目別に発送地 とその供給量お よび 目
的地 とその需要量 を求 めた。 しか しここで とりあげた工業立地 石デルは,
第二次産業の全業種 を網羅 したわけではない。すなわち重化学工業を基幹
とした成長産業であ り,し か も所得の大 きな産業で,当 地域の具備する立
地条 件に もつ とも適 した産業のみ をと りあげた。なお この立地もデルで と
りあげなかつた業種 については,大 規模 な新規工場を,既 存工場の立地地
区 とかけ離れた別 の地 区に建設す るとい う動 きは あまり認め られず,ま た
既存工場の生産拡 大によつて十分 目標生産量を達成することが可能である
と考え られ る。
これ らの工業の生産活動に起因 して発生す る輸送問題 を論ず る場合には ・
当然上述の工 業立地もデルで もとめた業種 の生産活動に よつ て発生す る輸
送需要に加 えて,既 存工場の生産拡大によつて生ず る翰送需要を考慮す る
ことが必要であ る。
噛 欧 おける嘔 目の供纒 ・1は 試(・ ・1)・cよつて容易に求め
た
ることが で きるが,馳 欧 おける(幅 目の編 蝿oノ は 試(5・3)
のみでは不十分で,こ れに既存工場の生産拡大に よつて生ず る需要量を加
えなけれぱな らない。す なわ ち
D㌧ Σ 。pk+■s。pk米(5・5)
」`ガii/ii
式(,.,)を 用 いて 計 算 しな 伽 ぽ な らな い。 ここにpl米 は既存工 業の
生産拡 大量 である。
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つ ぎに当地域内での これ らの供給量 と需要量をバラ ンス させて お くこと
が必要で ある。 もちろん瀬 戸 内海地域経済は,国 民経済の有機的 な構 成要
素 と しての役割 をはた してお り,阪 神地域をは じめ とす る他地 域 と密 接な
交 易 関係 を保つてい る。従 って物資に よつては,当 地域内で自給 自足で き
ず,他 地域か ら移入 しなけれ ばな らない し,逆 に当地域 内での需要 をまか
なつ た うえで他地域へ移出 され るもの もある。当地域 内での 需要 と供給の
平衡 を考 える場合には,当 然 これ らの流通機構を解 析す ることが必要 であ




と あ らわ され る。 こ こに7は 交 易係 数行 列,Aは 投 入 係 数 行列,Yは 最 終
需 要 ペク ト ル,Zは 総生 産額 ペ ク トルで あ る。 そ して 式(5.6)か ら(i)品
目 の 当地 域 か ら他 地 域へ の 移 出量Tiお よび他 地 域 か ら当 地域 へ の 移入 量
　
孔 を計 算す る こ とが で き る。
ぢ 　
も しT.>T.な らば二 濫
ア ガ ノ
S .=T.-T.(5.7)呂``












だけ他地域か ら移入 しなけれ ばな らない。 この ときの需要瞬供給の平衡方
程式は,
ヵ ゐ な た 　
高D、=言5、+5`(5・10)
とな る。
この よ うに して,各 品 目 ご とに当 地 域 内にお け るバ ランス の とれ た需要
量 と供 給量 が もとま り,さ らに い くつ か の発 送地 と目的地 が きまれ ば,ど
の 発送 地 か ら どの 目的 地 に どれ だ け の量 を輸 送す れ ば よい か とい う こ とが
問題 となつ て くる。 そ して この問題 を と くた めに,第1編 第6章 第3節 に
お い て,っ ぎの よ うな2っ の輸 送Eデ ルを 作成 した。
輸 送 モ デ ル(1) 　
T.J.Fraterの 考 え方に 従 っ て作 成 した輸 送eデ ルで,xiを(i)品
目の(k),(J)地区 間 の 目標年 度 に おけ る予 測 輸送量 とし,現 在 の輸送 量 を
航 馳 区における現在供縫 を・1㌦ 駆 醐 る現在の需要量


















+(ヲ ぞ 層z米Fgx)}(・ ・1`)
す べ て の地区 間の 輸 送量 は,式(5・13)に よつ て計 算 で き るが ・あ る特
定の駆 間では,次式で計算した 野 適 力・,また 磨 越 が一
致 しな い のが 普 通 で あ る。














式(5.15)を 求 め,ec`の 第 二 近似 値 艦 を次 式 で求 めれ ば よい 。
ぐ 一6轡 轡 〆 懸 ・差{(Σtkg'keK/2tkgXXF9)uxgigi)
+(itl."K"/翌6轡F9糠)}(・ ・16)
以 下 同様 に して新 しい係 数の 値 が1.00uCな るま で この計 算 を繰返 せ ば,









式(5.17)の 制 限 条 件 の もとで,
絢 一屠 蹴'罐y(, .18)
kl








式(5.19)の 制限条 件 の もとで,
f(x)一銘,蓋 ・y¢y(・ ・2・)
ゐご
を 最 小 に す るxiの 値 を 求 め れ ば よい 。 な お ・式(5・18)お よ び(5・
　
20)の なか のe
iは(k)地区か らの 地 区 にの 品 目1単 位 を輸 送す る場合 の
輸 送 費で,式(5.4)に よっ て 与 え られ てい る。
産業 構 造 を 高度 化 し,経 済の 高 度 成長 を維 持 し,近 代 的 ・合理 的 な交通
L
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体系 を樹立す るためには,輸 送Eデ ル② を用 いた方が適i当と思 われ る。 し
か し現実の商習慣に もとつ く輸 送形態 を一朝一夕 に変える とい うことは困
難で あ り,目 標年度におけ る交 通体系は.結 局 これ ら両 冠デ ルでの計算結
果 を比較検討 した うえで,決 定 しなければならない。
§4輸 送 モデルの計算 と結果の分析
前節において は,商 習慣に よる現在の輸送体系が将来 も継続す る と考え
た場合 の地区間輸送量を求 める輸 送Eデ ル〔1)および,近 代 的 ・合理的な交
通 体系を確立す る ことを目的 として地区間輸送量 を求 める輸送鴛デル② を
作成 した。現実の商習慣に もとず く輸送形 態を一朝一夕にかえ るとい うこ
とはなかなか 困難であ り・目標年度におけ る交通体系は,結 局 これ ら両 モ
デ ルを比較検討 した うえで決定 され なければ ならない と述べた。従っ て,
当地域の現在の輸送量については,将 来 もその輸送体系がヵ〉わ らない と考
え,あ らたに発生 する輸送需要 についてのみ,近 代的 ・合理的 な輸送体系
が とられ る と仮定 した。そ して新たに発生す る輸送需要 につい ての み ,輸
送 もデル② を適用 して品 目別に地区間輪送量 を算出す ることに した。そし
て 輸 送Efル(2}を と く・こあ た つ て は,N。,th.-W。、,C。,。 。,農 た は ,
70)
Hauthakker法 を用 い た 。 計 算 結 果 の 一 例 を 示 す と表 一72～78の よ
うに な つ た 。
このようにして瞬 目姻 駆 から(り駆 への継 量・・yが求まれば,
その㈱ 送依醸 鵜 揃 存頗1
)-e海送臓7縞 が与えら
れ て い るの で,各 輸 送 手段 別 に 地区 間 輸送 量 を計 算 す る こ とが で き る。計
算結 果 の一 例 を示 す と表 一79～85の よ うに なつ だ。
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1,000ト ン)全 輸 送 量(単 位
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小 松 島 1 一 一 　 一一一一
坂 出
丸 亀 ㎝ 一 一, 一 冒一 一
西 条
壬 生 川 一 一 一一
0.37 2.42 6.(B 0.01 8.88
高 知
一










































































































































































































































































壬生川 高 知 供 給 量
西 大 寺
岡 山 10,319.3013.73101.7133.9927.8068.32219.9319.40 4.33



















































































壬 生 川 『
P掃-h
高 知




































































































































































































































































































































































































































































































































































道路一鉄道 一海上輸送量(単 位1,000ト ン)
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壬生川 高 知 供給量
西 大 寺
岡 山 馬嘔一-一 一 皿-. 一-旧 一一 　
水 島
玉 島
1.89 0.39 0.09 2.37～
0.83 0.17 0.04 1.04一
1.22 0.2『 0.06 1.53
福 山
松 永
1.67 1.27 L13 1.57 3.59
　-
9.24
0.73 0.56 0.50 0.(9 1.57 4.04
























小 松 島 一一　一}
一一.-






0.18 L16 2.92 0 4.26
0.08 0.51 L28 0 1.86一




..89 0.39 1.67 1.27 1.13 1.57 12.95 7.01 0.18 2.35 ag2 0.09 33.43
0.83 0.17 0.73 q56 0.50 0.69 5.67 亀07 0.08 1.03 1.28 0.04 14.62
































































3.2112.50 8.15 24.61 馬48 18.9034.34109.22





壬 生 川 一 一 一 一一-一 一 一 一}一 一幽一
高 知
需 要 量
7.33 28.57エ8.64 9.48 225.8217.07 43.2078.59428.70
3.2112.50 8.15 4.工5 99.80 7.48 18.9034.38ユ87.57













































































7.61 9.75 1.77 70.3420.25 109.72
3.33 4.27 0.7` 3σ。7η 8.86 48.00











1 3.59 2.74 6.33
坂 出
丸 亀











14.19 1.14 5.22 5.15 一 ゴー 一 一L　 4.54 11.47 3.3745.09
6.21 0.50 2.28 2.25
『 ■ 一 　一
皿.5・(セ 1.48 19.73
9.17 0.74 3.37 3.33 2.93:7.41 2.18 29.12
需 要 量
14」9 1.14 5.22 12.76 15.19 1.77 70.34 20.25 5.55 8,78128.70 3.37 187.28
6.21 0.50 2.28 5.EB 6.65 0.77 30.77 8.86 2.43 3,盤」 12.56 ユ.48 8L94

















































壬生川 高 知 供給量
西 大 寺
岡 山
二ρ31.93 1.37 10.17 3.40 2.78 6.83 21.99 1.94 0.43 1.28 a61 0.46エρ85。20






























あ031.93 1.37工0.17 3.40 2.78 6.83 21.99 1.94 0.43 1.28 2.61 0.4619085.20

























































35.0115.40 38.73 0.08 2.89 1.53 0.5694.20
7践52 3a33 81.3雲 0.17 6.07 3.21 1.18 19処≧
241.57106.23 2弧25 0.5619.9510.56 3.86649.98
福 山
松 永


















鶴 崎 一一 一 一r一 一
徳 島
小 松 島
一 一 一L 山一









35.01 15.40 32.93 34.86 32.54 17.2754.93 1.85 0.08 2.89 1.53 0.酪 229.85
73.52 32.33 69.15 73.20 銘.34 36.26115.36 3.89 0.17 6.07 3.21 1.18 482.68



































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































15.08113ピ15 50.33 50.13 8.45,ユ40.88 61.24 16.08 1」2 99.39 12.39 13.62581.85
4647 33.53 14.91 14.85 2▼50 41.74 18.14 4.76 0.33 29.45 3.67 4.08 172.40











以上 の 計 算 結 果 を もと に して,瀬 戸 内海 地 域 の 増加 輸送量(1970年 ま
で の)に 関 す る地区 間 輸送 量 の特 徴 を 品 目別 に述 べ る と,人 絹 ・ス フ 輸 送
に 関 して は,水 島 ・玉 島地 区か らは,当 地 区 の 需 要 量 を まか なつ た うえ で,
西大 寺 ・岡 山地 区,高 知 地 区 へ,福 山 ・松永 地 区 か らは,当 地 区 の 需 要量
を まか なつ た うえ で,呉 ・広 島地 区,徳 山 ・下 松地 区,下 関(長 府)地 区,
門司 ・苅 田地 区へ,呉 ・広 島地 区 か らは,門 司 ・苅 田地 区,坂 出 ・丸 亀地
区へ,大 分 ・鶴崎 地 区 か らは,当 地 区お よび門 司 ・苅 田 地区 へ,西 条 ・壬
生川 地 区 か らは当地 区 の需 要量 を まか なつ た うえ で,徳 島 ・小 松 島 地 区,
坂 出 ・丸 亀 地 区,高 知 地 区へ 輸送 す るのが 望 ま しい 。 なお 人絹 ・ス フ は道
路 輸 送 に よっ て大 量 に は こばれ る傾 向が あ る。
パ ルつ の輸 送 に関 して は,徳 山 ・下松 地 区 か らは,当 地区 の 需 要量 をま
か なつ た うえ で大 分 ・鶴崎 地 区へ,他 の地 区 へ は徳 島 ・小 松島 地 区 か ら輸
送す るのが 望 ま しい。 パ ルつ の 輸 送量 は.道 路 輸 送 に よ る場 合 が多 く,次
い で海 上 輸 送,鉄 道輸 送 の煩 に なつ てい る。
紙 の 輸送 に関 しては,大 分 ・鶴 崎地 区 か らは当 地区 の 需要量 をま か なっ
た うえ で,呉 ・広 島 地区 ・徳 山 ・下 松地 区,下 関(長 府)地 区.門 司 ・苅
田地 区 へ,徳 島 ・小 松 島 地区 か らは.当 地 区お よ び坂 出 ・丸 亀 地 区へ,高
知 地区 か らは,当 地 区 の需 要量 を まか な つ た うえ で,西 大 寺 ・岡 山地 区,
水島 ・玉 島地 区,福 山 ・松 永地 区.呉 ・広 島地 区,坂 出 ・丸 亀地 区,西 条
・壬 生川 地区 へ 輸 送 す るのが 望 ま しい。
石 油 は 瀬戸 内再 地 域 に お い て は,岡 山 県 で 最 も多 く生 産 され,県 下 で も
つ とも多 く消 費 さ れ る。 この こ とは,岡 山の 工 業 開発が 今 後 い ちぢ る し く
進 展 す るこ とを 示 して い る。 石 油 は海 送 され る ものが 多 い・
鉄 は,水 島 ・玉 島地 区 ・福 山 ・松永 地 区 ・下 関(長 府)地 区 で 生 産 され ・
一295一
水 島 ・玉 島 地区 お よ び,福 山 ・松永 地 区 の 鉄 は 全地 区 へ,主 として 海 上 に
よつ て 輸 送 され るの が望 ま しい。
セ メン ト輸 送 に 関 して は,岡 山 県 か らは全 地 区 に,他 地 区 で 生 産 され た
もの は,そ の 周辺地 区 へ 輸 送 す るの が 望 ま しい 。 セ メ ン ト も石 油 ・鉄 と同
様 海 上輸 送が 主 体 に な る と考 え られ る。機 械 の 輸 送に 関 して は,岡 山 ・西
大 寺地 区 か らは,当 地 区 お よび 水 島 ・玉 島 地区 へ,水 島 ・玉 島地 区 か らは,
当 地 区お よび坂 出 ・丸 亀地 区 へ,福 山 ・松永 地 区 か らは,当 地 区 お よび坂
出 ・丸 亀地 区,西 条 ・壬 生 川 地 区へ,呉 ・広 島地 区 か らは 当地 区お よび福
山 ・松永 地 区へ,下 関(長 府)地 区 か らは,当 地 区 お よび徳 山 ・下 松 地 区,
門 司 ・苅 田地 区,大 分 ・鶴 崎 地 区,徳 島 ・小 松 島地 区,坂 出 ・丸 亀 地 区,
高知 地 区へ 輸 送 す るの が望 ま しい 。機 械 類 は 海上 に よつ て 輸送 され るウ エ
イ トが 大 きい。
この よ うに して,各 地 区 閲の 輸送 量が,品 目別,輸 送 手 段別 に求 ま れ ば,
これ らの 輸送量 を総 合 して,総 合 的 な港 湾 整 備 計 画 を策 定す る こ とが で き
,
さらに これ らの地区間輸送量 を もとに して,通 過 輪送量 を算 出し ,地区問
全輸送量 を求め ることに よつて,総 合的な道路整備計画 ・鉄道整備計画 を
策定す ることが可能 になる。
§5結 言
本 研 究にお い ては,瀬 戸 内海 地 域 を 対 象 と して ,さ きに第3章 で 求 め た
工 業 立地 計画 か ら発生 す る輸 送量 を さば くの に駐路 と な らな い よ うに
,交
通施 設の建 設 ・整備 計 画 を作 成す る こ とを 目的 として ,つ ぎに示 す2つ の
輸 送 竈 デ ル を作 成 した。
輸 送 冠 デ ルα〉の 特徴 はつ ぎの とお りで あ る。
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(1}瀬戸 内海 地 域 内各 地 区間 の将 来 の 輸 送構 造 はFraterの 考 え方e(z
従 う もの と した。
(2)Frater法で は トリツ つ の施 設別 予 測輸 送 量 を用 い るが,こ のか わ
りに工 業 立地 モ デ ルか ら発 生 す る トリ ツ づ ・エ ン ドの 輸 送 量 を 用 い る こ
とに よ り」,将来 の 産業 構 造 ・地 域構 造 との 有 機 的 な 関連 に おい て輸 送 構
造 を決 定 す る こ とを可能 と した 。
輸 送 モデ ル② の特 徴 は つ ぎの とお りで あ る。
(1)瀬戸 内海地 域 各 地 区 間 の将来 の 輸送 構造 はKoopmansの考 え方 に
従 う もの とした 。
② 輸 送 手毅 別 輸 送 依存 度 とい う概 念 を導入 して,道 路 輸送 ・鉄 道 輸 送
・海上 輸 送 が競 合 して い る ところ での 看デ ルの 適用 を 可能 と した。
輸 送 鴛 デ ル(ユ)は現在 の 瀬 戸 内海地 域 内各 地 区 間 の 輸 送体 系 が 将来 も大 き
く変 らない と考 え得 る場 合,す な わ ち輸 送 問題 に お け る商 習慣 を認 め る場
合 に はか な り有 力で あ る。 しか し産業 構造 を高度 化 し,経 済 の高 度 成 長 を
維 持 し,近 代 的 ・合 理 的 な交 通 体系 を樹立 す るた め に は,輸 送Eデ ル(2)を
用 い た方が 適 当 と思 われ る。 しか し現 実の 商 習 慣 に もとつ く輸送 形 態 を一
朝一 夕 に 変 え る とい うこ とは 困難 で あ る。従 つ て 当 地域 の現 在 の 輸 送量 に
つ い ては 将来 もそ の 輸 送 体系 が変 らな い と考 え,工 業 立地 に よつ て あ らた
に発 生 す る輸 送需 要 にっ い ての み,近 代 的合 理 的 な輸送 体 系 が と られ る と
仮 定 して輸 送 モ…デ ル(2}を適 用 して品 目別ec地区 間 輸 送量 を算 出 した。 この
よ うに して,地 区 間 全 輸 送量 を求 め る こ とに よ り,総 合 的 な道路 整 備 計画
・鉄 道 整備 計 画 ・港 湾整 備計 画 の策 定 が可 能 で あ る こ とが 実 証 され た。
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第6章 結 論
以 上述 べた よ うに,第2編 にお い て は,第1編 で 展 開 した土 木 工 学 ・運
輸 交通 工学 の 立 場 にた っ て.し か も地 域の 経 済 構 造 ・産 業 構 造 ・入 口構造
と有 機 的に結 びっ いた 総合 的 な地 域 計 画策 定 の た め の方 法 論 に もとづ き ・
と くに今 後の 地 域計 画 の 中心 課 題 と考 え られ る
(1)第二次 産 業 配置 計画
(2)第三 次 産 業 配置計 画
(3)輪送計 画
に 注 目 して,阪 神都市 圏お よび 瀬戸 内海 地域 を対 象 と した 実 証 的研 究 を行
な っ た。 そ して この場 合 に作 成 した モ…デル が,地 域 計 画 策 定 上 き わ めて 有
用 な こ とが 明 らか となつ た 。
本 研究に お い ては,土 木 工 学 ・運 輸 交 通工 学 の 立 場 に た っ て,地 域経 済
の発 展 と地域 社 会 の福祉 増進 を 目的 と して,地 域 計 画 策 定 の た めの 方 法論
を展 開 した た め,民 間 の 個 々 の企 業 の 立場 か らの検 討 は,あ ま りな されて
い な い。従 っ て なお,今 後 の研 究 に待 っ ところが 大 きい が,地 域計 画 を単
に土 木 工学 ・都市 計 画学 の 分野 に と どま る こ とな く,社 会経 済 的な 分 野,
オ ペ レ ー シヨ ン ズ ・リサ ーチ 的 な分 野 を と り入 れ て 一歩 前 進 さ せ る こ とが
で きた と信 じてい る。
この論文 を終 るに あた つ て,地 域 計 画 の た めの 基礎 理 論 を さ らに 発展 さ
せ て ・地 域計 画 学 ・運輸 交 通 工学 を うちた て るこ との 必要 性 を 強 調 してお
きた い。
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